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1 はじめに

IBM® Rational® DOORS® 9.2 へようこそ。ユーザー要件の取り込み、
追跡、および管理に役立つ強力なツールです。

このマニュアルでは、IBM Rational DOORS の基本的な機能の使用法
を説明します。また、このマニュアルでは、Rational DOORS を紹介
し、そのコンセプトを説明しているマニュアル「Getting Started with 
Rational DOORS」をお客様がすでに読まれていることを想定していま
す。

表記規約

本書では、次の表記規則を使用しています。

関連マニュアル

次の表は、マニュアルとその内容の説明です。

書体 意味

太字 重要項目、ボタンやメニュー等の選択項目。「はい」
をクリックして処理を続行します。

斜体 マニュアルのタイトル。

Courier コマンド名、ファイル名、ディレクトリー名、コン
ピューターからの出力。.properties ファイルを編集
します。  

> メニューの選択。「ファイル」>「開く」を選択しま
す。  これは、「ファイル」メニューを選択して「開く」
オプションを選択することを意味します。

内容 参照先

Rational DOORS 9.2 での新機能 Rational DOORS README ファイル

Rational DOORS のインストール方
法

Rational DOORS インストール・ガイド
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これらの資料は、Rational インフォメーション・センター
（http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/rsdp/v1r0m0/index.jsp）にあり
ます。

Rational DOORS を使用するための
ライセンスの設定方法

Rational Lifecycle Solutions ライセンス・
ガイド

Rational DOORS の使用方法 Rational DOORS 入門 
Rational DOORS の使用

要件の記述方法 要件管理の手引き

Rational DOORS の設定および管理
方法

Rational DOORS の管理

DXL プログラミング言語 DXL Reference Manual

Rational DOORS を他のアプリケー
ションと統合する方法

Rational DOORS API Manual

内容 参照先
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2 Rational DOORS の基礎

この章のトピックは、次のとおりです。

• Rational DOORS の起動

• データベース・エクスプローラー画面の変更

• データベース・エクスプローラーでの選択

• モジュール・ツールバーの表示の変更

• 「場所」フィールド

• お気に入りお気に入りお気に入り

• モジュールを開く

• モジュール・ロックの要求

• Rational DOORS URL

• モジュール・ウィンドウでの選択

• ドラッグ・アンド・ドロップを使用する方法

• 切り取り、コピー、貼り付け

• モジュールを閉じる

• Rational DOORS の終了

Rational DOORS の起動

Rational DOORS を起動するには

1. Windows® コンピューターで、「開始」 >「プログラム」 >「IBM 
Rational」 >「IBM Rational DOORS9.2」の順にクリックします。

2. 「Login」画面が表示されたら、Rational DOORS のユーザー名とパ
スワードを入力して、「OK」をクリックします。

注     ユーザー名とパスワードは大文字と小文字が区別
されます。

「ユーザー名」または「パスワード」のボックスが使用不可の場
合は、それらを入力する必要はありません。

3. パスワードの期限が切れている旨のメッセージ表示される場合は
ステップ 4 に進みます。これまでに  Rational DOORS を実行した
ことがない場合もこのメッセージが表示されます。
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このメッセージが表示されない場合はステップ 6 に進みます。

4. パスワードの変更

a. メッセージを消すために「OK」をクリックします。

b. 「古いパスワード」ボックスに、現在のパスワードを入力しま
す。Rational DOORS にログインしたことがなくパスワードを
お持ちでない場合は、「古いパスワード」ボックスを空のまま
にしておきます。

c. 「新規パスワード」ボックスと「新規パスワードの確認」ボッ
クスに新しいパスワードを入れます。

d. 「OK」をクリックします。

e. 「OK」をクリックします。

5. Rational DOORS がユーザー認証に RDS を使用する場合で、追加
認証が必要な場合には、「認証」ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。暗証番号を入力し、「OK」をクリックします。

6. データベース・エクスプローラーが表示されます。

画面の下のステータス・バーに、ユーザー名とユーザー・タイプが表
示されます。

注    パスワードが期限切れになった場合、次に Rational 
DOORS にログインするとき、パスワードの変更を要
求されます。期限が切れる前にパスワードを変更する
場合は、「ツール」 >「オプション」をクリックしま
す。次に、「セキュリティー」タブをクリックし、「パ
スワードの変更」をクリックします。
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データベース・エクスプローラー画面の変更

データベース・エクスプローラー画面の変更

画面のレイアウトを変更し、表示するデータの内容を制御するには、
以下に示す「表示」メニュー・オプションを使用します。

「表示」メニュー・
オプション

説明

データベース・
ビュー

プロジェクト・
ビュー

データベース・ビューとプロジェクト・ビューを
切り替えます。 
Rational DOORS の起動時にデータベース・エクス
プローラーの左ペインに表示される最上位項目
は、ビューの種類に応じて以下のように変わりま
す。

• データベース・ビューでは、 データベース・ツ
リーのルート  が表示されます。この下には
アクセスが許可されているデータベースの部分
が表示されます。

• プロジェクト・ビューには、アクセスが許可さ
れているプロジェクトのリストが表示されま
す。

プロジェクトの表示 プロジェクトを表示するかどうかを制御します。
プロジェクトのアイコン .

フォルダーの表示 フォルダーを表示するかどうかを制御します。
フォルダーのアイコン .

フォーマル・モ
ジュールの表示

フォーマル・モジュールを表示するかどうかを制
御します。フォーマル・モジュールのアイコン 

.

リンク・モジュール
の表示

リンク・モジュールを表示するかどうかを制御し
ます。リンク・モジュールのアイコン .

ディスクリプティ
ブ・モジュールの表
示

ディスクリプティブ・モジュールを表示するかど
うかを制御します。ディスクリプティブ・モ
ジュールのアイコン .
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注    オブジェクトがデータベース・エクスプローラーに表
示されない場合、適切なメニュー・オプションが選択
されていないか、オブジェクトを表示するためのアク
セス権限がないかのいずれかが原因です。

データベース・エクスプローラーでの選択

データベース・エクスプローラーは Windows エクスプローラーと同
じように操作できます。

• 左ペインで項目をクリックして選択し、開きます。その内容が右
ペインに表示されます。

削除された項目の表
示

削除されたプロジェクト、フォルダー、モジュー
ルを表示するかどうかを制御します。

削除された項目はアイコンの隅に赤い×が表示さ
れます。削除されたフォーマル・モジュールのア
イコン .

名前でソート 「名前」列の値を使用して、右ペインの項目を
ソートします .
フォルダーとプロジェクトを表示し、モジュール
のソート済みリストが続きます。

タイプでソート 「タイプ」列の値を使用して、右ペインの項目を
ソートします。

説明でソート 「説明」列の値を使用して、右ペインの項目を
ソートします。

削除された項目で
ソート

「削除されました」列の値を使用して、右ペイン
の項目をソートします。

ツールバーのカスタ
マイズ

どのツールバーを表示するかを制御します。詳細
については、7 ページの『データベース・エクス
プローラー・ツールバーの表示の変更』を参照し
てください。

最新表示 画面表示を最新情報に更新します。

「表示」メニュー・
オプション

説明
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データベース・エクスプローラー・ツールバーの表示の変更

プロジェクト・ビューの左ペインには 1 つ以上の最上位プロジェ
クトがあります。 . データベース・ビューの左ペインには、単一
の最上位項目（データベース）があります。 ).

• メニュー・オプションは、現在選択されているすべての項目に適
用されます。

例えば、「Myfolder」フォルダーを選択し、右クリックして
「ファイル」>「プロパティ」を選択すると、「Myfolder」のプロ
パティー・シートが表示されます。

• 「削除」や「パージ」などの一部のプロジェクト / フォルダー・オ
プションは、右ペインでプロジェクトまたはフォルダーが選択さ
れている場合のみ選択できます。これらのオプションは、プロ
ジェクトまたはフォルダーが開いていると処理できないためで
す。

左ペインで選択したプロジェクトまたはフォルダーが開きます。
このとき、開かれているプロジェクトのアイコン  または開か
れているフォルダーのアイコン .

• モジュールは右ペインのみに表示されます。 
ダブルクリックして、モジュールを選択して開きます。ダブルク
リックにより、モジュール毎に別のウィンドウが開きます。

複数項目の選択

データベース・エクスプローラーの右ペインで複数の項目を選択する
には、CTRL+ クリックを使用します（CTRL+ クリックとは、CTRL 
キーを押しながら、選択する項目をクリックすることです）。

連続する複数の項目を選択するには、SHIFT+ クリックを使用しま
す。

1. グループの先頭の項目をクリックします。

2. SHIFT キーを押しながら、グループの最後の項目をクリックしま
す。

3. SHIFT キーを離します。

データベース・エクスプローラー・ツールバーの表示の変更

データベース・エクスプローラー・ツールバーの表示をカスタマイズ
できるように、ボタンは論理的なグループにまとめられており、グ
ループごとに非表示または表示を選択できます。例えば、お気に入り
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を制御できるボタンは「お気に入り」という独立したツールバーにま
とめられています。

ツールバーの表示を変更するには

1. データベース・エクスプローラーで、「表示」>「ツールバーのカ
スタマイズ」をクリックします。

「ツールバーのカスタマイズ」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。

2. グループごとにチェック・ボックスを選択または解除します。

3. デフォルトのツールバーを表示する場合は、「デフォルトにリ
セット」を選択します。

デフォルトで表示されるツールバーは以下のとおりです。

• お気に入り

• 場所

• プロジェクト

4. 「閉じる」をクリックします。

モジュール・ツールバーの表示の変更

モジュール・ツールバーの表示をカスタマイズできるように、ボタン
は論理的なグループにまとめられており、グループごとに非表示また
は表示を選択できます。例えば、列の配置を調整できるボタンは「列
調整」という独立したツールバーにまとめられており、表の操作に使
用するボタンは「テーブル」ツールバーにあります。

ツールバーの表示を変更するには

1. モジュールで「表示」 >「ツールバーのカスタマイズ」の順にク
リックします。

「ツールバーのカスタマイズ」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。

2. グループごとにチェック・ボックスを選択または解除します。

3. デフォルトのツールバーを表示する場合は、「デフォルトにリ
セット」を選択します。

デフォルトで表示されるツールバーは以下のとおりです。

• 列

• 表示

• リンク
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「場所」フィールド

• モジュール

• オブジェクト

• オブジェクト編集

• 表示

4. 「閉じる」をクリックします。

「場所」フィールド

現在開いているプロジェクトまたはフォルダーへのパスは、データ
ベース・エクスプローラーの「場所」フィールドに表示されます。

注    このパスは、最も近い親プロジェクトからのパスであ
り、データベース・ルートからのパスではありませ
ん。

データベース内を移動すると、ユーザーが開く各プロジェクトおよび
フォルダーへのパスが「場所」フィールドに格納されます。以前に開
いたフォルダーまたはプロジェクトに戻る場合には、「場所」ドロッ
プダウン・リストから選択できます。プロジェクトまたはフォルダー
がエクスプローラー の左ペインに開き、その内容が右ペインに表示
されます。

注    現在の Rational DOORS セッションを閉じると、「場
所」フィールドがクリアされます。複数のセッション
に存在するプロジェクト、フォルダー、モジュールへ
のアクセスを容易にするには、それらをお気に入りリ
ストに追加します。お気に入りの詳細については、9 
ページの『お気に入り』を参照してください。

開きたいプロジェクト、フォルダー、またはモジュールへのパスがわ
かっている場合は、「場所」フィールドにそのパスを入力し、Enter 
キーを押します。または、項目の Rational DOORS URL を「場所」
フィールドに貼り付けて Enter キーを押します。データベース・エク
スプローラーの左ペインにプロジェクトとフォルダーが開き、デフォ
ルトの編集モードでモジュールが開きます。

お気に入り

使用頻度の高いプロジェクト、フォルダー、またはモジュールがある
場合は、それらをお気に入りリストに追加できます。データベース階
層内をナビゲートしながらデータにアクセスする代わりに、データ



Rational DOORS の基礎

10 Rational DOORS の使用方法

ベース・エクスプローラーのお気に入りリストからプロジェクト、
フォルダー、またはモジュールを選択することができます。

• お気に入りリストからプロジェクトまたはフォルダーを選択する
と、プロジェクトまたはフォルダーがデータベース・エクスプ
ローラーの左ペインに開き、その内容が右ペインに表示されま
す。

• お気に入りリストからモジュールを選択すると、そのモジュール
が開きます。モジュールがどの編集モードで開くのかは、ユー
ザーのアクセス権とデフォルトの編集モードにより決定されま
す。

注    お気に入りリストからモジュールを開く場合は、デー
タベース内における現在の場所が移動しません。つま
り、データベース階層内のオリジナル・データの場所
に戻らなくても、別のプロジェクトやフォルダーのモ
ジュールを開けます。

プロジェクト、フォルダー、またはモジュールをお気に入りリストに
追加するには

1. データベース・エクスプローラーで、「お気に入り」に追加する
プロジェクト、フォルダー、またはモジュールを選択します。

2. 「お気に入り」>「お気に入りに追加」をクリックします。

お気に入りリストに項目が追加されます。

お気に入りリストの編成

お気に入りリストが大きくなったら、「お気に入りの編成」オプショ
ンでお気に入りを整理できます。 

「お気に入り」>「お気に入りの編成」をクリックし、「お気に入りの
編成」ダイアログ・ボックスを開きます。
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お気に入り

「お気に入りの編成」ダイアログ・ボックスのボタンについて以下の
表で説明します。

データベースへの変更がお気に入りに及ぼす影響

データベースへの変更がお気に入りリストに及ぼす影響について以下
の表で説明します。

ボタン 説明

編集 お気に入りリストのラベルを変更するには、項目を選択
して「編集」をクリックします。例えば、同一名の 2 つ
のモジュール、あるいは同一名のフォルダーとモジュー
ルを区別したい場合に使用します。

注    実際のプロジェクト名、フォルダー名、およびモ
ジュール名は変更されず、お気に入りリストに表示
されるラベルのみが変更されます。

削除 お気に入りリストから項目を削除するには、項目を選択
して「削除」をクリックします。

最新表示 お気に入りリストの内容を更新するには、このボタンを
クリックします。

矢印ボタン 項目を移動させるには、項目を選択して上矢印または下
矢印をクリックします。項目は「お気に入りの編成」ダ
イアログ・ボックスに表示される順序でデータベース・
エクスプローラーのドロップダウン・リストに表示され
ます。

変更の内容 結果

プロジェクト、フォ
ルダー、またはモ
ジュールが移動され
る

お気に入りリスト内のパスが自動的に更新されま
す。 

プロジェクト名、
フォルダー名、また
はモジュール名が変
更される

お気に入りリストの項目名は変わりません。お気
に入りリストから古い項目名を選択することに
よって、名前が変わった項目にアクセスできま
す。
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モジュールを開く

モジュールを開くには、以下のいずれかの操作を実行します。

• データベース・エクスプローラーでモジュールをダブルクリック
します。 
そのモジュールはデフォルトの編集モード（通常は排他編集モー
ド）で開きます。詳細については、44 ページの『編集モード』を
参照してください。

• データベース・エクスプローラーでモジュールをシングルクリッ
クして選択します。「ファイル」 > 「開く」の順にクリックした
後、目的の編集モードに従って「読み取り専用」、「共有編集」、
または「排他編集  」をクリックします。

• データベース・エクスプローラーでモジュールをシングルクリッ
クして選択します。「開く」を右クリックし、目的の編集モード
に従って「読み取り専用」、「共有編集」、または「排他編集」を
クリックします。

• データベース・エクスプローラーで、「ファイル」メニューをク
リックします。最近開いたモジュールを表示するように Rational 
DOORS が設定されている場合、以前に開いたモジュールのリス
トが「ファイル」メニューに表示されます。モジュールをクリッ
クして、デフォルトの編集モードでそのモジュールを開きます。
最近開いたモジュールのリスト表示の設定については、411 ペー
ジの『ユーザー・オプションの表示』を参照してください。

モジュール・ウィンドウのタイトル・バーには、モジュール名が表示
され、その後に「現行」または「ベースライン」、モジュール・バー

プロジェクト、フォ
ルダー、またはモ
ジュールが削除され
る

削除された項目はエクスプローラーのドロップダ
ウン・リストには残ります。しかし、それを選択
しようとすると、項目が削除されていることを伝
えるメッセージが表示されます。「お気に入りの
編成」ダイアログ・ボックスではその項目に削除
済みのマークが付きます。

プロジェクト、フォ
ルダー、またはモ
ジュールへのアクセ
ス権を失う

プロジェクト、フォルダー、またはモジュールが
お気に入りリストから削除されます。

変更の内容 結果
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モジュール・ロックの要求

ジョン、およびデータベース・ツリーで上位の直近のプロジェクトか
らモジュールまでのパスが表示されます。パスはスラッシュ（/）で
始まり、次にプロジェクトの名前が続きます。

モジュール・ロックの要求

別のユーザーが既に開いているモジュールを開こうとすると、「ロッ
クの要求」ダイアログ・ボックスが表示されます。以下の表でこのダ
イアログ・ボックスのオプションを説明します。使用するオプション
を選択して「OK」をクリックします。

Rational DOORS URL
Rational DOORS データベースと、そのデータベース内のプロジェク
ト、フォルダー、モジュール、モジュール・ベースライン、およびオ
ブジェクトは、それぞれ一意の ID を持ちます。この ID は doors: で
始まる URL で表されます。各項目の URL はそれぞれのプロパ
ティー・シートに保存され、そこから URL をコピーすることができ

選択する対象 実行すること

モジュールを開く 編集モードのドロップダウン・リストを有効にし
ます。 
別のユーザーがモジュールに排他編集ロックをか
けている場合、読み取り専用モードのみ利用でき
ます。1 人以上のユーザーがモジュールに共有編
集ロックをかけている場合、共有編集モードまた
は読み取り専用モードで開くことができます。

「OK」をクリックすると、編集モードでモジュー
ルが開きます。

メッセージの送信 「OK」をクリックして「ロック要求メッセージ」
ダイアログ・ボックスを開きます。 

「ロック要求メッセージ」ダイアログ・ボックス
にはメッセージを入力できます。入力したメッ
セージは、現在ロックをかけているすべてのユー
ザーに表示されます。ユーザーは必要に応じてこ
のメッセージに応答することができます。

ロックが有効な場合
にアラート

モジュールのロックが解除された場合、メッセー
ジ・アラートが届きます。メッセージ・アラート
からモジュールを直接開くことができます。
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ます。また、項目を右クリックして「URL をコピー」を選択するこ
ともできます。.
フォーマル・モジュール・オブジェクトに対してのみ、ドラッグ・ア
ンド・ドロップを使用することにより、他の Rational DOORS モ
ジュール内のオブジェクトへの外部リンクを作成したり、オブジェク
トの URL を Microsoft Word にコピーしたりすることができます。オ
ブジェクトの URL は、ドラッグ・アンド・ドロップを使用して他の
アプリケーションにコピーすることもできますが、この動作はドラッ
グ・アンド・ドロップ先のアプリケーションが制御し、Rational 
DOORS は制御しません。

例えば、Microsoft Word 文書や、HTML をサポートする任意のアプリ
ケーションに、ドラッグ・アンド・ドロップを使用して Rational 
DOORS オブジェクトへのハイパーリンクを挿入することができま
す。ハイパーリンクには、モジュール名およびオブジェクト番号が表
示されます。ハイパーリンクを選択すると、フル URL が表示されま
す。

メモ帳やワードパッドなどの HTML をサポートしないアプリケー
ションにドラッグ・アンド・ドロップを使用してハイパーリンクをコ
ピーすると、フル URL が表示されます。

モジュール、ベースライン、またはオブジェクトの URL をコピーす
る場合に、現行ビューが標準ビューでないときは、ビュー情報が 
URL と共にコピーされます。URL にアクセスすると、モジュール、
ベースライン、またはオブジェクトは、URL がコピーされたときに
選択されたビューで表示されます。

注    データベース・エクスプローラーからモジュールの 
URL をコピーする場合、ビュー情報がその URL と共
にコピーされることはありません。

Rational DOORS URL は Web ページに挿入したり、ブラウザーのお気
に入りやブックマークに登録したり、そのまま他のアプリケーション
に貼り付けたりすることができます。また、Rational DOORS URL を
外部リンクとして挿入することにより、異なる Rational DOORS デー
タベース内のオブジェクトをリンクするために、この Rational 
DOORS URL を使用することもできます。

Rational DOORS をインストールすると、Rational DOORS プロトコ
ル・スキームがオペレーティング・システムに登録されます。すなわ
ち、doors: で始まる URL がオペレーティング・システムに認識され、
デフォルトのブラウザーで開きます。ブラウザーはその URL によっ
て参照される Rational DOORS データベースを検索し、そのデータ



Rational DOORS の使用方法  15

Rational DOORS URL

ベースの新しいクライアント・セッションを開始します。または、適
切なセッションが既に実行中である場合はそれを使用します。

Rational DOORS URL へのアクセス

Rational DOORS URL にアクセスすると、URL ハンドラーは、URL が
参照している Rational DOORS データベースを特定し、適切なセッ
ションがコンピューター上で実行されているかどうかを確認します。
以下のいずれかとして実行されているセッションは適切なセッション
ではないため、使用されません。

• バッチ・モードで実行されている Rational DOORS
• 8.1 より前のバージョンの Rational DOORS
• 認証されていないセッション。Rational DOORS セッションが開始

されていてもユーザーがログオンしていない場合、ブラウザーは
そのセッションを無視して新規セッションを開始します。

• その URL によって参照されているデータベース以外のデータベー
スに対して実行されているセッション

URL ハンドラーにより適切なセッションが検出された場合は、その 
URL によって参照されている項目が開き、表示されます。参照され
ている項目へのアクセス権限がない場合は、エラー・メッセージが表
示されます。

注    Rational DOORS 9.x データベース内のオブジェクトか
ら Rational DOORS 8.3 データベース内のオブジェクト
への外部リンクにアクセスする場合、Rational DOORS 
8.3 クライアントが既に実行中であることを確認する
必要があります。そうしないと、エラーが表示されま
す。

URL ハンドラーにより適切なセッションが検出されない場合は、
Rational DOORS クライアントが開始されます。Rational DOORS のス
プラッシュ画面が表示された後、Rational DOORS の「ログイン」ダ
イアログ・ボックスが表示されます。Rational DOORS のユーザー名
とパスワードを入力すると、その URL によって参照されている項目
が開きます。以下の表に、操作結果を項目タイプ別に示します。

URL が参照する
項目

説明

データベース データベースが開き、データベースのアイコンが選択
されます。
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プロジェクト プロジェクトが「データベース・エクスプローラー」
ウィンドウの左ペインで選択され、その内容が右ペイ
ンに表示されます。

フォルダー フォルダーが「データベース・エクスプローラー」
ウィンドウの左ペインで選択され、その内容が右ペイ
ンに表示されます。

モジュール モジュールがデフォルトの編集モードで開きます。
ビュー情報がモジュールの URL と共にコピーされて
いて、ユーザーにビューの読み取り権限がある場合、
そのビューが表示されます。

ビュー情報がモジュールの URL と共にコピーされて
いないか、URL で指定されたビューの読み取り権限
がユーザーにないか、URL で指定されたビューが削
除されている場合、デフォルトのビューが表示されま
す。

モジュールが既に開いていて URL が現行ビュー以外
のビューを指定している場合の動作は、現行ユーザー
に対して設定されているオプションによって決まりま
す。詳細については、411 ページの『ユーザー・オプ
ションの表示』を参照してください。

モジュール・
ベースライン

モジュール・ベースラインが開きます。

ビュー情報がベースラインの URL と共にコピーされ
ていて、ユーザーにビューの読み取り権限がある場
合、そのビューが表示されます。

ビュー情報がベースラインの URL と共にコピーされ
ていないか、URL で指定されたビューの読み取り権
限がユーザーにないか、URL で指定されたビューが
削除されている場合、デフォルトのビューが表示され
ます。

ベースラインが既に開いていて URL が現行ビュー以
外のビューを指定している場合の動作は、現行ユー
ザーに対して設定されているオプションによって決ま
ります。詳細については、411 ページの『ユーザー・
オプションの表示』を参照してください。

URL が参照する
項目

説明
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Rational DOORS URL

注    URL を使用して Rational DOORS を開いた場合、コマ
ンド・ライン・スイッチは実装されません。URL を使
用して Rational DOORS を開く際にコマンド・ライン・
スイッチを使用したい場合は、スイッチをレジスト
リーに登録する必要があります。コマンド・ライン・
スイッチとレジストリーについて詳しくは、437 ペー
ジの『レジストリーの設定』を参照してください。

Rational DOORS のスプラッシュ画面、「ログイン」ダイアログ・ボッ
クス、データベース・エクスプローラー、およびモジュール・ウィン
ドウは通常どおりに表示されます。ブラウザーのウィンドウには表示
されません。

デフォルトでは、Rational DOORS の「ログイン」ダイアログ・ボッ
クスが表示されてから 60 秒以内にユーザー名とパスワードを入力す
る必要があります。この制限時間内にログインしないと URL が無効
になります。制限時間後もログインすることはできますが、その場合
はエラーが表示され、URL によって参照されている項目が表示され
ません。

オブジェクト オブジェクトを含むモジュールがデフォルトの編集
モードで開き、そのオブジェクトが選択されます。 
ビュー情報がオブジェクトの URL と共にコピーされ
ていて、ユーザーにビューの読み取り権限がある場
合、そのビューが表示されます。

ビュー情報がオブジェクトの URL と共にコピーされ
ていないか、URL で指定されたビューの読み取り権
限がユーザーにないか、URL で指定されたビューが
削除されている場合、デフォルトのビューが表示され
ます。

モジュールが既に開いていて URL が現行ビュー以外
のビューを指定している場合の動作は、現行ユーザー
に対して設定されているオプションによって決まりま
す。詳細については、411 ページの『ユーザー・オプ
ションの表示』を参照してください。

オブジェクトがデフォルトのビューまたは URL で指
定されたビューで表示されない場合、ユーザーに標準
ビューへの変更を求めるメッセージが表示されます。

URL が参照する
項目

説明



Rational DOORS の基礎

18 Rational DOORS の使用方法

モジュール・ウィンドウでの選択

モジュール・ウィンドウでオブジェクトをクリックすると、現行オブ
ジェクトになります。現行オブジェクトを他のオブジェクトと区別す
る方法は、使用している表示設定により異なります。

• 「Modern」表示設定では、現行オブジェクトの上と下に実線（罫
線）が入る

• 「Classic」表示設定では、現行オブジェクトは濃い青の背景で強調
表示される

オブジェクトを選択するには、SHIFT+ クリックを使用します。テキ
ストはえび茶色に変わります。

複数オブジェクトの選択

モジュール・ウィンドウでは CTRL+ クリックは機能しません。連続
しない複数のオブジェクトは選択できません。

連続する複数のオブジェクトを選択するには、SHIFT+ クリックを使
用します。

1. グループの先頭のオブジェクトをクリックします。

2. SHIFT キーを押しながら、グループの最後のオブジェクトをク
リックします。

3. SHIFT キーを離します。

選択されたオブジェクトは、別の色で表示されます。

選択した先頭のオブジェクトと最後のオブジェクト下にあるオブジェ
クト・ツリーも自動的に選択されます。また、先頭オブジェクトと最
後のオブジェクトのデータベース・ツリー階層が異なるレベルにある
場合は、すべての選択オブジェクトが共通の祖先を持つように、追加
オブジェクトが選択されます。これにより、このオブジェクトの以降
の操作ではデータの整合性が維持されます。

モジュールにフィルターを適用している状態で複数のオブジェクトを
範囲選択すると、その選択範囲内に存在しているオブジェクトでフィ
ルターによって非表示になっているオブジェクトも選択されます。

すべてのオブジェクトの選択

モジュール内のすべてのオブジェクトを選択するには

1. HOME  キーを押してモジュールの先頭に移動します。
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ドラッグ・アンド・ドロップを使用する方法

2. SHIFT キーを押しながらスクロール・バーを使用して、モジュー
ルの最後に移動します。

3. モジュールの最後のオブジェクトをクリックします。

すべてのオブジェクトのテキストが別の色で表示されます。

ドラッグ・アンド・ドロップを使用する方法

データベース・エクスプローラーとフォーマル・モジュール・ウィン
ドウで、ドラッグ・アンド・ドロップを使用することができます。

ドラッグ・アンド・ドロップを使用した場合にリンクに何が起こるの
かについては、240 ページの『コピーと移動によるリンクへの影響』
を参照してください。

データベース・エクスプローラーでの操作

プロジェクト、フォルダー、モジュールの移動やコピーにドラッグ・
アンド・ドロップを使用します。

• 移動する項目をクリックし、移動先にドラッグします。

開いているモジュールを移動することはできません。フォルダー
またはプロジェクト、あるいはその中にあるものを開いている場
合、そのフォルダーまたはプロジェクトを移動することはできま
せん。例えば、開いているモジュールがあるフォルダーは移動で
きません。

• 項目をコピーするには、CTRL キーを押しながら、その項目をド
ラッグ・アンド・ドロップします。

排他編集モードで開いているモジュールはコピーできません。排
他編集モードで開いているモジュールがあるフォルダーまたはプ
ロジェクトはコピーできません。

モジュール・ウィンドウでの操作

ドラッグ・アンド・ドロップは以下のいずれかの場合に使用します。

• モジュール内でのオブジェクトの移動

• モジュール内またはモジュール間でのオブジェクトのコピー

• モジュール内またはモジュール間でのリンク・オブジェクトのコ
ピー

ソートを適用していると、モジュール内のオブジェクトをコピーまた
は移動する場合にドラッグ・アンド・ドロップを使用できません。ド



Rational DOORS の基礎

20 Rational DOORS の使用方法

ラッグ・アンド・ドロップを使用してモジュール間でオブジェクトを
コピーするには、コピー先のモジュールのソートをオフにします ( コ
ピー元のモジュールのソートはオンになっていてもかまいません）。 
モジュール内またはモジュール間でテーブルをコピーまたは移動する
場合にも、ドラッグ・アンド・ドロップを使用できます。「下へ」お
よび「下へ（階層付き）」のオプションはどの操作でも使用できませ
ん。ドラッグ・アンド・ドロップを使用してテーブルをコピーまたは
移動するには、テーブル・セルをクリックし、以下の操作を行いま
す。

移動またはコピーしたいオブジェクトをクリックし、目的の場所にド
ラッグします。現行オブジェクトをその後方や下にコピーするには、
それを現行オブジェクトの上にドラッグします。マウス・ボタンを離
すと、ポップアップ・メニューに次のオプションが表示されます。

ポップアップ・メ
ニュー・オプション

説明

「移動」>「後へ」 オブジェクトと、ツリー内のそれより下の階層の
全オブジェクトを、ターゲット・オブジェクトと
同じ階層かつターゲット・オブジェクトの直後に
移動します。

「移動」> 「下へ」 オブジェクトと、ツリー内のそれより下の階層の
全オブジェクトをターゲット・オブジェクトの 1 
階層下に移動します。

ターゲット・オブジェクトが子を持っていると、
コピーされたオブジェクトはその最初の子になり
ます。

「コピー」>「後へ
（階層付き）」

オブジェクトと、ツリー内のそれより下の階層の
全オブジェクトをターゲット・オブジェクトと同
じ階層かつターゲット・オブジェクトの直後にコ
ピーします。

「コピー」> 「下へ
（階層付き）」

オブジェクトと、ツリー内のそれより下の階層の
全オブジェクトをターゲット・オブジェクトの 1 
階層下にコピーします。

ターゲット・オブジェクトが子を持っていると、
コピーされたオブジェクトはその最初の子になり
ます。
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ドラッグ・アンド・ドロップを使用する方法

「コピー」>「後へ」 オブジェクトを、ターゲット・オブジェクトと同
じ階層かつターゲット・オブジェクトの直後にコ
ピーします。

「コピー」>「下へ」 オブジェクトをターゲット・オブジェクトの 1 階
層下にコピーします。

ターゲット・オブジェクトが子を持っていると、
コピーされたオブジェクトはその最初の子になり
ます。

「コピーした後にス
タートからリンク」
>「後へ（階層付
き）」

各コピー元オブジェクトからコピーへのリンクも
作成する以外は、「コピー」＞「後へ（階層付
き）」のオプションと同じです。

「コピーした後にス
タートからリンク」
>「下へ（階層付
き）」

各コピー元オブジェクトからコピーへのリンクも
作成する以外は、「コピー」＞「下へ（階層付
き）」のオプションと同じです。

「コピーした後にス
タートからリンク」
>「後へ」

コピー元オブジェクトからコピーへのリンクも作
成する以外は、「コピー」＞「後へ」のオプショ
ンと同じです。

「コピーした後にス
タートからリンク」
>「下へ」

コピー元オブジェクトからコピーへのリンクも作
成する以外は、「コピー」＞「下へ」のオプショ
ンと同じです。

「コピーした後にス
タートへリンク」>

「後へ（階層付き）」

各コピー元オブジェクトへのコピーからのリンク
も作成する以外は、「コピー」＞「後へ（階層付
き）」のオプションと同じです。

「コピーした後にス
タートへリンク」>

「下へ（階層付き）」

各コピー元オブジェクトへのコピーからのリンク
も作成する以外は、「コピー」＞「下へ（階層付
き）」のオプションと同じです。

「コピーした後にス
タートへリンク」>

「後へ」

コピー元オブジェクトへのコピーからのリンクも
作成する以外は、「コピー」＞「後へ」のオプ
ションと同じです。

ポップアップ・メ
ニュー・オプション

説明
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複数のオブジェクトをドラッグする場合は、複数のオブジェクトを選
択した後でマウス・ボタンを離さないでください。オブジェクトを選
択し、それをドラッグしている間にマウス・ボタンを離すと、選択が
解除されてしまいます。

ドラッグ・アンド・ドロップを使用してオブジェクトをモジュール間
でコピーすると、「オブジェクト見出し」、「オブジェクト・テキス
ト」、「オブジェクト・ショート・テキスト」の各属性のみがコピーさ
れます。他の属性をモジュール間でコピーするには、オブジェクト・
コピーを使用します（76 ページの『オブジェクトのコピー』を参
照）。

「コピーした後にスタートへリンク」オプションおよび「コピーした
後にスタートからリンク」オプションを使用すると、リンクを制御す
る通常のルールが適用されます。これらのリンクを作成するための必
要なアクセス権が必要です。

切り取り、コピー、貼り付け

データベース・エクスプローラーとフォーマル・モジュール・ウィン
ドウで、切り取り、コピー、貼り付けをすることができます。

切り取り、コピー、および貼り付けを行った場合、リンクに何が起こ
るのかについては、240 ページの『コピーと移動によるリンクへの影
響』を参照してください。

「コピーした後にス
タートへリンク」>

「下へ」

コピー元オブジェクトへのコピーからのリンクも
作成する以外は、「コピー」＞「下へ」のオプ
ションと同じです。

ポップアップ・メ
ニュー・オプション

説明
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切り取り、コピー、貼り付け

データベース・エクスプローラーでの操作

プロジェクト、フォルダー、モジュールの切り取り、コピー、および
貼り付けを実行するには、「編集」メニューまたはキーボード・
ショートカットを使用します。

開いているモジュールを切り取ることはできません。フォルダーまた
はプロジェクト、あるいはその中にあるものを開いている場合、その

「編集」
メニュー

キーボード 説明

切り取り CTRL+X 現在選択されている項目を切り取って、
データベース・エクスプローラーのクリッ
プボードに格納します。

コピー CTRL+C 現在選択されている項目をデータベース・
エクスプローラーのクリップボードにコ
ピーします。

貼り付け CTRL+V データベース・エクスプローラーのクリッ
プボードの内容を貼り付けます。

形式を選択し
て貼り付け

モジュールを貼り付けるための高度なオプ
ションです。コピーしたプロジェクトまた
はフォルダーを貼り付ける場合、このオプ
ションは利用できません。

詳細については、34 ページの『「形式を選
択して貼り付け」を使用した新規モジュー
ルの作成』を参照してください。

切り取りを元
に戻す

コピーを元に
戻す

CTRL+Z 直前の切り取りまたはコピー操作を取り消
します。

クリア データベース・エクスプローラーのクリッ
プボードをクリアします。 
貼り付け後にモジュールへの共有ロックを
そのまま残さないために、クリップボード
をクリアしてください。通常、共有ロック
は問題を起こしませんが、モジュール内で
編集モードを変更できなくなります。
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フォルダーまたはプロジェクトを切り取ることはできません。例え
ば、開いているモジュールがあるフォルダーを切り取ることはできま
せん。

排他編集モードで開いているモジュールはコピーできません。排他編
集モードで開いているモジュールがあるフォルダーまたはプロジェク
トはコピーできません。

データをデータベース・エクスプローラーのクリップボードに切り取
り、そのデータをまだ貼り付けていない場合、クリップボードのデー
タを上書きする操作（他のデータをクリップボードにコピーするな
ど）を行うと、元の切り取り操作は自動的に取り消されます。

注    モジュールのコピーは、モジュールに関連するベース
ラインはコピーしません。ベースラインを持つモ
ジュールを含むプロジェクトのコピーは、ベースライ
ンを保持しません。

モジュール・ウィンドウでの操作

モジュール・ウィンドウでモジュール内のオブジェクトの切り取り、
コピー、貼り付けを行うには、「編集」メニューまたはキーボード・
ショートカットを使用します。

注    オブジェクトをモジュール間でコピーするには、オブ
ジェクト・コピーを使用します（76 ページの『オブ
ジェクトのコピー』を参照）。

「編集」
メニュー

キーボード 説明

切り取り CTRL+X 現行オブジェクトおよびツリー内のそれよ
り下のすべてのオブジェクトを切り取りま
す。

オブジェクトがモジュールから削除され、
そのモジュールのオブジェクト・クリップ
ボードに格納されます。
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切り取り、コピー、貼り付け

それぞれのモジュールには、オブジェクト・クリップボードがありま
す。

注    オブジェクトの属性を編集しているときは、キーボー
ド・ショートカットを使用しても、オブジェクト内の
選択したテキストの切り取り、コピー、貼り付けを行
うことができます。この場合は、コンピューターのシ
ステム・クリップボードが使用されます。システム・
クリップボードの内容は 、Microsoft Word などのアプ
リケーションにも貼り付けることができます。

コピー CTRL+C オブジェクトをオブジェクト・クリップ
ボードにコピーします。

• 現行オブジェクトのみをコピーする場合
は、CTRL+C キーを押すか、または

「コピー」 >「コピー」の順にクリックし
ます。 

• 現行オブジェクトおよびツリー内のそれ
より下のすべてのオブジェクトをコピー
する場合、「コピー」 >「階層付きでコ
ピー （Copy with Hierarchy）」の順にク
リックします。

貼り付け CTRL+V オブジェクト・クリップボードの内容を貼
り付けます。

• 現行オブジェクトと同じレベルで、その
すぐ後に貼り付ける場合は、CTRL+V 
キーを押すか、または「貼り付け」をク
リックし、「貼り付け」をクリックしま
す。

• 現行オブジェクトの一段下のレベルに貼
り付ける場合は、「貼り付け」 >「下へ貼
り付け（Paste Below）」の順にクリック
します。

クリア オブジェクト・クリップボードの内容をク
リアします。

「編集」
メニュー

キーボード 説明
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データを切り取ってオブジェクト・クリップボードに格納し、その
データをまだモジュールに貼り付けていない場合、クリップボードの
データを上書きする操作（別のオブジェクトをクリップボードにコ
ピーするなど）を行うと、現在クリップボードにあるデータがまだ貼
り付けられていないことを警告するメッセージが表示されます。以下
の 3 つから選択します。

• 削除

新しいデータでクリップボードを上書きします。

• 復元

クリップボードの現在のデータを元の場所に貼り付け、新しい
データをクリップボードに書き込みます。

• キャンセル

クリップボードに現在のデータを残し、操作をキャンセルしま
す。

モジュールを閉じる

モジュールを閉じるには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」 >「閉じる」の順にク
リックします。

2. 変更を保存する前に閉じようとすると、変更を保存するかどうか
を確認するメッセージが表示されます。

「はい」をクリックすると変更が保存され、「いいえ」をクリック
すると変更が破棄されます。

注    モジュールを変更すると常に、ローカル・コンピュー
ターのメモリーに変更が一時的に格納されます。明示
的に変更を保存するまで、データベースには保存され
ません。赤い変更バー  または でマークされ、データ
ベースにまだ保存されていないことが示されます。

Rational DOORS の終了

Rational DOORS を終了するには

1. データベース・エクスプローラーで、「ファイル」 >「終了」の順
にクリックします。

すべての開いているモジュールは自動的に閉じます。
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Rational DOORS の終了

2. モジュールを編集し、変更を保存していない場合、モジュールを
閉じる前に、変更の保存を確認するダイアログ・ボックスが表示
されます。

「はい」をクリックすると変更が保存され、「いいえ」をクリック
すると変更が破棄されます。
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3 フォーマル・モジュールの管理

この章のトピックは、次のとおりです。

• フォーマル・モジュールの作成

• フォーマル・モジュールへのアクセスの制御

• 「形式を選択して貼り付け」を使用した新規モジュールの作成

• モジュール・プロパティーの表示

• モジュール統計の表示

• モジュールの削除、削除の取消し、および消去

• 空いているモジュールの管理

 フォーマル・モジュールの作成

ここでは、空の新規モジュールをどのように作成するかを説明しま
す。次のいずれかの方法でモジュールを作成できます。

• データベース・エクスプローラーを使用して、既存のモジュール
をコピーする方法。コピー / 貼り付けなどがこれにあたります。

• 既存モジュールのクローンを作成する方法。これにより、モ
ジュールの一部を選択してコピーできます。例えば、属性を選択
してコピーできます。詳細については、34 ページの『「形式を選
択して貼り付け」を使用した新規モジュールの作成』を参照して
ください。

• ベースラインをコピーする方法については、302 ページの『ベー
スラインのコピー』を参照してください。

空のフォーマル・モジュールを作成するには

1. データベース・エクスプローラーで、モジュールを作成するフォ
ルダーまたはプロジェクトを選択します。これが、モジュールの
親になります。

親に対する作成権限が必要です。

2. 「ファイル」>「新規」>「フォーマル・モジュール」をクリック
します。

3. 「名前」ボックスに新しいモジュール名を入力します。 
この名前は大文字と小文字が区別されます。例えば、Mymodule 
は MyMODULE とは別の名前になります。



フォーマル・モジュールの管理

30 Rational DOORS の使用方法

モジュール名は、親プロジェクト / 親フォルダー内で固有でなけ
ればなりません。親オブジェクトの下では、すべてのプロジェク
ト、フォルダー、モジュールは、それぞれ異なる名前である必要
があります。

名前には、次の文字を使用できます。

• 英数字 ( アルファベットの文字と数字 )
• スペース文字

• ピリオド（.）

• アンダースコア（_）

• ハイフン（-）

4. モジュールについて説明を付け加えたい場合には、「説明」ボッ
クスに説明を入力します。説明は、メイン・カラムの見出しとし
て使用されます。

5. デフォルトでは、オブジェクト ID は 1 から始まり、接頭語を持ち
ません。デフォルトを変更する場合は、「開始番号：」ボックス
と「接頭語」ボックスを使用します。

6. テンプレートを使用して新しいモジュールにデータを取り込むに
は、「テンプレートの使用」チェック・ボックスを選択し、「参
照」をクリックして、テンプレートを指定します。

Rational DOORS は、文書の作成を支援するテンプレートのライブ
ラリーを提供します。例えば、DoD-STD や MIL-STD などのテン
プレートがあります。

テンプレートにより、文書の使用者に標準の構造と見出しを使用
させることができ、モジュールの一貫性が保たれます。

独自のテンプレートを作成し、それを Rational DOORS ホーム・
ディレクトリーのライブラリー（\doors_9.2\lib\dxl\standard）
に追加できます。詳細については、「DXL リファレンス・マニュア
ル」を参照してください。Rational DOORS で、「ヘルプ」>「DXL 
リファレンス・マニュアル」をクリックするとアクセスできま
す。

注     また、既存のモジュールにテンプレートを挿入す
ることもできます。詳細については、74 ページの

『テンプレートの挿入』を参照してください。

7. 「OK」をクリックします。

モジュールが作成されます。モジュールのアクセス権は親から継
承されます。
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フォーマル・モジュールへのアクセスの制御

注    モジュールの作成時に、「このモジュールを作成でき
ません。ロック要求がタイムアウトになりました

（Cannot create this Module:Lock request timed out）」とい
うエラーが表示される場合は、しばらく待ってから再
度作成してください。「OK」をクリックしてモジュー
ルを作成するときに、Rational DOORS の別のユーザー
が貼り付け操作を実行していると、このエラーが生成
されます。

フォーマル・モジュールへのアクセスの制御

フォーマル・モジュールへのアクセス権を変更するには、そのモ
ジュールの管理者権限が必要です。

 フォーマル・モジュールへのアクセス権を変更するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」 >「モジュール・プロパ
ティー」をクリックします。

2. 「アクセス」タブをクリックします。

モジュールに対する現在のアクセス権限が表示されます。

注     親プロジェクトまたは親フォルダーに対する読み
取り権限がない場合は、モジュールを開けませ
ん。

アクセス権 実行すること

読み取り（R） モジュールを参照できます。読み取り権限がない
場合は、そのモジュールはデータベース・エクス
プローラーには表示されません。

モジュールのデフォルト・ビューを設定してくだ
さい（88 ページの『デフォルト・ビューの設定』
を参照）。

作成 (C) モジュール内の最上位オブジェクトを作成できま
す。

また、モジュールの属性タイプや属性定義を作成
できます。
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モジュールが分割入力されている場合は、パーティションに関連
付けられているアクセス権が表示されます。この表示では、どの
ようなユーザーでもフル・アクセス権を持っていることになって
います。管理者権限は、ユーザーやグループごとに表示される 
RCMD アクセス権よりも優先されます。

例えば、ユーザー・エントリーがフル・アクセス可能（RCMDA）
となっていても、モジュールが読み取り専用でパーティショニン
グされている場合は、実際にはユーザーは読み取り（R）のみと
なります。

3. 必要な変更を加えます。

変更（M） 名前や説明、属性値、デフォルト・ビューを変更
することができます。

モジュールのベースラインを作成することもでき
ます。

削除（D） モジュールの削除、削除の取り消し、およびパー
ジを実行できます。

モジュールを切り取って、データベース・エクス
プローラーのクリップボードに格納できます。

管理（A） モジュールをパーティショニングして切り出せま
す。

モジュールのアクセス権を変更できます。

「アクセス」タブ 説明

親からの継承 モジュールが含まれているプロジェクトまたは
フォルダーからアクセス権を継承する場合は、こ
のチェック・ボックスを選択します。

このチェック・ボックスを選択するとアクセス権
リストが無効になり、モジュールが継承している
アクセス権の種類が表示されます。

アクセス権 実行すること



Rational DOORS の使用方法  33

フォーマル・モジュールへのアクセスの制御

4. 「OK」をクリックします。

追加 アクセス権のリストに新しいエントリーを追加す
るには

a.「追加」をクリックします。

「アクセス権の追加（Add Access）」ウィンドウ
が表示されます。

b.「名前」ボックスで、エントリーを追加する
ユーザーまたはグループの名前を選択しま
す。

c. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

削除 アクセス権限のリストからエントリーを削除する
場合は、そのエントリーを選択し、「削除」をク
リックします。

編集 アクセス権リストのエントリーを編集するには

a. エントリーを選択し、「編集」をクリックし
ます。

「アクセス権限の編集」ウィンドウが表示され
ます。

b. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

アクセス権の追
加

追加のアクセス権を選択します。このアクセス権
は作成権限を持つユーザー（またはグループ）に
適用され、データベース・ルートの下位レベルの
アイテムに伝播されます。

追加アクセス権はアクセス権を継承するフォル
ダーのツリー配下の項目に引き継がれます。

注    モジュール属性はアクセス権を継承できない
ため、追加アクセス権はモジュール属性とそ
の値に適用されません。

詳細は、215 ページの『作成権限に対する別のア
クセス権の伝播』

「アクセス」タブ 説明
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「形式を選択して貼り付け」を使用した新規モジュールの作成

「形式を選択して貼り付け」を選択すると、既存モジュールの構造が
コピーされ、モジュールが作成されます。次の項目をコピーできま
す。

• オブジェクト見出しとオブジェクト・テキスト

• 見出しテキストを含む見出し構造のみ

• 特定のビューのカラム

• 属性のタイプと定義

ベースラインはコピーされません。

注    「形式を選択して貼り付け」を使用すると、既存モ
ジュールの構造のみをコピーしたモジュールが作成さ
れます。一時的に削除されたオブジェクトおよび表
は、コピーされません。

「形式を選択して貼り付け」を使用するには

1. データベース・エクスプローラーで、コピーするモジュールを選
択します。

2. 「編集」>「コピー」をクリックします。

3. モジュールのコピー先のフォルダーまたはプロジェクトを選択し
て、「編集」>「形式を選択して貼り付け」をクリックします。

フォルダーまたはプロジェクトに対する作成権限が必要です。

4. 「新規モジュール名」ボックスに、新しいモジュールの名前を入
力します。

この名前は大文字小文字が区別されます。例えば、Mymodule は 
MyMODULE とは別の名前になります。

モジュール名は、親プロジェクト / 親フォルダー内で固有でなけ
ればなりません。親オブジェクトの下では、すべてのプロジェク
ト、フォルダー、モジュールは、それぞれ異なる名前である必要
があります。

名前には、次の文字を使用できます。

• 英数字 ( アルファベットの文字と数字 )
• スペース文字

• ピリオド（.）

• アンダースコア（_）
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「形式を選択して貼り付け」を使用した新規モジュールの作成

• ハイフン（-）

名前の長さは、460 字までです。

5. 新しいモジュールに説明を付加するには、「説明」ボックスに説
明を入力します。説明は、メイン・カラムの見出しとして使用さ
れます。

6. デフォルトでは、オブジェクト ID は 1 から始まり、接頭語を持ち
ません。デフォルトを変更する場合は、「開始番号：」ボックス
と「接頭語」ボックスを使用します。

7. 「ビュー」リストで、コピーしたいビューを選択します。

注     「標準ビュー（standard view）」は常にコピーされ
ます。他のビューを選択すると、選択したビュー
とともに「標準ビュー（Standard view）」もコピー
されます。

8. オブジェクト見出しとオブジェクト テキストの両方、またはオブ
ジェクト見出しのみをコピーできます。

• オブジェクト見出しおよびオブジェクト テキストの両方をコ
ピーする場合は「すべてのオブジェクト」を選択します。

注    一時的に削除されたオブジェクトおよび表は、
コピーされません。

• オブジェクト見出しの構造およびテキストのみをコピーした
い場合は、「オブジェクト見出しを持つオブジェクト」を選択
します。

• 何もコピーしない場合は、「オブジェクト見出しを持つオブ
ジェクト」ボックスおよび「すべてのオブジェクト」ボック
スをクリアします。

9. デフォルトでは、メイン・カラムがコピーされます。

ビューにあるすべてのカラムをコピーしたい場合は、「列」
チェック・ボックスを選択します。

10. デフォルトでは、属性タイプや属性定義はコピーされません。

属性タイプおよび属性定義をコピーしたい場合には

a. 該当する「コピー」チェック・ボックスを選択します。

b. 「選択」をクリックします。

非システム属性のすべての定義またはタイプのリストが表示
されます。
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c. コピーする属性またはタイプを選択し、「閉じる」をクリック
します。

11. デフォルトでは、コピーされた新しいモジュールのリンクには、
コピー元が利用していたリンク・モジュールと同じものが使われ
ます。

別のリンク・モジュールを使いたい場合には

a. 「リンク」の「コピー」チェック・ボックスを選択します。

b. 「選択」をクリックします。

c. 「同じリンク・モジュール経由」チェック・ボックスをクリア
します。

d. 使用するリンク・モジュールを選択し、「閉じる」をクリック
します。

12. デフォルトでは、外部リンクはコピーされません。外部リンクを
コピーする場合、「外部リンク」の「コピー」チェック・ボック
スを選択します。モジュールに外部リンクがない場合は、この
チェック・ボックスを選択できません。

13.「OK」をクリックします。

モジュール・プロパティーの表示

フォーマル・モジュールのプロパティーを表示するには

• モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「モジュール・プロパ
ティー」をクリックします。

モジュールのプロパティー・シートが表示されます。

「一般」タブ 説明

名前 モジュールの名前

説明 モジュールに関する追加情報

タイプ プロパティーが表示されているアイテムのタイプ。こ
こは、フォーマルとなっており、変更することはでき
ません。

URL モジュールの URL
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モジュール・プロパティーの表示

URL のコピー システムのクリップボードに URL をコピーします。
Rational DOORS URL の詳細については、13 ページの

『Rational DOORS URL』を参照してください。

属性のリスト モジュールのすべての属性のリストです。それぞれの
属性には、属性の名前、説明、値が表示されます。

「プロパティー」ウィンドウでモジュール属性を編集
するには、モジュールを開いてから、「モジュール・
プロパティー」ダイアログ・ボックスを開きます。

表示 / 編集 属性の値を変更するには

a. 属性リストで属性を選択し、「表示 / 編集」を
クリックします。

b. 新しい属性値を入力します。

c.「OK」をクリックします。

ベースライン・
セット定義のリ
スト

モジュールを含むベースライン・セット定義

表示 ベースライン・セット定義を表示するには、定義を選
択し、「表示」をクリックします。

リンクの作成と
削除に関する履
歴を生成する

（Generate history 
for the creation 
and deletion of 
links）

モジュール履歴にリンクの作成と削除を記録するに
は、このオプションを選択します。

「一般」タブ 説明
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タブの種類 参照先

アクセス 次のいずれかの操作を行います。

•「アクセス」タブのヘルプ（「アクセス」タブで
「ヘルプ」をクリック）。

• 31 ページの『フォーマル・モジュールへのアクセ
スの制御』.

履歴 次のいずれかの操作を行います。

•「履歴」タブのヘルプ（「履歴」タブで「ヘルプ」
をクリック）。

• 275 ページの『モジュール履歴の表示』.

Linksets 次のいずれかの操作を行います。

•「リンク・セット（Linksets）」タブのヘルプ（「リ
ンク・セット（Linksets）」タブで「ヘルプ」をク
リック）。

• 227 ページの『リンク』.

統計 次のいずれかの操作を行います。

•「統計」タブのヘルプ（「統計」タブで「ヘルプ」
をクリック）。

• 39 ページの『モジュール統計の表示』.

ディスカッショ
ン

次のいずれかの操作を行います。

•「ディスカッション」タブのヘルプ（「ディスカッ
ション」タブで「ヘルプ」をクリック）。

• 265 ページの『モジュール・ディスカッションの表
示』.

ディスカッショ
ンのアクセス権
リスト

次のいずれかの操作を行います。

•「ディスカッションのアクセス権リスト」タブのヘ
ルプ（「ディスカッション」タブで「ヘルプ」をク
リック）。

• 264 ページの『モジュール内のディスカッションへ
のアクセス権の制御』.
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モジュール統計の表示

モジュール統計の表示

フォーマル・モジュールには統計情報として、モジュール内の語数や
文字数が記録されています。フィルターによって表示されていないオ
ブジェクトがある場合、統計関数は表示されているオブジェクトのみ
について計算します。

モジュールの統計を表示するには 
1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「モジュール・プロパ

ティー」をクリックします。

2. 「統計」タブをクリックします。

3. 「最新表示」をクリックします。「統計」タブに値が表示されま
す。大きなモジュールでは、表示に多少時間がかかることがあり
ます。

「統計」タブ 説明

オブジェクト総
数

モジュール内のオブジェクトの数。

見出しおよびテ
キスト中の単語

「オブジェクト見出し」、「オブジェクト・テキスト」、
および「オブジェクト・ショート・テキスト」属性の
語数。

見出しとテキス
ト内の文字

「オブジェクト見出し」、「オブジェクト・テキスト」、
および「オブジェクト・ショート・テキスト」属性の
文字数。

その他の属性中
の単語

その他の属性のテキストや、文字列の語数。

その他の属性内
の文字

その他の属性のテキストや、文字列の文字数

ワード総数 「オブジェクト見出し」、「オブジェクト・テキスト」、
および「オブジェクト・ショート・テキスト」属性な
どのテキストおよび文字列タイプの属性内の総語数。

文字総数 「オブジェクト見出し」、「オブジェクト・テキスト」、
および「オブジェクト・ショート・テキスト」属性な
どのテキストおよび文字列タイプの属性内の総文字
数。
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モジュールの削除、削除の取消し、および消去

モジュールを削除しても、そのモジュールのデータは破棄されませ
ん。単に、モジュールが削除されたとマークされ、ユーザーがそのモ
ジュールにアクセスできなくなるのみです。モジュールを完全に削除
するには、削除してから消去する必要があります。

削除されたモジュールを消去すると、データベースから完全に削除さ
れます。

いずれかのユーザーがアクセスしているモジュールは削除できませ
ん。

モジュールの削除、削除取り消し、抹消を行うには、モジュールに対
する削除権限を持っている必要があります。 
モジュールを削除するには

1. 削除するモジュールを開いている場合は、閉じます（「ファイル」
>「閉じる」をクリックする）。

2. データベース・エクスプローラーで、削除するモジュールを選択
し、「ファイル」 >「削除」をクリックします。

モジュールの削除を取り消すには

1. データベース・エクスプローラーで、削除された項目が表示され
ていることを確認します。

必要に応じて、「表示」>「削除された項目を表示（Show 
Deleted）」をクリックして表示します。

2. 削除を取り消すモジュールを選択し、「ファイル」 > 「削除取り消
し」とクリックします。

モジュールを消去するには

1. データベース・エクスプローラーで、削除された項目が表示され
ていることを確認します。

必要に応じて、「表示」>「削除された項目を表示（Show 
Deleted）」をクリックして表示します。

2. 消去するモジュールを選択し、「ファイル」>「消去」をクリック
します。

最新表示 再表示ボタン。再表示に数分かかる場合もあります。

「統計」タブ 説明
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空いているモジュールの管理

モジュールを消去してもよいかどうかを確認するメッセージが表
示されます。

3. 「はい」をクリックします。

そのモジュールはデータベースから完全に削除されます。

空いているモジュールの管理

画面には何も表示されていなくても、Rational DOORS または DXL プ
ログラムがバックグラウンドでモジュールを開いている場合がありま
す。ここでは、そのようなモジュールを閉じる方法、または編集モー
ドを読み取り専用に変更する方法を説明します

表示されていないモジュールを閉じる、またはモジュールの編集モー
ドを読み取り専用に設定するには 
1. データベース・エクスプローラーで、「ツール」>「開いているモ

ジュールの管理」をクリックします。

現在開いているすべてのモジュールのリストが表示されます。

開いているが画面には表示されないモジュールは、「表示された
（Displayed）」カラムに「なし（No）」と表示されます。

2. モジュールを閉じるには、モジュールを選択し、「モジュールを
閉じる」をクリックします。

モジュールが変更されているがまだ保存されていない場合は、変
更を保存するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

3. 「はい」をクリックすると変更が保存され、「いいえ」をクリック
すると変更が破棄されます。

4. モジュールの編集モードを読み取り専用に変更するには、そのモ
ジュールを選択し、「モジュールを読み取り専用に設定」をク
リックします。

モジュールが変更されているがまだ保存されていない場合は、変
更を保存するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

5. 「はい」をクリックすると変更が保存され、「いいえ」をクリック
すると変更が破棄されます。

6. 表示を更新するには、「最新表示」をクリックします。

7. 完了したら、「閉じる」をクリックします。
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4 編集

この章のトピックは、次のとおりです。

• 編集モード

• 編集モードの変更

• 編集可能セクション

• 共有するモジュールのセットアップ

• 共有編集モードでの操作

• セクション・ロックの要求

• インプレース編集

• オブジェクト・プロパティー・シートでの編集

• 編集の取り消し

• 取り消しの拡張

• 変更の保存

• オブジェクトの作成

• オブジェクトへのアクセス権の制御

• オブジェクト・レベルの変更

• オブジェクト見出しとオブジェクト・テキスト属性のスワップ

• オブジェクト見出しとオブジェクト・テキストの分割

• オブジェクトの削除、削除取り消し、パージ

• スペル・チェッカー

• スペル・チェック

• シンボルの挿入

• URL の挿入

• テンプレートの挿入

• オブジェクトの分割

• オブジェクトのコピー

• オブジェクト・テキストのマージ
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編集モード

フォーマル・モジュールを操作する際には、次の 3 つの編集モードを
使用します。

共有モードまたは排他編集モードでモジュールを開くには、モジュー
ルに対する変更権限が必要です。

データベース・エクスプローラーでモジュールをダブルクリックして
開いた場合は、デフォルトの編集モードである排他編集モードで開き
ます。デフォルトの編集モードは変更することができます。詳細につ
いては、429 ページの『コマンド行の使用』を参照してください。

データベース・エクスプローラーの「ファイル」メニューを使用して
モジュールを開く場合は、モジュールをどのモードで開くのかを選択
できます。例えば、排他編集モードでモジュールを開くには、「ファ
イル」 >「開く」 >「排他編集」の順にクリックします。

編集モードは、モジュールを開いた後で変更できます。

編集モード 説明

読み取り専用 モジュールを読み取る（表示する）ことはできますが、
編集はできません。

排他的 特定のユーザーだけがモジュールを編集できます。他の
ユーザーは読み取ることしかできません。

共有可能 モジュールの 1 つのセクションを編集している間に、他
のユーザーが他のセクションを編集できます。

編集しているモジュールのセクションは、他のユーザー
が編集できないように、ロックしなければなりません。
セクションをロックしている間、他のユーザーはデータ
参照することができます。編集を終了したら、他のユー
ザーが編集できるようにするために、ロックを解除して
ください。

詳細については、47 ページの『共有するモジュールの
セットアップ』および 48 ページの『共有編集モードでの
操作』を参照してください。

注    共有編集モードで、モジュールに最上位のオブジェ
クトを作成することはできません。属性定義または
属性タイプの作成、編集、削除はできません。これ
らのタスクは、排他編集モードでのみ実行できます。
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編集モードの変更

編集モードの変更

現在使用している編集モードは、モジュール画面の下部のステータ
ス・バーに示されます。

共有モードまたは排他編集モードでモジュールを開くには、モジュー
ルに対する変更権限が必要です。

次の手順で、開いているモジュールの編集モードを変更します。

1. モジュール・ウィンドウで、「編集」 >「編集モード」をクリック
し、編集モード（「読み取り専用」、「共有編集」、または「排他編
集 」）を選択します。

変更を保存する前に、編集モードを読み取り専用に変更すると、
変更を保存するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

2. 「はい」をクリックすると変更が保存され、「いいえ」をクリック
すると変更が破棄されます。

3. オブジェクトをコピーしている状態で編集モードを変更すると、
クリップボードの内容がクリアされることを伝えるメッセージが
表示されます。クリップボードをクリアして編集モードを変更す
るには、「確認」をクリックします。クリップボードの内容を保
持し、編集モードを変更しない場合は「キャンセル」をクリック
します。

注    リンク・モジュールを読み取り専用モードで開いてい
る場合は、そのモジュールの編集モードを変更できま
せん。読み取り専用モードから別のモードに変更する
には、リンク・モジュールを一度閉じてから編集モー
ドを選択し、再びリンク・モジュールを開きます。こ
の規則は、リンク・モジュールにのみ適用されます。

編集可能セクション

共有編集モードで操作する場合は、モジュールを編集可能セクション
に分割することで、最初にモジュールを共有としてセットアップする
必要があります。1 人のユーザーが 1 つのセクションを編集している
間、もう 1 人のユーザーは別のセクションを編集することができま
す。

例えば、異なるユーザーがモジュール内の異なる最上位セクションを
編集できることを望むかもしれません。

注    必要がなければ、編集可能セクションを設定しないよ
うにしてください。編集可能セクションはデータベー
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スに個別ファイルとして格納されるので、パフォーマ
ンスは編集可能セクション数の増加に比例して悪くな
ります。

編集可能セクションをセットアップするには、そのセクションの上部
のオブジェクトに特定のアクセス権をセットアップし、そのオブジェ
クトが親からアクセス権を継承しないようにする必要があります。オ
ブジェクト・プロパティー・シートの「アクセス」タブで、「親から
の継承」チェック・ボックスのチェックを解除します。

この図では、2 つのオブジェクト A と D は、親からアクセス権が継承
されません。したがって、2 つの編集可能セクションを持ちます。

• A のセクションは、A と、A からアクセス権を継承するすべての
オブジェクトで構成されています。これらのオブジェクトは、赤
で示されています。

• D のセクションは、D と、D からアクセス権を継承するすべての
オブジェクトで構成されています。これらのオブジェクトは、緑
で示されています。

後でアクセス権を継承するように A と D を選択すると、編集可能セ
クションはオフになり、パフォーマンスが向上します。
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共有するモジュールのセットアップ

共有するモジュールのセットアップ

共有するモジュールをセットアップするには、モジュールに編集可能
セクションを作成します（45 ページの『編集可能セクション』を参
照）。

次のいずれかの操作を行います。

• モジュールを現行オブジェクトのセクション・レベルに基づいて
編集可能セクションに分割します。例えば、レベル １ のセクショ
ンに編集可能セクションを作成できます。あるいは、レベル 2 の
セクションに編集可能セクションを作成できます。

• カスタムで編集可能セクションを作成します。

モジュールを変更できるアクセス権と新しいセクションのオブジェク
トに管理者のアクセス権を持っていなければなりません。 
現在のセクション・レベルに基づいてモジュールを編集可能セクショ
ンに分割するには 
1. 排他編集モードでモジュールを開きます。

例 : データベース・エクスプローラーでモジュールを選択し、
「ファイル」> 「開く」> 「排他編集」をクリックします。

2. 「ツール」 >「共有のためのセットアップ 」をクリックします。

3. 編集可能セクションを作りたいセクション・レベルを選択し、
「OK」をクリックします。

注    指定されたレベルに続いて新しいセクションを加える
場合は、手動でそのための編集可能セクションを作成
する必要があります。以下の手順に従って、カスタム
な編集可能セクションを作成します。
例えば、レベル 1 で編集可能セクションを作り、新し
いレベル 1 のセクションを加える場合は、新しいレベ
ル 1 のセクションのためにカスタムな編集可能セク
ションを作る必要があります。

モジュールのカスタム・セクションを作成するには

1. 排他編集モードでモジュールを開きます。

例 : データベース・エクスプローラーでモジュールを選択し、
「ファイル」> 「開く」> 「排他編集」をクリックします。

2. 新しい編集可能セクションを開始するオブジェクトを選択し、
「編集」 >「オブジェクト 」 >「プロパティー 」をクリックします。
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選択したオブジェクト、およびそのアクセス権を継承するそれよ
り下の階層の全オブジェクトが、新しい編集可能セクションにな
ります。

3. 「アクセス」タブをクリックします。

4. 「親からの継承」チェック・ボックスを解除します。

5. 「OK」をクリックします。

6. 各編集可能セクションに対して Step 2 から Step 5 を繰り返します。

7. 「ファイル」 >「保存 」をクリックし、モジュールを保存します。

共有編集モードでの操作

共有するモジュールをセットアップすると、共有編集モードで作業で
きます（47 ページの『共有するモジュールのセットアップ』を参
照）。

オブジェクトを編集、作成、削除する前にセクションをロックする必
要があります。

セクションをロックするには 
1. モジュール画面で、ロックするセクションのオブジェクトを選択

します。

2. 「編集」 >「セクション」 >「ロック」をクリックします。

現行オブジェクトを含んでいるセクションがロックされます。モ
ジュールを開いて以降に他のユーザーがロック対象セクションの
データを編集した場合は、そのセクションをロックする前に、
Rational DOORS が画面を更新して最新のデータを表示します。

別のユーザーが既にセクションをロックしている場合、「ロック
の要求」ダイアログ・ボックスが表示されます。詳細について
は、49 ページの『セクション・ロックの要求』を参照してくださ
い。

ロックを解除するまで他のユーザーはセクションを編集できません。 
セクションのロックを解除するには 
1. ロックを解除するセクションのオブジェクトを選択し、「編集」 >

「セクション」 >「ロックを解除」をクリックします。

変更を保存する前に閉じようとすると、変更を保存するかどうか
を確認するメッセージが表示されます。
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セクション・ロックの要求

2. 「はい」をクリックすると変更が保存され、「いいえ」をクリック
すると変更が破棄されます。

モジュールを閉じると全セクションのロックが自動的に解除され
ます。

共有モードでの編集する場合の変更の保存

共有編集モードで編集している場合は、次の操作を実行できます。

ロックとロック解除されたセクションの色

セクションがロックされているか、ロック解除されているかを表す色
は、使用している表示設定に応じて異なります。例を次に示します。

• 「Modern」に設定すると次のようになります。オブジェクトが読
み取り専用の場合青白い灰色の背景色、ロックされていないセク
ションは濃い灰色の背景色、ロックされているセクションは白の
背景色になります。

• 「Classic」に設定すると次のようになります。オブジェクトが読み
取り専用の場合テキストは黒で表示され、ロックされているセク
ションのオブジェクトではテキストが青で表示されます。セク
ションのオブジェクトの背景色は淡青色で、セクションをロック
しても変わりません。

セクション・ロックの要求

別のユーザーが既にロックしているセクションをロックしようとする
と、「ロックの要求」ダイアログ・ボックスが表示されます。以下の

実行すること ボタン

ロックを解除しないでセク
ションを保存します。

「ファイル」>「保存」で、「保存」ボタ
ン  をクリックするか、または 
CTRL+S キーを押します。

変更を保存して、現在ロック
されている全セクションの
ロックを解除します。

「ファイル」>「すべてのセクションの
保存およびロックを解除」。
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表でこのダイアログ・ボックスのオプションを説明します。使用する
オプションを選択して「OK」をクリックします。

インプレース編集

オブジェクトの属性値を編集する方法は 2 つあります。

• オブジェクトをインプレース編集する方法（このトピックで説明
します）

• オブジェクト・プロパティー・シートを使用する方法（55 ページ
の『オブジェクト・プロパティー・シートでの編集』を参照）

多数のオブジェクト、あるいはモジュール中の全オブジェクトの属性
値を変更する場合は、オブジェクト・プロパティー・シートを使用す
ると簡単に変更できます。

その場で編集する場合は、編集したい属性をダブルクリックして、そ
の値を変更します。

入力を開始すると、Rational DOORS は現行オブジェクトのメイン列
の最後にテキストを追加します。

属性値を編集するには、オブジェクト属性値を変更できるアクセス権
を持っていなければなりません。

選択する対象 実行すること

メッセージの送信 「OK」をクリックして「ロック要求メッセージ」
ダイアログ・ボックスを開きます。 

「ロック要求メッセージ」ダイアログ・ボックス
にはメッセージを入力できます。入力したメッ
セージは、現在ロックをかけているすべてのユー
ザーに表示されます。ユーザーは必要に応じてこ
のメッセージに返答することができます。

ロックが有効な場合
にアラート

ロックが解除された場合、メッセージ・アラート
が届きます。メッセージ・アラートからセクショ
ンを直接ロックすることができます。
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インプレース編集

選択と編集

次の表では、オブジェクトを編集する際に使用できる機能を説明しま
す。

実行すること 方法

オブジェクトの
選択

次のいずれかの操作をします。

• オブジェクトをクリックして現行オブジェクトに
する

• オブジェクトをダブルクリックし、現行オブジェ
クトにしてそれを編集する

• SHIFT+RETURN キーを押し、次のオブジェクト
を現行オブジェクトにしてそれを編集する

• 上矢印キーまたは下矢印キーを押し、1 つ前または
次のオブジェクトを現行オブジェクトにしてそれ
を編集する

属性の選択 属性をクリックまたは、ダブルクリックします。 
次の属性を編集するには、「編集」 >「インプレース」 >

「次の属性の編集」の順に選択するか、CTRL+A キー
を押します。

現行オブジェク
トに行った編集
を受け入れる

次のいずれかの操作をします。

•「コミット」ツールバーの「変更の受け入れ」ボタ
ン  をクリックする 

• CTRL+M キーを押す（M は Make the change の M）

•「編集」 >「インプレース」 >「変更の受け入れ」を
クリックする

• 別のオブジェクトまたは属性をクリックする

現行オブジェク
トに行った編集
の破棄

次のいずれかの操作をします。

•「コミット」ツールバーの「変更の破棄」ボタン 
 をクリックする 

• CTRL+D キーを押す

•「編集」 >「インプレース」 >「変更の破棄」をク
リックする
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現行オブジェクトに行った編集を破棄しない場合は、変更がローカ
ル・コンピューターのメモリーに一時的に格納されます。赤い変更
バー でマークされ、データベースにまだ保存されていないことが示
されます。

変更をデータベースに保存するには、そのモジュールを保存します
（61 ページの『変更の保存』を参照）。

現行属性の値を
その属性のデ
フォルト値に変
更する

「編集」 >「インプレース」 >「デフォルトにリセット 」
をクリックします。

現行属性がデフォルト値を持たない場合は「値があり
ません（no value）」に変更されます。

現行オブジェク
トのオブジェク
ト見出しの編集

次のいずれかの操作をします。

• オブジェクト見出しをダブルクリックする

•「オブジェクト編集」ツールバーの「オブジェクト
見出しの編集」ボタン  をクリックします。 

• CTRL+H キーを押す

•「編集」 >「インプレース」 >「見出しの編集」をク
リックする

現行オブジェク
トのオブジェク
ト・テキストの
編集

次のいずれかの操作をします。

• オブジェクト・テキストをダブルクリックする

•「オブジェクト編集」ツールバーの「オブジェク
ト・テキストの編集」ボタン  をクリックしま
す。 

• CTRL+T キーを押す

•「編集」 >「インプレース」 >「テキストの編集」を
クリックする

実行すること 方法
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インプレース編集

テキスト・フォーマット

テキストまたはストリングの属性を編集する場合、テキストを選択
し、それにフォーマットを適用できます。

テキストの種類 方法

太字 次のいずれかの操作をします。

•「フォーマット設定」ツールバーの「太字」
ボタン  をクリックする 

• Ctrl+B キーを押す。

• 右クリックして「太字」を選択する

イタリック 次のいずれかの操作をします。

•「フォーマット設定」ツールバーの「イタ
リック」ボタン  をクリックする 

• Ctrl+I キーを押す

• 右クリックして「イタリック」を選択する

下線 次のいずれかの操作をします。

•「フォーマット設定」ツールバーの「下線」
ボタン  をクリックする 

• Ctrl+U キーを押す

• 右クリックして「下線」を選択する

取り消し線 次のいずれかの操作をします。

•「フォーマット設定」ツールバーの「取り
消し線」ボタン  をクリックする 

• Ctrl+Shift+S キーを押す

• 右クリックして「取り消し線」を選択する

上付き文字 右クリックして「上付き文字」を選択する

下付き文字 右クリックして「下付き文字」を選択する
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テキストを標準の箇条書きにしたり、インデントを付けることができ
ます。段落書式を適用したいテキストにカーソルを置いて、以下の操
作を行ってください。

切り取り、コピー、貼り付け

システムのクリップボードへ選択されたテキストを切り取り、コピー
し、システムのクリップボードの内容を貼り付けることができます。

実行すること 方法

箇条書きを適用する 「フォーマット設定」ツールバーの「黒丸」ボタ
ン  をクリックする 

インデントの挿入 「フォーマット設定」ツールバーの「インデント
の挿入」ボタン  をクリックする 

インデントの削除 「フォーマット設定」ツールバーの「インデント
の削除」ボタン  をクリックする 

実行する
こと

方法

コピー 次のいずれかの操作をします。

•「クリップボード」ツールバーの「オブジェクトまたは選
択されたテキストのコピー」ボタン  をクリックする 

• Ctrl+C キーを押す

• 右クリックして「コピー」を選択する

•「編集」 >「コピー」をクリックする

切り取り 次のいずれかの操作をします。

•「クリップボード」ツールバーの「オブジェクトまたは選
択されたテキストの切り取り」ボタン  をクリックする 

• Ctrl+X キーを押す

• 右クリックして「切り取り」を選択する

•「編集」 >「切り取り」をクリックする
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オブジェクト・プロパティー・シートでの編集

また、他のアプリケーションからテキストをコピーし、Rational 
DOORS の属性に貼り付けることもできます。例えば、Word 文書の一
部のテキストをコピーして、Rational DOORS オブジェクトに貼り付
けることが可能です。

注    リッチ・テキスト・テーブルを Word 文書から Rational 
DOORS にコピーすることはできません。

FrameMaker 文書のオメガ記号をコピーして Rational 
DOORS に貼り付けると、フォント属性が失われ、W 
の文字が貼り付けられます。

オブジェクト・プロパティー・シートでの編集

オブジェクトの属性値を編集する方法は 2 つあります。

• オブジェクトをインプレース編集する方法（50 ページの『インプ
レース編集』を参照）

• オブジェクト・プロパティー・シートを使用する方法（このト
ピックで説明します）

オブジェクト・プロパティーは、すべての属性とその値を含むさまざ
まな情報を示します。

属性の値を編集するには、モジュール、オブジェクト、および属性の
値に対する変更権限が必要です。

オブジェクト・プロパティー・シートを使用してオブジェクトを編集
するには

1. 編集したいオブジェクトをモジュール・ウィンドウで選択し、右
クリックして「プロパティー」を選択します。

オブジェクトのプロパティー・シートが表示されます。

貼り付け 次のいずれかの操作をします。

•「クリップボード」ツールバーの「オブジェクトまたはテ
キストの貼り付け」ボタン  をクリックする 

• Ctrl+V キーを押す

• 右クリックして「貼り付け」を選択する

•「編集」 >「貼り付け」をクリックする

実行する
こと

方法
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オブジェクトのステータスが、プロパティー・シートのタイトル
の一部として表示されます。表示される可能性のある値は次のと
おりです。

• 保存されました

• 保存されていません

• 新規

• ベースライン化

• 削除されました

モジュール・ウィンドウで現行オブジェクトを変更するとオブ
ジェクト・プロパティー・シートが更新され、選択されたオブ
ジェクトのプロパティーが表示されます。

2. 「一般」タブを使用し属性の値を編集します。

次の表に、編集できる属性値について説明します。

「一般」タブ 説明

見出し 「オブジェクト見出し」属性です。

この属性はメイン列に文書モードで表示されます。デ
フォルトでは、見出しはモジュール内で太字で表示さ
れます。デフォルトは、表示設定の中で設定されます

（変更方法については、419 ページの『表示設定の変
更』を参照してください）。

表示設定を変更した場合以外は、オブジェクト・プロ
パティー・シートの中で見出しを太字にしないでくだ
さい。 
Rational DOORS は階層内のオブジェクトの位置を示
す、見出し番号を自動的に生成し表示します。オブ
ジェクトを移動するか、新規オブジェクトを追加する
と、見出し番号が自動的に更新されます。

注    オブジェクト見出し属性には、新しい行を挿入で
きません。しかし、新しい行を含んだテキストを
この属性にコピーすれば、新しい行が保持されま
す。新しい行を持つオブジェクト見出しのテキス
トをオブジェクト・プロパティー・シートで表示
すると、テキストの 1 行目のみが表示されます。
このテキストをオブジェクト・プロパティー・
シートで編集すると、表示されていない部分のテ
キストが属性から削除されます。
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オブジェクト・プロパティー・シートでの編集

各オブジェクトには見出し（そのオブジェクト・テキストは無指
定）または標準テキスト（そのオブジェクト見出しは無指定）の
いずれかを含め、その両方を指定することは避けることをお勧め
します。モジュールの構造を簡潔にし、扱い易くするためです。
また、マルチ属性に対応しないアプリケーションに Rational 
DOORS からオブジェクトをエクスポートする場合に、正常な結
果が得られるようにする意味もあります。

例えば、ワープロは同じ段落内に見出しと本文を混在させること
ができません。Rational DOORS のオブジェクトに見出しとテキス
ト（本文）が混在していなければ、各オブジェクトが正常に別の
段落にエクスポートされます。ワープロにエクスポートする場
合、1 つのオブジェクトに見出しとテキストを混在していれば、
オブジェクトは、1 つは見出しを含み、もう 1 つはテキストを含
む 2 つの段落にエクスポートされます。

注     オブジェクト・プロパティー・シートの「一般」
タブには、オブジェクトの URL と「URL のコ
ピー」ボタンも表示されます。「URL のコピー」
ボタンをクリックすると、オブジェクトの URL 
がシステムのクリップボードにコピーされます。
Rational DOORS URL の詳細については、13 ペー
ジの『Rational DOORS URL』を参照してくださ
い。

3. 他の属性値を編集するために、「属性」タブをクリックします。

オブジェクトに適用されるすべての属性のリスト、およびこのオ
ブジェクトに対する属性の値が表示されます。

読み取り専用  が、編集できない属性の左側に表示されます。

4. 表示または編集する属性を選択してから、「表示 / 編集」をクリッ
クします。

5. 表示される画面は表示する属性のタイプによって異なります。

ショート・テ
キスト

「オブジェクト・ショート・テキスト」属性です。

この属性はグラフィック・モードで、オブジェクト・
ボックスに表示されたデフォルト値です。

オブジェク
ト・テキスト

「オブジェクト・テキスト」属性です。

この属性はメイン列に文書モードで表示されます。

「一般」タブ 説明
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上部には、属性の名前、説明、およびタイプが表示されます。

属性に対するユーザーの権限が読み取り権限のみの場合、属性は
編集できません。ただし、選択してコピーすることは可能です。

6. オブジェクトにこの属性値を継承させるには、「継承」チェック・
ボックスを選択します。

• オブジェクトは、属性値を継承していない最も近い親オブ
ジェクトからの値を継承する

• その親オブジェクトがすべてこの属性値を継承していれば、
その属性のデフォルト値になる

属性がデフォルト値を持たない場合は、値を取得できません。

7. 「継承」チェック・ボックスを選択しない場合は次の操作を行い
ます。

a. オブジェクトの値を入力します。複数の値を持つ列挙型属性
を編集している場合に、影響を受けるオブジェクトの現在の
設定を保持しつつ、すべてのオブジェクトの特定の値を選択
または選択解除するには、Step 8 に進みます。

b. 次のどのオブジェクトに新しい値を適用するかを、「適用先」
ラジオ・ボタンを使用し設定します。

• 「現行オブジェクト」をクリックすると、現行オブジェク
トにのみ新しい値が適用されます。

• 「選択されたオブジェクト」をクリックすると、選択され
たオブジェクトに新しい値が適用されます。

• 「現行ビュー内のオブジェクト」をクリックすると、現行
ビューのすべてのオブジェクトに新しい値が適用されま
す。

8. オブジェクトの個々の属性値に影響を与えることなく、複数の値
を持つ列挙型属性の値を複数のオブジェクトについて編集できま
す。

例えば、複数の値を持つ列挙型属性に、A、B、および C の値が
あるものとします。現行ビューには 3 つのオブジェクトがあり、
そのそれぞれに以下の列挙型属性値が設定されています。

• オブジェクト 1:A,B
• オブジェクト 2:A,C
• オブジェクト 3:B,C
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編集の取り消し

すべてのオブジェクトから値 A を削除する一方で、設定されてい
るその他の値は変更しない場合を考えます。この操作を行うに
は、以下の手順を行います。

a. 値のリストから B と C を選択し、A は選択解除します。

a. 「現行ビュー内のオブジェクト」を選択します。

b. 「チェック解除された値の削除」チェック・ボックスを選択し
ます。また、「検査された値の追加」チェック・ボックスが選
択解除されていることを確認します

c. 「OK」をクリックします。

d. すると、オブジェクトに次の値が設定されます。

• オブジェクト 1:B
• オブジェクト 2:C
• オブジェクト 3:B, C
すべてのオブジェクトから A が削除されますが、「検査された
値の追加」を選択しなかったため B と C はオブジェクトに追
加されません。

同様に、選択したオブジェクトまたは現行ビュー内のオブジェク
トに値を追加することができます。これを行うには、追加する値
を選択し、変更したくない値を選択解除します。次に、「検査さ
れた値の追加」を選択し、「チェック解除された値の削除」を選
択解除します。

「現行オブジェクト」を選択している場合、または編集中の属性
が複数の値を持つ列挙型属性でない場合は、「検査された値の追
加」および「チェック解除された値の削除」チェック・ボックス
が無効になります。

9. 「OK」をクリックします。

10. 現行ビューの次のオブジェクトまたは、前のオブジェクトのプロ
パティーを表示するために「次へ」または、「前へ」をクリック
します。

11. 設定が終了したら、「OK」をクリックします。

12.「ファイル」>「保存」をクリックし、モジュールを保存します。

編集の取り消し  
「編集」 >「元に戻す 」をクリックすると、編集内容を元に戻せます。
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インプレース編集中は、この機能を使用できません。インプレース編
集をやめるには、別のオブジェクトや、属性（ダブルクリックはしな
いでください。ダブルクリックするとインプレース編集状態のままに
なります）をクリックしてください。

注    直前の編集を元に戻せない場合は、「元に戻す 」オプ
ションが選択できなくなります。

取り消しの拡張

現在の履歴リストに表示される Rational DOORS オブジェクトに行わ
れたあらゆる変更を取り消すことができます（移動の操作とリンクを
除く）。つまり、履歴に記録されたすべての変更を任意の順序で取り
消すことができます。

取り消しの拡張機能を使用するには

1. 「編集」>「オブジェクト」>「プロパティー」の順にクリックし
ます。

オブジェクト・プロパティー・シートが表示されます。

2. 「履歴」タブを選択します。

「オブジェクトの履歴（Object History）」ウィンドウが表示されま
す。

3. 復元したい履歴レコードを選択します。変更を赤色の線で強調し
て表示するには、「変更を赤線で強調して表示」チェック・ボッ
クスを選択します。

4. 選択した履歴項目に関する情報を別のウィンドウに表示するに
は、「詳細」ボタンをクリックします。

変更を赤色の線で強調する場合は「変更を赤線で強調して表示」
チェック・ボックスを選択し、強調しない場合は同チェック・
ボックスを解除します。

5. 「OK」をクリックしてオブジェクト・プロパティー・シートに戻
ります。

6. 「復元」をクリックします。

オブジェクトは変更前の状態に戻されます。履歴レコードを復元
しても、リンクには影響しません。現在のリンクのほか、復元中
の履歴レコードの日付以降に作成されたリンクもすべて保持され
ます。
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変更の保存

復元する変更が最後に行ったものでない場合、警告メッセージが
表示される場合があります。

変更を復元するには、「続行」をクリックします。

「ツール」>「オプション」を選択して「オプション」ダイアロ
グ・ボックスを開き、「設定」タブの「履歴から直近の変更以外
の変更を復元するときに警告する（Warn when restoring a change 
other than the most recent from history）」チェック・ボックスの選
択と選択解除を切り替えることにより、メッセージを表示するか
どうかを制御できます。「オプション」ダイアログ・ボックスの
詳細については、411 ページの『ユーザー・オプションの表示』
を参照してください。

注     復元を行うと直ちに反映されるため、復元操作は
キャンセルできません。ダイアログを閉じ、最新
の履歴を選択し同じ手順を行うことで元に戻すこ
とができます。

変更の保存

モジュールのデータを編集すると、変更はローカル・コンピューター
のメモリーに一時的に保存されます。明示的に変更を保存するまで、
データベースには格納されません。

モジュールの編集中に変更を保存するには、次の操作を行います。 
• 「ファイル」 >「保存」の順にクリックする

モジュールを閉じる、または Rational DOORS を終了するときに、実
行した変更がまだ保存されていない場合は、変更を保存するかどうか
を確認するメッセージが表示されます。「はい」をクリックすると変
更が保存され、「いいえ」をクリックすると変更が破棄されます。

オブジェクトの作成

オブジェクトを作成するために、その親へのアクセス権を作成する必
要があります。

上位レベルのオブジェクトを作成する条件は、次のとおりです。

• モジュールに対する作成および変更の権限が必要

• 排他編集モードでなければならない
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編集モードは、モジュール・ウィンドウ下部のステータス・バー
に示されます。編集モードを切り替えるには、「編集」 >「編集
モード」 >「排他編集」をクリックします。

注    新規オブジェクトを作成したら、モジュールを忘れず
に保存してください。

作成したオブジェクトには、それぞれに一意な絶対番号があります。
オブジェクトに絶対番号が割り当てられると、モジュール内でその番
号が再び使用されることはありません。新規オブジェクトを保存せず
に閉じても同様です。

オブジェクトへのアクセス権の制御

オブジェクトへのアクセス権を変更するには、そのモジュールに対す
る管理者権限が必要です。

オブジェクトへのアクセス権を変更するには 

オブジェクト 方法

現行オブジェクトと
同じレベルにオブ
ジェクトを作成

次のいずれかの操作をします。

•「挿入」 >「オブジェクト」の順にクリックする

• CTRL+N キーを押す

• 現行オブジェクトのインプレース編集状態で、
Ctrl+Return  キーを押す

•「オブジェクト」ツールバーで、「このレベルに
新規オブジェクト」ボタン  をクリックしま
す。 

現行オブジェクトの 
1 レベル下にオブ
ジェクトを作成

次のいずれかの操作をします。

•「挿入」をクリックし、「以下のオブジェクト」
をクリックする

• Ctrl+L キーを押す（L は 1 レベル下（one Level 
below）の L）

•「オブジェクト」ツールバーで、「下に新規オブ
ジェクト」ボタン  をクリックします。 

現行オブジェクトが子を持つ場合、新規オブジェ
クトは 1 番目の子になります。
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オブジェクトへのアクセス権の制御

1. モジュール・ウィンドウでオブジェクトを選択し、右クリックし
て「プロパティー」を選択します。

2. 「アクセス」タブをクリックします。

モジュールに対する現在のアクセス権が表示されます。

モジュールが分割入力されている場合は、パーティションに関連
付けられているアクセス権が表示されます。このアクセス権の表
示では、どのようなユーザーでもフル・アクセス権を持っている
ことになっています。管理者権限は、ユーザーやグループごとに
表示される RCMD アクセス権よりも優先されます。

例えば、ユーザーのエントリーがフル・アクセス（RMCDA）と
なっていても、モジュールが読み取り専用で分割入力されている
場合は、実際にはそのオブジェクトに対するユーザーの権限は読
み取り（R）のみとなります。

アクセス権 実行すること

読み取り（R） オブジェクトの参照

変更（M） 属性の値を変更する

オブジェクトから他のオブジェクトへのリンクを
作成、削除する

作成 (C) オブジェクトの １ レベル下にオブジェクトを作
成する

オブジェクトの １ レベル下に別のオブジェクト
を移動する

削除（D） オブジェクトの削除、削除取り消し、パージ

オブジェクトを移動する

管理（A） オブジェクトのアクセス権を変更する
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3. 必要な変更を加えます。

「アクセス」
タブ

説明

親からの継承 親のアクセス権をオブジェクトに継承させるには、こ
のチェック・ボックスを選択します。目的のオブジェ
クトが最上位オブジェクトである場合はモジュールの
アクセス権を継承します。

注    このチェック・ボックスを解除すると、現行オブ
ジェクトの編集可能セクションを作成できます。
最適なパフォーマンスを得るには、できるだけ 
Rational DOORS の継承機能を使うようにし、不
必要に編集可能セクションを作成しないようにし
てください。詳細については、45 ページの『編
集可能セクション』を参照してください。

追加 アクセス権のリストに新しいエントリーを追加するに
は

a.「追加」をクリックします。

「アクセス権の追加（Add Access）」ウィンドウが表
示されます。

b.「名前」ボックスで、エントリーを追加する
ユーザーまたはグループの名前を選択します。

c. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」をク
リックします。

削除 アクセス権限のリストからエントリーを削除する場合
は、そのエントリーを選択し、「削除」をクリックし
ます。

編集 アクセス権リストのエントリーを編集するには

a. エントリーを選択し、「編集」をクリックしま
す。

「アクセス権限の編集」ウィンドウが表示されます。 
b. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」をク

リックします。
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オブジェクト・レベルの変更

4. 「OK」をクリックします。

5. 「ファイル」 >「保存」をクリックし、モジュールを保存します。

オブジェクト・レベルの変更

オブジェクトのレベルを変更することで、オブジェクト階層を操作す
ることができます。

• オブジェクトのレベルを上げると、オブジェクトは親オブジェク
トの次の兄弟オブジェクトになります。 

• オブジェクトのレベルを下げると、オブジェクトは直前の兄弟オ
ブジェクトの子オブジェクトになります。

オブジェクトを削除されたオブジェクトの子オブジェクトに下げ
ることはできないので、オブジェクトの直前の兄弟オブジェクト
は削除されていない必要があります。

レベルを変更したオブジェクトの子オブジェクトは、親と共に階層内
の新しい場所に移動します。

オブジェクト・レベルの変更は、オブジェクトの順序が変更されない
ようにするため（ソートが適用されていない場合）、次のように制限
されます。

• 削除されたオブジェクトのレベルは変更できません。ただし、選
択した削除されていないオブジェクトに削除された子がある場
合、そのオブジェクトを変更することができ、削除された子オブ
ジェクトも一緒に変更されます。

• モジュールにソートまたはフィルターが適用されている場合、オ
ブジェクトのレベルを変更することはできません。

アクセス権の
追加

追加のアクセス権を選択します。このアクセス権は作
成権限を持つユーザー（またはグループ）に適用さ
れ、データベース・ルートの下位レベルのアイテムに
伝播されます。

追加アクセス権は、アクセス権を継承するフォルダー
のツリー配下の項目に引き継がれます。

詳細は、215 ページの『作成権限に対する別のアクセ
ス権の伝播』

「アクセス」
タブ

説明
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オブジェクトのレベルを上げるには

1. レベルを上げる 1 つまたは複数のオブジェクトを選択します。

2. 「編集」>「オブジェクト」>「レベル上げ」の順にクリックする
か、または「オブジェクト」ツールバーで「レベル上げ」ボタン

 をクリックします。 
オブジェクトのレベルが上がり、直前の親の次の兄弟オブジェク
トになります。

オブジェクトのレベルを下げるには

1. レベルを下げる 1 つまたは複数のオブジェクトを選択します。

オブジェクトの直前の兄弟は、削除されていない必要がありま
す。

2. 「編集」>「オブジェクト」>「レベル下げ」の順にクリックする
か、または「オブジェクト」ツールバーで「レベル下げ」ボタン

 をクリックします。 
オブジェクトのレベルが下がり、直前の兄弟オブジェクトの最後
の子オブジェクトになります。

オブジェクト見出しとオブジェクト・テキスト属性のスワップ

オブジェクト見出し属性とオブジェクト・テキスト属性は、スワップ
することができます。属性をスワップすると、見出し属性の内容がオ
ブジェクト・テキストとなり、テキスト属性の内容がオブジェクト見
出しになります。

この操作は、オブジェクト見出しとオブジェクト・テキストの両方を
含むオブジェクト、およびその 1 つを含むオブジェクトに使用できま
す。

注意        オブジェクト・テキストをオブジェクト見出しと
スワップすると、オブジェクト見出し属性はオブ
ジェクト・テキスト属性と同じ数の文字を保持で
きないため、テキストが切り捨てられる場合があ
ります。

属性をスワップするには

1. スワップするオブジェクト見出しまたはオブジェクト・テキスト
を含むオブジェクトを選択します。モジュール内のオブジェクト
見出し属性およびオブジェクト・テキスト属性の読み取りおよび
変更権限が必要です。
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オブジェクト見出しとオブジェクト・テキストの分割

2. 「編集」>「オブジェクト」>「スワップ」の順にクリックするか、
または「オブジェクト編集」ツールバーで「スワップ（Swap）」
ツールバー・ボタン  をクリックします。 
オブジェクト見出し属性の内容がオブジェクト・テキストにな
り、オブジェクト・テキスト属性の内容がオブジェクト見出しに
なります。 

オブジェクト見出しとオブジェクト・テキストの分割

オブジェクトを分離する場合、新規オブジェクトが作成されて選択さ
れたオブジェクトに置き換わり、オブジェクト見出し内のテキストは
新規オブジェクトに移動します。選択されたオブジェクトはオブジェ
クト・テキストを保持し、新規オブジェクトの最初の子になります。 
選択されたオブジェクトに子があれば、その子は選択されたオブジェ
クトの兄弟になり、オブジェクト見出しを含む新規オブジェクトがそ
の親になります。

注    共有編集モードでモジュールを開くと、ロックされた
セクションの最上位オブジェクトは分割できません。
ただし、子オブジェクトは分割できます。

オブジェクト見出しをオブジェクト・テキストから分離するには

1. 分割するオブジェクトを選択します。オブジェクト見出し属性の
読み取りおよび変更の権限、およびオブジェクト・テキスト属性
の読み取り権限が必要です。

2. 「編集」>「オブジェクト」>「分割」の順にクリックします。

新規オブジェクトが作成されて選択されたオブジェクトに置き換
わります。「オブジェクト見出し」のテキストが新規オブジェク
トに移動します。

オブジェクトの削除、削除取り消し、パージ

オブジェクトの削除は、オブジェクトを完全に削除するのではありま
せん。オブジェクトおよびそれより下の階層のオブジェクトに削除さ
れたマークをつけるだけです。ユーザーが容易に削除されたオブジェ
クトにアクセスできないようになります。オブジェクトを完全に削除
するには、削除してからパージする必要があります。

削除されたオブジェクトをパージすると、データベースから完全に削
除されます。
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削除したいオブジェクトがイン・リンクを持っている場合、オブジェ
クトが削除される前にリンクが削除されます。削除するオブジェクト
に子がある場合は、親オブジェクトを削除する前に子オブジェクトへ
のイン・リンクを削除する必要があります。これは、未決リンクを
ソース・オブジェクトに残さないためです。

リンクが削除される条件は、次のとおりです。

• リンク・モジュールと対象となるオブジェクトのモジュールが開
かれている。 

• ソース・オブジェクトとリンク・モジュールに対する変更権限を
持っている。

アウト・リンクを持っているオブジェクトを削除した場合、そのリン
クは、オブジェクトをパージし、パージ後のモジュールが保存される
まで削除されません。

オブジェクトの削除、削除取り消し、またはパージを実行するには、
オブジェクトおよびその階層以下のすべてのオブジェクトに対して、
削除権限を持っていなければなりません。

注    ソートがオンになっていると、子を持つオブジェクト
を削除およびパージできません。ただし、ソートをオ
ンにしていてもリーフ・オブジェクトは削除できま
す。

次の手順でオブジェクトを削除します。

1. モジュール・ウィンドウで削除するオブジェクトを選択し、「編
集」 >「オブジェクト」 >「削除」の順にクリックします。

2. 「ファイル」 >「保存」をクリックし、モジュールを保存します。

オブジェクトが削除されます。削除されたオブジェクト ID が、
再度使用されることはありません。

次の手順で、オブジェクトの削除を取り消します。

1. モジュール・ウィンドウで、削除された項目が表示されているこ
とを確認します。

必要に応じて、「表示」 >「表示」 >「削除」の順にクリックしま
す。

削除されたオブジェクトは、赤いテキスト文で、変更バーが黒で
す .

2. 削除を取り消したいオブジェクトを選択し、「編集」 >「オブジェ
クト」 >「削除の取り消し」をクリックします。
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スペル・チェッカー

3. 「ファイル」>「保存」をクリックし、モジュールを保存します。

次の手順で、オブジェクトをパージします。

1. モジュール・ウィンドウで、削除された項目が表示されているこ
とを確認します。

必要に応じて、「表示」 >「表示」 >「削除」の順にクリックしま
す。

2. パージしたいオブジェクトを選択し、「編集」 >「オブジェクト」 >
「パージ」をクリックします。

削除されたオブジェクトは赤で、変更バーが黒です .
3. オブジェクトをパージするかどうかを確認するメッセージが表示

されます。「はい」をクリックします。

4. 「ファイル」 >「保存」をクリックし、モジュールを保存します。

オブジェクトおよびそれより下の階層のオブジェクトが、データ
ベースから完全に削除されます。

削除したすべてのオブジェクトをパージするには

1. モジュール・ウィンドウで、「編集」>「すべてパージ」の順にク
リックします。

確認メッセージが表示されます。

2. モジュール内のすべてのオブジェクトをパージする場合は「は
い」をクリックします。

削除されたオブジェクトは、表示されていなくてもパージされま
す。

スペル・チェッカー

スペル・チェッカーでは、Rational DOORS がサポートするすべての
言語辞書で、テキストや文字列属性のスペルをチェックできます。サ
ポートされる言語の詳細については、424 ページの『スペル・チェッ
カーの設定』を参照してください。

各属性にはロケール言語があります。ロケール言語は、スペル・
チェッカーの属性名の横に表示されます。一度に複数の文字列属性を
チェックできますが、その場合は、同時にチェックする各属性に同じ
ロケールを適用する必要があります。または、ロケールが何も適用さ
れていない状態にします。

スペル・チェックに使用される言語は、「選択された言語」リスト・
ボックスに表示されます。デフォルトでは、属性リストに表示されて
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いる各属性のロケール言語で、文字列属性がチェックされます。その
属性に言語が関連づけられていない場合、または、その言語がサポー
トされていない場合は、「オプション」ダイアログ・ボックスの「ス
ペル」タブに設定されている言語が使用されます（デフォルト）。こ
の設定の詳細については、427 ページの『Rational DOORS におけるデ
フォルト言語の選択』を参照してください。

別の言語で属性をチェックするには、使用する言語を「選択された言
語」リスト・ボックスから選択します。

スペル・チェック

モジュール内のテキストのスペルをチェックするには 
1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」 >「スペル」をクリックし

ます。

「スペル・チェック」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. スペル・チェックできる属性は、「検査」ボックスに表示されま
す。このリストには、現行ビューに表示されるテキスト / 文字列
属性のみが含まれています。各属性のロケールは、「言語」列に
表示されます。

デフォルトでは、Rational DOORS によって「オブジェクト・テキ
スト」属性のスペルと文法がチェックされます。他の属性を
チェックするには、リストから目的の属性を選択します。同じロ
ケールを持つ属性、またはロケールを持たない属性に限り、一度
に複数のスペル・チェックを行うことができます。異なるロケー
ルを持つ属性をチェックする場合は、属性を 1 つずつチェックす
る必要があります。

3. スペル・チェックに使用される言語は、「選択された言語」リス
トに表示されます。別の言語でスペル・チェックを行うには、こ
のリストから目的の言語を選択します。

注     エラーを修正するには、変更権限が必要で、オブ
ジェクトまたは属性に編集ロックを掛ける必要が
あります。 

4. デフォルトでは、現行ビューのすべてのオブジェクトがチェック
されます。

特定のオブジェクトのみをチェックするには、現行オブジェクト
のみをチェックする「現行オブジェクトのみ」、または現行オブ
ジェクトおよびその子をチェックする「現行オブジェクトと子」
を選択します。
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スペル・チェック

5. スペル・チェックと文法チェックを開始するには、「開始」をク
リックします。

エラーが検出されると次のような結果が得られます。 
• エラーを含む文が「文」ボックスに表示され、エラーは強調

表示される。

• エラーの説明が「説明」ボックスに表示される。 
• 修正候補があれば、「候補」ボックスに表示される。

ボタン 実行すること

無視 強調されているエラーをそのまま残し、チェック
を継続します。

すべて無視 / 規
則を無視

強調されているエラーをそのまま残し、それ以降
の強調されている単語および文法エラーをすべて
無視します。

属性を無視 強調されているエラーをそのまま残し、以降のス
ペル・チェック対象属性を無視します。

文のスキップ 現在の文のエラーを無視し、次の文のチェックに
進みます。

追加 クライアント辞書またはデータベース辞書に単語
を追加します。データベース辞書にアクセスして
単語を追加するには、その辞書に対する変更権限
が必要です。

「クライアント」を選択すると、単語がクライア
ント辞書に追加されます。この辞書は他の 
Rational DOORS クライアントでは利用できませ
ん。

「データベース」を選択すると、単語がデータ
ベース辞書に追加されます。この辞書は、その
データベースにアクセスしているすべての 
Rational DOORS クライアントで利用できます。
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ユーザーが読み取り専用権限を持つオブジェクトまたは属性でエ
ラーが検出された場合、以下のいずれかの処置を選択できます。

• 読み取り専用権限を持つ値のチェックを続行する

• 変更権限を持つ値のみをチェックする

オブジェクトまたは属性に対する変更権限を持っていない場合
は、エラーを修正できません。

6. 「ファイル」 >「保存」をクリックし、モジュールを保存します。

スペル・チェッカーは「オプション」ダイアログ・ボックスで設定で
きます。詳細については、424 ページの『スペル・チェッカーの設
定』を参照してください。

ロケールの詳細については、「Rational DOORS の管理」の『ロケールと 
Unicode のオプションの概要』を参照してください。

International Proofreader ô English (US and UK) text proofing system © 2003 by Vantage Technology 
Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているアルゴリズムまたはデータベースの複

製、分解を禁じます。 
著作権情報の詳細については、471 ページの『テキスト・プルーフ・システム著作権』を参照し

てください。

シンボルの挿入

オブジェクトを編集している際に平方根やギリシャ文字のようなシン
ボルを挿入できます。

置換 強調されている単語を「候補」ボックスで選択し
た単語に置き換えます。

「文」ボックスのテキストを編集してリッチ・テ
キスト形式を適用した後、「置換」をクリックし
て変更することもできます。

「文」ボックスでテキストを編集すると、再びそ
の文がチェックされます。

すべて置換 オブジェクト内の強調されているすべての単語を
「候補」ボックスで選択した単語に置き換えます。

停止 スペル・チェックを停止します。

閉じる スペル・チェックを終了します。

ボタン 実行すること



Rational DOORS の使用方法  73

URL の挿入

属性のタイプがテキストまたはストリングの場合、シンボルを挿入で
きます。

シンボルを挿入するには 
1. モジュール・ウィンドウで、編集したいテキストをダブルクリッ

クします。 
2. シンボルを挿入したい位置にカーソルを移動します。

3. 「挿入」 >「シンボル」の順にクリックします。

4. 「文字セット」ボックスで、使用したい文字セットを選択します。

5. 挿入したいシンボルをクリックします。

シンボルはカーソルの位置に挿入されます。

6. 「閉じる」をクリックします。

7. 「ファイル」 >「保存」をクリックし、モジュールを保存します。

モジュール・エクスプローラーの左の画面には、シンボルは表示され
ません。左ペインには、シンボルの説明文が表示されます。例えば、
ダイヤモンド・シンボルの代わりに、「ダイヤモンド」という文字列
が表示されます。

注    シンボル  をテキストに挿入しても、このシンボル
自体は表示されません。このシンボルは、単語の途中
にソフト・ハイフンを挿入します。単語の途中で改行
されてしまう場合は、このシンボルを使用して単語が
続いていることがわかるようにします。

URL の挿入

属性のタイプがテキストまたは、文字列の場合、実際の URL を含む
ことができます。URL のフォーマットは次のとおりです。

• http://

• https://

• ftp://

• file:// 

URL をそのまま入力し、URL を挿入します。例えば、
http://www.ibm.com/software/rational/support/ と入力します。

URL は、自動的に青色の文字で強調表示されます。

また、URL は動的にリンクしています。URL をダブルクリックする
と、ブラウザーは URL に関連した WEB ページを開きます。
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トレーサビリティー・カラムに表示される URL は、動的にはリンク
していません。URL を有効にするには、ソース・オブジェクトまた
はターゲット・オブジェクトへのリンクを追跡し、目的の場所への 
URL をダブルクリックします。

また、URL を外部リンクとして挿入することもできます。外部リン
クの詳細については、228 ページの『外部リンク』を参照してくださ
い。

注    Rational DOORS では、Microsoft Project ブックマーク
はサポートされていません。

注    ユーザー・オプションで、Rational DOORS から URL 
をダブルクリックした場合、どのブラウザーを使用す
るか設定します。データベース・エクスプローラーで
ブラウザーを変更する場合、「ツール」 >「オプショ
ン」の順にクリックし、次に「設定」タブで使用する
ブラウザーを設定します。

テンプレートの挿入

Rational DOORS は、文書の作成を支援するテンプレートのライブラ
リーを提供します。例えば、DoD-STD や MIL-STD などのテンプレー
トがあります。 
テンプレートにより、文書の使用者に標準の構造と見出しを使用させ
ることができ、モジュールの一貫性が保たれます。 
独自のテンプレートを作成し、それを Rational DOORS ホーム・ディ
レクトリーのライブラリー doors\lib\dxl\standard\template に追加
できます。テンプレート DXL は Latin1 または UTF-8 でエンコードす
る必要があります。詳細については、「DXL リファレンス・マニュアル」
を参照してください。このマニュアルは、PDF ファイルとして入手で
きます。また、「ヘルプ」メニューから参照することもできます。

注    モジュールを作成するためにテンプレートも使用でき
ます（29 ページの『フォーマル・モジュールの作成』
を参照）。

次の手順で、現行モジュールにテンプレートを挿入します。

1. テンプレートを挿入するオブジェクトを選択します。

2. 「挿入」 >「テンプレート」の順にクリックします。

3. 挿入したいテンプレートを見つけて、ダブルクリックするか、ま
たは選択して「OK」をクリックします。
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オブジェクトの分割

オブジェクトの分割

以下のいずれかの方法を実行します。

• オブジェクトを 2 つ以上のオブジェクトに分割する。複数のオブ
ジェクトをまたがって、その「オブジェクト・テキスト」属性の
内容を分割する。

• オプションで、元のオブジェクトと新規オブジェクトの間のリン
クを作成する。

オブジェクトを分割するには、以下の手順を実行します。

1. モジュール・ウィンドウで、分割するオブジェクトを現行オブ
ジェクトにします。

2. 「ツール」 >「機能」 >「オブジェクト・テキストの分割」の順にク
リックします。

3. 「オブジェクト・テキスト」ボックスで、分割する位置を指定す
るテキストを選択します。

次の表は、オブジェクト・テキストが「ABCDEFGHIJK」である
場合、オブジェクトを分割できる方法を示します。

4. 「新しい位置」ラジオ・ボタンを使用して、コピーを作成する位
置を指定します。

• 現行オブジェクトのすぐ下の同じレベルにコピーを作成する
場合、「後へ」をクリックします。

• 現行オブジェクトの 1 レベル下にコピーを作成する場合は、
「1 レベル下へ」をクリックします。

5. コピー元のオブジェクトとコピーしたオブジェクトの間にリンク
を作成する場合は、次の操作を行います。

a. 「リンクの作成」チェック・ボックスを選択します。

選択したオブジェクト 元のオブジェクト 新規オブジェクト

ABCD ABCD EFGHIJK

EFG ABCD EFG
HIJK

JK ABCDEFGHI JK
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b. 「リンク方向」ドロップダウン・リストで、リンクの方向を選
択します。 

6. 「適用」をクリックして、オブジェクトを分割します。

7. 「次へ」または「前へ」をクリックし、現行ビューの次または前
のオブジェクトに移動します。

8. 設定が終了したら、「OK」をクリックします。

9. 「ファイル」 >「保存」をクリックし、モジュールを保存します。

オブジェクトのコピー

次のいずれかの方法を実行します。

• モジュール間のオブジェクトのコピー、および「オブジェクト見
出し」、「オブジェクト・テキスト」、「オブジェクト・ショート・
テキスト」属性以外の属性のコピーに使用します。

これら 3 つの属性のみをコピーする場合は、ドラッグ・アンド・
ドロップで簡単にコピーできます（19 ページの『ドラッグ・アン
ド・ドロップを使用する方法』を参照）。

• モジュールのすべてのオブジェクトまたは、現行ビューのすべて
のオブジェクトを他のモジュールにコピーします。

オブジェクトをコピーするには、以下の手順を実行します。

1. コピー元とコピー先のモジュールを開きます。

2. コピー先のモジュールで、データをコピーしたい位置を現行オブ
ジェクトにします。 
このオブジェクトと同じレベルまたは、1 レベル下のどちらかに
データをコピーすることができます。

3. コピー元にモジュールで、コピーしたいオブジェクトを選択しま
す。 
モジュールの全体または現行ビューの全オブジェクトのいずれか
をコピーする場合、オブジェクトを選択することはできません。

4. コピー元のモジュールで、「ツール」 >「機能」 >「オブジェクトの
コピー」をクリックします。 

5. 「ソース・モジュール」ボックスにコピー元のモジュール名が表
示されます。

6. 「ターゲット・モジュール」ボックスに、コピー先のモジュール
名を入力するか（最も近い親プロジェクトからのパスを指定しま
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オブジェクト・テキストのマージ

す）または、「参照」を使用してコピー先のモジュール名を探し
ます。

7. 「コピー」ドロップダウン・リストを使用して、コピーするオブ
ジェクトを選択します。

• 現行オブジェクトのみコピーする場合は、「現行オブジェクト
のみ」を選択します。

• 現行オブジェクトとそれ以下の階層の全オブジェクトをコ
ピーする場合は、「現行オブジェクトと子」を選択します。

• 現行ビューの全オブジェクトをコピーする場合は、「現行表示
セット」を選択します。

• モジュールの全オブジェクトをコピーする場合は、「すべての
オブジェクト」を選択します。

8. 「新しい位置」ラジオボタンを使用して、コピー先のモジュール
のどこにコピーするかを選択します。

• 現行オブジェクトの次の同じレベルにコピーを作成する場合
は、「後へ」を選択します。

• 現行オブジェクトの １ レベル下にコピーを作成する場合は、
「1 レベル下」を選択します。

• コピーする属性を選択します。

複数の属性を選択する場合は、Shift+ クリックまたは Ctrl+ ク
リックを使用します。

9. コピー元のオブジェクトとコピーしたオブジェクトの間にリンク
を作成する場合は、次の操作を行います。

• 「リンクの作成」チェック・ボックスを選択します。

• 「リンク方向」ドロップダウン・リストで、リンクの方向を選
択します。

10.「OK」をクリックします。

11. 変更を保持するために、モジュールを保存します（「ファイル」 >
「保存」をクリックします）。

オブジェクト・テキストのマージ

同じモジュールや他のモジュールで、1 つ以上のオブジェクト・テキ
ストからオブジェクトを作成できます。

オブジェクト・テキストをマージするには 
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1. マージしたいオブジェクト・テキストがあるオブジェクトのモ
ジュールを開きます。

2. 「ツール」 >「機能」 >「オブジェクトのマージ」の順にクリックし
ます。

3. 現行モジュールの全オブジェクトのリストが表示されます。マー
ジするオブジェクト・テキストを持つオブジェクトを選択しま
す。

4. オブジェクトを作成する場所を指定します。

• 「ターゲット・モジュール」ボックスで、ターゲット・モ
ジュールの名前を入力するか、または「参照」を使用してモ
ジュールを特定します。最も近い親プロジェクトからモ
ジュールへのパスを指定してください。

• 対象のモジュールを開き、オブジェクトの下または、後ろに
オブジェクトを作成したいオブジェクトを選択します。

• 「オブジェクトのマージ」ウィンドウの「新しい位置」ラジ
オ・ボタンで、対象モジュールのどこにオブジェクトを作成
するかを指定します。

• 現行オブジェクトの次の同じレベルにコピーを作成する場
合は、「後へ」を選択します。

• 現行オブジェクトの １ レベル下にコピーを作成する場合
は、「下へ」を選択します。

5. ソース・オブジェクトと新規オブジェクトの間にリンクを作成す
る場合は、以下の操作を行います。

• 「リンクの作成」チェック・ボックスを選択します。

• ドロップダウン・リストで、リンクの方向を選択します。

6. 「OK」をクリックします。
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5 フォームを使用した編集

• フォーム

• フォームの新規作成

• フォームの編集

• フォームの実行

• フォームの削除

フォーム

モジュール内のデータを表示して編集するためのフォームを作成する
ことができます。フォームに表示する属性を選択し、必要に応じてモ
ジュール内でこの属性を表示するビューを作成します。フォームは保
存して、いつでもモジュールからアクセスできます。

フォームの新規作成

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」>「フォーム」>「新規
フォーム」の順にクリックします。

「フォーム・ジェネレーター」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。次の表で、利用可能なオプションを説明します。

オプション 説明

フォーム名 フォームに付ける名前。

オブジェクト属
性

フォーム内で表示できる、モジュールの属性。

フォーム属性 フォームに表示される属性。

追加 「オブジェクト属性」リスト内で選択された属性
を「フォーム属性」リストに追加します。

削除 「フォーム属性」リスト内で選択された属性を削
除します。
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2. フォームで表示する属性を「オブジェクト属性」リストから選択
して、「追加」をクリックします。

3. フォームで表示したいが、編集可能にはしたくないすべての属性
に対して、「フォーム属性」パネルの  列にあるチェック・ボッ

上へ移動 属性を「フォーム属性」リストの上部に移動しま
す。 
属性は、「フォーム属性」リストに表示されてい
る順序でフォームに表示されます。

下へ移動 属性を「フォーム属性」リストの下部に移動しま
す。

属性は、「フォーム属性」リストに表示されてい
る順序でフォームに表示されます。

要素の位置合わ
せをするための
スペーサーの使
用

スライダーを使って、フォームの左端と選択した
属性の入力ボックス間の距離を指定します。 
フォームは自動的にはフォーマット設定されない
ため、スライダーを使用しないで要素間のスペー
スをあけると、入力ボックスがラベルと重なりま
す。

読み取り専用
フォーム

フォームを読み取り専用にします。これにより、
表示された属性のアクセス権が変更されることは
ありません。単に、ユーザーがフォームを使用し
て属性を編集できなくなるだけです。

現行ビューのみ
の属性

「オブジェクト属性」リストを、現行ビューで表
示されている属性のみ表示するように変更しま
す。 
システム属性をフォームに表示する場合は、シス
テム属性を列としてモジュール・ビューに追加し
てから、フォームでこのチェック・ボックスを選
択します。

ビューの作成 フォームに追加した属性を列表示するビューを、
モジュール内に作成します。

プレビュー フォームをプレビューします。

オプション 説明
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フォームの編集

クスを選択します。 これにより、属性のアクセス権は変更されず、
フォームで読み取り専用になるだけです。

4. フォームを作成する前にプレビューするには、「プレビュー」を
クリックします。

5. フォームに追加した属性を表示するモジュール・ビューを作成す
るには、次の手順に従います。

a. 「ビューの作成」をクリックします。

「ビューの保存」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. ビューの名前を入力して「OK」をクリックします。

同じ名前のビューが既に存在する場合は、ビューの上書きを
確認するプロンプトが出されます。

6. 「OK」をクリックして、フォームを作成します。

フォームの編集

以前に作成したフォームを編集することができます。

フォームを編集するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」>「フォーム」>「フォー
ムの編集」の順にクリックします。

2. 編集するフォームをリストから選択し、「OK」をクリックしま
す。

3. フォームに表示する属性、およびフォームに適用するオプション
は変更できますが、フォームの名前は変更できません。

4. 完了したら「OK」をクリックします。

フォームが更新されます。 

フォームの実行

フォームを作成すると、フォームを使ってそのフォームに含まれてい
る属性を表示および編集できます。ユーザーに変更権限があり、属性
値がフォームで読み取り専用で表示するように設定されていない場合
のみ編集することができます。

フォームを使用して属性を表示および編集するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」>「フォーム」>「フォー
ムの実行」の順にクリックします。

2. 表示するフォームを選択して、「OK」をクリックします。
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フォームが開きます。フォームの作成時または最後の編集時に
フォームで表示するように選択した属性が表示されます。現在選
択されているオブジェクトの属性値が表示されます。ユーザーの
アクセス権、およびフォームを作成または最後に編集したときに
読み取り専用に設定したかどうかによって、一部またはすべての
属性値が読み取り専用になります。

3. 別のオブジェクトに移動するたびに変更の保存を求めるプロンプ
トが出ないようにする場合は、「変更をモジュールに自動的にコ
ピー」を選択します。

4. フォームを使用してモジュール内の別のオブジェクトを編集する
には、「前へ」、「次へ」、および「移動」ボタンをクリックしま
す。変更を自動的にモジュールに書き込むオプションを選択して
いない場合は、変更内容の保存を確認するプロンプトが出されま
す。

5. 「OK」をクリックして変更を保存し、フォームを閉じます。

フォームの削除

フォームを削除するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」>「フォーム」>「フォー
ムの削除」の順にクリックします。

選択可能なフォームのリストが表示されます。

2. 削除するフォームを選択して、「OK」をクリックします。

フォームが削除されます。
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6 ビューの使用

この章のトピックは、次のとおりです。

• ビュー

• 現行ビューの保存

• ビューでの継承

• デフォルト・ビューの設定

• ビューの編集

• ビューへのアクセス権の制御

• ビューの削除

ビュー

フォーマル・モジュールを作成する際には、標準ビューがモジュール
のデフォルト・ビューとなります。モジュールを作成すると、モ
ジュール・エクスプローラー、ID 列、およびメイン列が表示されま
す。 
標準ビューを編集して別名で保存することはできますが、「標準
ビュー」の名前では保存できません。

モジュールを操作しているときに、画面上に現在表示されているの
が、現行ビューです。現行ビューは、表示されている列、現在使用し
ているのソートまたはフィルターなどの組み合わせです。

現行ビューは保存することができます。したがって、後で（例えば、
次の Rational DOORS セッションで）、再び使用することができます。
現行ビューを保存することで、もう一度すべての表示オプションを設
定する必要がなくなります。

モジュール用に作成されたすべてのビューの名前が、「表示」ツール
バーの「ビュー」ドロップダウン・リストに表示されます。リスト・
ボックスにマウス・カーソルを重ねると、現在選択されているビュー
のフルネームとその説明が表示されます。

別のビューをロードするには、ドロップダウン・リストから選択しま
す。選択をキャンセルするために、ドロップダウン・リストから離れ
た場所でクリックします。

現行ビューを再ロードするには、「ビュー」>「再ロード」をクリック
します。
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注    別のビューを選択したり、またはモジュールを閉じた
ときに失われる表示の変更を行った場合は、警告が表
示されます。この警告が表示されないようにするに
は、ユーザー・オプションを変更します。詳細につい
ては、411 ページの『ユーザー・オプションの表示』
を参照してください。

現行ビューの保存

 現行ビューを保存するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ビュー」 >「名前を付けて保存」の
順にクリックします。

2. 「名前」ボックスに、ボックスに任意の名前を入力します。既存
のビューを上書きする場合は、上書きするビューと同じ名前を入
力します。 
注     ビュー名では大文字と小文字が区別されるため、

既存のビューを上書きしたい場合は「ビュー」リ
ストに表示される名前を正確に入力してくださ
い。

3. ビューに関する追加情報を入力する場合は、「説明」ボックスに
入力します。

4. ビューで保存したい表示設定を選択します。

設定 説明

現行オブジェク
ト

現行オブジェクトの設定をビューに保存する場
合、このチェック・ボックスを選択します。

ウィンドウ・サ
イズと位置

現在のウィンドウのサイズと位置をビューに保存
する場合、このチェック・ボックスを選択しま
す。

フィルター 現在のフィルター設定（フィルターがオンなって
いるかどうか、現行フィルターが何であるか）を
ビューに保存する場合にこのチェック・ボックス
を選択します。
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現行ビューの保存

保存された設定はビューをロードするたびに、自動的に適用され
ます。チェック・ボックスが選択されていない場合は、ビューを
ロードしても関連付けられている表示設定が変更されません。

例を次に示します。

• 「フィルター」チェック・ボックスが選択されていない場合
は、保存したビューをロードしても現在のフィルター設定が
変更されません。

• 「フィルター」チェック・ボックスが選択されている状態で保
存したビューをロードすると、保存した当時のフィルター設
定に変更されます。フィルターをオフにした状態でビューを
保存すると、保存したビューを次回ロードする際にフィル
ターがオフになります。フィルターをオンにした状態で
ビューを保存すると、保存したビューを次回ロードする際に
フィルターがオンになります。 

5. 保存したビューをモジュールのデフォルト・ビューにする場合
は、「デフォルト」チェック・ボックスを使用します。

• 特定モジュールのデフォルト・ビューにする場合は、「モ
ジュール用」をクリックします。このチェック・ボックスを
選択または選択解除できるには、モジュールに対する変更権
限が必要です。「このビューへのアクセス」ペインの「プライ
ベート」が選択されている場合は、このオプションを使用で
きません。

• ユーザー個人のデフォルト・ビューにする場合は、「現行ユー
ザー用」を選択します。

ソート 現在のソート設定（ソートがオンなっているかど
うか、現行ソートが何であるか）をビューに保存
する場合にこのチェック・ボックスを選択しま
す。

以下から未定義
の設定を継承

現行ビューに設定が定義されていない場合に、設
定を「継承する」ビューを選択します。  
詳細については、87 ページの『ビューでの継承』
を参照してください。

設定 説明
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6. ビューのアクセス権を定義するには、「このビューへのアクセス」
セクションを使用します。

ビューへのアクセス権は「ビューの管理」ダイアログ・ボックス
で編集できます。例えば、プライベート・ビューを作成し、特定
の Rational DOORS ユーザーにそのビューへのアクセスを許可した
い場合があります。詳細については、93 ページの『ビューへのア
クセス権の制御』を参照してください。

7. ビューで他の表示オプションを保存したくない場合は、「詳細設
定」タブを使用します。詳細については、89 ページの『ビューの
編集』を参照してください。

8. 「OK」をクリックします。

選択するオプ
ション

結果

プライベート ユーザーがビューへのフル・アクセス権を持つように
なり、他のユーザーはアクセス権がありません。 
このダイアログ・ボックスの「デフォルト」ペインで

「モジュール用」チェック・ボックスを選択している
と、ビューを「プライベート」に設定できません。

パブリック ユーザーがビューへのフル・アクセス権を持つように
なり、他のユーザーは読み取り権限を持つようになり
ます。 

カスタム ユーザーが新規ビューへのフル・アクセス権を持つよ
うになります。他のすべてのユーザーおよびグループ

（モジュールに現在表示されているビューに定義され
ているユーザーおよびグループ）のカスタム・アクセ
ス権は、新規ビューによって継承されます。 
既存のビューを上書きする場合は、既存のビューへの
アクセス権が、モジュールに現在表示されている
ビューへのアクセス権に上書きされます。

新規ビューを保存する際に、モジュールに表示されて
いるビューが標準ビューである場合は、「このビュー
へのアクセス」に「カスタム」を選択することはでき
ません。標準ビューにはカスタム権限を付与できない
ため、コピーする新規ビューにもカスタム権限が付与
されないからです。
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ビューでの継承

ビューでの継承

ビューを作成する際には、未定義の設定を同一モジュール内の別の
ビューから継承することができます。「未定義の設定」とは、ビュー
の保存時に使用する「一般」タブおよび「詳細設定」タブの「以下の
設定を記憶」フレームで、まだ選択されていないオプションのいずれ
かを指します。モジュールの新規ビューを保存する場合で、既存の
ビューに保存されている設定を使用したいときに便利です。 
例えば、ビュー X に保存したフィルターをビュー Y に流用する場合
は、ビュー Y を作成する際に「以下から未定義の設定を継承」リス
トから「ビュー X」を選択できます。「ビュー Y」の「以下の設定を
記憶」ペインで「フィルター」が選択されないようにすれば、フィル
ターを「ビュー X」から継承します。

「ビュー Y」を選択すると、「ビュー X」があらかじめ読み込まれま
す。

• 「ビュー X」で選択した設定がビューに適用されます。

• 「ビュー Y」が読み込まれると、「ビュー Y」で選択した設定によ
り「ビュー X」の設定が上書きされます。

• 「ビュー Y」で選択されていない設定はすべて「ビュー X」から継
承されます。「ビュー Y」または「ビュー X」のいずれにおいても
設定が選択されていない場合は、モジュールのデフォルト設定が
使用されます。

したがって、現行ビューでソートだけを作成しておき、フィルターは
既存のビューから継承することもできます。現行ビューの「以下の設
定を記憶」ペインで「ソート中」チェック・ボックスをオン、「フィ
ルター」チェック・ボックスをオフにすると、ビューの選択時にソー
トとフィルターの両方が適用されます。

ビューの継承とアクセス制御

他のビューの設定を継承してビューを設定する場合、現行ビューに対
する読み取り権限を持つすべてのユーザーは、設定を継承するビュー
に対する読み取り権限も持つ必要があります。新規ビューを保存する
と、新規ビューのユーザーの読み取り権限と同じ権限を許可する既存
ビューのみが「以下から未定義の設定を継承」リストに表示されま
す。

モジュールからアクセス権を継承するビューは、モジュールからアク
セス制御を継承しないビューの設定を継承できません。また、そのよ
うなビューにはすべてのユーザーが読み取り権限を持ちません。
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設定を継承する既存のビューに対するアクセス権を変更した結果、そ
のビューによって設定が継承されるビューに対する読み取り権限を持
たないユーザーに対し、読み取り権限を与えた場合、継承が無効にな
ります。アクセス権の変更を確認し、継承を削除するか、またはアク
セス権の変更をキャンセルするかのプロンプトが出されます。

他のビューによって設定が継承されるビューから読み取り権限を削除
した結果、継承する側のビューに対する読み取り権限を持つユーザー
が、継承される側のビューに対する読み取り権限を持たなくなった場
合、継承が無効になります。アクセス権の変更を確認し、影響を受け
るビューから継承を削除するか、またはアクセス権の変更をキャンセ
ルするかのプロンプトが出されます。

デフォルト・ビューの設定

モジュールは 2 つの違うタイプのデフォルト・ビューを持っていま
す。

• ユーザー・デフォルト・ビュー

ユーザー毎にモジュールのデフォルト・ビューを設定することが
できます。モジュールにユーザー・デフォルト・ビューを定義す
ると、モジュールを開く際にそのビューが表示されます。

• モジュール・デフォルト・ビュー

モジュールにユーザー・デフォルト・ビューを定義していない場
合に、モジュールを開くと表示されるビューです。

注     モジュールのデフォルト・ビューを読み取り専用
にすると、他のユーザーはビューの設定を変更で
きません。ただし、モジュールに対する変更権限
を持つユーザーは、モジュールのデフォルト・
ビューを上書きして別のビューにすることができ
ます。

モジュールにデフォルト・ビューを設定するには 
1. モジュール・ウィンドウで、「表示」 >「ビューの管理」の順に選

択します。

2. 画面左側で、定義したいビューを選択します。

3. 右の「一般」タブで、次の項目を設定します。

a. モジュールのデフォルト・ビューにするには、「モジュール
用」チェック・ボックスを選択します。



Rational DOORS の使用方法  89

ビューの編集

このチェック・ボックスを選択または選択解除できるには、
モジュールに対する変更権限が必要です。

b. 個人のデフォルト・ビューにするには、「現行ユーザー用」
チェック・ボックスを選択します。

4. 「OK」をクリックします。

ビューの編集

 ビューを編集するには

1. モジュール・ウィンドウで、「表示」 >「ビューの管理」の順に選
択します。

2. 画面左側で編集したいビューを選択します。

そのビューに対する変更権限が必要です。

3. 「一般」タブを選択します。

4. 「名前」ボックスで必要に応じて名前を編集します。

注     ビュー名では、大文字と小文字は区別されます。

5. 「説明」ボックスで、必要に応じて説明を編集します。

6. 表示設定を編集します。

チェック・ボックス 説明

現行オブジェクト 現在のオブジェクトの設定をビューに保存した
くない場合、このチェック・ボックスを選択解
除します。

注    ビューの作成時にこのチェック・ボックス
を選択解除している場合、このチェック・
ボックスを選択することはできません。こ
のチェック・ボックスを選択するには、

「表示」>「名前を付けて保存」を使用する
必要があります。
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ウィンドウ・サイ
ズと位置

現在のウィンドウのサイズと位置の設定を
ビューに保存しない場合にこのチェック・ボッ
クスを選択解除します。

注    ビューの作成時にこのチェック・ボックス
を選択解除している場合、このチェック・
ボックスを選択することはできません。こ
のチェック・ボックスを選択するには、

「表示」>「名前を付けて保存」を使用する
必要があります。

フィルター 現在のフィルター設定（フィルターがオンなっ
ているかどうか、現行フィルターが何である
か）をビューに保存しない場合にこのチェッ
ク・ボックスを選択解除します。

注    ビューの作成時にこのチェック・ボックス
を選択解除している場合、このチェック・
ボックスを選択することはできません。こ
のチェック・ボックスを選択するには、

「表示」>「名前を付けて保存」を使用する
必要があります。

ソート 現在のソート設定（ソートがオンなっているか
どうか、現在のソートが何であるか）をビュー
に保存しない場合にこのチェック・ボックスを
選択解除します。

注    ビューの作成時にこのチェック・ボックス
を選択解除している場合、このチェック・
ボックスを選択することはできません。こ
のチェック・ボックスを選択するには、

「表示」>「名前を付けて保存」を使用する
必要があります。

以下から未定義の
設定を継承

現行ビューに設定が定義されていない場合に、
設定を「継承する」ビューを選択します。   
詳細については、87 ページの『ビューでの継
承』を参照してください。

チェック・ボックス 説明
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ビューの編集

保存された設定はビューをロードするたびに、自動的に適用され
ます。チェック・ボックスが選択されていない場合は、ビューを
ロードしても関連付けられている表示設定が変更されません。

例を次に示します。

• 「フィルター」チェック・ボックスが選択されていない場合
は、保存したビューをロードしても現在のフィルター設定が
変更されません。

• 「フィルター」チェック・ボックスが選択されている状態で保
存したビューをロードすると、保存した当時のフィルター設
定に変更されます。フィルターをオフにした状態でビューを
保存すると、保存したビューを次回ロードする際にフィル
ターがオフになります。フィルターをオンにした状態で
ビューを保存すると、保存したビューを次回ロードする際に
フィルターがオンになります。 

7. デフォルト設定を以下のように編集します。

• モジュールのデフォルト・ビューにするには、「モジュール
用」を選択します。

このチェック・ボックスを選択または選択解除できるには、
モジュールに対する変更権限が必要です。

このチェック・ボックスを選択できるのは、ビューが「パブ
リック」ビューの場合だけです。

• 個人のデフォルト・ビューにするには、「現行ユーザー用」を
選択します。

8. ビューのアクセス権を編集できます。

「アクセス」タブをクリックします。

詳細については、93 ページの『ビューへのアクセス権の制御』を
参照してください。

9. ビューの拡張プロパティーを編集します。

「詳細設定」タブをクリックして、ビューと一緒に保存する表示
設定を選択します。保存された設定はビューをロードするたび
に、自動的に適用されます。

選択するボックス 実行すること

アウトライン表
示

ビューのアウトライン設定（表示」メニュー）を
保存します。
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圧縮 ビューの圧縮設定を保存します。

グラフィック・
モード

ビューの表示設定（「表示」メニュー）を保存し
ます。

グラフィック
ス・リンク

ビューの「グラフィック・リンクの表示」設定
（「表示」メニュー）を保存します。

モジュール・エ
クスプローラー

ビューの「モジュール・エクスプローラー」設定
（「表示」メニュー）を保存します。

フィルターをエ
クスプローラー
に適用

ビューの「フィルターをエクスプローラーに適
用」設定（「表示」メニュー）を保存します。

リンク矢印 ビューの「リンク矢印の表示」設定（「表示」メ
ニュー）を保存します。

削除されたオブ
ジェクト

ビューの「削除の表示 (Show Deletions)」設定
（「表示」メニュー）を保存します。

テーブル・セル ビューの「テーブル・セルの表示」設定（「表示」
メニュー）を保存します。

テーブル内容の
フィルター

ビューで、一致しないテーブル・セルを非表示に
するための「高度なフィルター」オプションを保
存します（106 ページの『高度なフィルターの使
用』を参照してください）。

デフォルトの
テーブル・セル
属性

ビューで「テーブル属性」設定を保存します
（152 ページの『テーブルの属性表示の制御』を参
照してください）。

画像 ビューの「画像の表示」設定（「表示」メニュー）
を保存します。

レベルの表示 ビューの「レベルの表示」設定（「表示」メ
ニュー）を保存します。

列 ビューの列の情報を保存します。

グラフィックス
列

「グラフィック」モードのオブジェクト・ボック
スに表示される列値の情報を保存します。

選択するボックス 実行すること
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ビューへのアクセス権の制御

10.「OK」をクリックします。

ビューへのアクセス権の制御

ビューのアクセス権を変更するには、そのモジュールの管理者権限が
必要です。

ビューへのアクセス権を変更するには 
1. 変更したいビューを持つモジュールを開きます。

2. 「ビュー」 >「ビューの管理」の順にクリックします。

3. ビューを選択し、「アクセス」タブをクリックします。

グラフィック
ス・データチッ
プ

「グラフィック」モードのデータチップに表示さ
れる列値の情報を保存します。

メイン列のイン
デント

メイン列の自動インデント設定を保存します。

現行選択 ビューで現在選択されているオブジェクトの情報
を保存します。

フィルターに掛
けられたオブ
ジェクトの祖先

ビューで、祖先を表示するための「高度なフィル
ター」オプションを保存します（106 ページの

『高度なフィルターの使用』を参照してくださ
い）。

フィルターに掛
けられたオブ
ジェクトの子孫

ビューで、子孫を表示するための「高度なフィル
ター」オプションを保存します（106 ページの

『高度なフィルターの使用』を参照してくださ
い）。

すべて設定 タブのすべてのチェック・ボックスを選択しま
す。

すべてクリア タブのすべてのチェック・ボックスを解除しま
す。

選択するボックス 実行すること
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ビューに対する現在のアクセス権が表示されます。

モジュールが分割入力されている場合は、パーティションに関連
付けられているアクセス権が表示されます。この表示では、どの
ようなユーザーでもフル・アクセス権を持っていることになって
います。管理者権限は、ユーザーやグループごとに表示される 
RCMD アクセス権よりも優先されます。

例えば、ユーザーのエントリーがフル・アクセス可能（RMDA）
となっていても、ビューが読み取り専用権で分割入力されている
場合は、実際にはユーザーは読み取り（R）権限しか持たないこ
とになります。

4. 必要な変更を加えます。

アクセス権 実行すること

読み取り（R） ビューを参照できます。

そのビューをユーザーのデフォルト・
ビューにすることができます。

変更（M） ビューを変更できます。

削除（D） ビューを削除できます。

管理（A） ビューのアクセス権を変更できます。

「アクセス」タブ 説明

親からの継承 モジュールからビューのアクセス権を継承する場
合にこのチェック・ボックスを選択します。

このチェック・ボックスを選択するとアクセス権
リストが無効になり、ビューが継承しているアク
セス権の種類が表示されます。
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ビューへのアクセス権の制御

5. 「OK」をクリックします。

設定を継承するビューに対するアクセス権を変更した結果、その
ビューによって設定が継承されるビューに対する読み取り権限を
持たないユーザーに対し、読み取り権限を与えた場合、継承が無
効になります。アクセス権の変更を確認し、継承を削除するか、
またはアクセス権の変更をキャンセルするかのプロンプトが出さ
れます。

他のビューによって設定が継承されるビューから読み取り権限を
削除した結果、継承する側のビューに対する読み取り権限を持つ
ユーザーが、継承される側のビューに対する読み取り権限を持た
なくなった場合、継承が無効になります。アクセス権の変更を確
認し、影響を受けるビューから継承を削除するか、またはアクセ
ス権の変更をキャンセルするかのプロンプトが出されます。

追加 アクセス権のリストに新しいエントリーを追加す
るには

a.「追加」をクリックします。 
「アクセス権の追加（Add Access）」ウィンドウ
が表示されます。

b.「名前」ボックスで、エントリーを追加する
ユーザーまたはグループの名前を選択しま
す。

c. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

削除 アクセス権限のリストからエントリーを削除する
場合は、そのエントリーを選択し、「削除」をク
リックします。

編集 アクセス権リストのエントリーを編集するには

a. エントリーを選択し、「編集」をクリックし
ます。

「アクセス権限の編集」ウィンドウが表示され
ます。

b. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

「アクセス」タブ 説明



ビューの使用

96 Rational DOORS の使用方法

ビューの削除

注    ビューを一度削除したら、削除を取り消すことはでき
ません。

 ビューを削除するには

1. モジュール・ウィンドウで、「表示」 >「ビューの管理」の順に選
択します。 

2. 画面左側で、削除するビューを選択し、「削除」をクリックしま
す。

モジュールとビュー両方に削除アクセス権を持っていなければな
りません。

3. ビューを削除するかどうかを確認するメッセージが表示されま
す。

「はい」をクリックします。

4. 「OK」をクリックします。
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7 検索、フィルタリング、およびソート

この章のトピックは、次のとおりです。

• データベースの検索

• モジュール内のテキストの検索

• テキストの検索と置換

• 特定オブジェクトへのジャンプ

• フィルター

• 簡易フィルターの使用

• 高度なフィルターの使用

• モジュール・エクスプローラーへのフィルターの適用

• フィルタリングの切り替え

• ソート

• ソート

• ソートの切り替え

• 正規表現を使用した検索

データベースの検索

以下のいずれかの方法を実行します。

• プロジェクト、フォルダー、およびモジュールを名前で検索する

• モジュール内で指定した文字列を検索するオブジェクト見出し属
性とオブジェクト・テキスト属性のみが検索されます。

データベースを検索するには、以下の手順を実行します。

1. データベース・エクスプローラーから、検索したいプロジェク
ト、フォルダー、またはモジュールを選択します。

2. 「ツール」>「検索」の順にクリックします。

3. 特定の名前のプロジェクト、フォルダー、またはモジュールを検
索するには

a. 「名前を指定」ボックスに検索したい名前を入力します。

名前にはワイルドカード文字としてアスタリスク（*）と疑問
符（?）を使用できます。
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b. プロジェクト、フォルダー、およびモジュールの説明を検索
するには、「説明の検索」を選択します。

c. 大文字と小文字を区別して検索するには、「大 / 小文字の区別」
チェック・ボックスを選択します。

4. 「探す場所」ボックスには、検索するプロジェクトまたはフォル
ダーが表示されます。

デフォルトでは、このプロジェクトまたはフォルダー配下の全プ
ロジェクトおよびフォルダーが検索対象になります。プロジェク
トまたはフォルダー内だけのモジュールを検索するには、「サブ
フォルダーを含む」チェック・ボックスを選択解除します。

Step 1 でモジュールを選択すると、そのモジュールが存在する
フォルダーまたはプロジェクトの名前が「探す場所」ボックスに
表示されます。

5. オブジェクト見出し属性またはオブジェクト・テキスト属性に特
定のテキストを含むモジュールを検索するには

a. 「含むテキスト」ボックスに検索したい文字列を入力します。

b. 「含むテキスト」ボックスに入力した文字列にアスタリスク
（*）や疑問符（?）などのワイルドカード文字が含まれる場合
は、「ワイルドカードの使用」チェック・ボックスを選択しま
す。

c. 大文字と小文字を区別して検索するには、「大 / 小文字の区別」
チェック・ボックスを選択します。

6. 検索を開始するには「検索開始」をクリックします。

検索条件と一致するすべての項目のリストが表示されます。

項目を開くにはその項目をダブルクリックします。

モジュール内のテキストの検索

このトピックでは、指定したテキストを持つすべてのオブジェクトを
どのようにフォーマル・モジュールから検索するかを説明します。例
として、accelerate という単語を持つオブジェクトを検索することに
します。

指定した文字列を含むモジュールのオブジェクトを検索するには

1. 検索したいモジュールを開きます。

2. モジュール・ウィンドウで、「編集 >」「検索」の順にクリックし
ます。
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モジュール内のテキストの検索

「検索と置換」ダイアログ・ボックスが表示されます。

すでに設定されている検索オプションが表示されます。

注     Windows 標準のワイルドカードを使用した検索は
できません。

3. 「 検索する文字列」ボックスで、検索したいテキストを入力しま
す。

4. 検索オプションを変更する場合は、「詳細設定」を選択し、適切
なチェック・ボックスを選択または解除します。

• 一致した文字列をモジュール・ウィンドウで強調表示する場
合は、「強調表示の一致」を選択します。検索結果が見つかっ
た場合、次のように処理されます。

• 一致した文字列が現行ビューに表示されている属性内にあ
り、その属性がインプレース編集可能な場合、一致した文
字列が強調表示されます。また、一致した文字列の見つ
かったオブジェクトおよび属性もアウトライン・カラーで
強調表示されます。

• 一致した文字列が現行ビューに表示されている属性内に
あっても、列挙型属性のようにインプレース編集できない
場合、一致した文字列があるオブジェクトおよび属性は色
付きアウトラインで強調表示されますが、一致した文字列
は強調表示されません。

• 一致した文字列が現行ビューに表示されていない属性内に
ある場合、その属性を現行ビューに追加するように促すプ
ロンプトが表示されます。属性を追加すると、前述のルー
ルが適用されます。属性を追加しない場合、一致した文字
列を含むオブジェクトの上下が色付きの線で囲まれ、属性
内の一致したすべての文字列が強調表示されます。

• 大文字と小文字を区別して検索するには、「大 / 小文字の区別」
を選択します。

• 「検索する文字列」ボックスで正規表現を使用する場合は、
「正規表現の使用」を選択します。

正規表現については、112 ページの『正規表現を使用した検
索』を参照してください。

5. 「検索場所」ボックスで検索したい属性または、レイアウト DXL 
を選択します。デフォルトでは、ビュー内のすべての属性が選択
されます。
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• 現在表示されているすべての属性を選択するには、「ビューの
すべて」をクリックします。

• リスト内のすべての属性を選択するには、「すべて選択」をク
リックします。

• リスト内のすべての属性を選択解除するには、「すべてクリ
ア」をクリックします。

6. 指定した文字列を含む次のオブジェクトを検索するには、「次を
検索」をクリックします。また、逆方向に検索するには「前を検
索」をクリックします。

7. 完了したら、「閉じる」をクリックします。

テキストの検索と置換

フォーマル・モジュールの文字列を検索して置換することができま
す。例えば、petrol という単語を検索して gas に置換することができ
ます。

あるフォーマル・モジュールの文字列を置換するには

1. モジュール・ウィンドウで、「編集」 >「置換」の順にクリックし
ます。

「検索と置換」ダイアログ・ボックスが表示されます。

すでに設定されている検索オプションが表示されます。

2. 「検索する文字列」ボックスで、検索したいテキストを入力し、
「置換後のストリング」ボックスで置き換えたいテキストを入力
します。

3. 検索オプションを変更する場合は、「詳細設定」を選択し、適切
なチェック・ボックスを選択または解除します。

• 大文字と小文字を区別して検索するには、「大 / 小文字の区別」
を選択します。

• 「検索する文字列」ボックスで正規表現を使用する場合は、
「正規表現の使用」を選択します。

正規表現については、112 ページの『正規表現を使用した検
索』を参照してください。

4. 「置換対象」ボックスで検索したい属性を選択します。デフォル
トでは、「オブジェクト見出し」と「オブジェクト・テキスト」
のみが選択されます。
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特定オブジェクトへのジャンプ

• 現在表示されているすべての属性を選択するには、「ビューの
すべて」をクリックします。

• リスト内のすべての属性を選択するには、「すべて」をクリッ
クします。

注     「置換」機能は、検索している属性への変更権限
がある場合にのみ使用できます。

5. 指定した文字列を含む次のオブジェクトを検索するには、「次を
検索」をクリックします。また、逆方向に検索するには「前を検
索」をクリックします。 
• 現在のオブジェクト内で指定した文字列を置換する場合は、

「置換」をクリックします。

• モジュールを通して指定した文字列をすべて置換する場合は、
「すべて置換」をクリックします。

6. 完了したら、「閉じる」をクリックします。

特定オブジェクトへのジャンプ

モジュールを開いている場合に、特定のモジュールの絶対番号かセク
ション番号を知っていればそのモジュールに直接ジャンプすることが
できます。

注    現在表示されている画面のオブジェクトにだけジャン
プできます。

特定のオブジェクトに直接ジャンプするには 
1. モジュール・ウィンドウで、次の操作を行います。

• 「編集 >」 「移動」の順にクリックします。

2. 移動先のオブジェクトのセクション番号または絶対番号を入力す
るか、以前にリストから入力した番号を選択します。 
• 5.2 や 6. などの小数点を含んでいる番号を入力した場合、

Rational DOORS はそのセクション番号を持つオブジェクトに
移動します。

• 5 などの整数を入力した場合、Rational DOORS はその絶対番
号を持つオブジェクトに移動します。 

• 有効なモジュール接頭語に続けて有効なオブジェクト番号を
入力した場合、Rational DOORS はそのオブジェクト ID を持つ
オブジェクトに移動します。

3. 「移動」をクリックします。
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指定した絶対番号かセクション番号が現在の表示画面にある場
合、指定されたオブジェクトが表示されます。

モジュールを閉じるまで、入力した直前の 7 つの番号はリストの
中に保存されます。下矢印をクリックすると、それらの番号にア
クセスできます。

4. 「閉じる」をクリックします。

フィルター

フィルターはモジュールの中でどのようなデータを表示するか、表示
しないかを制御できます。表示する必要のないデータを取り除くため
にフィルターを使用します。

例えば、steering という単語を含むオブジェクト以外をすべて取り除
くことができます。また、リンクをもつオブジェクト以外をすべて取
り除くことができます。

簡易フィルターと高度なフィルターの 2 種類があります。

簡易フィルター

簡易フィルターは以下のことに使用することができます。

• テキストや文字列の属性内容でフィルターをかける。

• オブジェクト見出し番号でフィルターをかける。

• トレーサビリティー・カラムかその他 DXL によって作られた列
かなど、列の内容でフィルターをかける。

• いくつかの種類の単一属性値でフィルターをかける。

• オブジェクトがリンクを持っているかどうかの基準によってフィ
ルターをかける。

• オブジェクトが現行オブジェクトかリーフ・オブジェクトかの基
準によってフィルターをかける。 
子オブジェクトを持たないオブジェクトはリーフです。

高度なフィルター

高度なフィルターは以下のことに使用することができます。

• 複雑なフィルターを作るために簡易フィルターを組み合わせる。

例えば、steering という単語とリンクの両方を持っているオブ
ジェクトを表示する。
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簡易フィルターの使用

• 何を表示するかを制御するフィルター・オプションを指定する。

例えば、フィルターの条件と一致するオブジェクトだけを表示す
るか、あるいはその親オブジェクトや子オブジェクトも表示する
かどうかを制御することができます。

デフォルトでは、フィルターが影響を及ぼすのはモジュール・ウィン
ドウの中に表示されるもののみです。モジュール・エクスプローラー
に影響を及ぼすフィルターが必要な場合は、「表示」メニューの

「フィルターをエクスプローラーに適用」メニュー・オプション、ま
たは「表示」ツールバーの「フィルターをエクスプローラーに適用」
ボタン  をクリックします。どちらの場合も、フィルターの結果の
みを表示するようモジュール・エクスプローラーを設定することがで
きます。 フィルターによって除外されたオブジェクトは、モジュー
ル・エクスプローラーの中で無効になります。

簡易フィルターの使用

フィルターについては、102 ページの『フィルター』を参照してくだ
さい。 
高度なフィルターの利用方法については、106 ページの『高度なフィ
ルターの使用』を参照してください。

 簡易フィルターを使用するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」>「フィルター」>「定義」
をクリックするか、「表示」ツールバーの「プロパティーのフィ
ルター」ボタン  をクリックします。 

2. 属性にフィルターを使用する場合は「属性」タブを使用します。

自分のフィルターとして使いたい属性を指定します。例えば、
steering という単語を持つオブジェクトだけを表示したい場合は、
以下の操作を行ってください。

a. 「属性」ボックスで、「すべてのストリングまたはテキスト属
性」を選択します。

b. 「条件」ボックスで「を含む」を選択します。

c. 「値」ボックスに steering と入力します。

3. 「条件」ボックスの値が「を含む」の場合

a. 大文字と小文字を区別するフィルターを設定するには、「大 /
小文字の区別」チェック・ボックスを選択します。
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b. 正規表現を使用するには、「正規表現」チェック・ボックスを
選択します。正規表現については、112 ページの『正規表現を
使用した検索』を参照してください。 

4. リンクがあるかどうかを基準にしてフィルターをかける場合は、
「リンク」タブをクリックして、リンクの基準を定義します。

例えば、イン・リンクを持つオブジェクトを表示するだけでよい
場合は、上部の 2 つのボックスで「を持つ」および「イン・リン
ク」を選択します。フィルターを使用してオブジェクトを表示す
るには、次の操作を行います。

• モジュールの中でイン・リンクがあるオブジェクトをすべて
表示するには、「すべてのリンク・モジュールを通る」を選択
します。 

• 特定のリンク・モジュールに含まれているイン・リンクだけ
を表示するには、「リンク・モジュールを通る」を選択して、
リンク・モジュールを表示します。

5. オブジェクトが現行オブジェクトかリーフ・オブジェクトかの基
準によってフィルターをかけたい場合、「オブジェクト」タブを
クリックし適当なラジオ・ボタンをクリックします。

子オブジェクトを持たないオブジェクトはリーフです。

6. 列の内容によってフィルターをかけるには、「列」タブをクリッ
クします。 
a. 「列」ボックスでフィルターをかけたい列を選びます。

b. 「次を含む」ボックスにフィルターをかけたい列を入力しま
す。

c. 大文字と小文字を区別するフィルターを設定するには、「大 /
小文字の区別」チェック・ボックスを選択します。

d. 正規表現を使用するには、「正規表現」チェック・ボックスを
選択します。正規表現については、112 ページの『正規表現を
使用した検索』を参照してください。
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簡易フィルターの使用

7. 画面の表示を調整するには、次のフィルター オプションを使用し
ます。

8. 「適用」または「OK」をクリックします。

データにフィルター機能が適用されていることを示すために、モ
ジュールの背景色が変わります。色は、使用している表示設定によっ
て異なります。例えば、「Modern」表示設定では背景色が灰色に、

「Classic」表示設定では緑に変わります。

簡易フィルターがモジュールに現在適用されている場合、モジュール
を開いた時にフィルター・ダイアログの中にフィルタリング設定が表
示されます。

デフォルトでは、フィルターが影響を及ぼすのはモジュール・ウィン
ドウの中に表示されるもののみです。モジュール・エクスプローラー
に影響を及ぼすフィルターが必要な場合は、「表示」メニューの

「フィルターをエクスプローラーに適用」メニュー・オプション、ま
たは「表示」ツールバーの「フィルターをエクスプローラーに適用」
ボタン  をクリックします。どちらの場合も、フィルターの結果の
みを表示するようモジュール・エクスプローラーを設定することがで

選択するボックス 実行すること

上位の表示 フィルター基準と一致するすべてのオブジェクト
のほか、それらの親オブジェクトを表示します。

フィルター条件と一致するそれぞれのオブジェク
トについて、その親、親の親をというように表示
します。これにより、フィルターと一致するオブ
ジェクトがオブジェクト階層上のどこにあるかが
わかります。

下位の表示 フィルター基準と一致するすべてのオブジェクト
のほか、それらの子オブジェクトを表示します。

フィルター基準と一致するそれぞれのオブジェク
トについて、ツリー上の子を表示します。

すべてのテーブ
ル・セルを表示

フィルター基準と一致しているかどうかに関わら
ず、テーブル・セルとその内容をすべて表示しま
す。 
フィルタリング時にモジュール内のテーブル構造
を保持したい場合は、このボックスが選択されて
いることを確認してください。 



検索、フィルタリング、およびソート

106 Rational DOORS の使用方法

きます。 フィルターによって除外されたオブジェクトは、モジュー
ル・エクスプローラーの中で無効になります。

統計

フィルターを定義した後に「適用」をクリックすると統計ボックスに
次の情報が表示されます。

高度なフィルターの使用

フィルターについては、102 ページの『フィルター』を参照してくだ
さい。 
簡易フィルターの利用方法については、103 ページの『簡易フィル
ターの使用』を参照してください。

 高度なフィルターを使用するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」> 「フィルター」>「定義」
の順にクリックします。

2. 「詳細設定」をクリックします。

3. 画面上部には 4 つのタブがあります。「属性」、「リンク」、「オブ
ジェクト」、および「列」タブです。

4. これらのタブやチェック・ボックスを使用して簡単なフィルター
条件を定義した後、「追加」をクリックして条件をルールのリス
トに追加します。これらのタブの説明は、103 ページの『簡易
フィルターの使用』を参照してください。

5. 複雑なフィルター条件を定義するには、「かつ」、「または」、「以
外」ボタンを使用します。

オブジェクト総
数

現行モジュールのオブジェクトの総数

受け入れ済み フィルター基準を満たすオブジェクトの数

拒否 フィルター基準を満たさないオブジェクトの数
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高度なフィルターの使用

次の表では、「高度なフィルター」ウィンドウのボタンについて
説明します。

「かつ」、「または」、「以外」は新しいルールをリストに追加しま
す。

リストからフィルターのルールを削除するには、ルールを選び、
「削除」をクリックします。モジュールに適用されているフィル
ター ルールを削除すると、次回「高度なフィルター」ダイアロ
グ・ボックスを開いたときに、削除したルールが再表示されま
す。

6. 現行ビューで適用したいルールを選びます。

複雑で長いルールを作成すると、「フィルター定義」ウィンドウ
に定義全体を表示できなくなる場合があります。定義全体を表示
するには、「フィルター定義（Filter Definition）」ペインで定義を

使用するボタ
ン

実行する操作

かつ 2 つ以上のフィルター基準と一致するすべてのオブ
ジェクトを含めます。

例えば、優先度が 3 より大きく、かつ steering という
単語を含むオブジェクトを検索するような場合です。

適用するいくつかのルールを選び、「かつ」をクリッ
クします。 

または 1 つ以上のフィルター基準と一致するすべてのオブ
ジェクトを含めます。

例えば、優先度が 3 より大きいオブジェクト、または 
steering という単語を含むオブジェクト、あるいはそ
の両方を満たすオブジェクトをすべて検索するような
場合です。

いずれか 1 つでも適用するルールを選び、「または」
をクリックします。 

以外 特定のフィルター条件と一致しないすべてのオブジェ
クトを含めます。

例えば、steering という単語を含まないすべてのオブ
ジェクトを検索するような場合です。

ルールを選び、「以外」をクリックします。
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選択し、「説明」ボタンをクリックします。ダイアログ・ボック
スにフィルター定義全体が表示されます。

画面の表示を調整するには、次のフィルター オプションを使用し
ます。

7. すべての設定が終われば、「適用」または「OK」をクリックしま
す。

データにフィルター機能が適用されていることを示すために、モ
ジュールの背景色が変わります。色は、使用している表示設定に
よって異なります。例えば、「Modern」表示設定では背景色が灰
色に、「Classic」表示設定では緑に変わります。

選択するボックス 実行すること

上位の表示 フィルター基準と一致するすべてのオブジェクト
のほか、それらの親オブジェクトを表示します。

フィルター条件と一致するそれぞれのオブジェク
トについて、その親、親の親をというように表示
します。これにより、フィルターと一致するオブ
ジェクトがオブジェクト階層上のどこにあるかが
わかります。

下位の表示 フィルター条件と一致するすべてのオブジェクト
のほか、それらの子オブジェクトを表示します。

フィルター基準と一致するそれぞれのオブジェク
トについて、ツリー上の子を表示します。

すべてのテーブ
ル・セルを表示

フィルター基準と一致しているかどうかに関わら
ず、テーブル・セルとその内容をすべて表示しま
す。 
フィルタリング時にモジュール内のテーブル構造
を保持したい場合は、このボックスが選択されて
いることを確認してください。 
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モジュール・エクスプローラーへのフィルターの適用

統計

フィルターを定義した後に「適用」をクリックすると統計ボックスに
次の情報が表示されます。

モジュール・エクスプローラーへのフィルターの適用

フィルターを設定すると、モジュール・エクスプローラーの中で、モ
ジュールの中にあるすべてのオブジェクトが表示されるか、フィル
ターに一致するオブジェクトのみが表示されるかを決定することがで
きます。

フィルターによって除外されたオブジェクトは、無効になります。

モジュール・エクスプローラーにフィルターを適用するには

• 「表示」>「フィルターをエクスプローラーに適用」の順にクリッ
クします。

モジュール・エクスプローラーでのフィルタリングの切り替えは、最
後のフィルタリングの結果を表示するものです。フィルターを再度適
用するものではありません。

例えば、高優先度のオブジェクトだけを表示させるフィルターを適用
し、そのフィルターをモジュール・エクスプローラーに適用します。
オブジェクト番号 13 が高優先度として画面に表示されたとします。
フィルタリングをオフに切り替え、オブジェクト番号 13 の優先度を
中に書き換えます。再びフィルターをオンに切り替えた場合、最初に
適用した時のフィルターが一致しているため、オブジェクト番号 13 
が再び表示されます。現在の値を使ってデータのフィルタリングを行
なうためには、フィルターを再適用する必要があります。

フィルターを再度適用するには、「ツール」>「フィルター」>「再適
用」をクリックするか、「表示」ツールバーの「フィルターの再適用」
ボタン  をクリックします。 

フィルタリングの切り替え

フィルタリングを切り替えるには

オブジェクト総
数

現行モジュールのオブジェクトの総数

受け入れ済み フィルター基準を満たすオブジェクトの数

拒否 フィルター基準を満たさないオブジェクトの数
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• 「表示」 >「表示 」 >「フィルター 」の順にクリックします。

フィルタリングの切り替えは、最後のフィルタリングの結果を表示す
るものです。フィルターを再度適用するものではありません。

例えば、高優先度のオブジェクトだけを表示させるフィルターを適用
し、オブジェクト番号 13 が高優先度として画面に表示されたとしま
す。フィルタリングをオフに切り替え、オブジェクト番号 13 の優先
度を中に書き換えます。再びフィルターをオンに切り替えた場合、最
初に適用した時のフィルターが一致しているため、オブジェクト番号 
13 が再び表示されます。現在の値を使ってデータのフィルタリング
を行なうためには、フィルターを再適用する必要があります。

フィルターを再度適用するには、「ツール」 > 「フィルター」 > 「再適
用」をクリックするか、「表示」ツールバーの「フィルターの再適用」
ボタン  をクリックします。 

ソート

ソートを使用すると、オブジェクトを画面に表示する順序を制御でき
ます。

デフォルトでは、本の目次のようにツリー構造を示す順序でオブジェ
クトが表示されます。最初に第 1 章があり、次に第 2 章があるという
ようにです。第 1 章は、1.1 章、1.2 章というように分割されていま
す。

1 つ以上の属性の値を使用してデータを並べ替えるにはソート機能を
使用します。例えば、優先度の昇順または降順でオブジェクトを表示
するには優先順位属性をソートします。または、優先順位属性をソー
トした後にリスク属性をソートします。すると、2 つのオブジェクト
の優先度が同じである場合にリスク順でソートされます。

注    ソートする場合、表は無視されます。ソートがオンに
なっているときは、表の代わりに「>>テーブル」が表
示されます。ソートが影響を及ぼすのはモジュール・
ウィンドウの中に表示されるもののみです。モジュー
ル・エクスプローラーでは常に標準の順序でデータが
表示されます。

ソート

ソートについては、110 ページの『ソート』を参照してください。

ソートするには
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ソート

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」 >「ソート」の順にクリッ
クします。

2. 使いたいソート条件を定義してください。

a. 「次の属性でソート」ボックスでソートしたい属性を選びま
す。

b. 「順序」ボックスで「昇順」か「降順」かを選択します。

c. ソート・リストに追加するために「追加」をクリックします。

3. 「ソート・リスト 」にリストされている順序で、ソートが適用さ
れます。

リストの項目順を変えるには、項目を選び「上へ」または「下
へ」をクリックします。

4. リストから項目を削除するには、項目を選び「削除」をクリック
します。

5. ソートを適用したときに「ソート」ダイアログ・ボックスを開い
たままにしておく場合は「適用」をクリックし、ソート後に

「ソート」ダイアログ・ボックスを閉じる場合は「OK」をクリッ
クします。

現在のソートを変更して「適用」をクリックした後は、「復帰」
ボタンをクリックすることにより元のソートに戻すことができま
す。

オブジェクトがソートされます。列のタイトル・バーに表示される矢
印は、昇順（上矢印）または降順（下矢印）のどちらでソートされて
いるのかを示します。矢印の右側の数字はソート順序を示します。

注    ソートが影響を及ぼすのはモジュール・ウィンドウの
中に表示されるもののみです。モジュール・エクスプ
ローラーでは常に標準の順序でデータが表示されま
す。

現在のビューの列に表示される属性をソートするには

列見出しを右クリックし、「ソート」>「昇順」または「ソート」>
「降順」の順にクリックします。モジュールは列の内容によってソー
トされ、ソートが適用されたことを示す矢印と番号 1 が列のタイトル
バーに表示されます。モジュールに適用されていた他のソートはすべ
て削除されます。

「ソート」ダイアログ・ボックスを開くと、「ソート・リスト」ボック
スにソートの内容が表示されます。
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注    ソートが影響を及ぼすのはモジュール・ウィンドウの
中に表示されるもののみです。モジュール・エクスプ
ローラーでは常に標準の順序でデータが表示されま
す。

ソートの切り替え

 ソートを切り替えるには

• 「表示」 >「表示」 >「ソート」の順にクリックします。

ソートの切り替えは、最後のソート結果を表示するものです。ソート
を再度適用するものではありません。

例えば、ソートを適用し、次にソートをオフに切り替え、ソート対象
の属性の値を編集します。再びソートをオンに切り替えると、最初に
ソートを適用した当時の（その当時の属性値に基づいた）ソート結果
がそのまま表示されます。現在の値を使ってデータをソートするに
は、ソートを再適用する必要があります。

ソートを再適用するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」 >「ソート」の順にクリッ
クします。

「現行ソート」ボックスに現在のソート条件が表示されます。

2. 「適用」または「OK」をクリックして、ソートを再適用します。

正規表現を使用した検索

モジュール・ウィンドウのテキストを検索する場合に、正規表現を使
用できます。例を次に示します。

• c で始まり t で終わる英字 3 文字の単語をすべて検索するには、c.t 
を使用できる

• 2007、2008、2009 のいずれかを検索するには、200[7|8|9] を使用
できる

注    データベース・エクスプローラーでは、検索ツールは 
Windows 標準のワイルドカードと正規表現の両方を使
用します。モジュール・ウィンドウでは、ワイルド
カードではなく、正規表現を使っています。
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正規表現を使用した検索

次の表に利用できる正規表現の文字を示します。

意味 例 一致するもの

* ゼロ個以上の文字 a* ゼロ個以上の a を含む文字
列（すべての文字列はこの
式に一致する）

+ 1 つ以上の文字 a+ 1 つ以上の a 文字

. 改行以外の 1 文字 * 改行を除くすべての文字
（言い換えれば、文字列）

\ エスケープ（文字
の特殊機能をオフ
にする）

\. ピリオド（.）文字

^ 行の先頭（表現の
最初にある場合）

^The.* 文字列 The で始まる任意の
行

$ 行の終わり（表現
の最後にある場合）

Monday\.$ 「Monday.」のストリングで
終わる任意の行

( ) グルーピング (ref)+(bind)* 少なくとも 1 つの ref スト
リングの後に、ゼロ個以上
の bind ストリング

[ ] 文字レンジ（文字
または桁）

[sS]hall.*\.$ shall または Shall を含み、
かつピリオド（.）で終わる
任意の行

[^abc] a、b、c 以外の任意の文字

[a-zA-Z] 英文字（大文字または小文
字）

[0-9] 数字（0 から 9 までの数）

| 選択 (dat|doc) ストリング dat またはスト
リング doc
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8 属性の使用

この章のトピックは、次のとおりです。

• システム属性

• 属性タイプ

• 属性タイプの表示

• 属性タイプの作成

• 属性タイプへのアクセスの制御

• 属性タイプの編集

• 属性タイプの削除

• 属性定義の表示

• 属性定義の作成

• 属性定義へのアクセスの制御

• 属性値のアクセス権の制御

• 属性定義の編集

• 属性定義とタイプ定義の共用

• 属性定義の削除

• DXL 属性およびレイアウト DXL 列
• 属性値のコピー

• 属性値の頻度の測定

システム属性

システム属性は、Rational DOORS によって自動的に作成された属性
です。

例えば、モジュールを作成したときに、Rational DOORS は「作成日」
というシステム属性を自動的に作成します。この属性には、モジュー
ルが作成された日付が保持されます。
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下の表は、モジュールのシステム属性のリストです。「読み取り専用」
の属性は編集できません。

モジュールの
システム属性

説明 読み取り専用

作成者 モジュールを作成したユーザーの
名前。

はい

作成日 モジュールを作成した日付。 はい

説明 モジュールに関する追加情報 いいえ

最終変更者 モジュールを最後に編集したユー
ザーの名前。

はい

最終変更日 モジュールを最後に編集した日付。

この属性値は、モジュールの変更
に関する情報を提供するために、
モジュール履歴と組み合わせて使
用できます。

はい

マッピング マッピングしたリンクのタイプ
（「1 対 1」や「多対多」（リンク・
モジュールのみ）など）。

はい

名前 モジュールの名前 いいえ

接頭語 オブジェクト ID の接頭語。 
オブジェクト ID は、任意指定の接
頭語とその後に続く絶対番号から
なり、Rational DOORS が自動的に
生成します。

いいえ

リモート作成者 再結合されたモジュール ( 再結合さ
れた分割部分のモジュール ) を作成
した人のユーザー名。

はい

リモート作成日 再結合されたモジュール ( 再結合さ
れた分割部分のモジュール ) を作成
した日。

はい
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システム属性

次の表はオブジェクトに付加されるシステム属性を示します。「読み
取り専用」の属性は編集できません。

リモート最終変更者 再結合されたモジュール ( 再結合さ
れた分割部分のモジュール ) を最後
に変更した人のユーザー名。

はい

リモート最終変更日 再結合されたモジュール ( 再結合さ
れた分割部分のモジュール ) を最後
に変更した日。

はい

オブジェクトの
システム属性

説明 読み取り専用

絶対番号 オブジェクトの作成時に Rational 
DOORS が自動的に生成する一意な
番号。

はい

作成者 オブジェクトを作成したユーザー
の名前。

はい

作成日 オブジェクトを作成した日付。 はい

作成方法（Created 
Thru)

そのオブジェクトが、コピー、抽
出、手動入力のいずれによって作
成されたかを示します（フォーマ
ル・モジュールのみ）。

はい

最終変更者 オブジェクトを最後に変更した
ユーザーの名前。

はい

最終変更日 オブジェクトを最後に変更した日
付。

はい

オブジェクト見出し オブジェクト見出し（フォーマル・
モジュールのみ）。

いいえ

オブジェクト・
ショート・テキスト

オブジェクト・ボックスのグラ
フィック・モードでデフォルトと
して使われているテキスト

（フォーマル・モジュールのみ）。

いいえ

モジュールの
システム属性

説明 読み取り専用
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オブジェクト・テキ
スト

オブジェクトのテキスト（フォー
マル・モジュールおよびリンク・
モジュールのみ）

いいえ

OLE
OLEIconic
Picture
PictureName
PictureNum

状況情報を示す拡張システム属性
（フォーマル・モジュールのみ）。
例えば、「Picture」はオブジェクト
に画像が含まれているときに

「True」の値を持つ boolean 型の属
性です。

これらの属性は、通常は表示され
ません。 
これらの属性を表示するには

a.「ツール」 >「オプション」の
順にクリックします。 

b.「設定」タブをクリックしま
す。

c.「拡張システム属性の表示
（Show advanced system 
attributes）」チェック・ボッ
クスを選択します。

d.「OK」をクリックします。

はい

オブジェクトの
システム属性

説明 読み取り専用
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属性タイプ

属性タイプ

それぞれの属性はタイプを持っています。このタイプによって、属性
に格納する値の範囲や型を制御できます。例えば、「整数」型の属性
には整数値のみを格納でき、「日付」型の属性には日付のみを格納で
きます。

Rational DOORS には、次の表に示す基本タイプが用意されています。

TableBottomBorder
TableCellAlign
TableCellWidth
TableChangeBars
TableLeftBorder
TableLinkIndicators
TableRightBorder
TableShowAttrs
TableShowBookform
TableShowWide
TableTopBorder
TableType

状況情報を示す拡張システム属性
（フォーマル・モジュールのみ）。

これらの属性を表示するには

a.「ツール」 >「オプション」の
順にクリックします。 

b.「設定」タブをクリックしま
す。

c.「拡張システム属性の表示
（Show advanced system 
attributes）」チェック・ボッ
クスを選択します。

d.「OK」をクリックします。

いいえ

基本タイプ 格納できる値

テキスト テキスト。

テキスト属性タイプには段落（改行文字）が含まれま
すので、入力できる文字の数に制限はありません。

オブジェクトの
システム属性

説明 読み取り専用
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これらの基本タイプからユーザー独自のタイプを作成できます。

例えば、基本タイプが整数で値の範囲が 0 から 100 までの「パーセン
ト」というタイプを作ることができます。このタイプを持つさまざま
な属性を作成できます。これらの属性には、0 から 100 までの整数だ

ストリング テキスト。

ストリング属性タイプには段落（改行文字）が含まれ
ないので、入力できる文字の数には 968 文字という上
限が存在します。

上限文字数である 968 には、隠し文字や表示不可能な
文字も含まれます。例えば、リッチ・テキストには隠
し文字が含まれており、それらも 968 文字の一部とし
て数えられます。Unicode と拡張 ASCII 文字は、標準 
ASCII 文字より多くの内部容量を使用します。968 文
字より長い値を入力しようとすると、エラーが報告さ
れて値の切り捨てが行われます。したがって、968 よ
りも多くの文字を入力する必要がある場合は、格納で
きる文字数に制限のないテキスト属性を使用してくだ
さい。

整数 整数（4 や 57 のように小数部のない数値）。正負のい
ずれの値も格納できます。

実数 小数（例えば、5.619）。正負のいずれの値も格納でき
ます。

日付 日付。例えば、15 May 2010（日本の年表記はできま
せん）。

詳細については、「Rational DOORS の管理」で、日時を
記録する方法の概要のセクションを参照してくださ
い。

列挙 予め定義してある値リストのうちの 1 つ。 
例えば、以下のように優先順位という属性を定義でき
ます。

• 基本タイプが列挙。

• 値は「高」、「中」、および「低」。

ユーザー名 Rational DOORS ユーザー名。

基本タイプ 格納できる値
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属性タイプの表示

けを入力できます。Rational DOORS では、その他の値を無効な値と
して自動的に拒否します。

また、タイプを使用して、属性値にどの測定単位が使用されるのかを
ユーザーに知らせることができます。例えば、「整数」の基本タイプ
を持つ「Kg」というタイプを作成し、次に「Kg」タイプの「重さ」
という属性を作成します。Rational DOORS を使い慣れているユー
ザーがこの「重さ」の値を見て、重さの測定単位がわからない場合、
属性タイプを確認すると、単位が Kg（キログラム）であることがわ
かります。

次の表は、作成可能な属性タイプの例を示します。

属性タイプの表示

属性タイプを表示するには 
1. モジュール・ウィンドウで、「編集」 >「タイプ」の順にクリック

します。

2. モジュールの全属性タイプのリストが表示されます。

タイプの例 説明

Kg 基本タイプが「整数」であるタイプ。重さを記録する
のに使用する。

ドル 基本タイプが「整数」であるタイプ。コストを記録す
るのに使用する。

パーセント 基本タイプが「整数」であるタイプ。最小 0 から最大 
100 までの値をとる。

偏差 基本タイプが「実数」であるタイプ。最小 0.5 から最
大 1.5 までの値をとる。

優先順位 基本タイプが「列挙」であるタイプ。「必須」、「推
奨」、「高度」の値をとる。

プロジェクト期
間

基本タイプが「日付」であるタイプ。最小 1 
December 2009 から最大 31 May 2010 までの値をとる。
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属性タイプの作成

属性タイプを作成するには、モジュールの作成権限と変更権限が必要
となります。

属性タイプを作成するには 
1. 排他編集モードになっていることを確認します。

編集モードは、モジュール・ウィンドウ下部のステータス・バー
に示されます。編集モードを切り替えるには、「編集」 >「編集
モード」 >「排他編集」をクリックします。

2. 「編集」 >「タイプ」の順にクリックします。

3. タイプを初めから作成するには「新規」をクリックします。また
は、コピーしたいタイプを選択し、「コピー」をクリックします。

4. 「タイプ名」ボックスに新しい属性タイプの名前を入力します。

5. 「基本タイプ」ボックスで基本タイプを選択します。

6. 基本タイプにその値の範囲を定義するには、「最小値」ボックス
と「最大値」ボックスにその最小値と最大値を入力します。

7. 基本タイプが「列挙」である場合には、「列挙」タブをクリック
し、このタイプの属性が取り得る値を定義します。

「列挙」タブ 説明

値 「値」ボックスに属性の値を入力し、「追加」をク
リックします。

関連数値 必要に応じて、値に割り当てたい数字を入力する
ことができます。この数字は、数値を使った演算
子でフィルターやソートを行うときに使われま
す。例えば、5 より大きな値でフィルターする場
合などです。

デフォルト 属性値にデフォルトの色を使用するには、このラ
ジオ・ボタンをクリックします。

指定 属性値に対してデフォルトの色を使用しない場合
には、このラジオ・ボタンをクリックし、ドロッ
プダウン・リストから好きな色を選択します。
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属性タイプへのアクセスの制御

8. デフォルトでは、新しく作成した属性タイプはそのモジュールか
らアクセス権を継承します。

アクセス権を変更する場合は、「アクセス」タブを使用します。
詳細については、123 ページの『属性タイプへのアクセスの制御』
を参照してください。

9. 「OK」をクリックします。

10.「閉じる」をクリックします。

属性タイプへのアクセスの制御

ある属性タイプを編集できるユーザーを制御するためにアクセス権を
使います。 
例えば、プロジェクトの納期がある指定期日の範囲内でなければなら
ないとします。プロジェクト管理者は、ある日付の範囲を持つ「納
期」という属性タイプを作成します。他のユーザーには、その属性タ
イプに対する読み取り専用権限を付与します。そうすることで、他の
ユーザーはその日付の範囲を変更することができなくなります。

属性タイプのアクセス権を変更するには、その属性タイプの管理者権
限が必要です。

属性タイプのアクセス権を変更するには 
1. 変更する属性タイプを持つモジュールを開きます。

2. 「編集」 >「タイプ」の順にクリックします。

3. 属性タイプを選択して「編集」をクリックします。

追加 「値」ボックス（およびオプションとして「関連
数値」ボックスの数字）の値を右のボックスの属
性値リストに加えます。

置換 右のボックスにある属性値リストで選択したエン
トリーを左側の「値」ボックスおよび「関連数
値」ボックスの値に置き換えます。

削除 エントリーを右のボックスにある属性値リストか
ら削除します。

 右のボックスにある属性値リストのエントリーの
順序を変更します。

「列挙」タブ 説明
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4. 「アクセス」タブをクリックします。

属性タイプに対する現在のアクセス権が表示されます。

モジュールが分割入力されている場合は、パーティションに関連
付けられているアクセス権が表示されます。この表示では、どの
ようなユーザーでもフル・アクセス権を持っていることになって
います。これらは、ユーザーやグループごとに表示されている 
RMD のアクセス権を無効にすることができます。

例えば、ユーザーのエントリーがフル・アクセス可能（RMDA）
となっていても、モジュールが読み取り専用で分割入力されてい
る場合は、実際にはユーザーはその属性タイプに対して読み取り 
(R）権限しか持たないことになります。

5. 必要な変更を加えます。

アクセス権 実行すること

読み取り（R） 属性タイプの表示。

変更（M） 属性タイプの変更。

削除（D） 属性タイプの削除。

管理（A） 属性タイプのアクセス権の変更。

「アクセス」タブ 説明

親からの継承 属性タイプのアクセス権をモジュールから継承す
る場合は、このチェック・ボックスを選択しま
す。

このチェック・ボックスを選択したときは、アク
セス権リストが無効になり、属性タイプがどのよ
うなアクセス権を継承しているかがわかります。
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属性タイプの編集

6. 「OK」をクリックします。

7. 「閉じる」をクリックします。

変更を確定するためにモジュールを保存します（「ファイル」 >「保
存」の順にクリックします）。

属性タイプの編集

属性タイプを編集するには、モジュールと属性タイプの両方に対して
変更権限が必要となります。

属性タイプを編集するには 
1. 排他編集モードになっていることを確認します。

追加 アクセス権のリストに新しいエントリーを追加す
るには

a.「追加」をクリックします。 
「アクセス権の追加（Add Access）」ウィンドウ
が表示されます。

b.「名前」ボックスで、エントリーを追加する
ユーザーまたはグループの名前を選択しま
す。

c. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

削除 アクセス権限のリストからエントリーを削除する
場合は、そのエントリーを選択し、「削除」をク
リックします。

編集 アクセス権リストのエントリーを編集するには

a. エントリーを選択し、「編集」をクリックし
ます。 

「アクセス権限の編集」ウィンドウが表示され
ます。

b. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

「アクセス」タブ 説明



属性の使用

126 Rational DOORS の使用方法

編集モードは、モジュール・ウィンドウ下部のステータス・バー
に示されます。編集モードを切り替えるには、「編集」 >「編集
モード」 >「排他編集」をクリックします。

2. 「編集」 >「タイプ」の順にクリックします。

3. 編集するタイプを選択して「編集」をクリックします。基本タイ
プは「読み取り専用」です。

4. 必要な変更を加えます。画面のボックスおよびタブついては、
122 ページの『属性タイプの作成』を参照してください。

5. 「OK」をクリックします。

ある属性タイプの値の範囲を狭めると、その範囲外となったモ
ジュール内の値は、それらの値を含むオブジェクトが編集される
まで変更されません。このため、値が新しい範囲に含まれるよ
う、値を変更する必要があります。

6. 列挙型属性タイプの値を編集すると、次のような結果になりま
す。

• 値を置き換えると、Rational DOORS はその列挙値を持つどの
属性の値も自動的に更新します。

• 値を削除すると、次のような結果になります。

• Rational DOORS は、その値を持つどの属性値も自動的に
更新します。属性値はその属性のデフォルト値に設定され
ます。

• 属性にデフォルト値がない場合、値は削除されて空のまま
になります。

注    オブジェクトの属性値としてまだ設定されてい
る列挙値を削除すると、オブジェクトの属性
値は失われます。

7. 「閉じる」をクリックします。

属性タイプの削除

属性定義に使われている属性タイプは削除できません。

属性タイプを削除するには、属性タイプに対する削除権限とそのモ
ジュールに対する変更権限が必要となります。

属性タイプを削除するには 
1. 排他編集モードになっていることを確認します。
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属性定義の表示

編集モードは、モジュール・ウィンドウ下部のステータス・バー
に示されます。編集モードを変更するには、「編集」>「モードの
編集」 >「排他編集」の順にクリックします。

2. 「編集」 >「タイプ」の順にクリックします。

3. 削除するタイプを選択して「削除」をクリックします。

属性タイプを削除するかどうかを確認するメッセージが表示され
ます。

4. 「はい」をクリックします。

5. 「閉じる」をクリックします。

属性定義の表示

属性定義を表示するには 
1. モジュール・ウィンドウで、「編集」 >「属性」の順にクリックし

ます。

2. 属性定義のリストが表示されます。

• 「名前」列には属性定義の名前が表示されます。

• 「説明」列には、属性がシステム属性かどうかが表示されま
す。

• 「タイプ」列には属性のタイプが表示されます。

• 「デフォルト値」列にはデフォルト値が表示されます。 
• 「値の継承」列にはその値が継承されるかどうかが表示されま

す。

• 「次に対して存在」列には、それがオブジェクト属性か、モ
ジュール属性か、またはその両方かどうかが表示されます。

• 列挙型属性の場合は、「多値」列で、その属性が複数の値を持
つことができるかどうかがわかります。 

属性定義の作成

属性定義を作成するには、モジュールの作成権限と変更権限が必要と
なります。

属性定義を作成するには 
1. 排他編集モードになっていることを確認します。
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編集モードは、モジュール・ウィンドウ下部のステータス・バー
に示されます。編集モードを切り替えるには、「編集」 >「編集
モード」 >「排他編集」をクリックします。

2. 「編集」 >「属性」をクリックします。

「属性」タブに、属性のリストが表示されます。

3. 新しい属性を、既存のタイプ以外のものにする場合は、「タイプ」
タブをクリックしてタイプを作成します（122 ページの『属性タ
イプの作成』を参照）。 

4. 「属性」タブで、「新規」をクリックして最初から属性を作成する
か、またはコピーする属性を選択して「コピー」をクリックしま
す。

5. 「名前」ボックスに新しい属性の名前を入力し、「説明」ボックス
に説明を入力します。

6. 「一般」タブで他のオプションを選択します。

「一般」タブ 説明

名前 新しい属性に付ける名前。

モジュール内では一意でなければなりません。

説明 新しい属性についての追加情報。

タイプ 新しい属性のタイプ。

ユーザーが選択している属性のタイプによって、ダ
イアログ・ボックスのオプションが変わります。

ロケール 「テキスト」または「ストリング」のいずれかの属性
タイプが選択されている場合は、このオプションが
表示されます。

属性のロケールを選択してください。デフォルトで
は、これがクライアント・マシンの現在のロケール
です。
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DXL 属性 DXL プログラムを使用して属性に値を割り当てるに
は、このチェック・ボックスを選択します。「参照」
をクリックして使用する DXL プログラムを選択する
か、「ウィザード」をクリックして DXL 属性ウィ
ザードを使用して DXL 属性を作成します。DXL 属
性ウィザードの詳細については、131 ページの『新
規 DXL 属性の作成』を参照してください。

参照 「DXL 属性」チェック・ボックスを選択した場合

a.「参照」を使用して DXL プログラムを選択し
ます。

属性値の設定に使用できる定義済みの DXL プログ
ラムのリストが表示されます。

b. 使用するプログラムを選択し、「適用」をク
リックします。または、新しいプログラムを定
義する場合は「新規」をクリックします。

多値 属性タイプが列挙型の基本タイプを持つ場合は、こ
のチェック・ボックスを選択することにより、その
属性に 2 つ以上の値を設定できるようになります。

デフォルト
値

新しい属性にデフォルト値を定義する場合は、「デ
フォルト値」チェック・ボックスを選択し、ボック
スに値を入力します。

新しい属性に「日付」属性タイプがある場合は、デ
フォルト値を入力できるほか、ドロップダウン・カ
レンダーから日付を選択できます。

デフォルト値が 988 文字より大きい場合、値が切り
捨てられる可能性があることを通知するメッセージ
が表示されます。

時刻を含む 「日付」属性タイプが選択されている場合は、このオ
プションが有効になります。

このボックスを選択すると、日付と時刻の値は現在
のロケールのデフォルト簡易日付形式で表示され、
時刻は 24 時制で表示されます。

このボックスを選択解除すると、日付の値が現在の
ロケールのデフォルト詳細日付形式で表示されます。

「一般」タブ 説明
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7. デフォルトでは、新しく作成した属性はそのモジュールからアク
セス権を継承します。 
継承したアクセス権を変更するには、「アクセス（定義）」タブお
よび「アクセス（値）」タブを使用します。詳細については、132 
ページの『属性定義へのアクセスの制御』および 123 ページの

『属性タイプへのアクセスの制御』を参照してください。

8. 「OK」をクリックします。

9. 「閉じる」をクリックします。

オブジェク
ト

モジュール内のすべてのオブジェクトに属性を適用
する場合は、このチェック・ボックスを選択します。

モジュール モジュールに属性を適用する場合は、このチェッ
ク・ボックスを選択します。

継承値 属性をオブジェクトに割り当てるときに、親オブ
ジェクトからその属性値を継承させる場合は、この
チェック・ボックスを選択します。

属性をモジュールおよびその内部オブジェクトの両
方に割り当てた場合には、最上位オブジェクトはモ
ジュールの値を継承しないことに注意してください。

変更バーを
更新

ユーザーが属性値を編集したときに、Rational 
DOORS でオブジェクトの変更バーを更新する場合
は、このチェック・ボックスを選択します。

変更日を更
新

任意のユーザーが属性値を編集するときにオブジェ
クトの最終変更日を更新する場合は、このチェッ
ク・ボックスを選択します。

履歴の生成 ユーザーが属性値を編集したときに、Rational 
DOORS でデータベースの履歴を更新する場合は、こ
のチェック・ボックスを選択します。

新しい属性
を現行
ビューに追
加

現行ビューに新しい属性の列を追加する場合は、こ
のチェック・ボックスを選択します。

「一般」タブ 説明
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10. モジュールを保存して変更を確定します（「ファイル」 >「保存」
をクリックします）。

新規 DXL 属性の作成

モジュール内の他の属性値を含む DXL 属性を作成するには、DXL 属
性ウィザードを使用します。これは、テーブル・セルにある複数の属
性の値を表示するのに特に有用です。

1. 「編集」>「属性」をクリックし、「新規」をクリックします。

2. 「名前」ボックスにその属性の名前を入力します。

3. 「タイプ」ボックスで「テキスト」を選択します。

4. 「DXL 属性」を選択し、「ウィザード」をクリックします。

DXL 属性ウィザードが開きます。

5. 「次へ」をクリックします。

DXL 属性ウィザードのステップ 2 が表示されます。 
6. DXL 属性に含ませたい属性を選択し、「次へ」をクリックします。

DXL 属性ウィザードのステップ 3 が表示されます。

7. 属性の名前を選択して上下矢印をクリックし、属性をリスト内で
上下へ移動します。「次へ」をクリックします。

DXL 属性ウィザードのステップ 4 が表示されます。

8. 以下のオプションも使用できます。

• 行ごとに 1 つの属性

• 属性名の表示

• OLE オブジェクトをテキストで含む

必要に応じてオプションを選択または選択解除し、「次へ」をク
リックします。

DXL 属性ウィザードのステップ 5 が表示されます。

9. 「完了」をクリックします。

新しい属性が作成されます。属性をモジュールの列に表示したく
ない場合は、「新規属性」ダイアログ・ボックスの「新しい属性
を現行ビューに追加」チェック・ボックスを選択解除します。

10.「OK」をクリックします。
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属性定義へのアクセスの制御

属性定義を編集できるユーザーを制御するためにアクセス権を使用し
ます。

例えば、属性定義の「履歴の生成」をロックするとします。ユーザー
が属性定義を変更できるとすると、ある不誠実なユーザーが「履歴の
生成」を仮にオフにして、属性値を変更した後に再度「履歴の生成」
をオンにして、属性値の変更を隠すことができます。属性定義の変更
はモジュールの履歴に記録されますが、この属性値への変更を見逃す
こともありえます。厳格なアクセス権を設定することで、このよう
な、思いもよらないことを防ぐことができます。

属性定義のアクセス権を変更するには、その属性定義に対する管理者
権限が必要です。

属性定義のアクセス権を変更するには

1. 変更する属性定義を持つモジュールを開きます。

2. 「編集」>「属性」の順にクリックします。

3. 属性を選択し、「編集」をクリックします。

4. 「アクセス（定義）」タブをクリックします。

属性定義に対する現在のアクセス権が表示されます。

モジュールが分割入力されている場合は、パーティションに関連
付けられているアクセス権が表示されます。この表示では、どの
ようなユーザーでもフル・アクセス権を持っていることになって
います。これらは、ユーザーやグループごとに表示されている 
RMD のアクセス権を無効にすることができます。

例えば、ユーザーのエントリーがフル・アクセス可能（RMDA）
となっていても、属性が読み取り専用で分割入力されている場合
は、実際にはユーザーは読み取り（R）権限しか持たないことに
なります。

アクセス権 実行すること

読み取り（R） 属性定義を表示する

変更（M） 属性定義を変更する

削除（D） 属性定義を削除する

管理（A） 属性定義のアクセス権を変更する
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属性定義へのアクセスの制御

5. 必要な変更を加えます。

6. 「OK」をクリックします。

7. 「閉じる」をクリックします。

8. 変更を確定するためにモジュールを保存します（「ファイル」 >
「保存」の順にクリックします）。

「アクセス」
タブ

説明

親からの継承 モジュールから属性定義へとアクセス権を継承す
る場合は、このチェック・ボックスを選択します。

このチェック・ボックスを選択するとアクセス権
のリストが使用できなくなり、属性定義が継承し
ているアクセス権が表示されます。

追加 アクセス権のリストに新しいエントリーを追加す
るには

a.「追加」をクリックします。 
「アクセス権の追加（Add Access）」ウィンドウ
が表示されます。

b.「名前」ボックスで、エントリーを追加する
ユーザーまたはグループの名前を選択しま
す。

c. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

削除 アクセス権限のリストからエントリーを削除する
場合は、そのエントリーを選択し、「削除」をク
リックします。

編集 アクセス権リストのエントリーを編集するには

a. エントリーを選択し、「編集」をクリックし
ます。 

「アクセス権限の編集」ウィンドウが表示されま
す。

b. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。
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属性値のアクセス権の制御

属性値を編集できるユーザーを制御するために、その属性値のアクセ
ス権を使用します。ある特定のオブジェクトの属性値を編集するに
は、そのオブジェクトと属性値の両方に対する変更権限が必要です。

例えば、全ユーザーに優先順位属性の値への読み取り専用権限を与え
たとします。これにより、全ユーザーが各オブジェクトの優先度を表
示することはできますが、オブジェクトの変更権限を持っていたとし
ても優先度を変更することはできません。

属性値へのアクセス権を変更するには、管理者権限が必要です。

属性値のアクセス権を変更するには 
1. 変更する属性値を持つモジュールを開きます。

2. 「編集」 >「属性」をクリックします。

3. 属性を選択し、「編集」をクリックします。

4. 「アクセス（値）」タブをクリックします。

属性値に対する現在のアクセス権が表示されます。

モジュールが分割入力されている場合は、パーティションに関連
付けられているアクセス権が表示されます。この表示では、どの
ようなユーザーでもフル・アクセス権を持っていることになって
います。これらは、ユーザーやグループごとに表示されている 
RM のアクセス権を無効にすることができます。

例えば、ユーザーのエントリーがフル・アクセス可能（RMA）と
なっていても、属性が読み取り専用で分割入力されている場合
は、実際にはユーザーは読み取り（R）権限しか持たないことに
なります。

アクセス権 実行すること

読み取り（R） どのオブジェクトの属性値も表示する。

変更（M） どのオブジェクトの属性値も変更する。

管理（A） 属性値のアクセス権を変更する。
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属性値のアクセス権の制御

5. 必要な変更を加えます。

6. 「OK」をクリックします。

7. 変更を確定するためにモジュールを保存します（「ファイル」 >
「保存」の順にクリックします）。

「アクセス」
タブ

説明

親からの継承 モジュールから属性値へとアクセス権を継承する場合
は、このチェック・ボックスを選択します。

このチェック・ボックスを選択すると、アクセス権の
リストが淡色表示され、属性値が継承しているアクセ
ス権が表示されます。

追加 アクセス権のリストに新しいエントリーを追加するに
は

a.「追加」をクリックします。 
「アクセス権の追加（Add Access）」ウィンドウが表
示されます。

b.「名前」ボックスで、エントリーを追加する
ユーザーまたはグループの名前を選択します。

c. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」をク
リックします。

削除 アクセス権限のリストからエントリーを削除する場合
は、そのエントリーを選択し、「削除」をクリックし
ます。

編集 アクセス権リストのエントリーを編集するには

a. エントリーを選択し、「編集」をクリックしま
す。

「アクセス権限の編集」ウィンドウが表示されます。

b. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」をク
リックします。
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属性定義の編集

属性定義を編集するには、属性定義とそれが入っているモジュールの
両方に対して変更権限が必要となります。

属性定義を編集するには 
1. 排他編集モードになっていることを確認します。

編集モードは、モジュール・ウィンドウ下部のステータス・バー
に示されます。編集モードを切り替えるには、「編集」 >「編集
モード」 >「排他編集」をクリックします。

2. 「編集」 >「属性」をクリックします。

3. 編集する属性を選択して「編集」をクリックします。

4. 「一般」タブで必要な変更を加えます。

「一般」タブ 説明

名前 属性定義の名前。

注    属性定義の名前を変更すると、その定義を持って
いるどのビューでも認識されなくなります。属性
の列を追加するためにそれぞれのビューを更新
し、そのビューを保存してください。

説明 属性定義についての追加情報。

タイプ 新しい属性のタイプ。属性の作成後はその属性タイプ
は変更できません。したがって、このフィールドは常
に使用できません。

ロケール 「テキスト」または「ストリング」のいずれかの属性
タイプが選択されている場合は、このオプションが表
示されます。

属性のロケールを選択してください。デフォルトで
は、これがクライアント・マシンの現在のロケールで
す

ロケール 「テキスト」または「ストリング」のいずれかの属性
タイプが選択されている場合は、このオプションが表
示されます。

属性のロケールを選択してください。デフォルトで
は、これがクライアント・マシンの現在のロケールで
す。
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DXL 属性 DXL プログラムを使用してテキスト属性に値を割り
当てる場合は、このチェック・ボックスを選択しま
す。「参照」をクリックして使用する DXL プログラム
を選択するか、「ウィザード」をクリックして DXL 属
性ウィザードを使用して DXL 属性を作成します。 
既存の DXL 属性を編集している場合は、139 ページ
の『DXL 属性定義の編集』を参照してください。

参照 「DXL 属性」チェック・ボックスが選択されている場
合は、次の操作を実行します。

a.「参照」をクリックします。 
属性値の設定に使用できるすべての定義済み DXL 
プログラムのリストが表示されます。

b. 使用するプログラムを選択し、「OK」をクリッ
クします。

または、新しいプログラムを定義する場合は「新規」
をクリックします。

ウィザード 「DXL 属性」チェック・ボックスが選択されている場
合は、次の操作を実行します。

a.「ウィザード」をクリックします。

b. DXL 属性ウィザードを使用し、DXL 属性に表
示する属性、属性を表示する順番、および情報
を表示する方法を選択します。

c. DXL 属性を作成するには、「完了」をクリック
します。

多値 属性タイプが列挙型の基本タイプを持つ場合は、この
チェック・ボックスを選択することにより、その属性
に 2 つ以上の値を設定できるようになります。

「一般」タブ 説明
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デフォルト値 属性にデフォルト値を割り当てるには、「デフォルト
値」チェック・ボックスを選択し、そのボックスに値
を入力します。

この属性に「日付」属性タイプがある場合は、デフォ
ルト値を入力できるほか、ドロップダウン・カレン
ダーから日付を選択できます。

属性定義のデフォルト値を変更すると、以前のデフォ
ルト値が割り当てられていたどの属性値も更新されま
す。

時刻を含む 「日付」属性タイプが選択されている場合は、このオ
プションが有効になります。

このボックスを選択すると、日付と時刻の値は現在の
ロケールのデフォルト簡易日付形式で表示され、時刻
は 24 時制で表示されます。

このボックスを選択解除すると、日付の値が現在のロ
ケールのデフォルト詳細日付形式で表示されます。

オブジェクト モジュール内のすべてのオブジェクトに属性を適用す
る場合は、このチェック・ボックスを選択します。

モジュール モジュールに属性を適用する場合は、このチェック・
ボックスを選択します。

継承値 属性をオブジェクトに割り当てる場合で親オブジェク
トからその属性値を継承させる場合は、このチェッ
ク・ボックスを選択します。

属性をモジュールおよびその内部オブジェクトの両方
に割り当てた場合には、最上位オブジェクトはモ
ジュールの値を継承しないことに注意してください。

変更バーを更
新

属性値が編集されたときに変更バーを更新する場合
は、このチェック・ボックスを選択します。

変更日を更新 その属性値が編集されたときに最終変更日を更新させ
る場合は、このチェック・ボックスを選択します。

履歴の生成 その属性値の変更をデータベースの変更履歴に記録す
る場合は、このチェック・ボックスを選択します。

「一般」タブ 説明
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属性定義の編集

5. 属性定義を表示または変更できるユーザーを変更するには、「ア
クセス（定義）」タブを使用します。詳細については、132 ページ
の『属性定義へのアクセスの制御』を参照してください。

6. 属性値の読み取りまたは変更ができるユーザーを変更するには、
「アクセス（値）」タブを使用します。詳細については、123 ペー
ジの『属性タイプへのアクセスの制御』を参照してください。

7. 「OK」をクリックします。

8. 「閉じる」をクリックします。

9. 変更を確定するためにモジュールを保存します（「ファイル」 >
「保存」の順にクリックします）。

DXL 属性定義の編集

編集中の DXL 属性が DXL 属性ウィザードを使用して作成された場合
は、ウィザードを使用して DXL 属性を編集します。「参照」ボタンを
クリックして他の DXL 属性を編集します。 
DXL 属性が DXL 属性ウィザードで作成された場合は、次の操作を実
行します。

1. 編集する DXL 属性を選択します。

2. 「ウィザード」をクリックします。

DXL 属性ウィザードが表示されます。

3. 「次へ」をクリックします。

DXL 属性ウィザードのステップ 2 が表示されます。DXL 属性定
義に現在含まれている属性が選択されます。

注     どの属性も画面上で選択されない場合は、その 
DXL 属性がウィザードで作成されたものではない
可能性があります。作業を継続すると、属性に現
在関連付けられているどの DXL も上書きされま
す。既存の DXL を上書きしたくない場合は

「キャンセル」をクリックし、「参照」ボタンを使
用して DXL 属性を編集します。

4. DXL 属性定義に追加する属性を選択し、属性定義から削除する属
性を選択解除します。

5. 「次へ」をクリックします。

DXL 属性ウィザードのステップ 3 が表示されます。



属性の使用

140 Rational DOORS の使用方法

6. 属性の名前を選択して上下矢印をクリックし、属性をリスト内で
上下へ移動します。 

7. 「次へ」をクリックします。

DXL 属性ウィザードのステップ 4 が表示されます。

8. 以下のオプションも使用できます。

• 行ごとに 1 つの属性

• 属性名の表示

• OLE オブジェクトをテキストで含む

必要に応じてオプションを選択または選択解除し、「次へ」をク
リックします。

DXL 属性ウィザードのステップ 5 が表示されます。

9. 「完了」をクリックします。

DXL 属性定義が更新されます。

DXL 属性が DXL 属性ウィザードで作成されたものではない場合は、
次の操作を実行します。

1. 編集する DXL 属性を選択します。

2. 「参照」をクリックします。

「DXL の参照」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. 「現行」をクリックします。

「属性 DXL の編集」ウィンドウが開き、属性に関連付けられてい
る DXL が表示されます。これで編集とチェックを行えます。 
注     DXL が DXL 属性ウィザードによって作成された

ものであれば、コードの 1 行目にその旨が表示さ
れます。ウィザードによって生成されたコードを
手動で変更し、続いてウィザードを使用して属性
を編集すると、手動の変更が認識されずに上書き
されます。

属性定義とタイプ定義の共用

Rational DOORS では、読み取り権限のある Rational DOORS データ
ベースのモジュールから、属性タイプや属性定義を現行モジュールに
インポートすることができます。 
 開いているモジュールに属性定義をインポートするには

1. 「編集」>「属性」の順にクリックします。
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属性定義とタイプ定義の共用

「列および属性」ウィンドウが表示されます。

2. 「属性」タブを選択します。

モジュールで使用できる属性が表示されます。

3. 「インポート」をクリックします。

「属性のインポート」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「参照」をクリックします。

ミニエクスプローラー・ウィンドウが開きます。

5. インポートする属性定義のあるソース・モジュールを参照して、
「OK」をクリックします。

ソース・モジュールの属性のリストが「属性のインポート」ダイ
アログ・ボックスに表示されます。

6. インポートする属性定義のあるソース・モジュールを参照して、
「OK」をクリックします。

ダイアログ・ボックスが閉じます。その属性定義が現在開いてい
るモジュールに追加され、表示が「列および属性」ウィンドウに
戻ります。

7. 「閉じる」をクリックします。

開いているモジュールにタイプ定義をインポートするには 
1. 「編集」」>「タイプ」の順にクリックします。

「列および属性」ウィンドウが表示されます。

2. 「タイプ」タブを選択します。

モジュールで使用できるタイプが表示されます。

3. 「インポート」をクリックします。

「タイプのインポート」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「参照」をクリックします。

ミニエクスプローラー・ウィンドウが開きます。

5. インポートするタイプ定義のあるソース・モジュールを参照し
て、「OK」をクリックします。

ソース・モジュールのタイプのリストが「タイプのインポート」
ダイアログ・ボックスに表示されます。 

6. インポートするタイプ定義を選択して、「OK」をクリックしま
す。
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ウィンドウが閉じます。そのタイプ定義が現在開いているモ
ジュールに追加され、表示が「列および属性」ウィンドウに戻り
ます。

7. 「閉じる」をクリックします。

属性定義の削除

属性定義を削除するには、属性定義の削除権限とそのモジュールに対
する変更権限が必要となります。

注    属性定義を一度削除したら、削除を取り消すことはで
きません。

属性定義を削除するには 
1. 排他編集モードになっていることを確認します。

編集モードは、モジュール・ウィンドウ下部のステータス・バー
に示されます。編集モードを切り替えるには、「編集」 >「編集
モード」 >「排他編集」をクリックします。

2. 「編集」 >「属性」をクリックします。

3. 削除する属性を選択して「削除」をクリックします。

4. 属性を削除するかどうかを確認するメッセージが表示されます。
「はい」をクリックします。 

5. 「閉じる」をクリックします。

6. モジュールを保存して変更を確定します（「ファイル」 >「保存」
をクリックします）。

DXL 属性およびレイアウト DXL 列
DXL 属性とレイアウト DXL 列は、画面に表示された値を計算するた
めに DXL プログラムを使います。例えば、Rational DOORS には、オ
ブジェクトが変更されてからの日数やオブジェクトのイン・リンク数
とアウト・リンク数を計算する DXL プログラムが用意されています。

DXL 属性とレイアウト DXL 列の違いはわずかです。

DXL 属性では、DXL プログラムは属性定義に関連付けされています。
複数の列やビューでその属性を使用することができます。

レイアウト DXL 列では、DXL プログラムは 1 つの列に関連付けら
れ、属性には関連付けられません。レイアウト DXL 列は属性を持た
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属性値のコピー

ない列です。その代わり、その列は DXL プログラムを使用して画面
表示の計算を行います。

注    レイアウト DXL はテーブル・オブジェクトを処理し
ません。

オブジェクトの DXL 属性の値は、最初にオブジェクトが画面に表示
されたときにのみ自動的に計算されます。値を再計算するには、

「ツール」>「DXL 属性の最新表示」の順にクリックします。これに
よって、バックグラウンドで DXL 属性に関連する DXL プログラムが
再起動され、モジュールにあるすべての DXL 属性の値が更新されま
す。

レイアウト DXL 列に表示されている値は、画面が再表示されるたび
に自動的に再計算されます。列に関わる DXL プログラムが計算に集
中すると、値の再計算が続いてパフォーマンスが低下することがあり
ます。この場合には、レイアウト DXL 列の代わりに DXL 属性を使用
することをお勧めします。

また、列に大量のデータを表示する場合、属性 DXL を使用するか、
レイアウト DXL 列を 属性 DXL に変換する必要があります。これは、
オブジェクトが画面に表示できる以上のデータを含んでいる場合、レ
イアウト DXL をスクロールできませんが、属性 DXL はスクロールで
きるからです。

詳細については、「DXL Reference Manual」の DXL 属性のセクションを
参照してください。このマニュアルは、PDF ファイルで入手できま
す。また、Rational DOORS の「ヘルプ」メニューから参照すること
もできます。.

属性値のコピー

同じモジュール内である属性値を他の属性値にコピーするには

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」 >「機能」 >「属性のコ
ピー」の順にクリックします。

2. 「ソース属性」ボックスで、コピーする値を持つ属性を選択しま
す。

3. 「宛先の属性」ボックスで、上書きする値の属性を選択します。

4. 「OK」をクリックします。

5. 変更を確定するためにモジュールを保存します（「ファイル」 >
「保存」の順にクリックします）。
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属性値の頻度の測定

現行ビューのすべてのオブジェクトの属性値について、その頻度をグ
ラフに表示することができます。 
この機能は、優先度属性や合格 / 不合格属性などのように、少数の有
限値を持つ属性をモニターする場合に役立ちます。「オブジェクト・
テキスト」などのように多数の値を持つ属性をこの機能でモニターし
ても、結果のグラフから有用な情報は得られません。

属性のグラフを表示するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」>「機能」>「統計」の順
にクリックします。

2. 「属性」ボックスで、監視する属性を選択します。

現行ビューのすべてのオブジェクトについて、その属性値の頻度
がグラフィカルに表示されます。

3. その情報を印刷あるいはファイルにエクスポートする場合は、
「公開」をクリックします。

ページを印刷するときには、次の制御ができます。

• ページの向き

• 縦横の余白設定

• 上部と左側のマージン設定
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9 フォーマル・モジュールのデータの表示

この章のトピックは、次のとおりです。

• キーボードを使用してのナビゲート

• 「表示」メニュー

• モジュール・エクスプローラー

• 表示モード

• 表示モードの変更

• 表示レベルの制御

• テーブルの属性表示の制御

• アウトライン表示

• 圧縮

• 列の操作

• 列情報の表示

• 列の追加

• 列情報の編集

• データの色分け

• グラフ列の追加

• アイコン列の追加

キーボードを使用してのナビゲート

以下の表に、フォーマル・モジュールのナビゲートにキーボードで使
用できるキーを示します。

キー 実行すること

Home モジュールの先頭のオブジェクトへ移動します。

End モジュールの最後のオブジェクトへ移動します。

Page Up 文書モードでは 1 ページ分上にスクロールします。 
グラフィック・モードではツリーを時計回りに 90 度
回転します。
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Page Down 文書モードでは 1 ページ分下にスクロールします。

グラフィック・モードではオブジェクトを時計回りに
回転します。

上矢印

下矢印

文書モードでは、次のオブジェクトまたは前のオブ
ジェクトに移動します。

グラフィック・モードではツリーの階層を上下に移動
します。

Ctrl+ 上矢印

Ctrl+ 下矢印

現行オブジェクトから兄弟の上または下に移動しま
す。

フォーカスがモジュール・エクスプローラーの左ペイ
ンにある場合は、スクロールします。

Ctrl+ 左矢印

Ctrl+ 右矢印

現行オブジェクトの親（左矢印）または最初の子（右
矢印）に移動します。

フォーカスがモジュール・エクスプローラーの左ペイ
ンにある場合は、スクロールします。

Shift+Return 文書モードでは現行オブジェクトをインプレース編集
します。

既にインプレース編集中の場合は、次のオブジェクト
に移動します。

注    グラフィック・モードをアクティブにしている場
合、またはモジュール・エクスプローラーの左ペ
インをアクティブにしている場合は、何も行いま
せん。

キー 実行すること
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「表示」メニュー

「表示」メニュー

モジュール・ウィンドウでは、「表示」メニューの以下のオプション
を使用して、画面レイアウトの変更や表示するデータの制御を行いま
す。s

「表示」
メニュー

説明

モジュール・
エクスプロー
ラー

モジュール・エクスプローラーのオン / オフを切り替
えます。詳細については、149 ページの『モジュール・
エクスプローラー』を参照してください。

グラフィック・
モード

グラフィック・モードのオン / オフを切り替えます。
詳細については、150 ページの『表示モード』および
151 ページの『表示モードの変更』を参照してくださ
い。

アウトライン アウトラインのオン / オフを切り替えます。詳細につ
いては、153 ページの『アウトライン表示』を参照し
てください。

圧縮 アウトラインがオンである場合に、データ階層の一部
を圧縮（または非表示に）します。詳細については、
153 ページの『圧縮』を参照してください。

レベル 表示する階層のレベル数を制御します。

詳細については、151 ページの『表示レベルの制御』
を参照してください。

テーブル モジュール内のすべてのテーブルで表示されるデフォ
ルト属性を制御します。 
詳細については、152 ページの『テーブルの属性表示
の制御』を参照してください。
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表示 次のオプションで画面に表示する対象を制御します。

• 現在のソート基準を表示に反映するかどうかを制御
するには、「ソート」を使用します。このオプショ
ンによりソートのオン / オフが切り替わります。

• 現在のフィルター基準を表示に反映するかどうかを
制御するには、「フィルター」を使用します。この
オプションによりフィルターのオン / オフが切り替
わります。

• 削除されたオブジェクトを表示するかどうかを制御
するには、「削除」を使用します。削除されたオブ
ジェクトは赤色に変わり、黒の変更バーが表示され
ます。 

• 画像を表示するかどうかを制御するには、「画像」
を使用します。

• テーブルを表示するかどうかを制御するには、
「テーブル・セル」を使用します。テーブルを非表
示にすると、テーブルの代わりにテーブル・マー
カー・オブジェクト（「>> テーブル」）が表示されま
す。ソートをオンにしている場合はテーブルが自動
的に非表示になります。モジュール・エクスプロー
ラーの左ペインには必ずテーブル・マーカー・オブ
ジェクトが表示されます。

• リンク矢印を表示するかどうかを制御するには、
「リンク矢印」を使用します。これらは次のような
三角矢印です。 . このオプションを使用しても非
表示のリンク矢印をテーブル・セルに表示すること
はできませんが、テーブル・セルの中に表示されて
いるリンク矢印を非表示にすることはできることに
注意してください。

• 変更バーを表示するかどうかを制御するには、「変
更バー」を使用します。

「表示」
メニュー

説明
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モジュール・エクスプローラー

モジュール・エクスプローラー

モジュール・エクスプローラーをオンにするには、次のいずれかの操
作を行います。

• 「表示」 >「モジュール・エクスプローラー」の順にクリックする。

• 「表示」ツールバーの「モジュール・エクスプローラー」ボタン
 をクリックします。 

モジュール・エクスプローラーをオンにすると、2 つのペインが表示
されます。

• 左ペインは、モジュール内のオブジェクト・ツリーを素早く移動
できる Windows エクスプローラー様式の表示です。

• 右ペインに表示される内容は、文書モードかグラフィック・モー
ドかによって、またどの表示オプション（アウトライン表示な
ど）を使用しているかによって変わります。

モジュール・エクスプローラーをオフにすると左ペインが消え、ウィ
ンドウ全体に右ペインが表示されます。

• グラフィック・モードにおけるリンク・オブジェク
ト間の線を表示するかどうかを制御するには、「グ
ラフィックス・リンク」を使用します。これらの線
をクリックすると、ソース・オブジェクトまたは
ターゲット・オブジェクトに移動できます。

• グラフィック・モードでデータチップを表示するか
どうかを制御するには、「グラフィックス・データ
チップ」を使用します。

エクスプロー
ラーの最新表
示

モジュール・エクスプローラーに現行オブジェクトが
表示されるよう、モジュール・エクスプローラーの左
ペインを更新します。

最新表示 画面表示を最新情報に更新します。

「表示」
メニュー

説明
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表示モード

次の表示モードを使用できます。

• 文書モード

• グラフィック・モード

デフォルト・モードは文書モードです。文書モードでは、モジュー
ル・データが行と列のテーブルとして表示されます。

グラフィック・モードでは、1 つの属性を持つボックスとして各オブ
ジェクトが表示されます。

ボックスに表示する属性はユーザーが選択できます（151 ページの
『表示モードの変更』を参照）。デフォルトの属性は「オブジェクト・
ショート・テキスト」です。オブジェクトに「オブジェクト・ショー
ト・テキスト」属性がない場合は、「オブジェクト見出し」、「オブ
ジェクト・テキスト」、「オブジェクト ID」の優先順に、いずれか 1 
つの属性が使用されます。

左のボックスには、メイン列の名前が表示されます。

グラフィック・モードでは次のように表示されます。

• 現行オブジェクトはピンク色の境界線で囲まれて、常に画面に表
示されます。

モジュールで移動すると、画面中央に現行オブジェクトが表示さ
れるよう画面が変わります。画面サイズが大きい場合は、魚眼レ
ンズを通して見ているように中央のオブジェクトを拡大し、端の
オブジェクトを縮小します。

• マウスをオブジェクトの上に移動すると、データチップが表示さ
れます。

デフォルトでは、データチップに「オブジェクト見出し」と「オ
ブジェクト・テキスト」の属性が表示されます。データチップに
別の属性を表示するように選択できます（151 ページの『表示
モードの変更』を参照）。

• 画面のサイズと合わずに隠れてしまった子オブジェクトがある場
合は、赤色の四角形または三角形が表示されます。隠しオブジェ
クトを表示するには、赤色の四角形または三角形をクリックしま
す。

注     赤色の四角形は 1 つのオブジェクト・ツリーが隠
れていることを意味します。赤色の三角形は 2 つ
以上のオブジェクト・ツリーが隠れていることを
意味します。
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表示モードの変更

表示モードの変更

表示モードについては、150 ページの『表示モード』を参照してくだ
さい。

グラフィック・モードのオン / オフを切り替えるには

• 「表示」 >「グラフィック・モード」の順にクリックします。

これによりグラフィック・モードと文書モードが切り替わります。グ
ラフィック・モードをオフにすると、デフォルトの文書モードになり
ます。

グラフィック・モードで表示する属性の選択

グラフィック・モード時のオブジェクト・ボックスに表示される属性
を変更するには

1. グラフィック・モードをオフにします。

2. グラフィック・モード時のオブジェクト・ボックスに表示する
データが含まれる列の名前を選択し、右クリックして「グラ
フィック・モードのボックスで使用」を選択します。

次のスクリーン・ショットのように、白のマーカーが列のタイト
ル・バーの右上端に表示されます。

グラフィック・モード時にデータチップに表示する属性を変更するに
は

1. グラフィック・モードをオフにします。

2. 使用するデータが含まれる列の名前を選択し、右クリックして
「グラフィック・モードでデータチップとして使用」を選択しま
す。 
オレンジ色のマーカーが列のタイトル・バーの右下端に表示され
ます。

表示レベルの制御

モジュール内のオブジェクト階層は、複雑すぎて一度に見ることがで
きない場合がよくあります。

何階層のレベルまで表示するか指定できます。例えば、表示したいの
はレベル 1 とレベル 2 のオブジェクトのみの場合があります。

表示レベルを変更するには、以下のいずれかの操作を実行します。 
• 「表示」 >「レベル」の順にクリックして、希望するレベルを選択

します。
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• 「表示」ツールバーの「このレベルまで表示（Display to level）」ド
ロップダウン・リストから表示レベルを選択します。

選択したレベルより下のオブジェクトは表示されません。例えば、
「レベル 2」を選択すると、レベル 1 およびレベル 2 のオブジェクト
のみが表示されます。

オブジェクトの子レベルが、選択されている表示レベルより低いレベ
ルにあるために表示されていない場合は、そのオブジェクトに > 記号
のマークが付くことに注意してください。

注    表示レベルは、モジュール・ウィンドウの表示内容に
のみ影響します。モジュール・エクスプローラーは、
常に現行ビューにすべてのオブジェクトを表示しま
す。

テーブルの属性表示の制御

デフォルトで、テーブル・セルにはメイン列属性の「オブジェクト見
出し」と「オブジェクト・テキスト」が表示されます。テーブル・セ
ルに別の属性を表示するには、以下のいずれかを実行します。

• テーブル・プロパティーを使用して、そのテーブルのセルに表示
する属性を指定します。このため、モジュール内のそれぞれの
テーブルで別の属性を表示できます。この方法の詳細について
は、180 ページの『テーブル・プロパティーの変更』を参照して
ください。

• 「表示」メニューの「テーブル属性」オプションを使用して、モ
ジュール内のテーブルに表示されるデフォルトに、メイン列属性
以外の属性を設定します。この設定を、モジュール内の個々の
テーブルのテーブル設定より優先させるよう選択できます。

テーブル・セルに表示されるデフォルト属性を変更するには

1. フォーマル・モジュールで、「表示」>「テーブル属性」の順にク
リックします。

「テーブル属性」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「デフォルトのテーブル属性を有効化」を選択し、表示する属性
をリストから選択します。

3. 個々のテーブルのテーブル・プロパティーで行われたどの属性設
定よりも、この設定を優先させる場合は、「デフォルト属性が
テーブル設定に優先」チェック・ボックスを選択します。

4. 「OK」をクリックします。
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アウトライン表示

この設定を別のセッションでも維持する場合は、ビューを保存する必
要があります。詳細については、84 ページの『現行ビューの保存』
を参照してください。

アウトライン表示

アウトライン表示は、画面上に表示する情報量を少なくします。

アウトライン表示をオンにすると、次のような表示結果が得られま
す。

• 見出しを持つオブジェクトのみが表示される。

• それらのオブジェクトの「オブジェクト見出し」属性のみが表示
される。その「オブジェクト・テキスト」属性は非表示です。

アウトライン表示は、文書モードまたはグラフィック・モードで使用
できます。

注    アウトライン表示は、モジュール・ウィンドウの表示
内容にのみ影響します。モジュール・エクスプロー
ラーは、常に現行ビューにすべてのオブジェクトを表
示します。

アウトライン表示のオン / オフを切り替えるには、次のいずれかの操
作を行います。

• 「表示」 >「アウトライン」の順にクリックする。

• 「表示」ツールバーの「アウトライン表示をオンまたはオフにし
ます」ボタン  をクリックする。 

注    アウトライン表示をオンにすると、テーブルは常に非
表示になります。

圧縮

アウトライン表示をオンにすると、階層の一部を圧縮または非表示に
することができます。

セクションが圧縮されると、オブジェクトが非表示になっていること
を示す正符号が付きます。

現行オブジェクトの圧縮のオンとオフを切り替えるには、「表示」 >
「圧縮」の順にクリックします。
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列の操作

文書モードでは、モジュール・データが行と列で表示されます。

実行すること 方法

列の移動 列名を新しい場所にドラッグします。

列幅の変更 列のタイトル・バーの端にある列セパレー
ターをドラッグします。

列の選択 列名をクリックします。

列の選択解除 列名を再度クリックします。

列の内容の揃え方の変
更

列を選択し、次に右クリックで「左」、「右」、
「中央揃え」、または「両端揃え」を選択しま
す。

メイン列の自動インデ
ント

列を選択し、次に右クリックで「自動インデ
ント」をクリックします。

メイン列の内容は、階層内のオブジェクトの
位置に従ってインデントされます。オブジェ
クトの階層内の位置が低いと、それだけ多く
インデントされることになります。このため、
ユーザーはモジュール構造を一目で確認でき
ます。

列の内容でのモジュー
ルのソート

列見出しを右クリックし、「ソート」>「昇順」
または「ソート」>「降順」の順にクリックし
ます。モジュールの内容に応じてモジュール
がソートされます。ソートの使用の詳細につ
いては、110 ページの『ソート』を参照してく
ださい。

列の削除 列名を選択して、次に右クリックで「削除」
を選択します。

列の追加 155 ページの『列の追加』の説明を参照してく
ださい。
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列情報の表示

列情報の表示

文書モードの場合は、画面に表示する列、各列に表示する内容、およ
び列名などを制御できます。

列情報を表示するには 
1. モジュール・ウィンドウで、「編集」 >「列」の順にクリックしま

す。

2. 「列」タブに、現在画面に表示されているすべての列のリストが
次のように表示されます。

• 「タイトル」列に列のタイトル（列名）が表示される。

• 「属性」列に属性の名前が表示される。列に属性が含まれてい
ない場合は、不等号括弧で囲まれた単語が表示されます。例
えば、レイアウト DXL が含まれる場合は、< レイアウト 
DXL> と表示されます。

• 「タイプ」列に属性のタイプが表示される。列に属性が含まれ
ていない場合は、この列は空になります。

3. 列を削除するには、列を選択し、次に「削除」をクリックしま
す。

列の追加

文書モードの場合は、画面に表示する列を制御できます。

注    ビューに表示できる最大列数は 32 です。

列を追加するには 
1. モジュール・ウィンドウで、「挿入」 >「列」の順にクリックしま

す。

注     「編集」 >「列」をクリックして、「列」タブが選
択された状態の「列および属性」ウィンドウを表
示することもできます。ここには画面に現在表示
されているすべての列が表示の順にリストされて

グラフィック・モード
での列の使用

列を選択し、右クリックで「グラフィック・
モードでオブジェクト・ボックスとして使用

（Use in Graphics mode object boxes）」を選択
する

実行すること 方法
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います。新規に挿入する列の直前の列を選択し、
「新規」または「コピー」をクリックします。列
を選択していない場合、新しい列はリストの末尾
に追加され、モジュール・ウィンドウの右端に表
示されます。

2. 「新規列」ウィンドウで「目次」ラジオ・ボタンを使用して、列
に表示する内容を指定します。

• 列に属性を表示するには、「属性」をクリックし、ドロップダ
ウン・リストから属性を選択します。

• 列にレイアウト DXL を表示するには

i. 「レイアウト DXL」をクリックします。 
ii. 「参照」をクリックして DXL を指定します。使用できるす

べての定義済み DXL プログラムのリストが表示されます。

iii. 使用するプログラムを選択し、「適用」をクリックします。
代わりに、新しいプログラムを定義する場合は、「新規」
をクリックしてプログラムを定義します。

注      レイアウト DXL 列には、テーブル・オブ
ジェクトに関する情報は表示されません。

• メイン列のように、列に「オブジェクト見出し」および「オ
ブジェクト・テキスト」属性を表示するには、「オブジェクト
見出しとオブジェクト・テキスト」をクリックします。

• 列にディスカッションを表示するには

i. 「ディスカッション」をクリックします。

ii. 「参照」をクリックしてディスカッションのタイプを指定
します。利用可能なすべてのディスカッション・タイプの
リストが表示されます。

iii. 使用するディスカッションを選択し、「OK」をクリックし
ます。

注      ディスカッション列には、テーブル・オ
ブジェクトに関するディスカッションは
表示されません。

3. 列に表示されるデータを色分けする場合は、「テキストの色」
ボックスの「属性ごと」をクリックし、ドロップダウン・リスト
から属性を選択します。
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列情報の編集

属性の定義の一部として色が定義されている属性のみがドロップ
ダウン・リストに含まれます。

色分けについては、158 ページの『データの色分け』を参照して
ください。

4. 「列名」ボックスに、列に付けるタイトル（名前）を入力します。 
属性が列に表示されている場合は、このボックスを空のままにで
きます。デフォルトでは、列名は属性名と同じ名前になります。

5. 「挿入」をクリックします。

6. ビューにさらに列を追加する場合は、その列を追加して「挿入」
をクリックします。

7. 列の追加が完了したら、「閉じる」をクリックします。

新しい列をビューに保存する場合は、84 ページの『現行ビューの保
存』の説明を参照してください。

列情報の編集

154 ページの『列の操作』も参照してください。

列情報を編集するには 
1. モジュール・ウィンドウで、「編集」 >「列」の順にクリックしま

す。

2. 画面に現在表示されている全カラムのリストが表示されます。編
集する列を選択し、「編集」をクリックします。

次の表に、「列の編集」ダイアログ・ボックスのオプションについて
の説明があります。

オプション 説明

タイトル 列のタイトル（列名）。

属性 列が属性を含む場合に選択します。ドロップダウン・
リストに属性の名前が表示されます。

レイアウト DXL 列がレイアウト DXL を含む場合に選択します。「参
照」をクリックして DXL プログラムの名前を確認し
ます。
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データの色分け

列挙型属性タイプには、その属性が持つことができる各値に関連付け
られた色を定義することができます。

例えば、「はい」または「いいえ」という列挙型属性タイプがある場
合は、その値と色を次のように定義できます。

タイプが「はい」または「いいえ」の「承認済み」という属性を作成
します。その後は、列内のデータが「承認済み」属性の値に従って色
分けされるように、ビューに含まれるどの列のプロパティーも編集す
ることができます。例えば、メイン列のタイトル・バーを右クリック

オブジェクト見
出しとオブジェ
クト・テキスト

メイン列のように、列が「オブジェクト見出し」属性
と「オブジェクト・テキスト」属性の両方を含む場合
に選択します。

ディスカッショ
ン

列がディスカッション・タイプを含む場合に選択しま
す。「参照」をクリックしてディスカッション・タイ
プを確認します。

デフォルト 列に表示されているデータが別の属性値で色分けされ
ている場合に選択します。

属性ごと 列に表示されているデータが別の属性値で色分けされ
ている場合に選択します。

属性の定義の一部として色が設定されている属性のみ
がドロップダウン・リストに含まれます。

ドロップダウン・リストにはそのもう一方の属性名が
表示されます。詳細については、158 ページの『デー
タの色分け』を参照してください。

列名 ビューに表示される列名。このオプションを空白のま
まにすると、属性名が列名として表示されます。

値 色

はい 緑

いいえ 赤

オプション 説明
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データの色分け

して「プロパティー」を選択します。「色」ペインで、「属性ごと」を
選択し、リストから「承認済み」を選択します。

メイン列は「承認済み」属性で色分けされます。承認された項目は緑
色で、承認されていない項目は赤色です。

この場合、メイン列の色からどの項目が承認されたのかが一目で確認
できるので、「 承認済み 」属性をそれ自身の列に表示する必要はあり
ません。

この設定を別のセッションでも維持する場合は、ビューを保存する必
要があります。詳細については、84 ページの『現行ビューの保存』
を参照してください。
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グラフ列の追加

グラフ列は、1 つ以上の棒グラフを含む列です。各棒グラフに属性の
値が表示されます。この属性は数値を持つ必要があるため、整数型ま
たは実数型の基本タイプでなければなりません。

グラフ列は、レイアウト DXL 列です。列に表示される属性の値を編
集すると、棒グラフが直ちに更新されて、その新しい値が表示されま
す。

現行ビューにグラフ列を追加するには 
1. 「ツール」 >「ウィザード」 >「グラフ」の順にクリックします。

グラフ・ウィザードの「ようこそ」画面が表示されます。

2. 「次へ」をクリックします。

3. 棒グラフとして列に表示する属性を選択します。

使用可能な属性が、「既存の属性」ボックスにリストされます。
属性を選択して、「追加」、「挿入」、または「削除」をクリックす
ることにより、「グラフ作成対象の属性」リストに属性を追加し
たり、リストから属性を削除したりすることができます。各ボタ
ンについては以下の表を参照してください。

4. 「次へ」をクリックします。

5. 棒グラフの倍率を変更できます。「プレビュー」ボックスに、現
行オブジェクトでの棒グラフの見え方がわかります。

ボタン 実行すること

追加 「グラフ作成対象の属性」ボックスで選択している
項目の後に属性を入れます。

挿入 「グラフ作成対象の属性」ボックスで選択している
項目の前に属性を入れます。

削除 「グラフ作成対象の属性」ボックスから属性を削除
します。

保存 属性のリストをファイルに保存します。

ロード 以前保存された属性をファイルからロードします。
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グラフ列の追加

「プレビュー」ボックスのオプションについて、以下の表に示し
ます。

6. 「次へ」をクリックします。

7. 棒グラフのタイプ、および各棒グラフの幅と高さを選択します。
「プレビュー」ボックスに棒グラフの見え方が表示されます。

オプション 説明

最小値

最大値

これらのボックスは編集できません。

初期設定では、現行オブジェクトの値を示します（最
小値は 0 で、最大値は現行オブジェクトの値です）。

「全オブジェクトのスケール変更」をクリックすると、
前の画面で選択したすべての属性に対応する最小値と
最大値が表示されます。

最小スケー
ル

最大スケー
ル

これらは、棒グラフに表示される最小値と最大値を示
します。

初期設定では最小値は 0 で、最大値は現行オブジェク
トの値です。

値を変更するには、新しい数値を入力して、「スケー
ル変更」をクリックします。

スケール変
更

これは、「最小スケール」または「最大スケール」
ボックスに新しい数値を入力した場合に使用します。
新しい数値を使用して棒グラフをスケール変更しま
す。

パーセント
値

「最小スケール」と「最大スケール」の値をそれぞれ 
0 と 100 に変更し、その新しい数値を使用して棒グラ
フをスケール変更します。

全オブジェ
クトのス
ケール変更

「最小スケール」および「最大スケール」の値を、前
の画面で選択したすべての属性に対応する最小値およ
び最大値に変更し、新しい数値を使用して棒グラフを
スケール変更します。

また、「最小値」および「最大値」を、前の画面で選
択したすべての属性に対応する最小値および最大値に
変更します。
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このウィザード画面のオプションについて、以下の表に示しま
す。

8. 「次へ」をクリックします。

9. 棒グラフにラベルを付けるには、「ラベル」ボックスを選択して、
必要なラベルを指定します。「プレビュー」ボックスに棒グラフ
の見え方が表示されます。

このウィザード画面のオプションについて、以下の表に示しま
す。

オプション 説明

グラフ・タイ
プ

「垂直 3D 棒グラフ」、「水平立体棒グラフ」、「垂直棒
グラフ」、「水平棒グラフ」のいずれかを選択します。

幅 幅をピクセル（画素数）で入力し、「サイズ変更」を
クリックします。

注    ピクセルはコンピューター画面上での距離を測定
するために使用されます。「コントロール パネ
ル」の「画面」の「設定」タブで、画面の解像度
を確認できます。

高さ 幅をピクセル（画素数）で入力し、「サイズ変更」を
クリックします。

サイズ変更 「幅」と「高さ」のボックスに表示されている値を使
用して、棒グラフのサイズを変更します。

オプション 説明

ラベル 棒グラフにラベルを付ける場合に、このチェック・
ボックスを選択します。

デフォルトのラベルは属性の名前です。

値を含む ラベルの後に括弧を付けて値を表示するには、この
チェック・ボックスを選択します。

位置 ラベルをグラフの棒の下に付けるか（「バーから」）、
または棒の中に付けるか（「バーの中」）を指定しま
す。
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グラフ列の追加

10.「次へ」をクリックします。

11. 棒グラフの色を指定します。「プレビュー」ボックスに棒グラフ
の見え方が表示されます。

ラベルの文字色、背景色、および棒の色を指定できます。立体棒
グラフでは、棒の前面、上面、および側面の色を指定できます。

12.「次へ」をクリックします。

13.「列名」ボックスに、グラフ列に付けるタイトル（名前）を入力
します。

14. 列の挿入位置を指定するには、「挿入」ラジオ・ボタンと「列」
ボックスを使用します。

調整 位置として「バーの中」を選択した場合に、ラベルを
棒の先頭、末尾、または中央のどこに付けるかを指定
します。

属性 棒グラフに表示する属性をリストします。

ラベル 「属性」ドロップダウン・リストで選択した属性のラ
ベルを表示します。デフォルトでは、属性名がラベル
になります。

ラベルを変更するには、新しいラベルを入力し、「ラ
ベルの適用」をクリックします。

ラベルの適用 これは、「ラベル」ボックスに新しいラベルを入力し
た場合に使用します。「属性」ドロップダウン・リス
トで選択した属性のラベルを、「ラベル」ボックスに
表示されている値に変更します。

オプション 説明

色の変更 「テキスト」、「背景」、または棒グラフの属性の 1 つを
選択します。

側面 立体棒グラフでは、「正面」、「上部」、または「側面」
を選択します。

色のリスト 
(List of colors)

必要な色をクリックします。

オプション 説明
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15.「完了」をクリックすると、現行ビューに列が追加されます。

新しい列をビューに保存する場合は、84 ページの『現行ビューの
保存』の説明を参照してください。

アイコン列の追加

アイコン列では、アイコンを使用して属性の値を表示します。アイコ
ンを使用して次の属性を表示できます。

• 値が数値である属性（整数型または実数型の属性）

• 列挙型属性

注    複数の属性を表示できるグラフ列とは異なり、アイコ
ン列には 1 つの属性しか表示できません。

アイコン列はレイアウト DXL 列です。列に表示される属性の数値を
編集すると、アイコンが直ちに更新されて、その値が表示されます。

現行ビューにアイコン列を追加するには

1. 「ツール」 >「ウィザード」 >「アイコン」の順にクリックします。

アイコナイザー・ウィザードの「ようこそ」画面が表示されま
す。

2. 「次へ」をクリックします。

3. アイコン列に表示する属性を選択します。 
4. 「次へ」をクリックします。

5. 使用するアイコンのスタイルを選択します。

選択できるのはピンクの背景色を持つスタイルのみです。スタイ
ルをクリックして選択します。

6. 「色の使用」チェック・ボックスが使用可能な場合、アイコンに
使用する色を 1 色のみにしたければ、このチェック・ボックスを
選択解除できます。

7. 「水平」チェック・ボックスが使用可能な場合、アイコンを 90 度
回転させたければ、このチェック・ボックスを選択します。

8. 「次へ」をクリックして、次のウィザード画面を表示します。

9. 「列名」ボックスに、アイコン列に付けるタイトル（名前）を入
力します。

10. 列の挿入位置を指定するには、「挿入」ラジオ・ボタンと「列」
ボックスを使用します。
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アイコン列の追加

11.「完了」をクリックすると、現行ビューに列が追加されます。

新しい列をビューに保存する場合は、84 ページの『現行ビューの保
存』の説明を参照してください。
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10 モジュール比較ウィザード

この章のトピックは、次のとおりです。

• モジュール比較ウィザードの使用目的

• モジュール比較ウィザードの動作

• モジュール比較ウィザードの実行

• 赤線で強調される箇所

モジュール比較ウィザードの使用目的

モジュール比較ウィザードを使用すると、2 つのモジュールを比較で
きるほか、追加、削除、移動、または編集されたオブジェクトを特定
できます。例えば、プロジェクトの一連の要件は、お客様によって複
数回更新される場合があります。新しい Rational DOORS モジュール
に、更新された要件をインポートし、元のモジュールと新しいモ
ジュールを比較できます。同一のオブジェクト、およびほぼ同一のオ
ブジェクトはペアリングされ、変更が施された内容はすべて、変更箇
所に赤色の線が引かれて、新しいモジュールのカラムに表示されま
す。

このウィザードはプレーン・テキストのみを比較します。リッチ・テ
キスト・フォーマット、画像、および OLE オブジェクトは比較でき
ません。テキストを比較する際には、テキスト内に挿入されている 
OLE オブジェクトも無視されます。

モジュール比較ウィザードの動作

モジュール比較ウィザードでは「ファジー・マッチング技術」が使用
され、比較しているモジュールの見出し構造の約 75% が同一の場合
に最適な動作が得られます。

モジュール比較ウィザードは、ペアリングするオブジェクト間にリン
クを作成します。モジュールの比較が完了すると、ペアリングされて
いないオブジェクトのみが表示されるように、ウィザードで両方のモ
ジュールにフィルターを適用できます。

注    比較している 2 つのモジュールのうち、まず新しい方
の（現バージョンの）モジュールを対象にウィザード
を実行する必要があります。最初に古いモジュールに
対してウィザードを実行してしまうと、ウィザードが
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そのモジュールを最新バージョンとして処理し、それ
を基にしてテキストを強調するため、赤線が正しく表
示されません。

モジュールの比較は 4 段階の工程を経て実行されます。1 段階と 3 段
階は必ず実行されますが、2 段階と 4 段階は省略できます。ウィザー
ドで比較する属性はユーザーが選択できます。 

段階 ウィザードの動作

1 段階 完全に一致するオブジェクトをペアリングします。この
段階では、両方のモジュールに同じ順序で出現する同一
オブジェクトのみがペアリングされます。場所（順序）
が変更されたオブジェクトはこの段階ではペアリングさ
れません。

この段階が終了した時点でペアリングされていないオブ
ジェクトが大部分を占めるようであると、残りのフェー
ズに時間がかかる場合があります。

2 段階 編集されたオブジェクトをペアリングします。両方のモ
ジュールに同じ順序で出現し、かつ比較対象の単語数の
比率が一致するオブジェクトがペアリングされます。場
所（順序）が変更されたオブジェクトはこの段階ではペ
アリングされません。

オブジェクトをペアリングさせるための条件として、テ
キストが一致していなければならない割合を指定できま
す。この割合は、そのオブジェクト内で一致する単語数
によって計算される概算値です。

3 段階 モジュール内でのオブジェクトの位置は考慮せずに、ま
だペアリングされていないオブジェクトを比較し、一致
したオブジェクトをペアリングします。編集されておら
ず位置のみが移動したオブジェクトは、この段階でペア
リングされます。
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モジュール比較ウィザードの実行

比較が完了したら、新しいほうのモジュールのカラムに結果を表示で
きます。ウィザードによって比較される属性への変更は赤線で強調表
示されます。ウィザードでペアリングされなかったオブジェクトを表
示するために、両方のモジュールにフィルターを適用することもでき
ます。

モジュール比較ウィザードの実行

モジュール比較ウィザードを実行するには

1. 新しいほうの（現バージョンの）モジュールを排他編集モードで
開きます。

2. カラムを追加するためのビューを作成します。このカラムは赤字
で強調表示された変更箇所を表示するために使用されます。
ビューにはメイン列が含まれている必要があります。比較用の列
はメイン列の右に追加されます。

3. 「ツール」>「モジュールの比較（Compare Modules）」とクリック
します。

「ようこそ（Welcome）」画面が表示されます。現在のモジュール
の名前が「より新しいモジュール」ボックスに表示されます。

4. 「次へ」をクリックします。

モジュール選択画面が表示されます。

5. 比較するモジュールの名前を「古いモジュール」ボックスに入力
します。最も近い親プロジェクトからのパスを入力してくださ
い。または、「参照」をクリックしてモジュールを指定します。

注     モジュール選択画面が表示されると、現在のモ
ジュールの名前が「古いモジュール」ボックスに

4 段階 まだペアリングされていないすべてのオブジェクトを比
較し、比較対象のテキストの比率が一致すれば、それら
のオブジェクトをペアリングします。編集され、位置も
移動されたオブジェクトは、この段階でペアリングされ
ます。

オブジェクトをペアリングさせるための条件として、テ
キストが一致していなければならない割合を指定できま
す。この割合は、そのオブジェクト内で一致する単語数
によって計算される概算値です。

段階 ウィザードの動作
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表示されます。また、現在のモジュールのすべて
のベースラインが「古いモジュールのベースライ
ン」ボックスに表示されます。モジュールと、そ
のベースラインのいずれかとを比較したい場合
は、ベースラインのバージョンを選択して、「次
へ」をクリックします。

6. 比較する古いほうのモジュールを「古いモジュールのベースライ
ン」リストから選択します。

7. 「次へ」をクリックします。

属性選択画面が表示されます。

「比較対象の属性」ボックスのリストには、両方のモジュールの
属性がすべて含まれています。 

「絶対番号」属性、「オブジェクト見出し」属性、および「オブ
ジェクト・テキスト」属性は、必ず比較されます。比較するその
他の属性をすべて選択します。選択されていない属性への変更は
無視されます。複数あるモジュールの中の 1 つにしか存在しない
属性を選択すると、その属性は空であるものとしてモジュール比
較ウィザードは処理します。 

8. 「次へ」をクリックします。

パフォーマンス・パラメーター画面が表示されます。

比較時のパフォーマンスを向上させるために、ウィザードには 3 
つの制限を設定できます。

• 比較対象の類似オブジェクトのサイズ制限

オブジェクトのテキストの文字数がこの指定を上回り、かつ
テキストが一致しない場合、そのオブジェクトはペアリング
されません。大幅に異なるテキストがオブジェクトに大量に
含まれている場合は、この制限を設定すると便利です。 

• 類似オブジェクト比較数の制限

4 段階目で必要となるオブジェクトの比較回数がこの指定を上
回る場合は、4 段階目の比較を実行するかどうかを確認する画
面が表示されます。比較回数は、3 段階目の処理後に 2 つのモ
ジュールに残った「ペアリングされていないオブジェクトの
数」を乗算することにより計算されます。

ウィザードの 4 段階目で実行されるペアリングについては、
167 ページの『モジュール比較ウィザードの動作』を参照して
ください。
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モジュール比較ウィザードの実行

• 類似オブジェクトの最大差分率

比較するオブジェクトがこの指定を上回る差分率のテキスト
を含む場合、それらのオブジェクトはペアリングされません。
例えば、最大差分率を 40% に指定する場合は、オブジェクト
のテキストの少なくとも 60% が一致しないとペアリングされ
ません。

注    この比率は、各オブジェクト内のペアリングさ
れる単語数に基づく概算値です。

9. 「次へ」をクリックします。

リンク画面が表示されます。

注     モジュールのデフォルト・リンクセットのペアリ
ングが、このモジュールからのリンクが格納され
るリンク・モジュールを定義している場合、リン
ク・モジュール選択ボックスは使用できません。
また、リンクはモジュールのデフォルト・リンク
セットに作成されます。

リンクに使用するリンク・モジュールの名前を入力します。最も
近い親プロジェクトからのパスを入力してください。または、

「参照」をクリックしてリンク・モジュールを指定します。 
比較リンク用にリンク・モジュールを作成するには、次の手順に
従います。

a. 「リンク・モジュールの作成」をクリックします。

b. 最も近い親プロジェクトから、リンク・モジュールを作成す
るプロジェクトまたはフォルダーへのパスを「リンク・モ
ジュール・パス」ボックスに入力します。または、「参照」を
クリックし、リンク・モジュールを指定します。

c. 「リンク・モジュール名」ボックスに、新しいリンク・モ
ジュールの名前を入力します。

d. 「リンク・モジュールの説明」ボックスに、必要に応じて新し
いリンク・モジュールの説明を入力します。

e. 「作成」をクリックします。

リンク・モジュールが指定したフォルダーに作成されます。

10.「次へ」をクリックします。

ディスプレイ・オプション画面が表示されます。
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モジュール比較の結果を表示するために、次のオプションを使用
できます。

• 両方のモジュールをフィルターに掛けて、一致しないオブ
ジェクトを表示する（Filter both modules to show unmatched 
objects）
このオプションを選択すると、モジュール比較の完了後に両
方のモジュールにフィルターを適用できます。このフィル
ターに表示されるオブジェクトは、ウィザードでペアリング
されなかったものです。

• OLE オブジェクトと画像を常に異なるものとして扱う (Always 
treat OLE objects and pictures as different)

ウィザードは、OLE オブジェクトと画像を比較できません。
このオプションを選択すると、OLE オブジェクトと画像を含
むオブジェクトはペアリングされません。「モジュールをフィ
ルターに掛けて、一致しないオブジェクトを表示する（Filter 
modules to show unmatched objects）」オプションを選択する
と、OLE オブジェクトと画像を含むオブジェクトがフィル
ターに表示されます。表示した後、手動で変更を比較できま
す。

• 新しいほうのモジュールのビューに差違を表示

新しいほうのモジュールにカラムを挿入するにはこのオプ
ションを選択します。ウィザードによって比較される属性へ
の変更は赤線で強調表示されます。

11.「次へ」をクリックします。

「完了」画面が表示されます。

ウィザードに実行させるペアリング・ステージを選択します。1 
段階と 3 段階は必ず実行されますが、2 段階と 4 段階は省略でき
ます。

注     4 段階目の実行を選択すると、2 段階目も選択さ
れて淡色表示されます。4 段階目の実行中に、
ウィザードは自動的に 2 段階目を実行します。

各段階で実行される比較については、167 ページの『モジュール
比較ウィザードの動作』を参照してください。

12.「完了」をクリックします。
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赤線で強調される箇所

モジュール比較ウィザードが起動し、進捗バーに各段階の進行状
況が表示されます。比較が完了すると、モジュールの比較情報が
ダイアログ・ボックスに表示されます。

13.「OK」をクリックします。

ダイアログ・ボックスが閉じます。 
ペアリングされていないオブジェクトをフィルタリングして表示
する設定をオンにしている場合は、それらのオブジェクトが表示
されます。ウィザードの 4 段階がすべて実行された場合、次の事
柄が予測されます。

• 新しいモジュールのフィルターに表示されているオブジェク
トは、古いモジュールが作成されてから挿入されたオブジェ
クトである。

• 古いモジュールに表示されるオブジェクトは、新しいモ
ジュールから削除されたオブジェクトである。

注     「一致したオブジェクトの最大差分率
（Maximum percentage difference in matched 

objects）」ボックスでの指定よりもテキストの差
分が多いオブジェクトも表示されます。

14. 必要に応じてリンクを調節します。ウィザードによってペアリン
グされなかったオブジェクトはすべて手動でリンクでき、不要な
リンクは削除できます。

赤線で強調される箇所

「新しいほうのモジュールのビューに差違を表示」を選択していると、
新しいほうのモジュールにカラムが追加されます。赤線で強調表示さ
れた変更箇所を確認するには、フィルターをオフにします。変更は次
のように表示されます。

変更の内容 結果

オブジェクトが挿入さ
れた場合

挿入されたオブジェクトのオブジェクト見出
しまたはオブジェクト・テキストは、比較カ
ラムに、下線付きの青い文字で表示されます。
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Rational DOORS における赤の強調表示の意味については、278 ページ
の『赤線による強調表示』を参照してください。

新しいカラムはレイアウト DXL カラムです。Rational DOORS の表示
が更新されるたびに関連付けられている DXL が再計算されるため、
レイアウト DXL は大量のメモリーを消費することがあります。更新
のたびに DXL が再計算されないようにするには、「レイアウト DXL」
カラムを「属性 DXL」に変換します。この操作で DXL が属性に関連
付けられ、モジュールが開かれるたびに再計算されます。モジュー
ル・ウィンドウで「ツール」>「DXL 属性の最新表示」を選択する
と、セッション中でも属性 DXL を更新できます。

カラムを属性 DXL に変換するには、「ツール」>「サポート・ツール」
>「レイアウト DXL を属性 DXL に変換」とクリックします。「レイ

オブジェクトが削除さ
れた場合

削除されたオブジェクトのすぐ上にあるオブ
ジェクトは、次のように赤色の斜体で表示さ
れます。

削除されたオブジェクト <object ID> が、この
後に続きます。

削除されたオブジェクトのオブジェクト見出
しまたはオブジェクト・テキストは、取消し
線付きの赤い文字で表示されます。

オブジェクトが移動し
た場合

移動したオブジェクトの比較カラムに、青色
の斜体で「（親オブジェクトが異なります。）」、

「（前のオブジェクトが異なります）」、または
「（次のオブジェクトが異なります）」と表示さ
れます。オブジェクトが新しい場所に移動し
た際に変更された古い見出し番号には取り消
し線が引かれ、新しい番号は下線が引かれて
表示されます。

ジュール構造が変わっ
たためにオブジェクト
の見出し番号が変わっ
た場合

古い見出し番号は取消し線付きの赤い文字で
表示され、新しい見出し番号は下線付きの青
い文字で表示されます。 

オブジェクトが編集さ
れた場合

テキスト内の削除された部分は取消し線付き
の赤い文字で表示され、追加された部分は下
線付きの青い文字で表示されます。

変更の内容 結果
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赤線で強調される箇所

アウト DXL の変換」ダイアログ・ボックスで、比較カラムを選択し、
「変換」をクリックします。DXL が正常に変換されたことを知らせる
メッセージが表示され、新しい「属性 DXL」カラムがビューに追加
されます。 
注    「属性 DXL」カラムでは赤色で強調されません。モ

ジュール構造の変更に関する情報のみが表示されま
す。オブジェクト内のテキストの変更は記録されませ
ん。
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11 表の操作

この章のトピックは、次のとおりです。

• テーブル

• テーブルの作成

• テーブルとしてのモジュールの挿入

• 行の挿入

• 列の挿入

• テーブル・プロパティーの変更

• テーブルの削除、削除取り消し、パージ

テーブル

モジュールにテーブルを追加すると、テーブル・セルごとにオブジェ
クトが作成されます。また、テーブル・セルを持つテーブル・マー
カー・オブジェクトも作成されます。

テーブル・マーカー・オブジェクトはモジュール・エクスプローラー
の左ペインに表示できます。テーブル・マーカー・オブジェクトには

「>> テーブル」というテキストが付きます。

デフォルトでは、右ペインにはテーブル・マーカー・オブジェクトは
表示されず、テーブル・セルが表示されます。

「表示」 >「表示」 >「テーブル・セル」の順にクリックして、右ペイン
のテーブル・セルの表示のオンとオフを切り替えることができます。
このオプションをオフにすると、左ペインと同様に右ペインにも

「>> テーブル」が表示されます。

注    テーブルをコピーするには、テーブル・セルの表示を
オフにします。セル表示をオンにしていると、テーブ
ルの選択時に「コピー」オプションを選択できませ
ん。

デフォルトでは、テーブル全体がモジュールのメイン列に表示されま
す。テーブルの幅が大きすぎてメイン列に収まりきらない場合、この
テーブルの一部が表示されません。テーブルを表示するには、デフォ
ルトの動作を無効にして画面の幅全体を使用するように、テーブル・
プロパティー・シートを使用します（180 ページの『テーブル・プロ
パティーの変更』を参照してください）。
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注    既存のテーブル・セル中にテーブルを作成することは
できません。

モジュール間でテーブルをコピーするのに、ドラッグ・アンド・ド
ロップを使用できます。テーブルのすべてのセルを選択し（最初のセ
ルをクリックし、最後のセルを Shift+ クリック）、コピー先のモ
ジュールにドラッグしてください。

テーブルの作成

このトピックでは、空のテーブルを作成する方法について説明しま
す。他のモジュールからテーブルを作成することもできます（179 
ページの『テーブルとしてのモジュールの挿入』を参照してくださ
い）。

 テーブルを作成するには

1. モジュール・ウィンドウでテーブルを作成するオブジェクトを選
択します。

現行オブジェクトと同じレベル（階層）か 1 つ下のレベルのどち
らでもテーブルを作成できます。

1 つ下のオブジェクトにテーブルを作成するには、現行オブジェ
クトに対する作成権限が必要です。また、現行オブジェクトと同
じレベルのオブジェクトにテーブルを作成するには、現行オブ
ジェクトの親オブジェクトに対する作成権限が必要となります。

2. 「テーブル」 >「挿入」の順にクリックし、「後」または「下」をク
リックします。

3. 必要に応じて、テーブルの行数と列数を入力します。

4. 必要に応じて、列幅をピクセル数で入力します。

ピクセルはコンピューター画面上での距離を測定するために使用
されます。「コントロール パネル」の「画面」の「設定」タブで、
画面の解像度を確認できます。 

5. 「OK」をクリックします。

6. 変更を確定するためにモジュールを保存します（「ファイル」 >
「保存」の順にクリックします）。
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テーブルとしてのモジュールの挿入

テーブルとしてのモジュールの挿入

このトピックでは、別のモジュールにモジュール全体をテーブルとし
て取り込む方法について説明しています。取り込まれるモジュールに
はテーブルが含まれていてはいけません。

空のテーブルを挿入するには、178 ページの『テーブルの作成』を参
照してください。

現行モジュールに他のモジュールをテーブルとして取り込むには

1. オブジェクトを選択します。モジュールは、選択したオブジェク
トの下に挿入されます。

2. 「テーブル」 >「挿入」 >「テーブルとしてのモジュール」の順にク
リックします。

「モジュールをテーブルとして挿入」ダイアログ・ボックスが表
示されます。

3. 「ソース・モジュール」ボックスで、「参照」をクリックして挿入
するモジュールを選択します。

注     挿入するモジュールには、テーブルが含まれてい
てはいけません。

4. 「ビュー」ボックスで、挿入するビューを選択します。

5. 挿入されたテーブルに、ソース・モジュールの各オブジェクトの
オブジェクト ID がある列を含める場合には、「オブジェクト ID」
チェック・ボックスを選択します。

6. 挿入されたテーブル・セルに罫線を付けるには、「罫線」チェッ
ク・ボックスを選択します。

7. 「OK」をクリックします。

行の挿入

テーブルに新しい行を挿入するには

1. モジュール・ウィンドウで、新しい行を挿入する場所の行を選択
します。

注     テーブル・マーカー・オブジェクトに対する作成
権限が必要です。

現在の行の上か下に新しい行を挿入できます。
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挿入された行は、現在の行と同じセル数、同じ設定を持ちます。
例えば、行の幅などは現在のテーブルの行と同じになります。

2. 「テーブル」 >「挿入」 >「行」の順にクリックし、「上」または
「下」をクリックします。

3. 変更を確定するためにモジュールを保存します（「ファイル」 >
「保存」の順にクリックします）。

列の挿入

テーブルに新しい列を挿入するには

1. モジュール・ウィンドウで、新しく列を挿入する場所のセルを選
択します。

注     テーブル・マーカー・オブジェクトに対する作成
権限が必要です。

現在の列の左か右に新しい列が挿入されます。

挿入された列は、現在の列と同じセル数、同じ設定を持ちます。
例えば、列の幅などは現在のテーブルの列と同じになります。

2. 「テーブル」 >「挿入」 >「列」の順にクリックし、「左側」または
「右側」をクリックします。

3. 変更を確定するために、モジュールを保存します（「ファイル」、
「保存」の順にクリックします）。

注    行の長さが不揃いなテーブルでは、挿入された列のセ
ルが横に揃わないことがあります。新しい列の各セル
は、そのセルがある行の先頭を基準として相対的に位
置が決まります。例えば、現行セルが行の 3 番目のセ
ルで、その左に列を挿入する場合、新しいセルは各行
の 3 番目のセルの左に追加されます。

テーブル・プロパティーの変更

テーブル・プロパティーを変更するには

1. テーブル・セルをクリックします。

• テーブル全体のプロパティーを変更するには、いずれかの
テーブル・セルをクリックします。

• 特定の行や列をパージする場合は、その行、列のいずれかの
セルをクリックします。
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テーブル・プロパティーの変更

• 特定のセルのプロパティーを変更するには、そのセルをク
リックします。

2. 「テーブル」 >「プロパティー」をクリックします。 
3. テーブル全体のセルについて設定を変更するには、「テーブル」

タブをクリックし設定を選択します。

「テーブル」タブ 説明

モジュール・メ
イン列にのみ表
示

すべての列にわたってテーブルを表示するには、
このチェック・ボックスを選択解除します。

優先幅 セルの幅を指定するには、「優先幅」チェック・
ボックスを選択し、セルの幅をピクセル単位で入
力します。テーブル内のすべてのセルの幅を一括
して変更する場合は、スライダー・バーを使用し
てグラフィカルに変更することもできます。

注    ピクセルはコンピューター画面上での距離を
測定するために使用されます。「コントロー
ル パネル」の「画面」の「設定」タブで、画
面の解像度を確認できます。

調整 セル内のテキストの配置を選択します。

変更バー セルの変更バーの表示 / 非表示を切り替えます。

リンク矢印 セルのリンク矢印の表示 / 非表示を切り替えます。
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4. 現在の行のセルすべてについて設定を変更するには、「行」タブ
をクリックし設定を選択します。 

5. 現在の列のセルすべてについて設定を変更するには、「列」タブ
をクリックし設定を選択します。 

「行」タブ 説明

優先幅 セルの幅を指定するには、「優先幅」チェック・
ボックスを選択し、セルの幅をピクセル単位で入
力します。選択した行のセルの幅を一括して変更
する場合は、スライダー・バーを使用してグラ
フィカルに変更することもできます。

注    ピクセルはコンピューター画面上での距離を
測定するために使用されます。「コントロー
ル パネル」の「画面」の「設定」タブで、画
面の解像度を確認できます。

調整 セル内のテキストの配置を選択します。

変更バー セルの変更バーの表示 / 非表示を切り替えます。

リンク矢印 セルのリンク矢印の表示 / 非表示を切り替えます。

「列」タブ 説明

優先幅 セルの幅を指定するには、「優先幅」チェック・
ボックスを選択し、セルの幅をピクセル単位で入
力します。選択した行のセルの幅を一括して変更
する場合は、スライダー・バーを使用してグラ
フィカルに変更することもできます。

注    ピクセルはコンピューター画面上での距離を
測定するために使用されます。「コントロー
ル パネル」の「画面」の「設定」タブで、画
面の解像度を確認できます。

調整 セル内のテキストの配置を選択します。

変更バー セルの変更バーの表示 / 非表示を切り替えます。

リンク矢印 セルのリンク矢印の表示 / 非表示を切り替えます。
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テーブル・プロパティーの変更

6. 現在選択しているセルについてのみ設定を変更するには、「セル」
タブをクリックし設定を選択します。

7. テーブルの罫線を変更するには、「罫線」タブをクリックし、設
定を選択します。

「セル」タブ 説明

優先幅 セルの幅を指定するには、「優先幅」チェック・
ボックスを選択し、セルの幅をピクセル単位で入
力します。選択した行のセルの幅を一括して変更
する場合は、スライダー・バーを使用して選択し
たセルの幅をグラフィカルに変更することもでき
ます。

ピクセルはコンピューター画面上での距離を測定
するために使用されます。「コントロール パネル」
の「画面」の「設定」タブで、画面の解像度を確
認できます。

調整 セル内のテキストの配置を選択します。

変更バー セルの変更バーの表示 / 非表示を切り替えます。

リンク矢印 セルのリンク矢印の表示 / 非表示を切り替えます。

「罫線」タブ 説明

なし 罫線が不要である場合は「なし」をクリックしま
す。

ボックス 外周のみに罫線を付けるには「ボックス」をク
リックします。

すべて 内側のセルも含め、すべての枠に罫線を付けるに
は「すべて」をクリックします。

カスタム 罫線を付ける場所を指定するには、「カスタム」
をクリックし、「プレビュー」ボックスで罫線を
付ける箇所のボタンをクリックします。



表の操作

184 Rational DOORS の使用方法

8. テーブル・セルに表示する属性を変更するには、「属性」タブを
クリックし、表示する属性をリストから選択します。または、

「オブジェクト見出し」および「 オブジェクト・テキスト」をク
リックし、それぞれの属性を表示します。デフォルトでは、「オ
ブジェクト見出し」と「オブジェクト・テキスト」がテーブル・
セルに表示されます。

注     「表示」>「テーブル属性（Tables Attributes）」オ
プションを使ってテーブル・セルで表示する属性
を指定すると、その設定は個々のテーブルの設定
を上書きする場合があります。

テーブル・セルに複数の属性を表示するには、DXL 属性ウィザー
ドを使用し、目的の属性をすべて含む DXL 属性を作成します。
DXL 属性ウィザードの詳細については、131 ページの『新規 DXL 
属性の作成』を参照してください。

ドロップダウン・リストから DXL 属性を選択すると、「ウィザー
ドを使用した編集」ボタンを選択できるようになります。DXL 属
性が DXL 属性ウィザードを使用してを作成されたものである場
合は、このボタンをクリックしてウィザードを開き、DXL 属性を
表示、編集できます。

9. 「OK」をクリックします。

10. 変更を確定するためにモジュールを保存します（「ファイル」 >
「保存」の順にクリックします）。

テーブルの削除、削除取り消し、パージ

テーブル全体、列や行、あるいはテーブル・セルを削除できます。

テーブル・セルを削除しても、セルの中のデータを壊すことにはなり
ません。単に削除されたものとしてマーキングされ、ユーザーがその
セルにアクセスできなくなるだけです。テーブル・セルを完全に削除
するには、削除してからパージする必要があります。 

適用先 設定の適用先を指定します。テーブル全体、現在
の行、現在の列、または現在のセルに適用できま
す。デフォルトで設定は現在のセルに適用されま
す。

「罫線」タブ 説明
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テーブルの削除、削除取り消し、パージ

削除されたテーブル・セルをパージすると、データベースから完全に
削除されます。

イン・リンクを持つテーブル・セルを削除すると、ソース・オブジェ
クトはそのリンクを削除するように自動的に更新されるため、ソー
ス・オブジェクトに対する変更権限が必要です。

ソース・オブジェクトに対する変更権限がない場合には、テーブル・
セルを削除できません。これで、行き先がどこもない、ぶら下がりリ
ンクがソース・オブジェクトに残らないようになります。オブジェク
トとテーブル・セルのリンクには、互いに何らかの依存関係があるこ
とを意味しています。テーブル・セルを削除し依存関係を消す前に、
その関係を見直す必要があります。

テーブル・セルの削除、削除取り消し、パージを実行するには、テー
ブル・マーカー・オブジェクトに対する削除権限が必要です。

テーブルの全体または一部を削除するには

1. 次のようにテーブル・セルをクリックします。

• テーブル全体を削除する場合は、そのテーブルのいずれかの
セルをクリックします。

• 特定の行や列を削除する場合は、その行、列のいずれかのセ
ルをクリックします。

• 特定のセルを削除する場合は、そのセルをクリックします。

2. 「テーブル」 >「削除」をクリックし、「テーブル」、「行」、「列」、
「セル」のいずれかを選択します。

3. モジュールを保存して変更を確定します（「ファイル」 >「保存」
をクリックします）。

注    削除されたセルの右にあるセルは左にシフトします。

テーブルの全体または一部の削除を取り消すには

1. モジュール・ウィンドウで、削除された項目が表示されているこ
とを確認します。

必要に応じて、「表示」 >「表示」 >「削除」の順にクリックしま
す。

削除されたセルは赤のテキストで表示され、変更バーは黒で表示
されます。 

2. 削除を取り消したいテーブル・セルを選択します。

• テーブル全体の削除を取り消すときは、そのテーブルのいず
れかのセルをクリックします。
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• 特定の行や列の削除を取り消すときは、その行、列のいずれ
かのセルをクリックします。

• 特定のセルの削除を取り消す場合は、そのセルをクリックし
ます。

3. 「テーブル」 >「削除の取り消し」をクリックし、「テーブル」、
「行」、「列」、「セル」のいずれかを選択します。

4. モジュールを保存して変更を確定します（「ファイル」 >「保存」
をクリックします）。

テーブルの全体または一部をパージするには

1. モジュール・ウィンドウで、削除された項目が表示されているこ
とを確認します。

必要に応じて、「表示」 >「表示」 >「削除」の順にクリックしま
す。

削除されたセルは赤のテキストで表示され、変更バーは黒で表示
されます。 

2. パージするテーブル・セルを選択します。

• テーブル全体をパージする場合は、そのテーブルのいずれか
のセルをクリックします。

• 特定の行や列をパージする場合は、その行、列のいずれかの
セルをクリックします。

• 特定のセルをパージする場合は、そのセルをクリックします。

3. 「テーブル」 >「パージ」をクリックし、「テーブル」、「行」、「列」、
「セル」のいずれかを選択します。

セルをパージするかどうかを確認するメッセージが表示されま
す。

4. 「確認」をクリックします。

5. モジュールを保存して変更を確定します（「ファイル」 >「保存」
をクリックします）。

セルがデータベースから完全に削除されます。
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12 画像および OLE オブジェクトの操作

この章のトピックは、次のとおりです。

• 画像の操作

• OLE オブジェクト

• OLE オブジェクトのアクティブ化と非アクティブ化

• 新しい OLE オブジェクトの挿入

• 既存のファイルを OLE オブジェクトとして挿入

• OLE オブジェクトのサイズ変更

• OLE オブジェクトの切り取り、コピー、貼り付け

• OLE オブジェクトのプロパティーの編集

• OLE オブジェクトの削除

• OLE オブジェクトと履歴

• OLE を開く際の制限の設定

• 登録済み OLE オブジェクトと未登録 OLE オブジェクト

• OLE オブジェクトの処理の変更で影響を受けるアクション

• OLE オブジェクトの処理の変更で影響を受けないアクション

画像の操作

Rational DOORS オブジェクトには以下の画像フォーマットを挿入で
きます。

• bmp
• wmf

• jpg、jpeg、jfif、jpe
• png
• gif

• tif、tiff
• dib、rle、bmz
• emz

• wmz
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画像を挿入するには 
1. モジュール・ウィンドウでオブジェクトを選択します。

2. 「挿入」 >「画像」の順にクリックします。

3. 「ファイル名」ボックスに、画像を含むファイルの名前を入力す
るか、「参照」を使用してファイルの場所を指定します。

4. 新規オブジェクトを作成する場合は、作成する場所を指定しま
す。

• 現行オブジェクトと同じレベル、現行オブジェクトの直後に
オブジェクトを作成するには、「同じレベル」をクリックしま
す。この操作には、現行オブジェクトの親オブジェクトに対
する作成権限が必要です。

• 現行オブジェクトの 1 つ下のレベルにオブジェクトを作成す
るには、「1 レベル下」をクリックします。この操作には、現
行オブジェクトに対する作成権限が必要です。

現行オブジェクトに既に画像がある場合、「画像の挿入」ダイア
ログ・ボックスに「現行画像の置換」オプションが 表示されま
す。

5. 画像を置き換えたい場合は、「現行画像の置換」オプションを選
択します。

6. 「OK」をクリックします。

OLE オブジェクト

Rational DOORS のテキスト属性に OLE オブジェクトを挿入できま
す。テキスト属性に挿入できる OLE オブジェクトの数に制限はあり
ません。ただし、OLE オブジェクトは慎重に使用してください。
OLE オブジェクトはアプリケーションのパフォーマンスを低下させ
るおそれがあります。

他のモジュールのトレーサビリティー・カラムに属性が表示される
と、その属性に挿入されている OLE オブジェクトもすべて表示され
ます。

注    「オブジェクト見出し」属性には OLE オブジェクト
を挿入できません。
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OLE オブジェクト

OLE オブジェクトを挿入する際には、いくつかのオプションを選択
できます。

オプション 説明

アイコンとして
挿入（Insert as an 
icon）

プログラムに関連付けられているアイコンが挿入され
ます。例えば、Word 文書をアイコンとして挿入する
場合は、Word アイコンが属性に挿入されます。アイ
コンをダブルクリックすると、OLE オブジェクトが
アクティブになります。

画像として挿入 OLE オブジェクトは、最後に保存されたときの状態
で表示されます。例えば、Excel のグラフを画像とし
て挿入すると、属性にそのグラフが表示されます。画
像をダブルクリックすると、OLE オブジェクトがア
クティブになります。

新規作成（Create 
New）

選択したタイプの空の OLE オブジェクトを属性に挿
入します。その後は OLE オブジェクトをダブルク
リックしてアクティブにし、編集することができま
す。

ファイルから作
成（Create from 
File）

システムに既に存在するファイルを参照したり、挿入
したりすることができます。

リンクまたは組
み込み

OLE オブジェクトをファイルから作成する場合は、
OLE オブジェクトをご使用のシステムのファイルに
リンクさせることができるほか、組み込むこともでき
ます。 
OLE オブジェクトのリンクを作成すると、システム
のファイルへのパスが OLE オブジェクトとともに格
納されるため、ファイルと Rational DOORS の OLE オ
ブジェクト間にホット・リンクが確立します。それ以
降にファイルが更新されると、その変更が Rational 
DOORS のオブジェクトに反映されます。

OLE オブジェクトを組み込む場合は、ファイルを 
Rational DOORS 属性にコピーします。コピー後にオ
リジナル・ファイルを更新しても、Rational DOORS 
でコピーされたファイルには変更が反映されません。
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OLE オブジェクトのアクティブ化と非アクティブ化

OLE オブジェクトをアクティブにすると、それに関連付けられてい
るアプリケーションが開きます。OLE オブジェクトは新しいウィン
ドウで編集したり、フォーマル・モジュールの中でインプレース編集
できます。 
OLE オブジェクトをアクティブにするには

1. OLE オブジェクトが挿入されている属性をダブルクリックし、イ
ンプレース編集モードに入ります。

2. OLE オブジェクトを選択します。

これで「編集」メニューに、選択した OLE オブジェクト用の追加
オプションが加わります。例えば、Microsoft Visio OLE オブジェ
クトを選択すると、「編集」メニューの最後の項目は「VISIO オ
ブジェクト」になります。

3. 「編集」メニューの OLE オブジェクト名をクリックして、以下の
いずれかを実行します。

• 「編集」をクリックして、フォーマル・モジュール・ウィンド
ウで OLE オブジェクトを編集します。OLE オブジェクトに関
連付けられているアプリケーションのメニューおよびツール
バーが Rational DOORS のメニューおよびツールバーに置き換
わります。OLE オブジェクトを非アクティブにするには、別
の Rational DOORS オブジェクトをクリックします。

• 「開く」をクリックして、OLE オブジェクトに関連付けられた
アプリケーションを新しいウィンドウで開き、OLE オブジェ
クトを編集します。編集が完了したら、ファイルを保存して
閉じます。Rational DOORS の OLE オブジェクトがユーザーの
変更内容で更新されます。

注    メニュー項目は、選択された OLE オブジェク
トのタイプによって異なることがあります。
例えば、PowerPoint プレゼンテーションを選
択すると、追加オプション「表示」が表示さ
れます。このオプションを選択してプレゼン
テーションを表示します。 

また、OLE オブジェクトをインプレースでダブルクリックして、以
下のようにオブジェクトをアクティブにすることもできます。

• OLE オブジェクトがアイコンとして表示されている場合、OLE オ
ブジェクトに関連付けられたアプリケーションが新しいウィンド
ウで開きます。編集が完了したら、ファイルを保存して閉じま
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新しい OLE オブジェクトの挿入

す。Rational DOORS の OLE オブジェクトがユーザーの変更内容
で更新されます。

• OLE オブジェクトがアイコンとして表示されていなければ、オブ
ジェクトはモジュール・ウィンドウで編集可能になります。OLE 
オブジェクトに関連付けられているアプリケーションのメニュー
およびツールバーが Rational DOORS のメニューおよびツールバー
に置き換わります。OLE オブジェクトを非アクティブにするに
は、別の Rational DOORS オブジェクトをクリックします。

注    PowerPoint プレゼンテーションの OLE オブジェクトを
ダブルクリックすると、プレゼンテーションのスライ
ド・ショウが実行されます。PowerPoint プレゼンテー
ションの OLE オブジェクトを編集するには、「編集」
メニューを使用してオブジェクトをアクティブにする
必要があります。

新しい OLE オブジェクトの挿入

属性に OLE オブジェクトを挿入するには、その属性に対する変更権
限が必要です。 
Rational DOORS 属性に新しい OLE オブジェクトを挿入するには

1. モジュール・ウィンドウで、OLE オブジェクトの挿入先の 
Rational DOORS オブジェクトを選択します。

2. OLE オブジェクトを挿入する属性をダブルクリックし、OLE オブ
ジェクトを表示する場所にカーソルを移動します。

3. 「挿入」 >「OLE オブジェクト」の順にクリックします。

4. 「オブジェクト・タイプ（Object Type）」リストから、挿入する 
OLE オブジェクトのタイプを選択します。

「結果」ペインに、現在選択されているタイプに関する情報が表
示されます。

5. OLE オブジェクトをアイコンとして Rational DOORS で表示する
には、「アイコンとして表示（Display as Icon）」チェック・ボック
スを選択します。選択されたオブジェクト・タイプに現在関連付
けられているアイコンが、チェック・ボックスの下に表示されま
す。Rational DOORS で別のアイコンとタイトルを使用するには、

「アイコンの変更（Change Icon）」をクリックし、新しいアイコン
とタイトルを指定します。
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OLE オブジェクトを編集可能な情報として表示する場合は、「ア
イコンとして表示（Display as Icon）」チェック・ボックスを選択
解除の状態にしておきます。

6. 「OK」をクリックします。

指定のタイプの空の OLE オブジェクトが Rational DOORS によっ
て作成され、現行オブジェクトに組み込まれます。その後、適切
なプログラムが実行されるので、OLE オブジェクトを編集できる
ようになります。

既存のファイルを OLE オブジェクトとして挿入

既存のファイルを OLE オブジェクトとして Rational DOORS 属性に挿
入するには、次の方法が使用できます。

• フォーマル・モジュールのメニュー バーから「挿入」>「OLE オ
ブジェクト」の順にクリックする

• Rational DOORS の「形式を選択して貼り付け」オプションを使用
してコピーおよび貼り付けをする

• ドラッグ・アンド・ドロップを行う。OLE オブジェクトがドラッ
グ・アンド・ドロップを使用して挿入されている場合はリンクで
きません。

「挿入」>「OLE オブジェクト」メニュー・オプションを使用して既
存の OLE オブジェクトを挿入するには

1. モジュール・ウィンドウで、OLE オブジェクトの挿入先の 
Rational DOORS オブジェクトを選択します。

2. OLE オブジェクトを挿入する属性をダブルクリックし、OLE オブ
ジェクトを表示する場所にカーソルを移動します。

3. 「挿入」>「OLE オブジェクト」の順にクリックし、「ファイルか
ら作成（Create from File）」ラジオ・ボタンを選択します。

4. 挿入するファイルのパスを入力するか、「参照」をクリックして
ファイルを選択します。

5. ソース・ファイルに OLE オブジェクトをリンクするには、「リン
ク」チェック・ボックスを選択します。Rational DOORS モジュー
ルに OLE オブジェクトを組み込むには、そのチェック・ボックス
を選択解除します。ファイルのリンクおよび組み込みについて
は、188 ページの『OLE オブジェクト』を参照してください。

6. OLE オブジェクトをアイコンとして Rational DOORS で表示する
には、「アイコンとして表示（Display as Icon）」チェック・ボック
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既存のファイルを OLE オブジェクトとして挿入

スを選択します。選択されたオブジェクト・タイプに現在関連付
けられているアイコンが、チェック・ボックスの下に表示されま
す。Rational DOORS で別のアイコンとタイトルを使用するには、

「アイコンの変更（Change Icon）」をクリックし、新しいアイコン
とタイトルを指定します。

OLE オブジェクトを編集可能な情報として表示する場合は、「ア
イコンとして表示（Display as Icon）」チェック・ボックスを選択
解除の状態にしておきます。

7. 「OK」をクリックします。

ファイルが OLE オブジェクトとして現行オブジェクトに挿入され
ます。

コピーおよび貼り付けを使用して既存の OLE オブジェクトを挿入す
るには 
1. 次のいずれかの操作を行います。

• Windows エクスプローラーで、挿入するファイルを選択し、
コピーする

• ファイルを開き、挿入する内容を選択してコピーする

2. モジュール・ウィンドウで、OLE オブジェクトの挿入先の 
Rational DOORS オブジェクトを選択します。

3. OLE オブジェクトを挿入する属性をダブルクリックし、OLE オブ
ジェクトを表示する場所にカーソルを移動します。

4. 「編集」>「形式を選択して貼り付け」の順にクリックします。

5. Rational DOORS モジュールに OLE オブジェクトを組み込むには、
「貼り付け」を選択します。または、ソース・ファイルに OLE オ
ブジェクトをリンクするには、「リンク貼り付け（Paste Link）」
を選択します。ファイルのリンクおよび組み込みについては、
188 ページの『OLE オブジェクト』を参照してください。

6. OLE オブジェクトをアイコンとして Rational DOORS で表示する
には、「アイコンとして表示（Display as Icon）」チェック・ボック
スを選択します。選択されたオブジェクト・タイプに現在関連付
けられているアイコンが、チェック・ボックスの下に表示されま
す。Rational DOORS で別のアイコンとタイトルを使用するには、

「アイコンの変更（Change Icon）」をクリックし、新しいアイコン
とタイトルを指定します。
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OLE オブジェクトを編集可能な情報として表示する場合は、「ア
イコンとして表示（Display as Icon）」チェック・ボックスを選択
解除の状態にしておきます。

7. 「OK」をクリックします。

クリップボードの内容が OLE オブジェクトとして属性に貼り付け
られます。

注    OLE オブジェクトによっては、貼り付けはできてもア
クティブにできないものがあります。例えば、ブラウ
ザー・ウィンドウから画像をコピーし、Rational 
DOORS へ貼り付けた場合、それは表示されますが、
アクティブにすることはできません。これらのメタ
ファイルは、静的 OLE オブジェクトです。

ドラッグ・アンド・ドロップを使用して既存の OLE オブジェクトを
挿入するには

1. モジュール・ウィンドウで、OLE オブジェクトの挿入先の 
Rational DOORS オブジェクトを選択します。

2. OLE オブジェクトを挿入する属性をダブルクリックし、OLE オブ
ジェクトを表示する場所にカーソルを移動します。

3. Windows エクスプローラーを使用して、組み込むファイルに移動
し、Rational DOORS のターゲット・オブジェクトにドラッグしま
す。

ファイルが OLE オブジェクトとして現行オブジェクトに挿入され
ます。

注    OLE オブジェクトがドラッグ・アンド・ドロップを使
用して挿入されている場合はリンクできません。

OLE オブジェクトのサイズ変更

挿入する OLE オブジェクトが列に入りきらない場合は、列に収まる
ようにそのサイズを変更できます。オブジェクトは比例してサイズが
変更されます。列の幅からオブジェクトの幅が決まります。

次のサイズ変更が可能です。

• 1 つのオブジェクト内の 1 つまたは複数の OLE オブジェクトのサ
イズ

• モジュール内のすべての OLE オブジェクトのサイズ
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OLE オブジェクトの切り取り、コピー、貼り付け

1 つのオブジェクト内の 1 つまたは複数の OLE オブジェクトのサイ
ズを変更するには

1. サイズを変更する 1 つまたは複数の OLE オブジェクトが含まれる
オブジェクトを選択します。

2. 「ツール」>「サポート・ツール」>「現行オブジェクトの OLE サ
イズを設定」の順にクリックします。

列に合わせて OLE オブジェクトのサイズが変更されます。

OLE オブジェクトのサイズを元のサイズに戻すには、OLE オブジェ
クトを含んでいるオブジェクトを選択し、「ツール」>「サポート・
ツール」>「OLE サイズを現行オブジェクトでリセット」の順にク
リックします。

モジュール内のすべての OLE オブジェクトのサイズを変更するには

1. モジュール内の任意のオブジェクトを選択します。

2. 「ツール」>「サポート・ツール」>「すべてのオブジェクトで 
OLE サイズを設定」の順にクリックします。

列に合わせてモジュール内のすべての OLE オブジェクトのサイズが
変更されます。

OLE オブジェクトのサイズを元のサイズに戻すには、モジュール内
の任意のオブジェクトを選択し、「ツール」>「サポート・ツール」>

「OLE サイズをすべてのオブジェクトでリセット」の順にクリックし
ます。

OLE オブジェクトの切り取り、コピー、貼り付け

OLE オブジェクトを切り取って貼り付けるか、またはコピーして貼
り付けることができます。

この操作のための手順

1. モジュール・ウィンドウで、切り取りまたはコピーする OLE オブ
ジェクトを含んでいる Rational DOORS オブジェクトを選択しま
す。

2. OLE オブジェクトが含まれている属性をダブルクリックして、編
集モードに入った後、OLE オブジェクトを選択します。

3. 「切り取り」または「コピー」を選択します。

4. 貼り付け先の属性をダブルクリックし、右クリックして「貼り付
け」を選択して、OLE オブジェクトを挿入します。
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また、切り取りまたはコピーを使用して、Rational DOORS の OLE オ
ブジェクトを外部アプリケーションに貼り付けることもできます。

注    OLE オブジェクトを挿入するには、インプレース編集
モードにする必要があります。したがって、異なる属
性間で OLE オブジェクトの切り取り、貼り付けはで
きません。しかし、同じ属性内であれば、OLE オブ
ジェクトを切り取り、貼り付けることは可能です。

OLE オブジェクトのプロパティーの編集

「OLE オブジェクトのプロパティー」を使用して OLE オブジェクトの
プロパティーを変更できます。使用できるオプションは、OLE オブ
ジェクトが組み込まれたものか、またはリンクされたものかによって
異なります。

OLE オブジェクトのプロパティーの編集

1. モジュール・ウィンドウで、プロパティーを編集する OLE オブ
ジェクトを含む Rational DOORS オブジェクトを選択し、ダブルク
リックしてインプレース編集モードに入ります。

2. OLE オブジェクトを選択し、次に「編集」>「OLE オブジェクト
のプロパティー」の順にクリックします。

3. 「一般」タブに OLE オブジェクトのファイル情報が表示されます。 
「変換」ボタンは使用できません。

4. 「表示」タブを使用して、モジュール内の OLE オブジェクトの外
観を変更します。

フィールド 説明

編集可能な情報とし
て表示（Display as 
editable information）

アイコンとしてモジュールに表示されている 
OLE オブジェクトを編集可能な情報として表
示するには、このボタンを選択します。これ
により、モジュールに表示されているファイ
ルの内容を確認できます。OLE オブジェクト
をアクティブにするには、ファイルの内容を
ダブルクリックします。
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OLE オブジェクトのプロパティーの編集

5. OLE オブジェクトのリンク・プロパティーを編集するには、「リ
ンク」タブ を使用します。

注    OLE オブジェクトがモジュール内に組み込まれている
場合は、このタブは表示されません。OLE オブジェク
トの組み込みおよびリンクについては、188 ページの

『OLE オブジェクト』を参照してください。

「リンク」タブには次の情報が表示されます。

• システム内のリンク・ファイルへのパス

• ファイルが最後に更新された日時

以下のオプションも使用できます。

アイコンとして表示
（Display as icon）

編集可能な情報としてモジュールに表示され
ている OLE オブジェクトをアイコンとして表
示するには、このボタンを選択します。OLE 
オブジェクトを編集するにはアイコンをダブ
ルクリックします。

アイコンの変更
（Change icon）

OLE オブジェクトがアイコンとして表示され
ている場合は、このボタンをクリックするこ
とによりアイコンまたはアイコンのラベルを
変更できます。

スケール このフィールドは使用できません。OLE オブ
ジェクトのサイズを変更するには、その OLE 
オブジェクトを選択してサイズ変更ハンドル
をドラッグします。

元の大きさと相対的
にする（Relative to 
original size）

このフィールドは使用できません。

使用するボタン 実行すること

自動または手動
（Automatically or 

Manually）

この機能は、Rational DOORS ではサポートされてい
ません。リンクしている Rational DOORS の OLE オブ
ジェクトは、この設定に関係なく自動的に更新されま
す。

フィールド 説明
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OLE オブジェクトの削除

OLE オブジェクトを削除するには、2 とおりの方法があります。以下
のいずれかの方法を実行します。

• OLE オブジェクトを削除し、その OLE オブジェクトを含む 
Rational DOORS オブジェクトも削除する方法

オブジェクトを選択して、「ファイル」>「削除」の順にクリック
します。

これを行うには、オブジェクトに対する削除権限が必要です。

• OLE オブジェクトを削除するが、その OLE オブジェクトを含む 
Rational DOORS オブジェクトは削除しない方法

a. オブジェクトを選択し、OLE オブジェクトが配置されている
属性をダブルクリックして、編集モードに入ります。 

b. 削除する OLE オブジェクトを選択します。OLE オブジェクト
が強調表示されます。

c. Delete キーを押します。

これを行うには、オブジェクトに対する変更権限が必要です。

リンク元の変更
（Change Source）

移動したファイルへのパスを手動で更新します。既存
の OLE オブジェクトを置き換える場合にも、このボ
タンを使用できます。

ボタンをクリックして新しいファイルの場所に移動
し、ファイルを選択して「OK」をクリックします。
パスが更新されます。

リンク元を開く
（Open Source）

ソース・ファイルを開きます。

今すぐ更新
（Update Now）

OLE オブジェクトを再描画します。

リンクの解除
（Break Link）

この機能は、Rational DOORS ではサポートされてい
ません。「リンクの解除」をクリックしても、OLE オ
ブジェクトとソース・オブジェクトの間のリンクは削
除されません。OLE オブジェクトからリンクを削除
するには、一度 OLE オブジェクトを削除し、リンク
を適用せずに再度同じオブジェクトを挿入します。

使用するボタン 実行すること
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OLE オブジェクトと履歴

OLE オブジェクトを履歴レコードの一部として保存できるようにな
りました。これにより、現行の OLE オブジェクト（または OLE オブ
ジェクト・セット）をその前のものと比較することができます。

この設定はパフォーマンスとディスク・スペースの要件に大きく影響
するため、デフォルトではオフに設定されています。

この設定（履歴レコードの保存）を有効にするには

1. 「データベース」を右クリックして、 「プロパティー」を選択し
ます。

2. 「履歴内の OLE」セクションで、「OLE オブジェクトを属性履歴
に保存」オプションを選択します。

特定オブジェクトの履歴を参照すると、時間の経過とともに OLE オ
ブジェクトがどのように変更されたのかを判断できるようになりま
す。 

OLE を開く際の制限の設定

モジュールを開くと、モジュール内の OLE オブジェクトがデータ
ベースからメモリーへとあらかじめロード（プリロード）されます。
デフォルトでは、同時に 5 つまでの OLE オブジェクトをメモリーに
プリロードできます。

これらの OLE オブジェクトがメモリー上で必要な場合、パフォーマ
ンスの低下を招くおそれがあります。パフォーマンスを向上させるた
めに、プリロードする OLE オブジェクトの数を減らすことができま
す。

この操作を行うには、以下の手順を行います。

• レジストリーの oleopenlimit 項目を編集します。

oleopenlimit のデフォルト値は 5 です。値 0 は制限がないことを意味
します。
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登録済み OLE オブジェクトと未登録 OLE オブジェクト

Rational DOORS の以前のバージョンでは、OLE オブジェクトに関係
してデータが失われる問題がありました。 
以降のセクションでは、現行バージョンの Rational DOORS が OLE オ
ブジェクトの検出時にどのような処理を行うのかを説明します。以下
の表に、使用される用語の意味を説明します。

OLE タイプ 定義

登録済み OLE オブジェ
クト

Rational DOORS の OLE オブジェクトに関連付
けられているアプリケーションが Rational 
DOORS クライアントにインストールされてい
る場合、その OLE オブジェクトは登録済みで
す。登録されている OLE オブジェクトは、
Rational DOORS から開いて編集することがで
きます。 
例えば、使用中の Rational DOORS モジュール
に Word 文書が含まれている場合に、ユーザー
のマシンに Microsoft Word がインストールさ
れていれば、Word 文書は登録済み OLE オブ
ジェクトです。

未登録 OLE オブジェク
ト

Rational DOORS の OLE オブジェクトに関連付
けられているアプリケーションが Rational 
DOORS クライアントにインストールされてい
ない場合、その OLE オブジェクトは未登録で
す。Rational DOORS からその OLE オブジェク
トを開いて編集することはできません。例え
ば、使用中の Rational DOORS モジュールに 
Word 文書が含まれている場合に、ユーザーの
マシンに Microsoft Word がインストールされ
ていなければ、Word 文書は未登録 OLE オブ
ジェクトです。

静的 OLE オブジェクト 静的 OLE オブジェクトとは、コンピューター
上にインストールされているアプリケーショ
ンとは関係なく、編集不能な画像を指します。
例えば、スクリーン・ショットを撮って 
Rational DOORS オブジェクトに貼り付けた場
合、それは静的 OLE オブジェクトです。
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OLE オブジェクトの処理の変更で影響を受けるアクション

このバージョンの Rational DOORS では、未登録 OLE オブジェクトを
含むオブジェクトにアクセスすると警告メッセージが表示されるよう
になりました。この影響を受ける操作に対し、どのような警告や動作
が発生するのかを以下で説明します。

インプレースまたはオブジェクト・プロパティー・シートを使用した編集

注意        チェンジ・プロポーザル・システムを使用して未
登録 OLE オブジェクトを含むオブジェクトを編
集し、変更が承認、適用されると、未登録 OLE 
オブジェクトは静的 OLE オブジェクトに変換さ
れます。また、その OLE オブジェクトに含まれ
ていたデータは失われます。詳細については、
204 ページの『チェンジ・プロポーザル・システ
ム』を参照してください。

操作 結果

未登録 OLE オブジェク
トをダブルクリックす
る

OLE オブジェクトに関連付けられたアプリ
ケーションが利用不可であるため、OLE オブ
ジェクトをアクティブにできないことを伝え
るメッセージが表示されます。 
未登録 OLE オブジェクトをアクティブにしよ
うとしても、データが失われる原因にはなり
ません。

未登録 OLE オブジェク
トの前後にあるテキス
トを編集する

未登録 OLE オブジェクトと同じ属性に含まれ
るテキストを編集しても、その OLE オブジェ
クトは影響を受けません。ユーザーのマシン
上では未登録のままとなりますが、OLE オブ
ジェクトに関連付けられているアプリケー
ションがインストールされているマシンから
はアクセスできます。
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インプレースまたはオブジェクト・プロパティー・シートを使用したコピーおよ
び貼り付け

操作 結果

未登録 OLE オブジェク
トを単独でコピーする

元の OLE オブジェクトとコピー先の OLE オ
ブジェクトは未登録のままとなりますが、
OLE オブジェクトに関連付けられているアプ
リケーションがインストールされているマシ
ンからはアクセスできます。

未登録 OLE オブジェク
トとその前後のテキス
トをコピーする

コピーされた選択内容に、アンインストール
されたアプリケーションからのオブジェクト
が含まれていることを伝える警告が表示され
ます。 

「OK」をクリックすると、コピー操作は取り
消されるため、データに影響はありません。

複数の OLE オブジェク
トを選択してコピーす
る（それらのいずれか 1 
つ以上が未登録 OLE オ
ブジェクトである）

コピーされた選択内容に、アンインストール
されたアプリケーションからのオブジェクト
が含まれていることを伝える警告が表示され
ます。 

「OK」をクリックすると、コピー操作は取り
消されるため、データに影響はありません。
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インプレースまたはオブジェクト・プロパティー・シートを使用した切り取りお
よび貼り付け

操作 結果

未登録 OLE オブジェク
トを単独で切り取る

貼り付けたオブジェクトは未登録のままとな
りますが、OLE オブジェクトに関連付けられ
ているアプリケーションがインストールされ
ているマシンからはアクセスできます。

未登録 OLE オブジェク
トとその前後のテキス
トを切り取る

選択内容に、アンインストールされたアプリ
ケーションからのオブジェクトが含まれてい
ることを伝える警告が表示されます。

「はい」をクリックして操作を続行すると、未
登録 OLE オブジェクトは貼り付けられたとき
に静的オブジェクトに変換されます。OLE オ
ブジェクトに保持されていた情報は失われま
す。

「いいえ」をクリックすると、切り取り操作は
取り消されるため、データに影響はありませ
ん。

複数の OLE オブジェク
トを選択して切り取る

（それらのいずれか 1 つ
以上が未登録 OLE オブ
ジェクトである）

選択内容に、アンインストールされたアプリ
ケーションからのオブジェクトが含まれてい
ることを伝える警告が表示されます。

「はい」をクリックして操作を続行すると、未
登録 OLE オブジェクトは貼り付けられたとき
に静的 OLE オブジェクトに変換されます。
OLE オブジェクトに保持されていた情報は失
われます。

「いいえ」をクリックすると、切り取り操作は
取り消されるため、データに影響はありませ
ん。
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属性に未登録 OLE オブジェクトを含む Rational DOORS オブジェクトのコピー
または切り取り

注    この情報は、モジュール内のオブジェクトをコピーす
る（切り取る）すべての方法に適用されます。つま
り、キーボード・ショートカット、ドラッグ・アン
ド・ドロップ、メニュー項目のいずれにも当てはまり
ます。

オブジェクト・コピー機能を使用したオブジェクトのコピー

未登録 OLE オブジェクトを 1 つ以上含むオブジェクトを、オブジェ
クト・コピー機能（「ツール」>「機能」>「オブジェクトのコピー」）
を使用して別のモジュールにコピーした場合、オブジェクトと OLE 
オブジェクトは正常にコピーされ、データは失われません。

チェンジ・プロポーザル・システム

チェンジ・プロポーザルの発行

未登録 OLE オブジェクトを含むオブジェクトを選択し、「ツール」>
「チェンジ・プロポーザル・システム」>「チェンジ・プロポーザルの
発行」の順にクリックすると、これから行うプロポーザルの対象であ
るオブジェクト内で、その属性の少なくとも 1 つに未登録の OLE 
データが含まれていることを伝えるメッセージが表示されます。

処理を続行して、チェンジ・プロポーザルを発行できます。ただし、
チェンジ・プロポーザルが承認されて適用されている場合は、オブ
ジェクトに保持されている未登録 OLE オブジェクトはすべてが静的 
OLE オブジェクトに変換され、その中の格納データは失われます。

操作 結果

未登録 OLE オブジェクトを含むオ
ブジェクトをコピーするか切り
取って貼り付ける

元のオブジェクトとコピーまたは
移動されたオブジェクトは未登録
のままとなりますが、OLE オブ
ジェクトに関連付けられているア
プリケーションがインストールさ
れているマシンからはアクセスで
きます。
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チェンジ・プロポーザルのレビュー

属性のいずれかに未登録 OLE オブジェクトを含むオブジェクトに対
するチェンジ・プロポーザルの状況を変更すると、メッセージが表示
されます。

処理を続行できますが、チェンジ・プロポーザルを承認して適用する
と、オブジェクトに保持されている未登録 OLE オブジェクトはすべ
てが静的 OLE オブジェクトに変換され、その中の格納データは失わ
れます。

チェンジ・プロポーザルの適用

属性のいずれかに未登録 OLE オブジェクトを含むオブジェクトに対
して行われたチェンジ・プロポーザルを適用すると、メッセージが表
示されます。

属性のいずれかに未登録 OLE オブジェクトを 1 つ以上含むオブジェ
クトのチェンジ・プロポーザルを適用すると、OLE オブジェクトが
静的 OLE オブジェクトに変換されます。OLE オブジェクトに保持さ
れていたデータはすべて失われます。

DXL

DXL を使用して未登録 OLE オブジェクトを操作することはできませ
ん。

履歴

「履歴」ウィンドウで未登録 OLE オブジェクトをダブルクリックする
と、そのオブジェクトが静的 OLE オブジェクトであることを示す
メッセージが表示されます。このメッセージは正しくありません。現
行オブジェクトになったときに未登録であった OLE オブジェクトは
未登録のまま履歴に残るためです。その OLE オブジェクトを含む履
歴エントリーを復元すると、未登録 OLE オブジェクトとして復元さ
れ、データは失われません。

オブジェクトの分割

未登録 OLE オブジェクトを含むオブジェクトを分割しようとすると、
エラーが表示されます。

「確認」をクリックするとオブジェクトが分割され、未登録 OLE オブ
ジェクトは静的 OLE オブジェクトに変換されます。その OLE オブ
ジェクトに保持されていたデータは失われます。 
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「キャンセル」をクリックした場合は、データに影響はありません。
関連付けられているアプリケーションがインストールされているマシ
ンからは、その OLE オブジェクトにアクセスできます。

Rational DOORS からのデータのエクスポート

Rational DOORS から他のアプリケーションにモジュールをエクス
ポートすると、未登録 OLE オブジェクトは画像としてエクスポート
されます。Rational DOORS モジュール内の未登録 OLE オブジェクト
はエクスポートの影響を受けず、Rational DOORS のデータは失われ
ません。

他のアプリケーションへのエクスポート中に Rational DOORS が未登
録 OLE オブジェクトを検出すると、エクスポート対象の OLE オブ
ジェクトが画像に変換されることを伝えるメッセージが表示されま
す。

モジュールのエクスポート先のアプリケーションが OLE をサポート
している場合は、「エクスポート」ダイアログ・ボックスに新しい
チェック・ボックスが表示されます。

デフォルトでは、「未登録 OLE オブジェクトが画像としてエクスポー
トされると、警告を発行します」チェック・ボックスが選択されま
す。エクスポート中に警告を表示したくない場合は、このチェック・
ボックスを選択解除します。

他のアプリケーションへの未登録 OLE オブジェクトの貼り付け

未登録 OLE オブジェクトを切り取るかコピーしてクリップボードに
入れ、他のアプリケーションに貼り付けると、OLE オブジェクトは
画像として貼り付けられ、OLE オブジェクトに含まれていたデータ
は失われます。OLE オブジェクトをコピーすると、元の OLE オブ
ジェクトは未登録のままとなり、Rational DOORS のデータは失われ
ません。

スペル・チェッカー

オブジェクトに未登録または静的 OLE オブジェクトが含まれている
場合は、「スペル・チェック」ウィンドウでテキストを編集できませ
ん。その場合、メッセージが「スペル・チェック」ウィンドウに表示
されます。

「置換」ボタンを使用してスペル・ミスを訂正できます。このとき、
未登録 OLE オブジェクトは影響を受けません。
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OLE オブジェクトの処理の変更で影響を受けないアクション

以下に示す機能は、以前のバージョンの Rational DOORS において 
OLE オブジェクトに関係するデータ損失の問題による影響がなかっ
た範囲です。現行バージョンでもそれは変わりません。

オブジェクトのマージ

Rational DOORS でオブジェクトをマージしても、マージ後のオブ
ジェクトに OLE オブジェクトは含まれません。OLE オブジェクトの
状態（登録済み、未登録、静的）に関わらず、同じ結果になります。 
オブジェクトをマージしても、元のオブジェクトの中の OLE オブ
ジェクトは影響を受けず、データは失われません。

ベースラインの作成

未登録 OLE オブジェクトを含むモジュールをベースライン化しても、
OLE オブジェクトは影響を受けません。ベースラインおよび現行
バージョンのモジュールの両方において、OLE オブジェクトは未登
録のままです。データは失われません。

ベースラインのコピー

未登録 OLE オブジェクトを含むモジュールのベースラインをコピー
すると、新しいモジュールにも未登録 OLE オブジェクトが含まれま
す。データは失われません。関連付けられているアプリケーションが
インストールされたマシンからは、このデータにアクセスできます。

モジュールのクローン作成

モジュール・クローン機能は、OLE オブジェクトのクローンを作成
する設計にはなっていません。このため、元のモジュール内の未登録 
OLE オブジェクトは影響を受けず、データは失われません。これは
以前の Rational DOORS すべてのバージョンに当てはまります。この
パッチでも機能に変更はありません。

データベース・エクスプローラーでのモジュールの切り取りまたはコピー

データベース・エクスプローラーで、未登録 OLE オブジェクトを含
むモジュールをコピーして貼り付けると、OLE オブジェクトは正常
にコピーされ、データは失われません。
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Rational DOORS へのデータのインポート

未登録 OLE オブジェクトは Rational DOORS にインポートできませ
ん。これは以前の Rational DOORS すべてのバージョンに当てはまり
ます。このパッチでも機能に変更はありません。

アーカイブと復元

未登録 OLE オブジェクトはアーカイブ操作および復元操作の影響を
受けず、データは失われません。

分割と再結合

未登録 OLE オブジェクトは分割と再結合の操作による影響を受けず、
データは失われません。

検索と置換

検索および置換の操作中に、未登録 OLE オブジェクトと同じ属性に
含まれるテキストを編集しても、未登録 OLE オブジェクトは影響を
受けず、データは失われません。

リンク作成

リンクの作成、編集、およびリンク間の移動を実行しても、未登録 
OLE オブジェクトは影響を受けません。
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13 アクセス権限

この章のトピックは、次のとおりです。

• アクセス権限について

• グループについて

• グループ権限とユーザー権限の相互作用

• 継承について

• 継承の例

• 作成権限に対する別のアクセス権の伝播

注    Rational DOORS を使用してデータを表示するだけで、
データの作成や編集を行わない場合は、この章を省略
して先に進むことができます。 ご使用のサイトでアク
セス制御を使用しない場合、つまり、すべてのユー
ザーにすべてのデータへのフル・アクセス権限を許可
するようにデータベースがセットアップされている場
合も、この章は無視できます。

アクセス権限について

アクセス権限は、Rational DOORS データベースに格納されている
データの各項目に対して、誰が何を実行できるかを制御するもので
す。Rational DOORS には、5 つのアクセス権限が用意されています。

例えば、フォルダーを表示するには、そのフォルダーの読み取り権限
が必要です。 

アクセス権 実行すること

読み取り（R） データを読む（表示する）

作成 (C) データを新規に作成する

変更（M） 既存のデータを編集する

削除（D） データを削除する

管理（A） データのアクセス権限を変更する
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ユーザーは、データベース・エクスプローラーに表示できる全項目の
読み取り権限を持っています。データベース・エクスプローラーにプ
ロジェクト、フォルダー、またはモジュールを表示できる場合は、該
当する項目の読み取り権限を持っていることになります。

作成権限を持っていると、データベース・ツリーの 1 つ下のレベルに
項目を新規に作成できます。

• プロジェクトまたはフォルダーの作成権限を持っている場合は、
プロジェクトまたはフォルダーの中にプロジェクト、フォル
ダー、モジュールを新規に作成できます。

• モジュールの作成権限を持っている場合は、モジュールの中に
トップレベルのオブジェクトを新規に作成できます。

• オブジェクトの作成権限を持っている場合は、そのオブジェクト
の 1 つの下のレベルにオブジェクトを新規に作成できます。

変更権限を持っていると、既存のデータを編集できます。例えば、オ
ブジェクトの変更権限を持っている場合は、オブジェクトを編集して
その属性値を変更できます。項目を削除するには、その項目の削除権
限が必要です。項目へのアクセス権限を変更するには、その項目の管
理権限が必要です。

フル・アクセス権限とアクセス権限なし

項目のフル・アクセス権限を持っているということは、その項目に対
して 5 つのアクセス権限をすべて持っていることを意味します。フ
ル・アクセス権限とは、5 つのアクセス権限を簡潔に表す言い方で
す。

プロジェクト、フォルダー、またはモジュールに対してアクセス権限
なしの場合は、プロジェクト、フォルダー、モジュールのいずれも表
示できないので、それらが存在することを認識することもできませ
ん。

モジュールの読み取り権限を持っている場合でも、モジュール内のす
べてのデータを表示できるわけではありません。モジュール内のオブ
ジェクトまたは属性の一部へのアクセス権限がない場合があります。
オブジェクトまたは属性に対しアクセス権限がない場合は、オブジェ
クトまたは属性の代わりに、「読み取りロックされたデータ」と表示
されます。

グループについて

多くの場合、あるグループを構成するユーザーすべてに、特定のデー
タに対して同じアクセス権限を許可する必要があります。例えば、社
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グループ権限とユーザー権限の相互作用

内のすべての技術者に特定のモジュールのフル・アクセス権限を許可
するものとします。

データベース管理者は、社内のすべての技術者を含むエンジニアリン
グ・グループを作成します。これで、モジュールのアクセス権限を迅
速にセットアップできます。ユーザーごとに個別にアクセス権限を
セットアップするのではなく、エンジニアリング・グループ全体に対
してアクセス権限をセットアップします。

新しい技術者が入社してきたときは、データベース管理者がその技術
者をエンジニアリング・グループに追加するだけで、自動的にその技
術者にモジュールのアクセス権限が与えられます。

各ユーザーは、いくつもの異なるグループに所属できます。 

グループ権限とユーザー権限の相互作用

個々のユーザー、グループ、それ以外の全員の各種エントリーがどの
ように相互に作用するかを以下の図に示します。この図では、データ
に対して自分が持っているアクセス権限を判断する方法を示していま
す。ここでは、データの読み取り権限を持っていることを前提としま
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す。この権限がなければデータを表示できないので、「アクセス」タ
ブをクリックすることもできません。

例えば、あるプロジェクトに対するアクセス権限を与えられたグルー
プに所属するユーザーが、さらに独自のエントリーを持っている場合
には、そのユーザーは、グループに定義されたアクセス権限ではな
く、独自のエントリーで定義された権限を持つことになります。

複数のグループに所属している場合

独自のエントリーを持たないユーザーが、エントリーを持つ複数のグ
ループに所属している場合、そのユーザーには、所属するグループの
すべてのエントリーでのアクセス権限がまとめて与えられます。 
例えば、読み取り権限と変更権限を持つグループと、読み取り権限と
作成権限を持つグループの両方に所属している場合は、読み取り、変
更、作成の各権限が与えられます。

継承について

アクセス権限のセットアップを容易にするため、Rational DOORS に
は強力な継承のしくみが用意されています。
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継承について

項目を作成すると必ず、その項目のアクセス権限が、デフォルトで項
目の親から自動的に継承されます。

例えば、モジュールの中にトップレベルのオブジェクトを作成する
と、その新規オブジェクトは、親であるモジュールと同じアクセス権
限をデフォルトで継承します。オブジェクトのプロパティー・シート
の「アクセス」タブをクリックすると、そのアクセス権限はモジュー
ルのアクセス権限と同じであることが分かります。

「親からの継承」チェック・ボックスが選択されており、アクセス権
限リストのエントリーは選択できません。オブジェクトがモジュール
から継承しているアクセス権限は表示できますが、編集することはで
きません。

継承をオフにするには、「親からの継承」チェック・ボックスを選択
解除します。アクセス権限が選択可能になり、アクセス権限を編集し
たり、オブジェクトに対してセットアップしたりできます。

このオブジェクトではもう親からアクセス権限を継承しませんが、こ
のオブジェクトの下にオブジェクトを新規に作成すると必ず、新規オ
ブジェクトでは初期状態で継承がオンになります。デフォルトでは、
子は、親に対してセットアップされたアクセス権限を自動的に継承し
ます。

親のアクセス権限を変更すると、その変更は、親からアクセス権限を
継承しているすべての子、孫などに自動的に適用されます。
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変更はデータベース・ツリー全体に伝達されますが、継承がオフに
なっている項目とその直接の下位には影響しません。

この画像の項目ツリーには、A という共通の祖先があります。「親か
らの継承」チェック・ボックスは、どの項目で継承がオンになってい
るかを示しています。継承は、A と D 以外のすべての項目でオンに
なっています。

赤の項目は、A からアクセス権限を継承します。緑の項目は、D から
アクセス権限を継承します。

A のアクセス権限を変更した場合、その変更は、他の赤の項目（B、
C、E、および H）に自動的に適用されます。変更は、ツリー全体に
わたって、A からアクセス権限を継承しているすべての項目に伝達さ
れます。

同様に、D のアクセス権限を変更した場合、その変更は、他の緑の項
目（F および G）に自動的に適用されます。

継承の例

乗用車開発プロジェクトを管理しており、エンジニアリング・グルー
プを立ち上げた場合について考えます。乗用車開発プロジェクトに属
する全データのフル・アクセス権限をエンジニアリング・グループの
全員に割り当てたいとします。
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作成権限に対する別のアクセス権の伝播

• 乗用車開発プロジェクトのアクセス権限をセットアップします。
エンジニアリング・グループにこのプロジェクトのフル・アクセ
ス権限を与えるためのエントリーを追加します。

• プロジェクトの中にデータを新規に作成すると必ず、継承はオン
となります。したがって、新規データはエンジニアリング・グ
ループに与えられるアクセス権限を継承するので、このデータの
フル・アクセス権限がグループに与えられます。

その後、方針を変えて、この乗用車開発プロジェクトに属するデータ
のフル・アクセス権限を John に与え、グループの他のメンバーには
読み取り権限のみを与えるとします。 
乗用車開発プロジェクトのアクセス権限を以下のように変更します。

• エンジニアリング・グループのエントリーを読み取り権限に変更
します。

• John のエントリーを追加し、フル・アクセス権限を与えます。

乗用車開発プロジェクトではすべてのデータで継承がオンになってい
るので、これらの変更はすべてのデータに自動的に適用されます。

ただし、Sue と Mark は設計モジュールを記述しているので、彼らに
はそのモジュールに対するフル・アクセス権限を与えたいとします。
これは簡単に行えます。設計モジュールの継承をオフにし、Sue と 
Mark にそのモジュールに対するフル・アクセス権限を与えるアクセ
ス権限エントリーをそれぞれ追加します。

作成権限に対する別のアクセス権の伝播

シナリオによっては、通常の継承では柔軟性が十分でない場合があり
ます。例を次に示します。

• Mark がフォルダーの中にモジュールを作成できるようにしたい。
そのため、Mark にはそのフォルダーの作成権限が必要である。

• また、Mark がフォルダーの中に自分で作成したモジュールを削除
できるようにはしたいが、フォルダー自体を削除できるようには
したくない。

これは、通常の継承では行えません。

1 つの方法は、Mark がフォルダーの中に作成するすべてのモジュー
ルで継承をオフにし、Mark に各モジュールに対する削除権限を与え
るようにアクセス権限をセットアップすることです。この作業には大
変な時間がかかってしまいます。
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そこで Rational DOORS では、作成権限を特殊な方法で処理できるよ
うにしています。作成権限に対して別のアクセス権を伝播するように
選択できます。

このオプションは、項目で継承がオフになっている場合にのみ使用で
きます。この説明の例では、フォルダーで継承をオフにしておく必要
があります。

作成権限に対して伝播する別のアクセス権は以下の中から選択できま
す。

• 変更（M）

• 変更と削除（MD）

• 変更、削除、および管理（MDA）

別のアクセス権は、特定のユーザーまたはグループに限定されませ
ん。このアクセス権は、作成権限が含まれているすべてのアクセス権
限エントリーに対して伝播されます。

例えば、項目 X に以下の 4 つのアクセス権限エントリーがあり、そ
のうちの 2 つ（Anne とエンジニアリングのエントリー）に作成アク
セス権限が含まれています。

作成権限に対して変更、削除、および管理（MDA）権限を伝播する
とします。つまり、X からアクセス権限を継承する項目のアクセス権
限エントリーは以下のようになります。

名前 アクセス権限

Anne RC

John R

エンジニアリング RCMD

その他全員 RM

名前 アクセス権限

Anne RCMDA

John R

エンジニアリング RCMDA

その他全員 RM
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作成権限に対する別のアクセス権の伝播

影響を受けるのは、作成権限が含まれているエントリーだけです。こ
れらのエントリーに変更、削除、および管理権限（MDA）がまだな
ければ、それらのアクセス権限が与えられます。

• Anne のエントリーに MDA が与えられます。

• エンジニアリングのエントリーに A が与えられます。

別のアクセス権限は、通常のアクセス権限と同様、継承がオンになっ
ている下位（フォルダー、プロジェクト、モジュール、オブジェク
ト）にのみ伝播されます。
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14 フォルダーの管理

この章のトピックは、次のとおりです。

• フォルダーの作成

• フォルダーへのアクセス権の設定

• フォルダーのプロパティーの編集

• フォルダーの削除、削除取り消し、およびパージ

• ロックの管理

フォルダーからプロジェクトに変換する方法、またはプロジェクトか
らフォルダーに変換する方法については、Rational DOORS オンライ
ン・ヘルプまたは 「Rational DOORS の管理」を参照してください。

フォルダーの作成

 フォルダーを作成するには

1. データベース・エクスプローラーの左ペインで、新しいフォル
ダーを作成したいフォルダーまたはプロジェクトを選択します。
これが、新しいフォルダーの親フォルダーとなります。

親に対する作成権限が必要です。

2. 「ファイル」>「新規」>「フォルダー」の順にクリックします。

3. 「名前」ボックスに新しいフォルダーの名前を入力します。

この名前は大文字小文字が区別されます。例えば、Myfolder は 
MyFOLDER とは別の名前になります。

モジュール名は、親プロジェクト / 親フォルダー内で固有でなけ
ればなりません。親オブジェクトの下では、すべてのプロジェク
ト、フォルダー、モジュールは、それぞれ異なる名前である必要
があります。

名前には、次の文字を使用できます。

• 英数字 ( アルファベットの文字と数字 )
• スペース文字

• ピリオド（.）

• アンダースコア（_）

• ハイフン（-）
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4. 新しいフォルダーに関する追加情報を入力するには、「説明」
ボックスに入力します。

5. 「OK」をクリックします。

フォルダーが作成されます。モジュールのアクセス権は親から継
承されます。 

注    フォルダーの作成時に、「このフォルダーを作成でき
ません。ロック要求がタイムアウトになりました

（Cannot create this Folder: Lock request timed out）」と
いうエラーが表示される場合は、しばらく待ってから
再度作成してください。フォルダーを作成しようとし
て「OK」をクリックした瞬間に、別の Rational 
DOORS ユーザーが貼り付け操作を実行していると、
このエラーが表示されます。

フォルダーへのアクセス権の設定

フォルダーへのアクセス権を変更するには、フォルダーに対する管理
者権限が必要です。

 フォルダーへのアクセス権を変更するには

1. データベース・エクスプローラーでフォルダーを選択し、「ファ
イル」>「プロパティー」の順にクリックします。

2. 「アクセス」タブをクリックします。

フォルダーに対する現在のアクセス権が表示されます。

アクセス権 実行すること

読み取り（R） フォルダーを見ることができます。読み取り権限
がない場合、そのフォルダーはデータベース・エ
クスプローラーに表示されません。

作成 (C) フォルダーの中に新しいモジュール、フォル
ダー、プロジェクトを作成できます。

また、モジュール、フォルダー、プロジェクトの
貼り付けもできます。

変更（M） フォルダーの名前や説明を変更できます。
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フォルダーへのアクセス権の設定

3. 必要な変更を加えます。

削除（D） フォルダーの削除、削除取り消し、パージができ
ます。

また、データベース・エクスプローラーでフォル
ダーを切り取ることもできます。

管理（A） フォルダーのアクセス権を変更できます。

フォルダー内の最上位モジュールを起点とするリ
ンクの、デフォルト・リンクセットの組み合わせ
を変更できます。

「アクセス」タブ 説明

親からの継承 フォルダーが入っている親プロジェクトまたは親
フォルダーからアクセス権を継承する場合に、こ
のチェック・ボックスを選択します。トップレベ
ルのフォルダーの場合は、データベース・ルート
のアクセス権を継承します。

このチェック・ボックスを選択するとアクセス権
のリストが無効になり、そのフォルダーが継承し
ているアクセス権の種類が表示されます。

追加 アクセス権のリストに新しいエントリーを追加す
るには

a.「追加」をクリックします。

「アクセス権の追加（Add Access）」ウィンドウ
が表示されます。

b.「名前」ボックスで、エントリーを追加する
ユーザーまたはグループの名前を選択しま
す。 

c. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

削除 アクセス権限のリストからエントリーを削除する
場合は、そのエントリーを選択し、「削除」をク
リックします。

アクセス権 実行すること
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4. 「OK」をクリックします。

フォルダーのプロパティーの編集

フォルダーのプロパティーを編集するには、フォルダーへの変更アク
セス権が必要となります。

フォルダーのプロパティーを編集するには

1. データベース・エクスプローラーの右ペインでフォルダーを選択
し、「ファイル」>「プロパティー」の順にクリックします。

編集 アクセス権リストのエントリーを編集するには

a. エントリーを選択し、「編集」をクリックし
ます。

「アクセス権限の編集」ウィンドウが表示され
ます。

b. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

アクセス権の追
加

追加のアクセス権を選択します。このアクセス権
は作成権限を持つユーザー（またはグループ）に
適用され、データベース・ルートの下位レベルの
アイテムに伝播されます。

追加アクセス権は、フォルダーのアクセス権を継
承するその下のツリー項目に引き継がれます。

詳細については、215 ページの『作成権限に対す
る別のアクセス権の伝播』を参照してください。

「アクセス」タブ 説明
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フォルダーの削除、削除取り消し、およびパージ

2. 必要なオプションを選択します。 

「アクセス」タブのオプションの情報については、以下を参照し
てください。

• 「アクセス」タブのヘルプ（「アクセス」タブで「ヘルプ」を
クリック）。

• 220 ページの『フォルダーへのアクセス権の設定』.
3. 「OK」をクリックします。

フォルダーの削除、削除取り消し、およびパージ

フォルダーを削除しても、そのフォルダーのデータは破棄されませ
ん。それは単に、フォルダーが削除されたとマークし、ユーザーをそ
のフォルダーにアクセスできなくするだけです。データを破棄するに
は、フォルダーを削除してからパージする必要があります。 
削除したフォルダーをパージすると、それらのフォルダーがデータ
ベースから永久に除去されます。

「一般」タブ 説明

名前 フォルダーの名前

データベース・ツリー内で、それより下にあるフォル
ダー、プロジェクト、またはモジュールが開いている
と、フォルダーの名前を変更できません。

フォルダーにリンク・モジュールがあり、リンク・モ
ジュールにビューとして保存されているフォーマル・
モジュール・フィルターにリンク・モジュールが指定
されている場合は、フォルダー名を変更するとビュー
にオブジェクトが表示されなくなります。

説明 フォルダーに関する追加情報

タイプ プロパティーが表示されているアイテムのタイプ。こ
の場合は「フォルダー」となり、この値は編集できま
せん。

URL フォルダーの URL

URL のコ
ピー

システムのクリップボードに URL をコピーします。
Rational DOORS URL の詳細については、13 ページの

『Rational DOORS URL』を参照してください。
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フォルダーまたはその中にあるものを開いている場合、そのフォル
ダーを削除することはできません。

データベース・エクスプローラーの左ペインでフォルダーまたはプロ
ジェクトを選択している場合、そのフォルダーまたはプロジェクトは
開かれており、開かれているフォルダーのアイコン  または開かれ
ているプロジェクトのアイコン . を持っています。その親フォル
ダーまたはプロジェクトも開かれており、データベース・ツリー内で
それより上にあるすべてのフォルダーまたはプロジェクトも開いた状
態です（ただし、それらは開かれたフォルダーまたは開かれたプロ
ジェクトのアイコンを持ちません）。

モジュールが開いている場合には、データベース・ツリー上でそのモ
ジュールの上位のフォルダーやプロジェクトもまた開いた状態になり
ます。

フォルダーの削除、削除取り消し、パージを実行するには、そのフォ
ルダーとその配下のすべてのフォルダー、プロジェクト、モジュール
への削除アクセス権が必要です。 
フォルダーを削除するには

• データベース・エクスプローラーの右ペインで削除したいフォル
ダーを選択し、 「ファイル」 >「削除」の順にクリックします。

フォルダーの削除を取り消すには

1. データベース・エクスプローラーで、削除された項目が表示され
ていることを確認します。

必要に応じて、「表示」>「削除された項目を表示（Show 
Deleted）」をクリックして表示します。

2. 削除を取り消したいフォルダーを選択し、 「ファイル」 >「削除
の取り消し」の順にクリックします。

フォルダーをパージするには

1. データベース・エクスプローラーで、削除された項目が表示され
ていることを確認します。

必要に応じて、「表示」>「削除された項目を表示（Show 
Deleted）」をクリックして表示します。

2. パージしたいフォルダーを選択し、 「ファイル」>「パージ」の
順にクリックします。

フォルダーをパージしてもよいかどうかを確認するメッセージが
表示されます。

3. 「はい」をクリックします。
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ロックの管理

そのフォルダーはデータベースから完全に削除されます。

ロックの管理

オブジェクトがロックされているというエラー・メッセージが表示さ
れる場合、ユーザーまたは別のユーザーがオブジェクトを開いている
ことが原因です。

コンピューターが異常終了した場合など、前の Rational DOORS セッ
ションが異常終了した場合、オブジェクトが開いたままになっている
可能性があります。

セッションが異常終了すると、以下のようになります。

• 編集していたすべてのモジュールはロック状態になっています。

このモジュールは、ロック状態を解除するまで誰も編集すること
はできません。読み取り専用モードでそのモジュールを開くこと
はできますが、共有編集モードや排他編集モードでは開くことは
できません。

• 開いていたプロジェクトやフォルダーもまたロック状態になって
います。 
同様にロック状態を解除するまで、プロジェクトまたはフォル
ダーの移動、名前の変更、削除をすることはできません。

 プロジェクト、フォルダー、モジュールのロック状態を解除するに
は

1. データベース・エクスプローラーで、「ツール」>「ロックの管
理」をクリックします。

現在ロックされている項目のリストが表示されます。

このリストには、現在の Rational DOORS セッションに関連する
ロック状態は含まれていません。それらの状態を削除してはなら
ないためです。もし、これらの状態を削除すると、データが破損
する可能性があります。

標準ユーザーが Rational DOORS を使用している場合には、前の 
Rational DOORS セッションでロックしていた項目だけが表示され
ます。データベースを管理する権限をもつデータベース管理者や
カスタム・ユーザーの場合、すべてのデータベース・ユーザーが
ロックしている項目が表示されます。

標準ユーザーの場合に、ロックされた項目がリストに表示されな
いときは、別のユーザーがそれをロックしています。データベー
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ス管理者に問い合わせて、誰がロックしているのかを確認してく
ださい。

データベースの root からロックが繋がっている場合は、その終端
のロック状態だけが見えます。

注     デフォルトでは、「現行フォルダーのみ」チェッ
ク・ボックスが選択されています。このときに
は、一部がすでに削除され、画面には見えない
フォルダーのロック状態も表示されます。データ
ベースのすべてのロック状態を確認するには、こ
のチェック・ボックスを解除します。

2. 表示を最新の状態にするために「最新表示」をクリックします。

3. ロックを解除したい項目を選択し、「ロックを解除」をクリック
します。

注     モジュールを開いているときには、データベー
ス・ツリー上でそのモジュールより上位のすべて
のフォルダーとプロジェクトはロック状態になり
ます。しかし、この画面では、ツリー上位の関連
するロック状態ではなく、そのモジュールのロッ
ク状態だけが見えます。そのモジュールのロック
状態を解除すると、関連するロック（データベー
ス・ツリー内の別の場所でロックされている他の
データが必要としないロック）も解除されます。 

項目をロック解除してもよいかどうかを確認するメッセージが表
示されます。

4. 「はい」をクリックします。

5. 「閉じる」をクリックします。
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15 リンク

この章のトピックは、次のとおりです。

• リンク

• 外部リンク

• リンク矢印

• リンクの作成

• 外部リンクの作成と編集

• リンク開始の取り消し

• リンク・モジュールおよびリンクセット

• リンク・モジュールへのアクセス制御

• コピーと移動によるリンクへの影響

• リンクの編集

• リンク属性の作成

• リンクの削除

• リンクの一括作成

• 属性を使用したリンク

• デフォルトのリンク・モジュール

• デフォルト・リンクセット・ペアの作成

• リンクの制御によるプロセスの管理

• リンク・モジュール情報の表示

• リンク・モジュールの作成

• リンクセットの作成

• リンクセットの削除

リンク

Rational DOORS では、関連する情報をリンクすることができます。
リンクはクリックするだけで簡単に追跡できます。
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例えば、ユーザーの要求と、その要求を満たす設計機能をリンクでき
ます。さらに、その設計機能は、設計機能を検証するための試験とリ
ンクできます。

リンクによりトレーサビリティ ー ( 追跡可能性 ) が得られます。この
機能を使用して、構築しているものがユーザー要求を満たしているか
どうかをチェックできます。

リンクは双方向に追跡できます。例えば、ある試験が不合格であった
場合、試験内容から設計機能へリンクを追跡し、さらに設計機能から
要求項目を追跡することで、どの要求項目に影響をもたらすのかを見
つけ出すことができます。

リンクにより、変更を効果的に管理できます。データの一部を変更し
た場合に、システムの他の部分への影響をすばやく追跡することがで
きます。

例えば、期待していた太陽電池の提供が不可能であることを技術部か
ら知らされたとします。通知を受けたユーザーは、電池オブジェクト
から電池の影響を受ける要求へとリンクを戻り、そこから太陽電池の
搭載を検討している車の機能へとリンクを進めることができます。こ
れにより、太陽電池を使えないことによるすべての影響をすぐに把握
することができます。これらの情報は、従来の電池を使用して製品開
発を続けるか、太陽電池を完成させるために資金と要員をさらに投資
するかの判断材料になります。

外部リンク

Rational DOORS オブジェクトから、現在の Rational DOORS データ
ベースの外部にあるエンティティまたはリソースへのリンクを作成す
るには、外部リンクを使用します。例えば、Web サイトや他の 
Rational DOORS データベースへの外部リンクを作成することがあり
ます。

外部リンクは URL として記録できます。外部リンクが URL である場
合、この外部リンクはハイパーリンクと同様に処理され、デフォル
ト・ブラウザーから開かれます。 
外部リンクが URL ではない場合、外部リンクを選択しても何も起こ
りません。

注    Rational DOORS を Citrix で実行中の場合、外部リンク
が参照するアプリケーションも Citrix で実行する必要
があります。そうしないと、外部リンクは機能しませ
ん。



Rational DOORS の使用方法  229

リンク矢印

外部リンクは、外部リンクが参照するリソースへの一方向リンクで
す。リンク先のリソース側には、外部リンクとペアになるリンクが存
在しません。ただし、リソースに DOORS URL を追加することによっ
て、リソースから Rational DOORS オブジェクトへのリンクを作成す
ることは可能です。Rational DOORS の URL の詳細については、13 
ページの『Rational DOORS URL』を参照してください。

外部リンクはリンク・モジュールを使用しません。リンクに関する情
報はすべて外部リンクに保存されます。外部リンクは、リンク元のオ
ブジェクトのプロパティーではありません。外部リンクは別のオブ
ジェクトとして動作し、リンク元のオブジェクトと異なる属性値を持
つことができます。

リンク矢印

リンクされたオブジェクトには、メイン・カラムにリンク矢印があり
ます。

• アウトリンクには、赤いリンク矢印が付いています。 
• インリンクには黄色いリンク矢印が付いています。 
モジュール・ベースラインの中には、次のようなリンク矢印が表示さ
れるものもあります。  . このような矢印は、同じベースライン・
セット定義には存在しないモジュール間のインリンクとアウトリンク
を意味します。このようなリンクをエコー・リンクと呼びます。ベー
スライン・セットのリンクの詳細については、オンライン・ヘルプの

「Rational DOORS の管理」を参照してください。

注    リンク矢印を非表示にすることができます。リンク矢
印が表示されない場合は、モジュールのビュー設定を
選択します。「ビュー」 >「表示」 >「リンク矢印」を順
にクリックします。

リンク矢印にマウス・カーソルを重ねると、オブジェクトに存在する
インリンク、アウトリンク、および外部リンクの数がわかります。自
分が読み取り権限を持つモジュールに関する情報のみが表示されま
す。

リンク矢印を右クリックすると、リンクの他端でオブジェクトが含ま
れているモジュールの名前を示すポップアップ・メニューが表示され
ます。リンクを含むモジュールが開いていない場合、n:<アンロード済

み > が表示されます。ここで、n はオブジェクトの数を表します。オ
ブジェクトに外部リンクがある場合は、それらのリンクは「外部リン
ク」サブメニューに、アルファベット順で一覧表示されます。



リンク

230 Rational DOORS の使用方法

「外部リンク」メニューの項目にマウス・カーソルを重ねると、外部
リンクの説明が表示されます。外部リンクはアルファベット順に表示
されます。

リンクを追跡するには、次のようにポップアップ・メニューからリン
クを選択します。

• リンクが Rational DOORS オブジェクトへのリンクの場合、そのオ
ブジェクトが含まれているモジュールが開いていなければ自動的
に開き、リンク先のオブジェクトが選択されます。

• リンクが外部リンクで URL の場合、リンク先のリソースがデフォ
ルト・ブラウザーで表示されます。外部リンクが URL でなければ
開くことはできずに、メッセージが表示されます。

注    Microsoft Richedit コントロールには制限があり、URL 
の中にダブルバイト文字が含まれる場合、ダブルバイ
ト文字は自動的に強調表示されません。これは 
Rational DOORS の外部リンクに影響するため、外部リ
ンク URL にダブルバイト文字が含まれていると、
Rational DOORS で外部リンクをクリックしてもたどる
ことはできません。URL をブラウザー・ウィンドウに
コピーして貼り付けると、正常にリンクの参照先アイ
テムが開きます。

リンクの作成

ソース・オブジェクトへの変更権限およびターゲット・オブジェクト
への読み取り権限があるユーザーのみがリンクを作成できます。

このトピックでは、リンクを作成する 2 つの方法について説明しま
す。

• ドラッグ・アンド・ドロップを使用する方法

• 明示的にリンクの開始を定義する方法

ドラッグ・アンド・ドロップを使用する方法

複数のオブジェクトから 1 つのオブジェクトまでリンクを作成するに
はドラッグ・アンド・ドロップを使用します。一度に複数のオブジェ
クトへのリンクを作成することはできません。

ドラッグ・アンド・ドロップを使用してリンクを作成するには

1. 異なるモジュールにあるオブジェクトの間にリンクを作成する場
合には、両方のモジュールを開き、両方のモジュールが同時にス
クリーン上で見えるようにウィンドウのサイズを変えます。
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リンクの作成

2. リンクするオブジェクトを選択し、マウス・ボタンを押したまま
リンクするオブジェクトにカーソルをドラッグしてください。

複数のオブジェクトからリンクする場合は、複数のオブジェクト
を選択した後でマウス・ボタンを放さないでください。オブジェ
クトを選んで、マウスをドラッグする間にマウス・ボタンを放す
と、選択が失われます。

3. マウス・ボタンを放します。

ポップアップ・メニューが表示されます。 
• 「スタートからのリンクの作成」をクリックして、選択したオ

ブジェクトからのリンクを作成します。

• 「リンク」>「スタートへのリンクの作成」をクリックして、
選択したオブジェクトへのリンクを作成します。

マウスをドラッグしている間は、手順 2 で選択したオブジェクト
がリンク元であることを示すために、ピンクの背景色で強調表示
されます。

ポップアップ・メニューで「キャンセル」を選択すると、ソー
ス・オブジェクトはピンク色のままになります。

注     1 つのオブジェクトにリンクを作成する最も速い
方法は、Step 3 でターゲット・オブジェクトにお
いてマウス・ボタンを放すときに、Shift キーと 
Ctrl キーの両方を押すことです。このようにする
と、ポップアップ・メニューが省略され、ソー
ス・オブジェクトからターゲット・オブジェクト
へリンクが作成されます。

4. デフォルトのリンク・モジュールが存在しないというメッセージ
が表示されることがあります。「はい」をクリックしてリンクを
作成します。

5. リンクセットが存在しないというメッセージが表示されることが
あります。「はい」をクリックしてリンクを作成します。

明示的にリンクの開始を定義する

明示的にリンクの開始を定義してリンクを作成するには

1. リンクするオブジェクトを 1 つ以上選択します。

2. 「リンク」 >「リンクの開始」をクリックします。

Step 1 で複数のオブジェクトを選択している場合、選択中のすべ
てのオブジェクトからリンクを作成するか、または現行オブジェ
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クトのみからリンクを作成するかを確認するメッセージが表示さ
れます。適切なオプションを選択します。

リンク開始のオブジェクトはピンクになります。

3. リンクするオブジェクトを 1 つ以上選択します。

• 「リンク」 >「スタートからのリンクの作成」をクリックして、
手順 1 で選択したオブジェクトからのリンクを作成します。

• 「リンク」>「スタートへのリンクの作成」をクリックして、
手順 1 で選択したオブジェクトへのリンクを作成します。

Step 3 で複数のオブジェクトを選択している場合、選択している
すべてのオブジェクトへのリンクを作成するか、または現行オブ
ジェクトのみへリンクを作成するかを確認するメッセージが表示
されます。適切なオプションを選択します。

4. デフォルトのリンク・モジュールが存在しないというメッセージ
が表示されることがあります。「はい」をクリックしてリンクを
作成します。

5. リンクセットが存在しないというメッセージが表示されることが
あります。「はい」をクリックしてリンクを作成します。

外部リンクの作成と編集

このセクションでは、URL の外部リンク (Web ページへのリンクなど
)、または他の Rational DOORS データベースに対してリンクを作成す
る方法について説明します。外部リンクを作成および編集するには、
オブジェクトに対する作成権限または変更権限が必要です。

外部リンクを作成するには、3 つのオプションがあります。次のいず
れかの方法を使用できます。

• URL への外部リンクを作成する「外部リンクの作成」メニュー・
オプション。

「外部リンクの作成」メニュー・オプションにアクセスするには、
オブジェクトを選択し、「リンク」>「外部リンクの作成」をク
リックします。

• オブジェクト・プロパティー・シートの「外部の作成」ボタンお
よび「外部の編集」ボタン。

• 他のデータベース内のフォーマル・モジュール・オブジェクト、
または Internet Explorer/Firefox ブラウザー・ウィンドウに表示さ
れる URL への外部リンクを作成するドラッグ・アンド・ドロッ
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外部リンクの作成と編集

プ。オブジェクトを直接編集している場合、ドラッグ・アンド・
ドロップを使用して外部リンクを作成することはできません。

ブラウザーの URL をドラッグ・アンド・ドロップする場合、アド
レスそのものではなく、アドレスの左側のアイコンをドラッグす
る必要があります。

注    外部リンクを使用して Rational DOORS と他のアプリ
ケーションを統合することもできます。本書では、こ
のような外部リンクの使用については説明しません
が、ホワイト・ペーパーには、これに関する情報と使
用例が記載されています。ホワイト・ペーパーは、
http://www.ibm.com/software/awdtools/doors/support/do
c.html の Web サイトからダウンロードできます。

メニュー・オプションを使用して外部リンクを作成するには

1. 外部リンクを含めるオブジェクトを選択し、「リンク」>「外部リ
ンクの作成」をクリックします。

2. 「外部リンクの作成」ダイアログ・ボックスで、リンクの「名前」
と「説明」を入力します。説明は、リンク矢印を右クリックする
と「外部リンク」サブメニューに表示されます。

3. リンク先の URL を「リンク・パス」ボックスに入力します。

Rational DOORS の項目への外部リンクを作成するには、リンク先
の項目を右クリックし、「URL のコピー」をクリックします。そ
の項目の URL がシステムのクリップボードにコピーされます。こ
の URL を、「外部リンクの作成」ダイアログ・ボックスの「リン
ク・パス」ボックスに貼り付けることができます。

注     リンク・パスは 256 文字以下にする必要がありま
す。リンク・パスにスペースまたは特殊文字が含
まれている場合は、上限は 256 文字未満になりま
す。

4. 「デフォルトのブラウザーで URL を開く」を選択します。

5. モジュール内のインリンクまたはアウトリンクのどちらとしてリ
ンクを表示するのかを選択します。 
この設定でリンクの動作が変わることはありません。どちらの場
合も、参照されているリソースへのリンクを選択したときにリ
ソースがデフォルト・ブラウザーで開きます。リソースには外部
リンクとペアになるリンクが作成されません。

6. 「OK」をクリックします。
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Rational DOORS オブジェクトへの戻りリンクを作成するには、オブ
ジェクトのプロパティー・シートから Rational DOORS URL をコピー
し、リソースに貼り付けます。リソースが Rational DOORS オブジェ
クトである場合、そのオブジェクトに外部リンクを作成することに
よって双方向リンクを作成できます。

オブジェクト・プロパティー・シートを使用して外部リンクを作成ま
たは編集するには

1. モジュール・ウィンドウで、外部リンクを作成または編集するオ
ブジェクトを選択します。

2. 「リンク」>「リンクの編集」をクリックします。

オブジェクト・プロパティー・シートが表示され、「リンク」タ
ブが選択されます。

3. 外部リンクを編集する場合

a. 「外部の作成」ボタンを選択します。

b. 「外部リンクの作成」ダイアログ・ボックスで、リンクの「名
前」と「説明」を入力します。説明は、リンク矢印を右ク
リックすると「外部リンク」サブメニューに表示されます。

c. リンク先の URL を「リンク・パス」ボックスに入力します。

Rational DOORS の項目への外部リンクを作成するには、リン
ク先の項目を右クリックし、「URL のコピー」をクリックし
ます。その項目の URL がシステムのクリップボードにコピー
されます。この URL を、「外部リンクの作成」ダイアログ・
ボックスの「リンク・パス」ボックスに貼り付けることがで
きます。

注    リンク・パスは 256 文字以下にする必要があり
ます。リンク・パスにスペースまたは特殊文
字が含まれている場合は、上限は 256 文字未
満になります。

d. 「デフォルトのブラウザーで URL を開く」を選択します。

e. モジュール内のインリンクまたはアウトリンクのどちらとし
てリンクを表示するのかを選択します。

この設定でリンクの動作が変わることはありません。どちら
の場合も、参照されているリソースへのリンクを選択したと
きにリソースがデフォルト・ブラウザーで開きます。リソー
スには外部リンクとペアになるリンクが作成されません。
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外部リンクの作成と編集

4. 外部リンクを編集する場合

a. 「外部の編集」ボタンを選択します。

「外部リンクの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「名前」、「説明」、および「リンク・パス」テキスト・ボック
スには、オブジェクトまたは URL に関する情報が表示されて
います。デフォルトでは、外部リンクがアウトリンクとして
作成されます。

注    リンク・パスは 256 文字以下にする必要があり
ます。リンク・パスにスペースまたは特殊文
字が含まれている場合は、上限は 256 文字未
満になります。

b. 必要な場合は、「名前」、「説明」、「リンク・パス」、および
「方向」を編集します。

5. 「OK」をクリックします。

ドラッグ・アンド・ドロップを使用して外部リンクを作成するには

1. Rational DOORS のフォーマル・モジュール・オブジェクトまたは
ブラウザーのアドレス・バーのアイコンを、外部リンクを作成す
るオブジェクトにドラッグ・アンド・ドロップします。

2. 「確認」をクリックします。

「外部リンクの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。「名
前」、「説明」、および「リンク・パス」テキスト・ボックスには、
オブジェクトまたは URL に関する情報が表示されています。デ
フォルトでは、外部リンクがアウトリンクとして作成されます。

注     リンク・パスは 256 文字以下にする必要がありま
す。リンク・パスにスペースまたは特殊文字が含
まれている場合は、上限は 256 文字未満になりま
す。

3. 必要な場合は、「名前」、「説明」、「リンク・パス」、および「方
向」を編集してから「OK」をクリックします。

外部リンクが作成されます。オブジェクトのリンク矢印を右ク
リックすると、「外部リンク」サブメニューに外部リンクの説明
が表示されます。
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リンク開始の取り消し

現在リンクの開始が定義されているオブジェクトは、ピンクの背景で
強調表示されています。

リンク開始を取り消すには

• 「リンク」 >「スタートのクリア」をクリックします。

どのフォーマル・モジュールでもこの処理を実行できますが、現在の
リンクの開始されているオブジェクトで実行してはいけません。

リンク・モジュールおよびリンクセット

リンク・モジュールには、通常の Rational DOORS リンクに関する情
報が格納されています。

それぞれのリンク・モジュールでは、リンクセットごとに情報がが分
割されています。それぞれのリンクセットは、あるモジュールから別
のモジュールまでのリンクに関する情報を保持しています。

例えば、あるリンク・モジュールには 4 つのリンクセットがあり、2 
つのモジュール ( モジュール A とモジュール B) のリンクに関する情
報を保持しています。

リンクの方向に注意してください。モジュール A から B へのリンク
は、モジュール B から A のリンクと同じリンクセットには記録され
ません。

注    外部リンクはリンク・モジュールに保存されません。

Rational DOORS リンク ( デフォルトのリンク・モジュール )
デフォルトでは、Rational DOORS は Rational DOORS リンクという
リンク・モジュールを使用します。 

リンクセット 含まれているリンクの情報

A => B モジュール A からモジュール B

B => A モジュール B からモジュール A

A => A モジュール A からモジュール A （モジュール A 内のオブ
ジェクトのリンク）

B => B モジュール B からモジュール B （モジュール B 内のオブ
ジェクトのリンク）
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リンク・モジュールおよびリンクセット

• あるモジュールから初めてリンクを作成すると、Rational DOORS 
は、( リンク・モジュールがまだ存在していない場合は ) そのモ
ジュールと同じフォルダーに Rational DOORS リンクと呼ばれるリ
ンク・モジュールを作成し、Rational DOORS リンクの中にリンク
セットを作成します。

• 次にそのモジュールからリンクを作成する場合は、Rational 
DOORS は、そのローカル・フォルダー内の Rational DOORS リン
ク・モジュールを使用します。リンクセットがまだ存在しない場
合は、Rational DOORS リンクの中にリンクセットが作成されま
す。

詳細については、253 ページの『デフォルトのリンク・モジュール』
を参照してください。

他のリンク・モジュールを使用する理由

Rational DOORS のデフォルト設定は、多くのユーザーの要求に合う
ように設計されています。多くのユーザーは、どのリンク・モジュー
ルやリンクセットが使用されているのかを知りません。

リンクを使用してさまざまなタイプの関係を表し、そのリンクのタイ
プに従ってデータを分析する必要がある場合には、他のリンク・モ
ジュールを使用する必要があります。

このようにするには、独自のリンク・モジュールを作成し、さまざま
なタイプのリンクに対してさまざまなリンク・モジュールを使用しま
す。例えば、トレーサビリティーのリンクに対して、「トレーサビリ
ティー・リンク」というリンク・モジュールを作成し、会計のリンク
に対して「アカウンティング・リンク」というリンク・モジュールを
作成します。

これにより、特定のタイプのリンクを使用してトレーサビリティーや
他の分析を実行できます。分析用に使用する特定のリンク・モジュー
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ルを指定すると、そのリンク・モジュールに記録されているタイプの
リンクだけを分析できます。

注    この方法でリンクを作成する場合は、対象のモジュー
ルで「リンク」>「リンクの作成」オプションを使用
する必要があります。モジュールは、必須のリンク
セット・ペアを使用しないようにセットアップする必
要があります。

リンク・モジュールへのアクセス制御

リンク・モジュールへのアクセス権を変更するには、そのモジュール
に対する管理者権限が必要です。

 リンク・モジュールに対するアクセス権限を変更するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」 >「モジュール・プロパ
ティー」をクリックします。

2. 「アクセス」タブをクリックします。

モジュールに対する現在のアクセス権限が表示されます。

アクセス権 実行すること

読み取り（R） モジュールを参照できます。読み取り権限がない
場合は、そのモジュールはデータベース・エクス
プローラーには表示されません。

作成 (C) モジュール内にリンクセットを作成できます。

また、モジュールの属性タイプや属性定義を作成
できます。

変更（M） モジュールの名前や説明、属性の値を変更するこ
とができます。

リンク・モジュールにリンクを作成できます。

削除（D） モジュールを削除、削除の取り消し、およびパー
ジができます。

また、モジュールからのリンクセットを削除する
こともできます。

モジュールを切り取って、データベース・エクス
プローラーのクリップボードに格納できます。

管理（A） モジュールのアクセス権を変更できます。
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リンク・モジュールへのアクセス制御

モジュールが分割入力されている場合は、パーティションに関連
付けられているアクセス権が表示されます。この表示では、どの
ようなユーザーでもフル・アクセス権を持っていることになって
います。管理者権限は、ユーザーやグループごとに表示される 
RCMD アクセス権よりも優先されます。

例えば、ユーザー・エントリーがフル・アクセス可能（RCMDA）
となっていても、モジュールが読み取り専用でパーティショニン
グされている場合は、実際にはユーザーは読み取り（R）のみと
なります。

3. 必要な変更を加えます。

「アクセス」タブ 説明

親からの継承 モジュールが含まれているプロジェクトまたは
フォルダーからアクセス権を継承する場合は、こ
のチェック・ボックスを選択します。

このチェック・ボックスを選択すると、アクセス
権のリストが無効になり、モジュールが継承して
いるアクセス権が表示されます。

追加 アクセス権のリストに新しいエントリーを追加す
るには

a.「追加」をクリックします。 
「アクセス権の追加」ダイアログ・ボックスが
表示されます。

b.「名前」ボックスで、エントリーを追加する
ユーザーまたはグループの名前を選択しま
す。

c. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

削除 アクセス権限のリストからエントリーを削除する
場合は、そのエントリーを選択し、「削除」をク
リックします。
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4. 「OK」をクリックします。

コピーと移動によるリンクへの影響

このトピックでは、リンクが定義されているオブジェクトをコピーま
たは移動した場合に、リンクがどうなるかについて調べてみます。

切り取り / 貼り付けを使用する場合

• 最初の貼り付けでは、貼り付けるオブジェクトは単純に移動され
ます。 

• さらにもう一度貼り付ける場合は、オブジェクトがコピーされま
す。 

次の表では、データベース・エクスプローラーまたはモジュール・
ウィンドウでドラッグ・アンド・ドロップ、コピー / 貼り付け、切り
取り / 貼り付けを実行しながらオブジェクトをコピー / 移動する場合
の規則を説明します。外部リンクの情報はすべてオブジェクトに含ま
れているため、オブジェクトをコピーすると必ず外部リンクがコピー
されます。外部リンクはリンク・モジュールを使用しません。

編集 アクセス権リストのエントリーを編集するには

a. エントリーを選択し、「編集」をクリックし
ます。

「アクセス権限の編集」ダイアログ・ボックス
が表示されます。

b. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

操作 結果

リンクを持つオ
ブジェクト、モ
ジュール、フォ
ルダー、プロ
ジェクトの移動

すべてのリンクは保持されます。

「アクセス」タブ 説明
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コピーと移動によるリンクへの影響

リンクを持つオ
ブジェクトのコ
ピー

同じモジュール内でオブジェクトをコピーすると、ア
ウトリンクがコピーされます。コピーされたそれぞれ
のアウトリンクは、コピー元のアウトリンクと同じリ
ンク・モジュールを使用します。

インリンクについては、次の規則が適用されます。

• オブジェクトを別のモジュールにコピーした場合、
インリンクはコピーされません。

• 同じモジュール内でオブジェクトをコピーすると、
リンクの他端にある ( ソース ) オブジェクトへの変
更権限がある場合には、インリンクがコピーされ
ます。 
ユーザーが変更権限を持っている場合は、インリン
クをコピーするかどうかを確認するメッセージが表
示されます。変更権限がない場合は、インリンクが
コピーされないことを示す通知とともに、コピーを
継続するかどうかを確認するメッセージが表示され
ます。

リンク・モジュールを介して 1 対 1 のマッピングを
持っている必須のリンクセット・ペアを使用している
リンクが、コピーするオブジェクトに含まれている場
合は、「リンク・モジュールですでにリンク・マッピ
ングを満たしているリンクはコピーされない」という
ことを示すメッセージが、オブジェクトを貼り付ける
ときに表示されます。

• リンクなしでオブジェクトをコピーする場合は
「はい」をクリックします。

• コピーの操作を取り消しする場合は「いいえ」を
クリックします。

操作 結果
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リンクを持つ
フォーマル・モ
ジュールまたは
ディスクリプ
ティブ・モ
ジュールのコ
ピー

アウトリンクは常にコピーされます。

リンクの他端でその ( ソース ) オブジェクトが含まれ
ているモジュールもコピーする場合だけ、インリンク
もコピーされます。

コピーされたモジュールのアウトリンクで使用される
リンク・モジュールは、次の 2 つの事項に依存しま
す。

• ソース・モジュールのアウトリンクが、コピーさ
れたリンク・モジュールを使用しているかどうか

• リンク・モジュールがコピーされていない場合、
リンク・モジュールはローカルかどうか ( ローカ
ル・リンク・モジュールは、そのモジュールと同
じ親フォルダーかプロジェクトを持っている )

アウトリンクがコピーされたリンク・モジュールを使
用している場合、コピーされたモジュールのアウトリ
ンクもまたコピーされたリンク・モジュールを使用し
ます。

アウトリンクがコピー対象ではないローカル・リン
ク・モジュール「L」を使用している場合、コピーさ
れたモジュールのアウトリンクも同様にローカル・リ
ンク・モジュールを使用します。このリンク・モ
ジュールも「L」と呼ばれ、まだ存在していない場合
には生成されます。

アウトリンクがコピー対象ではない非ローカル・リン
ク・モジュールを使用している場合、コピーされたモ
ジュールのアウトリンクはソース・モジュールのアウ
トリンクと同じリンク・モジュールを使用します。

操作 結果
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リンクの編集

リンクの編集

このトピックでは、オブジェクトのプロパティー・シートを使用して
次の処理を行う方法について説明します。

• リンクに関する情報を表示する

• リンクを削除する

• リンクの属性値を編集する ( アウトリンクおよび外部リンクのみ )

リンクを持つ
フォルダーまた
はプロジェクト
のコピー

アウトリンクは常にコピーされます。

リンクの他端でその ( ソース ) オブジェクトが含まれ
ているモジュールもコピーする場合だけ、インリンク
もコピーされます。

コピーされたモジュールのアウトリンクで使用される
リンク・モジュールは、次の 2 つの事項に依存しま
す。

• ソース・モジュールのアウトリンクが、コピーさ
れたリンク・モジュールを使用しているかどうか

• リンク・モジュールがコピーされていない場合、
リンク・モジュールはローカルかどうか ( この場
合、ローカル・リンク・モジュールは、コピーす
るフォルダーまたはプロジェクトと同じ親を持っ
ている )

アウトリンクがコピーされたリンク・モジュールを使
用している場合、コピーされたモジュールのアウトリ
ンクもまたコピーされたリンク・モジュールを使用し
ます。

アウトリンクがコピー対象ではないローカル・リン
ク・モジュール「L」を使用している場合、コピーさ
れたモジュールのアウトリンクも同様にローカル・リ
ンク・モジュールを使用します。このリンク・モ
ジュールも「L」と呼ばれ、まだ存在していない場合
には生成されます。

アウトリンクがコピー対象ではない非ローカル・リン
ク・モジュールを使用している場合、コピーされたモ
ジュールのアウトリンクはソース・モジュールのアウ
トリンクと同じリンク・モジュールを使用します。

操作 結果
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注    リンク属性を使用して、リンクに関する情報を記録す
ることができます。例えば、このリンクを作成した理
由を記録する「Purpose」という名前の属性を作成でき
ます。リンク属性の作成方法については、245 ページ
の『リンク属性の作成』を参照してください。

リンクを編集するには

1. モジュール・ウィンドウで、編集したいリンクを持つオブジェク
トを選択します。

2. 「リンク」>「リンクの編集」をクリックします。

オブジェクト・プロパティー・シートが表示され、「リンク」タ
ブが選択されます。

オブジェクトのすべてのインリンクおよびアウトリンクのリスト
が表示されます。 
各リンクについて以下の情報を取得できます。

• 「イン / アウト」カラムは、リンクの方向、およびこのリンク
が通常の Rational DOORS であるか、外部リンクであるかを示
しています。

• 「モジュール / 説明」カラムには次の情報が示されます。

• 通常の Rational DOORS リンクの場合は、リンクの他端で
オブジェクトを保持しているモジュールが示されます。モ
ジュールに最も近い親プロジェクトからのパスが示されま
す。

• 外部リンクの場合は、外部リンクの説明が表示されます。

• 「ベースライン」カラムには、オブジェクトがリンクしている
ソース・モジュールまたはターゲット・モジュールのバー
ジョンが示されます。外部リンクの場合は、このカラムは空
白になります。

• 「オブジェクト見出し / テキスト」カラムには、次の情報が示
されます。

• 通常の Rational DOORS リンクで、リンクの他端のオブ
ジェクトに「オブジェクト見出し」がある場合は、「オブ
ジェクト見出し」の最初の部分が表示されます。「オブ
ジェクト見出し」がない場合は、「オブジェクト・テキス
ト」の最初の部分が表示されます。

• 外部リンクの場合は、外部リンクの名前が表示されます。
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リンク属性の作成

• 「ID」カラムには、リンクの他端のオブジェクトのオブジェク
ト識別子が示されます。外部リンクの場合は、このカラムが
空白になります。

• 「リンク・モジュール」カラムには、リンクが含まれているリ
ンク・モジュールが示されます。リンク・モジュールに最も
近い親プロジェクトからのパスが表示されます。外部リンク
の場合、このカラムに N/A と表示されます。

• 「リンク・モジュール・ベースライン」カラムには、リンクが
含まれているリンク・モジュールのバージョンが示されます。
外部リンクの場合、このカラムに N/A と表示されます。

3. リンクを追跡するには、リンクを選択して「リンクを追跡」をク
リックします。

4. 「外部の作成」ボタン、および「外部の編集」ボタンの詳細につ
いては、232 ページの『外部リンクの作成と編集』を参照してく
ださい。

5. リンクを削除するには、リンクを選択して「削除」をクリックし
ます。

注     リンクを一度削除したら、削除を取り消すことは
できません。

6. リンク属性の情報を表示または編集するには

a. リンクを選択して、「詳細」をクリックします。

アウトリンクまたは外部リンクの場合は、自分が変更権限を
持っているすべての属性値を編集できます。

注    リンクには、編集できないデフォルトのシステ
ム属性があります。読み取り専用  が左側に
表示されます。

b. 属性を選択し、「編集」をクリックします。属性値を編集し、
「OK」をクリックします。

c. 「OK」をクリックします。

7. 「OK」をクリックします。

8. 「OK」をクリックします。

リンク属性の作成

リンク属性を作成するには、モジュールに対する作成権限と変更権限
が必要です。
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リンク属性を作成するには

1. 排他編集モードになっていることを確認します。

編集モードは、モジュール・ウィンドウ下部のステータス・バー
に示されます。編集モードを切り替えるには、「編集」 >「編集
モード」 >「排他編集」をクリックします。

2. 「編集」 >「属性」をクリックします。

3. 「属性」タブに、属性のリストが表示されます。

4. 新しい属性を、既存のタイプ以外のものにする場合は、「タイプ」
タブをクリックしてタイプを作成します（122 ページの『属性タ
イプの作成』を参照）。

5. 「属性」タブで、「新規」をクリックして最初から属性を作成する
か、またはコピーする属性を選択して「コピー」をクリックしま
す。

6. 「Name」ボックスに新しい属性の名前を入力し、「説明」ボック
スに、追加情報を入力します。

7. 「一般」タブで他のオプションを選択します。

「一般」タブ 説明

名前 新しい属性に付ける名前。

モジュール内では一意でなければなりません。

説明 新しい属性についての追加情報。

タイプ 新しい属性のタイプ。

DXL 属性 DXL プログラムを使用して属性に値を割り当てる
には、このチェック・ボックスを選択します。次
に、「参照」を使用して、使用する DXL プログラ
ムを選択します。
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参照 「DXL 属性」チェック • ボックスを選択した場合

a.「参照」を使用して DXL プログラムを選択
します。

属性値の設定に使用できる定義済みの DXL プ
ログラムのリストが表示されます。

b. 使用するプログラムを選択し、「適用」をク
リックします。または、新しいプログラム
を定義する場合は「新規」をクリックしま
す。

多値 属性タイプが、列挙型の基本タイプを持つ場合
は、このボックスを選択することにより、その属
性に 2 つ以上の値を設定できるようになります。

デフォルト値 新しい属性にデフォルト値を定義する場合は、
「デフォルト値」チェック・ボックスを選択し、
ボックスに値を入力します。

オブジェクト モジュール内のすべてのオブジェクトに属性を適
用する場合は、このチェック・ボックスを選択し
ます。

モジュール モジュールに属性を適用する場合は、このチェッ
ク・ボックスを選択します。

継承値 属性をオブジェクトに割り当てるときに、親オブ
ジェクトからその属性値を継承させる場合は、こ
のチェック・ボックスを選択します。

属性をモジュールおよびその内部オブジェクトの
両方に割り当てた場合には、最上位オブジェクト
はモジュールの値を継承しないことに注意してく
ださい。

変更バーを更新 ユーザーが属性値を編集したときに、Rational 
DOORS でオブジェクトの変更バーを更新する場
合は、このチェック • ボックスを選択します。

「一般」タブ 説明
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8. デフォルトでは、新しく作成した属性はそのモジュールからアク
セス権を継承します。 
継承したアクセス権を変更するには、「アクセス（定義）」タブお
よび「アクセス（値）」タブを使用します。詳細については、132 
ページの『属性定義へのアクセスの制御』および 134 ページの

『属性値のアクセス権の制御』を参照してください。

9. 「OK」をクリックします。

10.「閉じる」をクリックします。

11. モジュールを保存して変更を確定します（「ファイル」 >「保存」
をクリックします）。

リンクの削除

このトピックでは、リンクをまとめて削除する方法について説明しま
す。

• 現行モジュールから特定のモジュールへの通常の Rational DOORS 
リンクを削除できます。

• 現行モジュール内の通常の Rational DOORS リンクをすべて削除で
きます。

• 現行モジュール内のすべての外部リンクを削除できます。

オブジェクト・プロパティー・シートを使用してリンクを削除す
ることもできます（243 ページの『リンクの編集』 を参照）。

変更日を更新 任意のユーザーが属性値を編集するときにオブ
ジェクトの最終変更日を更新する場合は、この
チェック・ボックスを選択します。詳細について
は、「RationalDOORS の管理」で、日時を記録す
る方法の概要のセクションを参照してください。

変更日を更新 ユーザーが属性値を編集したときに、Rational 
DOORS でオブジェクトの最終更新日を更新する
場合は、このチェック • ボックスを選択します。 

履歴の生成 ユーザーが属性値を編集したときに、Rational 
DOORS でデータベースの履歴を更新する場合は、
このチェック • ボックスを選択します。

「一般」タブ 説明
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注     リンクを一度削除したら、削除を取り消すことは
できません。

通常の Rational DOORS リンクを削除するには次の権限が必要です。

• ソース・オブジェクトおよびリンク・モジュールへの変更権限

• ターゲット・オブジェクトへの読み取り権限 
外部リンクを削除するには、そのリンクが含まれているオブジェクト
への作成権限または変更権限が必要です。

 現行モジュールから特定のモジュールへの通常の Rational DOORS 
リンクを削除するには

1. 現行モジュールで、削除するリンク元のオブジェクトを選択しま
す。

注     画面に表示されているすべてのオブジェクトから
のリンクを削除する場合は、この手順を省略する
ことができます。

2. 「リンク」 >「リンクの削除」をクリックします。

3. 削除するリンク先のオブジェクトを指定します。

• 「ターゲット・モジュール」ボックスで、ターゲット・モ
ジュールの名前を入力するか、または「参照」を使用してモ
ジュールを特定します。最も近い親プロジェクトからモ
ジュールへのパスを指定してください。

• 「提案」をクリックすると、ターゲット・モジュールがまだ開
いていない場合は開き、すでに開いている場合は、モジュー
ルが最前面に表示されます。

• 現行ビューに表示されているオブジェクトのサブセットへの
リンクを削除する場合は、ターゲット・モジュール・ウィン
ドウでオブジェクトを選択します。

4. 「リンク・モジュール」ボックスで、リンク・モジュールの名前
を入力するか、または「参照」を使用してリンク・モジュールを
特定します。最も近い親プロジェクトからモジュールへのパスを
指定してください。

リンクを削除するには、リンク・モジュールを開いておく必要が
あります。リンク・モジュールを開くには、「提案」をクリック
します。リンク・モジュールがすでに開いている状態で「提案」
をクリックすると、最前面に表示されます。
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5. 「リンク」ドロップダウン・リストを使用して、削除するリンク
を指定します。

• ソース・モジュールで選択されているすべてのオブジェクト
から、ターゲット・モジュールで選択されているすべてのオ
ブジェクトへのリンクを削除するには、「選択から選択へ」を
選択します。

• ソース・モジュールで選択されているすべてのオブジェクト
から、ターゲット・モジュールの現行ビュー内のすべてのオ
ブジェクトへのリンクを削除するには、「選択から表示セット
へ」を選択します。

• ソース・モジュールの現行ビュー内のすべてのオブジェクト
から、ターゲット・モジュールで選択されているすべてのオ
ブジェクトへのリンクを削除するには、「表示セットから選択
へ」を選択します。

• ソース・モジュールの現行ビューのすべてのオブジェクトか
ら、ターゲット・モジュールの現行ビュー内のすべてのオブ
ジェクトへのリンクを削除するには、「表示セットから表示
セットへ」を選択します。 

6. 削除しようとしているリンクの数を示す確認メッセージを表示す
るには、「確認」を選択します。

7. 「OK」をクリックします。

モジュール内の 通常の Rational DOORS リンクをすべて削除するに
は

1. モジュール・ウィンドウで、「リンク」 >「すべてのリンクを削除」
をクリックします。

2. すべてのインリンクおよびアウトリンクを削除してよいかを確認
するメッセージが表示されます。「確認」をクリックすると、す
べてのリンクが削除されます。

モジュール内のすべての外部リンクを削除するには

1. モジュール・ウィンドウで、「リンク」>「すべての外部リンクを
削除」をクリックします。

2. すべての外部インリンクおよび外部アウトリンクを削除するかを
確認するメッセージが表示されます。「確認」をクリックすると、
すべての外部リンクが削除されます。
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リンクの一括作成

このトピックでは、現行モジュールから他のモジュールへリンクをま
とめて設定する方法について説明します。ただし、このツールでは外
部リンクをまとめて作成することはできません。

注    ドラッグ・アンド・ドロップ操作や、「リンク」メ
ニュー・オプションを使用してリンクを作成すること
もできます（230 ページの『リンクの作成』を参照）。

 現行モジュールから特定のモジュールへリンクを作成するには

1. 現行モジュールで、リンク元になるオブジェクトを選択します。

注     画面に表示されているすべてのオブジェクトから
のリンクを作成したい場合は、この手順を省略で
きます。 

2. 「リンク」 >「リンクの作成」をクリックします。

3. リンク先となるオブジェクトを指定します。

• 「ターゲット・モジュール」ボックスで、ターゲット・モ
ジュールを入力するか、または「参照」を使用してモジュー
ルを特定します。最も近い親プロジェクトからモジュールへ
のパスを指定してください。

• 「提案」をクリックすると、ターゲット・モジュールがまだ開
いていない場合は開き、すでに開いている場合は、モジュー
ルが最前面に表示されます。

• 現行ビューに表示されているオブジェクトのサブセットへリ
ンクを作成する場合は、ターゲット・モジュール・ウィンド
ウでオブジェクトを選択します。

4. 「リンク・モジュール」ボックスで、使用するリンク・モジュー
ルを入力するか、または「参照」を使用してリンク・モジュール
を特定します。最も近い親プロジェクトからモジュールへのパス
を指定してください。 
リンク・モジュールを表示するには、「提案」をクリックしてリ
ンク・モジュールを開きます。リンク・モジュールがすでに開い
ている状態で「提案」をクリックすると、最前面に表示されま
す。

5. 「リンク」ドロップダウン・リストを使用して、作成するリンク
を指定します。
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• ソース・モジュールで選択されているすべてのオブジェクト
から、ターゲット・モジュールで選択されているすべてのオ
ブジェクトへのリンクを作成するには、「選択から選択へ」を
選択します。

• ソース・モジュールで選択されているすべてのオブジェクト
から、ターゲット・モジュールの現行ビュー内のすべてのオ
ブジェクトへのリンクを作成するには、「選択から表示セット
へ」を選択します。

• ソース・モジュールの現行ビュー内のすべてのオブジェクト
から、ターゲット・モジュールで選択されているすべてのオ
ブジェクトへのリンクを作成するには、「表示セットから選択
へ」を選択します。

• ソース・モジュールの現行ビューのすべてのオブジェクトか
ら、ターゲット・モジュールの現行ビュー内のすべてのオブ
ジェクトへのリンクを作成するには、「表示セットから表示
セットへ」を選択します。 

6. 作成しようとしているリンクの数を示す確認メッセージを表示す
るには、「確認」を選択します。

7. 「OK」をクリックします。

属性を使用したリンク

あるモジュールの属性に、別のモジュールのオブジェクトの絶対番号
が属性値として含まれている場合は、2 つのモジュール間のリンクを
自動的に作成できます。

例えば、図のモジュール A が「関連先」という属性を持っており、
その属性には、モジュール B の関連オブジェクトの絶対番号が記載
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されているとします。このような場合には、上の図で示すように、関
連するオブジェクト間で自動的にリンクを作成できます。

注    ソース・モジュールでリンク用に使用される属性のタ
イプは、テキストでなければなりません。属性に複数
の絶対番号が含まれる場合には、それぞれ別々の行に
なければなりません。

属性を使用してリンクするには

1. モジュール・ウィンドウで、「リンク」、および「属性によるリン
ク」をクリックします。

2. 「ターゲット・モジュール」ボックスで、ターゲット・モジュー
ルの名前を入力するか、または「参照」を使用してモジュールを
特定します。最も近い親プロジェクトからモジュールへのパスを
指定してください。

3. 「リンク・モジュール」ボックスで、リンク用に使用するリンク・
モジュールの名前を入力するか、または「参照」を使用してリン
ク・モジュールを特定します。最も近い親プロジェクトからのパ
スを指定してください。

4. 「既存の属性」で、使用するソース・モジュールの属性を選択し
ます。この属性の属性値は、ターゲット・モジュールのオブジェ
クトの絶対番号です。

5. 「リンク方向」ボックスで、リンクの方向を選択します。

ソース・モジュールからターゲット・モジュールへ、またはター
ゲット・モジュールからソース・モジュールへ、あるいはその両
方向のリンクを作成することができます。

6. 「OK」をクリックします。

デフォルトのリンク・モジュール

一対のモジュールに対して、その 2 つのモジュール間でリンクを作成
する場合に常に使用するデフォルトのリンク・モジュールを定義する
ことができます。

2 つのモジュール A と B がある場合は、次の 2 つのデフォルト・リン
ク・モジュールを定義できます。

• A から B へのリンクに使用されるデフォルトのリンク・モジュー
ル
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• B から A へのリンクに使用されるデフォルトのリンク・モジュー
ル

これらのことを、デフォルト・リンクセット・ペアと呼びます。

例えば、要求事項からユース・ケースへのリンクは「設計リンク・モ
ジュール」に記録し、要求事項から試験へのリンクは「検証リンク・
モジュール」に記録することができます。

デフォルト・リンクセット・ペアの定義方法については、255 ページ
の『デフォルト・リンクセット・ペアの作成』を参照してください。 

デフォルトのリンク・モジュールの変更

リンクを作成するときに、ソース・モジュールからターゲット・モ
ジュールへのデフォルト・リンクセット・ペアがない場合には必ず、
ユーザーのデフォルト・リンク・モジュールが使用されます。

特に指定しない限り、デフォルト・リンク・モジュールは Rational 
DOORS リンク になります。

ユーザーのデフォルト・リンク・モジュールを Mylinks に変更する
と、デフォルトのリンクセット・ペアがないモジュール間にリンクを
作成する場合には必ず、ソース・モジュールのフォルダーの Mylinks 
が使用されます。Mylinks というリンク・モジュールがフォルダーに
ない場合には、そのリンク・モジュールが自動的に作成されます。

また、最も近い親プロジェクトから始まるリンク・モジュールへのフ
ルパスを指定して、Rational DOORS データベースの特定のリンク・
モジュールへのデフォルトのリンク・モジュールを設定することもで
きます。デフォルトのリンクセット・ペアがないモジュール間にリン
クを作成する場合には、ソース・モジュールがどのフォルダーやプロ
ジェクトにあったとしても、このリンク・モジュールが使用されま
す。

デフォルトのリンク・モジュールを変更するには

1. データベース・エクスプローラーで、「ツール」 >「オプション」
をクリックします。 

2. 「設定」タブをクリックします。

3. 「デフォルトのリンク・モジュール」ボックスで、使用するデ
フォルトのリンク・モジュールを入力します。

4. 「OK」をクリックします。
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デフォルト・リンクセット・ペアの作成

デフォルト・リンクセット・ペアの詳細については、253 ページの
『デフォルトのリンク・モジュール』を参照してください。

モジュールのプロパティー・シートには、あるモジュールから他のモ
ジュールへのリンクのデフォルト・リンクセット・ペアが表示されま
す。このペアを変更するには、そのモジュールがあるフォルダーまた
はプロジェクトへの管理者権限が必要です。

 デフォルト・リンクセット・ペアを作成または変更するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」 >「モジュール・プロパ
ティー」をクリックします。

2. 「リンクセット」タブをクリックします。

現行モジュールを起点とするリンクのすべてのデフォルト・リン
クセット・ペアのリストが表示されます。

3. ペアを削除するには、対象のペアを選択して「削除」をクリック
します。

4. 新しいペアを追加するには

a. 「追加」をクリックします。

b. 「ターゲット・モジュール」ボックスで、ペアのターゲットの
名前を入力するか、または「参照」を使用して特定します。
データベースに存在しないターゲット・モジュールを入力で
きます。このモジュールは作成されませんが、モジュールが
作成されるときにペアリングが有効になります。

c. 「リンク・モジュール」ボックスで、現行モジュールから、指
定されたターゲット・モジュールへのリンクでデフォルトと
して使用するリンク・モジュールの名前を入力するか、また
は「参照」を使用してリンク・モジュールを特定します。
データベースに存在しないモジュールを入力できます。この
モジュールは作成されませんが、モジュールが作成されると
きにリンクセットが有効になります。

d. 「OK」をクリックします。

リンクセット・ペアがすでにモジュールに存在する場合は、
エラー・メッセージが表示されます。「OK」をクリックして

「リンクセット・ペアの追加」ダイアログに戻り、設定を修正
します。

5. ペアを修正するには
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a. 編集するエントリーを選択し、「編集」をクリックします。

b. 「ターゲット・モジュール」ボックスまたは「リンク・モ
ジュール」ボックスでエントリーを編集します。

c. 「OK」をクリックします。

6. 「OK」をクリックします。

リンクの制御によるプロセスの管理

要求管理では、データ間の関係を体系化することが重要な要素です。
Rational DOORS を使用すると、すべてのユーザーが作成したリンク
のタイプおよび方向を管理することができます。この機能はプロジェ
クトの作業プロセスを実行し、支援するのに役立ちます。 
リンクセットの管理機能を使用すると、文書間のリンクのうち、リン
クを許可する組み合わせと禁止する組み合わせを定義できます。最終
的に、ユーザーとプロジェクト管理者は、正しいタイプのリンクが作
成されたことを保証することができます。

また、特定のモジュールの組み合わせをデフォルト・リンク・モ
ジュールとして指定すると、ソースとターゲットの組み合せに関する
リンク情報の保存場所を制御することができます。

最も優れた管理では、ユーザーがデフォルト・リンク・モジュールを
定義しているかどうかに関係なく、すべてのユーザーに対してリンク
情報を特定のリンク・モジュールに記録させて、このリンク・モ
ジュールを必ず使用するように指定できます。あまり高度な管理が必
要ない場合は、そのリンク・モジュールを上書きできるようにする
と、ユーザーがリンク情報を自身のデフォルト・リンク・モジュール
に記録できるようになります。

リンクセット定義の設定、およびリンクセットの制御を行うには、
ソース・モジュールの親フォルダーへの管理者権限が必要です。

 リンクセット定義を作成するには

1. ソース・モジュールを開きます。

2. 「ファイル」>「モジュール・プロパティー」をクリックします。

「モジュール・プロパティー」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。

3. 「リンクセット」タブをクリックします。

4. 「追加」をクリックします。

「リンクセット・ペア」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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リンク・モジュール情報の表示

5. 「ターゲット・モジュール」ボックスで、ペアのターゲットの名
前を入力するか、または「参照」を使用して特定します。

6. 「リンク・モジュール」ボックスで、使用するリンク・モジュー
ルの名前を入力するか、または「参照」を使用してリンク・モ
ジュールを特定します。 

7. ( オプション ) このリンクセットに対して使用する「リンク・モ
ジュール」オプションを選択します。

• 「必須」を選択すると、このリンクセットに対するリンク情報
が、指定されたリンク・モジュールに必ず記録されます。

• 「上書き可能」を選択すると、リンク情報を記録するのに、
ユーザー個人のデフォルト・リンク・モジュールが使用され
ます。 

8. 「OK」をクリックします。

モジュールのリンクセット制御を有効にするには

1. ソース・モジュールを開きます。

2. 「ファイル」>「プロパティー」をクリックします。

「モジュール・プロパティー」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。

3. 「リンクセット」タブをクリックします。

4. 「上記リストでターゲット・モジュールへのアウトリンクのみ許
可 (Only allow outgoing links to the target modules in the above list)」
オプションを選択します。

5. 「適用」をクリックして「OK」をクリックします。

デフォルトでは、リンクセットの制御はオフになっています。

アウトリンクは、リストの中でこれらのリンクセット・ペアのみを使
用します。その他のリンクセットを使用することはできません。

リンク・モジュール情報の表示

 リンク・モジュールのプロパティーを表示するには

1. データベース・エクスプローラーで、リンク・モジュールが表示
されていることを確認します。

必要な場合は、「表示」 >「リンク・モジュールの表示」をクリッ
クします。
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2. プロパティーを表示したいリンク・モジュールを選択し、「ファ
イル」>「プロパティー」をクリックします。

3. モジュールのプロパティー・シートが表示されます。

次の表は、「一般」タブのオプションについて説明しています。

「アクセス」タブの詳細については、238 ページの『リンク・モ
ジュールへのアクセス制御』を参照してください。

リンク・モジュールの作成

 リンク・モジュールを作成するには

1. データベース・エクスプローラーで、モジュールを作成するフォ
ルダーまたはプロジェクトを選択します。これはモジュールの親
になります。

親に対する作成権限が必要です。

2. 「ファイル」 >「新規」 >「リンク・モジュール」をクリックしま
す。

3. 「名前」ボックスで、新しいモジュールの名前を入力します。

名前には、次の文字を使用できます。

「一般」タブ 説明

名前 モジュールの名前

説明 モジュールに関する追加情報

タイプ プロパティーが表示されているアイテムのタイプ。こ
れはリンク・モジュールで、編集できません。

URL モジュールの URL

属性のリスト モジュールのすべての属性のリスト。それぞれの属性
には、属性の名前と値が表示されます。

表示 / 編集 属性の値を変更するには

a. 属性のリストで属性を選択し、「編集」をク
リックします。 

b. 新しい属性値を入力します。

c.「OK」をクリックします。
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リンク・モジュールの作成

• 英数字 ( アルファベットの文字と数字 )
• スペース文字

• ピリオド（.）

• アンダースコア（_）

• ハイフン（-）

4. モジュールの追加情報を入力する場合は、「説明」ボックスに入
力します。

5. 「マッピング」ボックスで、このリンク・モジュールに記録する
リンクの種類を指定します。モジュールを作成した後は、リン
ク・マッピングを変更できません。

マッピングのオプションについて、次の表で説明します。

6. 「OK」をクリックします。

注    モジュールの作成時に、「このモジュールを作成でき
ません。ロック要求がタイムアウトになりました

（Cannot create this Module:Lock request timed out）」とい
うエラーが表示される場合は、しばらく待ってから再
度作成してください。「OK」をクリックしてモジュー
ルを作成するときに、Rational DOORS の別のユーザー
が貼り付け操作を実行していると、このエラーが生成
されます。

マッピング 説明

多対多 各オブジェクトは複数のインリンクとアウトリン
クを保持できます。

多対 1 各オブジェクトは複数のアウトリンクと 1 つのイ
ンリンクを保持できます。

1 対多 各オブジェクトは 1 つのアウトリンクと複数のイ
ンリンクを保持できます。

1 対 1 各オブジェクトはアウトリンクとインリンクを 1 
つずつ保持できます。このため、オブジェクトは
他の 1 つのオブジェクトとしかリンクできませ
ん。
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リンク・モジュールの操作

デフォルトでは、リンク・モジュールはデータベース・エクスプロー
ラーに表示されません。リンク・モジュールを表示するには、「表示」 
>「リンク・モジュールの表示」をクリックします。

リンク・モジュールを開くには、データベース・エクスプローラーで
ダブルクリックします。

リンク・モジュールの「リンクセット」ツールバーで「リンクセッ
ト」ドロップダウン・リストを使用して、表示するリンクセットを選
択します。 リスト・ボックスにマウス・カーソルを重ねると、現在選
択されているリンクセットのフルネームが表示されます。 
デフォルトでは、リンクセットはマトリックス・モードで表示されま
す。ソース・モジュールおよびターゲット・モジュール内のすべての
オブジェクトのマトリックスが表示されます。ソース・オブジェクト
は左側に縦に表示され、ターゲット・オブジェクトは上部に横に表示
されます。

マトリックスで強調表示されている四角形は、その場所で交差してい
る 2 つのオブジェクトに間にリンクがあることを表しています。 
強調表示されている四角形を選択すると、「リンク」ツールバーの

「リンク・ソースへ移動」ボタン  および「リンク・ターゲットへ
移動」ボタン  を使用して、ソースまたはターゲットのモジュール
を開き、ソース・またはターゲットのオブジェクトへ移動することが
できます。  
注    リンク・モジュールでリンクセットを選択すると、リ

ンクセットのソースであるモジュールは、排他編集
モードで開かれますが、実際に表示はされません。こ
の状態で、データベース・エクスプローラーから読み
取り専用モードでモジュールを開こうとすると、排他
編集モードとして開かれます。フォーマル・モジュー
ル・ウィンドウで「編集」>「編集モード」>「読み取
り専用」を選択して、読み取り専用モードへ変更する
ことができます。

リンクセットをグラフィック・モードで表示するには、「表示」 >「グ
ラフィック・モード」をクリックします。

フォーマル・モジュールでグラフィック・モードを使用した場合と同
様に、オブジェクトはボックスで示されます。リンクは、ソース・オ
ブジェクトとターゲット・オブジェクトを接続する赤い矢印で示され
ます。また、黒い矢印で強調表示されているリンクが現行リンクで
す。



Rational DOORS の使用方法  261

リンクセットの作成

「グラフィック」ツールバーの「グラフィック・モードをオンまたは
オフにします。」ボタン  を使用して、グラフィック・モードとマ
トリックス・モードを切り替えます。 

リンクセットの作成

リンクを作成するときにリンクセットがない場合には、ソース・モ
ジュールとターゲット・モジュール間でリンクセットが自動的に作成
されます。ユーザーが自身でリンクセットを作成することもできま
す。

リンクセットを作成するには

1. データベース・エクスプローラーで、リンク・モジュールが表示
されていることを確認します。

必要な場合は、「表示」 >「リンク・モジュールの表示」をクリッ
クします。

2. リンクセットを作成するリンク・モジュール選択し、「ファイル」 
>「開く」 >「「排他編集」をクリックします。

リンク・モジュールへの作成権限が必要です。

3. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」 >「新規」 >「リンクセッ
ト」をクリックします。

4. 「ソース・モジュール」ボックスで、ソース・モジュールの名前
を入力するか、または「参照」を使用してモジュールを特定しま
す。

5. 「ターゲット・モジュール」ボックスで、ターゲット・モジュー
ルの名前を入力するか、または「参照」を使用してモジュールを
特定します。

6. 「OK」をクリックします。 
リンクセットが作成されます。これは、指定したソース・モジュール
からターゲット・モジュールへのリンクを格納するのに使用すること
ができます。

リンクセットはマトリックス・モードで開いています。

リンクセットの削除

リンクセットを削除すると、リンクセットに含まれているすべてのリ
ンクおよびリンク属性が削除されます。
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リンクセットを削除するには、リンク・モジュールの削除権限が必要
です。また、リンクセットのそれぞれのリンクに対して次の権限が必
要です。

• ソース・オブジェクトに対する変更権限

• ターゲット・オブジェクトに対する読み取り権限

リンクセットを削除するには

1. リンク・モジュール・ウィンドウで、「リンクセット」ツール
バーの「リンクセットの表示」を使用して、削除するリンクセッ
トを開きます。

2. 「ファイル」 >「削除」 >「リンクセット」をクリックします。

リンクセットを削除してもよいかどうかを確認するメッセージが
表示されます。 

3. 「はい」をクリックします。
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16 ディスカッション

• ディスカッションについて

• モジュール内のディスカッションへのアクセス権の制御

• モジュール・ディスカッションの作成

• モジュール・ディスカッションの表示

• モジュール・ディスカッションへのコメントの追加

• モジュール・ディスカッションを閉じる

• モジュール・ディスカッションの削除

• モジュール・ディスカッションを再び開く

• オブジェクト・ディスカッションの作成

• オブジェクト・ディスカッションの表示

• オブジェクト・ディスカッションへのコメントの追加

• オブジェクト・ディスカッションを閉じる

• オブジェクト・ディスカッションの削除

• オブジェクト・ディスカッションを再び開く

ディスカッションについて

ディスカッションにより、レビューアーがモジュールの内容、または
モジュール内のオブジェクトの内容について各人の考えを交換するこ
とができます。

リンクされたレビュー用文書を用意したり、レビュー対象のモジュー
ルに新たにレビュー・コメント用のテキスト属性を追加する代わり
に、Rational DOORS の機能を使って、オブジェクトとモジュールに
ついてディスカッションを行うことができます。ディスカッション
は、オブジェクトまたはモジュールのプロパティーの一部として提供
されます。

Rational DOORS 9.2 以降のデータベース・サーバーを使用している必
要があり、そのサーバーはディスカッション機能が完全に利用できる
ように、Rational DOORS 9.0 および 9.1 クライアントを除外するよう
に構成されている必要があります。

モジュール、およびモジュール内のオブジェクトに対して、ディス
カッションの作成、表示、変更ができます。
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注    ベースラインで実行中のディスカッションを管理でき
ます。

コメントを作成して、ベースラインのオブジェクトお
よびベースライン化されたモジュール自体のディス
カッションにコメントを追加することができます。た
だし、ベースラインに作成されたディスカッションが
あり、より新しいバージョンのベースライン、または
現行バージョンのモジュールにコメントを追加する場
合、そのディスカッションが作成されたベースライン
にコメントを追加することはできません。

モジュール内のディスカッションへのアクセス権の制御

モジュール・プロパティー・シートで、モジュール内のディスカッ
ションへのアクセス権を制御することができます。

全員にディスカッションの作成を許可したり、個々のユーザーやグ
ループにディスカッションの作成を許可したりすることができます。

モジュール内のディスカッションへのアクセス権を制御するには、そ
のモジュールの Admin アクセス権が必要です。

Rational DOORS 9.2 以降のデータベース・サーバーを使用している必
要があり、そのサーバーはディスカッション機能が完全に利用できる
ように、Rational DOORS 9.0 および 9.1 クライアントを除外するよう
に構成されている必要があります。

モジュール内のディスカッションへのアクセス権を制御するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「モジュール・プロパ
ティー」の順にクリックし、「ディスカッションのアクセス権リ
スト」タブを選択します。

「ディスカッションのアクセス権リスト」が表示されます。

リストを使用できない場合、次の原因が考えられます。

• データベースに対して、ディスカッションが許可されていな
い

データベースに対してディスカッションを許可し、このモ
ジュール内のディスカッションへのアクセス権を制御するに
は、「データベース・プロパティー（Database Properties）」を
開いて、「ディスカッションのアクセス権」タブを選択し、

「ディスカッションを許可（モジュールにアクセス制限を設定
可能」ラジオ・ボタンを選択します。
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モジュール・ディスカッションの作成

• データベースに対してディスカッションが許可されているが、
ディスカッションへのアクセス権を制御できない

このモジュール内のディスカッションへのアクセス権を制御
するには、「データベース・プロパティー」を開いて、「ディ
スカッションのアクセス権」タブを選択し、「ディスカッショ
ンを許可（モジュールにアクセス制限を設定可能）」ラジオ・
ボタンを選択します。

2. すべてのユーザーが、このモジュール内のディスカッションに参
加できるようにするには、「全員にディスカッションの作成を許
可」を選択します。

3. 特定のユーザーのみがディスカッションに参加できるようにする
には、次を行います。

a. 「全員にディスカッションの作成を許可」をクリアします。

b. 「追加」をクリックします。

「ユーザーの追加」ウィンドウが表示されます。

c. ユーザーとグループを選択して、リストに追加します。

4. 「OK」をクリックします。

モジュール・ディスカッションの作成

モジュール・ディスカッションを作成するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ディスカッション」>「新規モ
ジュール・ディスカッション」をクリックします。

「新規ディスカッション」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 概要とコメントを入力します。

3. 「保存」をクリックします。

コメントが保存され、ディスカッションが作成されます。

モジュール・ディスカッションの表示

モジュール・ディスカッションを表示するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ディスカッション」>「モジュー
ル・ディスカッションの表示」をクリックします。

「ディスカッション」タブが選択された状態で、モジュールのプ
ロパティー・シートが表示されます。
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2. モジュールに関するすべてのディスカッションを表示するには、
「閉じたディスカッションの表示」を選択します。

3. 表示するディスカッションをクリックします。

ディスカッション全体が表示されます。

モジュール・ディスカッションへのコメントの追加

モジュール・ディスカッションにコメントを追加するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ディスカッション」>「モジュー
ル・ディスカッションの表示」をクリックします。

「ディスカッション」タブが選択された状態で、モジュールのプ
ロパティー・シートが表示されます。

2. モジュールに関するすべてのディスカッションを表示するには、
「閉じたディスカッションの表示」を選択します。

3. コメントの追加先になるディスカッションをクリックします。

ディスカッション全体が表示されます。

4. 「コメントの追加」をクリックします。

5. コメントを入力し、「発行」をクリックします。

コメントが追加されます。

モジュール・ディスカッションを閉じる

注    ディスカッションを削除できるのは、Database 
Manager、Project Manager、または Archive data、
Partition Data および Create Groups を含む権限を持つ 
Custom user のみです。
また、ディスカッションを作成したユーザー、および
モジュールのディスカッションのアクセス権リストに
含まれているユーザーもディスカッションを削除でき
ます。ディスカッションのアクセス権リストについて
は、264 ページの『モジュール内のディスカッション
へのアクセス権の制御』を参照してください。

モジュール・ディスカッションを閉じるには

1. モジュール・ウィンドウで、「ディスカッション」>「モジュー
ル・ディスカッションの表示」をクリックします。
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モジュール・ディスカッションの削除

「ディスカッション」タブが選択された状態で、モジュールのプ
ロパティー・シートが表示されます。

2. 閉じるディスカッションをクリックします。

ディスカッション全体が表示されます。

3. 「ディスカッションを閉じる」を選択し、コメントを入力します。

4. 「発行」をクリックします。

コメントが追加され、ディスカッションが閉じます。

モジュール・ディスカッションの削除

注    ディスカッションを削除できるのは、Database 
Manager、Project Manager、または Archive data、
Partition Data および Create Groups を含む権限を持つ 
Custom user のみです。
また、ディスカッションを作成したユーザー、および
モジュールのディスカッションのアクセス権リストに
含まれているユーザーもディスカッションを削除でき
ます。ディスカッションのアクセス権リストについて
は、264 ページの『モジュール内のディスカッション
へのアクセス権の制御』を参照してください。

モジュール・ディスカッションを削除するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ディスカッション」>「モジュー
ル・ディスカッションの表示」をクリックします。

「ディスカッション」タブが選択された状態で、モジュールのプ
ロパティー・シートが表示されます。

2. 削除するディスカッションをクリックします。

ディスカッション全体が表示されます。

3. 「ディスカッションの削除」を選択します。

ディスカッションを削除してもよいかどうかを確認するメッセー
ジが表示されます。

4. 「OK」をクリックします。

ディスカッションが削除されます。
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モジュール・ディスカッションを再び開く

注    ディスカッションを削除できるのは、Database 
Manager、Project Manager、または Archive data、
Partition Data および Create Groups を含む権限を持つ 
Custom user のみです。
また、ディスカッションを作成したユーザー、および
モジュールのディスカッションのアクセス権リストに
含まれているユーザーもディスカッションを削除でき
ます。ディスカッションのアクセス権リストについて
は、264 ページの『モジュール内のディスカッション
へのアクセス権の制御』を参照してください。

モジュール・ディスカッションを再び開くには

1. モジュール・ウィンドウで、「ディスカッション」>「モジュー
ル・ディスカッションの表示」をクリックします。

「ディスカッション」タブが選択された状態で、モジュールのプ
ロパティー・シートが表示されます。

2. 「閉じたディスカッションの表示」を選択します。

3. 再び開くディスカッションをクリックします。

ディスカッション全体が表示されます。

4. 「ディスカッションの再オープン」を選択し、コメントを入力し
ます。

5. 「発行」をクリックします。

コメントが追加され、ディスカッションが再び開きます。

オブジェクト・ディスカッションの作成

オブジェクト・ディスカッションを作成するには

1. モジュール・ウィンドウでオブジェクトを選択し、「ディスカッ
ション」>「新規オブジェクト・ディスカッション」をクリック
します。

「新規ディスカッション」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 概要とコメントを入力します。

3. 「保存」をクリックします。

コメントが保存され、ディスカッションが作成されます。
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オブジェクト・ディスカッションの表示

オブジェクト・ディスカッションの表示

オブジェクト・ディスカッションを表示するには

1. モジュール・ウィンドウでオブジェクトを選択し、「ディスカッ
ション」>「オブジェクト・ディスカッションの表示」をクリッ
クします。

「ディスカッション」タブが選択された状態で、オブジェクトの
プロパティー・シートが表示されます。

2. オブジェクトに関するすべてのディスカッションを表示するに
は、「閉じたディスカッションの表示」を選択します。

3. 表示するディスカッションをクリックします。

ディスカッション全体が表示されます。

ディスカッションの表示が終了した時点で、「次へ」または「前
へ」を使用して、次または前のオブジェクトに対応するディス
カッションを表示することもできます。

オブジェクト・ディスカッションへのコメントの追加

オブジェクト・ディスカッションにコメントを追加するには

1. モジュール・ウィンドウでオブジェクトを選択し、「ディスカッ
ション」>「オブジェクト・ディスカッションの表示」をクリッ
クします。

「ディスカッション」タブが選択された状態で、オブジェクトの
プロパティー・シートが表示されます。

2. オブジェクトに関するすべてのディスカッションを表示するに
は、「閉じたディスカッションの表示」を選択します。

3. コメントするディスカッションをクリックします。

4. 「コメントの追加」をクリックします。

5. コメントを入力し、「発行」をクリックします。

コメントが追加されます。

「次へ」または「前へ」を使用して、次または前のオブジェクトに対
応するディスカッションを表示することもできます

オブジェクト・ディスカッションを閉じる

注    ディスカッションを削除できるのは、Database 
Manager、Project Manager、または Archive data、
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Partition Data および Create Groups を含む権限を持つ 
Custom user のみです。
また、ディスカッションを作成したユーザー、および
モジュールのディスカッションのアクセス権リストに
含まれているユーザーもディスカッションを削除でき
ます。ディスカッションのアクセス権リストについて
は、264 ページの『モジュール内のディスカッション
へのアクセス権の制御』を参照してください。

オブジェクト・ディスカッションを閉じるには

1. モジュール・ウィンドウでオブジェクトを選択し、「ディスカッ
ション」>「オブジェクト・ディスカッションの表示」をクリッ
クします。

「ディスカッション」タブが選択された状態で、オブジェクトの
プロパティー・シートが表示されます。

2. 閉じるディスカッションをクリックします。

ディスカッション全体が表示されます。

3. 「ディスカッションを閉じる」を選択し、コメントを入力します。

4. 「発行」をクリックします。

コメントが追加され、ディスカッションが閉じます。

「次へ」または「前へ」を使用して、次または前のオブジェクトに対
応するディスカッションを表示することもできます

オブジェクト・ディスカッションの削除

注    ディスカッションを削除できるのは、Database 
Manager、Project Manager、または Archive data、
Partition Data および Create Groups を含む権限を持つ 
Custom user のみです。
また、ディスカッションを作成したユーザー、および
モジュールのディスカッションのアクセス権リストに
含まれているユーザーもディスカッションを削除でき
ます。ディスカッションのアクセス権リストについて
は、264 ページの『モジュール内のディスカッション
へのアクセス権の制御』を参照してください。

オブジェクト・ディスカッションを削除するには
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オブジェクト・ディスカッションを再び開く

1. モジュール・ウィンドウでオブジェクトを選択し、「ディスカッ
ション」>「オブジェクト・ディスカッションの表示」をクリッ
クします。

「ディスカッション」タブが選択された状態で、オブジェクトの
プロパティー・シートが表示されます。

2. 削除するディスカッションをクリックします。

ディスカッション全体が表示されます。

3. 「ディスカッションの削除」を選択します。

ディスカッションを削除してもよいかどうかを確認するメッセー
ジが表示されます。

4. 「OK」をクリックします。

ディスカッションが削除されます。

オブジェクト・ディスカッションを再び開く

注    ディスカッションを削除できるのは、Database 
Manager、Project Manager、または Archive data、
Partition Data および Create Groups を含む権限を持つ 
Custom user のみです。
また、ディスカッションを作成したユーザー、および
モジュールのディスカッションのアクセス権リストに
含まれているユーザーもディスカッションを削除でき
ます。ディスカッションのアクセス権リストについて
は、264 ページの『モジュール内のディスカッション
へのアクセス権の制御』を参照してください。

オブジェクト・ディスカッションを再び開くには

1. モジュール・ウィンドウでオブジェクトを選択し、「ディスカッ
ション」>「オブジェクト・ディスカッションの表示」をクリッ
クします。

「ディスカッション」タブが選択された状態で、オブジェクトの
プロパティー・シートが表示されます。

2. 「閉じたディスカッションの表示」を選択します。

3. 再び開くディスカッションをクリックします。

ディスカッション全体が表示されます。

4. 「ディスカッションの再オープン」を選択し、コメントを入力し
ます。
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5. 「発行」をクリックします。

コメントが追加され、ディスカッションが再び開きます。
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17 変更追跡とトレーサビリティー

この章のトピックは、次のとおりです。

• 変更バー

• モジュール履歴の表示

• 赤線による強調表示

• リンク分析

• リンク分析の実行

• トレーサビリティー・カラム

• トレーサビリティー・カラムの追加

• トレーサビリティー・エクスプローラーの使用

• サスペクト・リンク

• サスペクト・リンクの表示

• サスペクト・リンクのクリア

• 履歴との照合によるデータの確認

変更バー

変更バーを使用すると、オブジェクトの変更を追跡できます。

オブジェクトの変更バーの色、シンボル、およびツールチップによっ
て、オブジェクトの状況が分かります。

変更バー ツールチップの例 説明

現行セッションでオブジェ
クトを作成しましたが、そ
の変更はまだ保存されてい
ません。

現行セッションでオブジェ
クトを編集しましたが、そ
の変更はまだ保存されてい
ません。
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「ツール」>「オプション」を選択して「オプション」ダイアログ・
ボックスを開き、「設定」タブの「変更バーのシンボルの表示（Show 
symbols in change bars）」チェック・ボックスを選択または選択解除
することにより、変更バーにシンボルを表示するかどうかを制御でき
ます。「オプション」ダイアログ・ボックスの詳細については、411 
ページの『ユーザー・オプションの表示』を参照してください。

注    「変更バーのシンボルの表示（Show symbols in change 
bars）」チェック・ボックスを選択解除した場合でも、

「新規オブジェクト」シンボルは常に表示されます。

オブジェクトの変更履歴を表示するには、そのオブジェクトの変更
バーをダブルクリックします。 
注    どのような編集を変更バーに関連付けるかを制御でき

ます。ユーザーが特定の属性をいつ編集したかを知る
必要がない場合は、その属性の定義を変更して、その
属性に対して変更バーをオフにすることができます。

モジュールが最後にベース
ライン化された後に、オブ
ジェクトが変更されてお
り、その変更は保存されて
います。

モジュールが最後にベース
ライン化された後に、オブ
ジェクトが変更されていま
せん。

モジュールが最後にベース
ライン化されたとき以前に
オブジェクトが削除された
か、履歴がロードされてい
ません。

モジュールが最後にベース
ライン化された後に、オブ
ジェクトが削除され、履歴
がロードされています。

変更バー ツールチップの例 説明
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モジュール履歴の表示

モジュール履歴の表示

オブジェクトのどのような変更を履歴に記録するかを制御できます。
ユーザーが特定の属性をいつ編集したかを知る必要がない場合は、そ
の属性の定義を変更して、そのオブジェクトに対して履歴をオフにす
ることができます。リンクの作成と削除をモジュールの履歴に記録す
るかどうかを選択できます。デフォルトでは、リンクの履歴が生成さ
れます。リンクの履歴を生成する必要がない場合は、モジュール・プ
ロパティーの「一般」タブで「リンクの作成と削除に関する履歴を生
成する （Generate history for the creation and deletion of links）」を選
択解除します。 
ユーザー名または日付でフィルターを掛けた上で、履歴をテキスト・
ファイルにエクスポートできます。そうすると、このファイルを印刷
したり、他のファイルに挿入したりすることができます。

詳細については、「Rational DOORS の管理」で、日時を記録する方法の
概要のセクションを参照してください。

モジュールの履歴を表示するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」 >「モジュール・プロパ
ティー」をクリックします。

2. 「履歴」タブをクリックします。

以下の表に、「履歴」タブのオプションを示します。

「履歴」タブ 説明

変更を赤線で強
調して表示

変更箇所の詳細を赤線で強調表示されたテキスト
で表示するには、このチェック・ボックスを選択
します。上の例では、赤線による強調表示がオン
の状態で、履歴レコードの詳細が表示されていま
す。削除された部分は取り消し線付きの赤のテキ
ストで表示され、挿入された部分は下線付きの青
のテキストで表示されます。
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ターゲット・オ
ブジェクトに移
動

現行モジュールでリンクの作成および削除の履歴
を記録するように選択して、リンクの履歴を選択
すると、そのリンクのリンク・モジュールおよび
ターゲット・モジュールの名前とパスが「選択し
た履歴レコードの詳細」に表示されます。ター
ゲット・モジュールを開いて（まだ開いていない
場合）、ターゲット・オブジェクトを表示するに
は、「ターゲット・オブジェクトに移動」をク
リックします。

「ターゲット・オブジェクトに移動」ボタンは、
リンクの履歴が選択されている場合にのみ表示さ
れます。

すべて モジュールとオブジェクトの履歴が表示されま
す。

オブジェクトの履歴から、モジュールの最新ベー
スラインが作成された後に作成、削除、または編
集されたすべてのオブジェクトに関する情報が分
かります。

「リンクの作成と削除に関する履歴を生成する 
（Generate history for the creation and deletion of 

links）」が選択されている場合は、モジュールの
最新ベースラインが作成された後に作成または削
除されたリンクに関する情報が表示されます。

注    オブジェクトの変更バーをダブルクリックす
ることにより、そのオブジェクトの履歴を表
示することもできます。

モジュール これはデフォルトです。モジュールの履歴が表示
されます。

モジュール属性のすべての変更に関する情報のほ
か、モジュールの最新ベースラインが作成された
後に作成、削除、または編集された属性定義およ
び属性タイプも表示されます。

「履歴」タブ 説明
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モジュール履歴の表示

セッション モジュール・セッションの履歴を表示するには、
このボックスを選択して「最新表示」をクリック
します。

モジュールが作成された後にそのモジュールを開
いた全ユーザーについて、以下の情報が表示され
ます。

• ユーザーの Rational DOORS ユーザー名

• 一意のセッション ID
• モジュールを開いた日時

• ベースラインを作成した場合はそのベースライ
ンの名前

日付 特定の日付以降の、または特定の期間の履歴情報
のみを表示するには

a.「日付」チェック・ボックスを選択します。

b. 日付を「開始」ボックスと「 終了」ボック
スに入力するか、ドロップダウン・カレン
ダーから選択します。

c.「最新表示」をクリックします。

ユーザー 特定のユーザーの履歴情報のみを表示するには

a.「ユーザー」チェック・ボックスを選択しま
す。

b. ユーザー名を入力します。 
c.「最新表示」をクリックします。

「履歴」タブ 説明
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赤線による強調表示

Rational DOORS で、一部の変更箇所を赤色の線で強調表示できます。
これにより、属性への変更を一目で確認しやすくなります。赤線によ
る強調表示は以下の場所で使用できます。

• モジュールとオブジェクトの履歴

• スペル・チェッカー

• チェンジ・プロポーザル・システム

詳細 履歴項目の詳細情報が表示されます。情報は別の
ウィンドウに表示されます。変更箇所を赤線で強
調表示されたテキストで表示するには、「変更を
赤線で強調して表示」チェック・ボックスを選択
します。

履歴項目がリンクの作成または削除の場合、履歴
の詳細を表示するには、その項目に関連付けられ
ているリンク・モジュールおよびターゲット・モ
ジュールへの読み取り権限が必要です。

履歴項目がオブジェクトのパージの場合、履歴の
詳細を表示するには、管理者である必要がありま
す。

最新表示 画面が更新され、「履歴の表示（Show history）」で
選択したボックスに関連付けられた履歴が表示さ
れます。

エクスポート 履歴情報をファイルに保存するには

a.「エクスポート」をクリックします。

b. 情報を保存するファイルを入力するか、選
択します。

c. 各履歴レコードの詳細が必要でない場合は、
「詳細を含む」チェック・ボックスを選択解
除します。 

d.「OK」をクリックします。

表示設定に関係なく、モジュールとオブジェクト
の全履歴がエクスポートされます。

「履歴」タブ 説明
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リンク分析

• モジュール比較ウィザード

• サスペクト・リンクの詳細

Rational DOORS における赤線による強調表示での比較では、最長共
通部分列アルゴリズムを使用して、2 つの静的なテキストを 1 単語ず
つ比較します（英語版にのみ適用される説明です）。Rational DOORS 
は個々のキー入力に関する情報を保存しません。したがって、赤線に
よる強調表示はユーザーによる変更順序を反映しない場合がありま
す。

比較は 1 単語ずつ行われるので、赤線による強調表示は期待するもの
と異なる場合があります。例えば、「ship wreck」が「shipwreck」と
比較される場合は、赤線による強調表示では、「ship」および

「wreck」が削除されたものとして示され、「shipwreck」が挿入された
ものとして示されます。

Rational DOORS では、パフォーマンス上の理由から、文字レベルの
分析ではなく単語レベルの分析が行われます。

リンク分析

リンク分析は、現行モジュールとの間のリンクについての情報を提供
します。これは、通常の Rational DOORS リンクの分析です。外部リ
ンクは、リンク分析では無視されます。

イン・リンクの分析またはアウト・リンクの分析を選択できます。 
• イン・リンクの分析では、現行モジュールに入ってくるリンクの

チェーンのオブジェクトに関する情報が表示されます。これらの
オブジェクトの変更は、現行モジュールに影響します。

• アウト・リンクの分析では、現行モジュールから出て行くリンク
のチェーンのオブジェクトに関する情報が表示されます。現行モ
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ジュールに変更が加われば、これらのオブジェクトに影響しま
す。

リンクしたオブジェクトのチェーンをどこまで下って分析するかを指
定できます。これは分析の深さです。

例えば、深さを 2 に設定して分析すると、現行モジュールのオブジェ
クトにリンクしているオブジェクトに関する情報のほか、さらにその
オブジェクトにリンクしているオブジェクトに関する情報も表示され
ます。

リンク分析の実行

このトピックでは、現行オブジェクトが以下のような場合に、そのリ
ンク分析を実行する方法について説明します。

• リンクされたオブジェクトを含んでいるモジュールをすべて開く
場合

• リンクされたオブジェクトのみが表示されるように、フィルター
を適用する場合

詳細については、279 ページの『リンク分析』を参照してください。

リンク分析を実行するには

1. 分析するリンクを持つオブジェクトを選択します。

2. 「分析」>「リンク」の順にクリックします。

3. 「リンク方向」ラジオ・ボタンを使用して、イン・リンクまたは
アウト・リンクのどちらを分析するか指定します。
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4. 「リンク・モジュールの選択」ラジオ・ボタンを使用して、特定
のリンク・モジュールを使用するリンクに分析を限定するかどう
かを指定します。

• 分析を限定しない場合は、「すべてのモジュール」をクリック
します。

• 特定のリンク・モジュールを使用するリンクに分析を限定す
る場合は、「限定」をクリックしてから、モジュール名を入力
するか（最も近い祖先プロジェクトからのパスを指定しま
す）、または「参照」を使用してそのモジュールを探します。

5. 「深さ」ボックスに、使用する分析の深さを入力します。

デフォルトの 1 では、現行モジュールまたは他のモジュール内の
現行オブジェクトに直接リンクされるオブジェクトに分析を限定
します。

それ以上の深さの場合、現行オブジェクトから 2 つまたはそれ以
上離れたリンクを分析します。この場合も、これらのリンクは、
現行モジュール内または他のモジュール内のリンクです。

深さが 0 の場合、分析では現行モジュール内のリンクのみを探し
ます。

6. 「OK」をクリックして、分析を実行します。

ソース・オブジェクトまたはターゲット・オブジェクトが別のモ
ジュールにあり、そのモジュールがまだ開いていない場合、そのモ
ジュールは読み取り専用モードで開きます。リンクしているオブジェ
クトのみが表示されるように、両方のモジュールのデータがフィル
ターに掛けられます。

注    ソース モジュールまたはターゲット モジュールを読
み取り専用モードで開いている状態で排他編集モード
に変更すると、リンク分析によって適用されている
フィルターが削除され、現行モジュールのビューが
ロードされます。

トレーサビリティー・カラム

トレーサビリティー・カラムは、現行モジュール内のオブジェクトと
の間にリンクが設定されているオブジェクトの情報を保持します。

トレーサビリティー・カラムは、レイアウト DXL 列です。トレーサ
ビリティー・カラムに表示される値は、DXL プログラムによって計
算されます。このプログラムは、影響分析またはトレーサビリティー
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分析を実行してから、リンクされたオブジェクトについての情報を表
示します。

デフォルトでは、トレーサビリティー・カラムには、リンクされた各
オブジェクトに関する以下の情報が表示されます。

• リンクされたオブジェクトが存在するモジュールの名前

• オブジェクト見出し属性の値

• オブジェクト ID
必要に応じて他の情報を表示できます。リンクされたオブジェクトの
他の属性値の表示や、リンク作成日時のようなリンク自体の属性の情
報の表示ができます。

トレーサビリティー・カラムの追加

トレーサビリティー・カラムについては、281 ページの『トレーサビ
リティー・カラム』を参照してください。

 現行ビューにトレーサビリティー・カラムを追加するには

1. 「分析」 >「ウィザード」の順にクリックします。

ウィザードの「ようこそ」画面が表示されます。

2. 分析するリンクのタイプを定義します。

• 「リンク方向」フレームで「イン・リンク」または「アウト・
リンク」をクリックします。

• 分析するリンク・タイプを選択します。Rational DOORS リン
ク、外部リンク、またはその両方を選択できます。

3. 「次へ」をクリックします。

Rational DOORS リンクを分析対象に含めるように選択した場合は
「分析の有効範囲（Scope of analysis）」画面が表示されます。外部
リンクのみを分析する場合は、Step 7 に進みます。

4. 「フォーマル・モジュールの選択」ラジオ・ボタンを使用して、
分析するフォーマル・モジュールを選択します。

• 現在開いているすべてのフォーマル・モジュール内のリンク
されたオブジェクトを分析するには、「開いているすべてのモ
ジュール」をクリックします。

注    分析を実行すると、分析を満たすすべてのモ
ジュールが背景に表示されます。同じセッ
ションで続いて分析を実行する場合で「開い
ているすべてのモジュール」をクリックする
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と、これらのモジュールが分析に組み込まれ
ます。

• フォーマル・モジュールが開いているかどうかに関係なく、
すべてのフォーマル・モジュール内のリンクされたオブジェ
クトを分析するには、「すべてのモジュール」をクリックしま
す。 

• 特定のフォーマル・モジュール内のリンクされたオブジェク
トを分析するには、「限定」をクリックしてから、モジュール
名を入力するか（最も近い祖先プロジェクトからのパスを指
定します）、または「参照」を使用してそのモジュールを探し
ます。

5. 「リンク・モジュールの選択」ラジオ・ボタンを使用して、特定
のリンク・モジュールを使用するリンクに分析を限定するかどう
かを指定します。

• 分析を限定しない場合は、「すべてのモジュール」をクリック
します。

• 分析を限定するには、「限定」をクリックしてから、リンク・
モジュール名を入力するか（最も近い祖先プロジェクトから
のパスを指定します）、または「参照」を使用してそのモ
ジュールを探します。

6. 「次へ」をクリックします。

7. この画面に表示される情報は、分析対象が Rational DOORS リンク
か、外部リンクか、またはその両方かによって異なります。分析
対象に Rational DOORS リンクを含めている場合は、「モジュール
およびオブジェクト属性」リストおよび「Rational DOORS リン
ク属性（Rational DOORS link attributes）」リストが使用可能にな
ります。外部リンクを含めている場合は、「外部リンク属性」リ
ストが使用可能になります。 
外部リンクのみを分析する場合は、Step 9 に進みます。

デフォルトでは、Rational DOORS リンクのソースまたはターゲッ
トとなる各オブジェクトについて、以下の情報がトレーサビリ
ティー・カラムに表示されます。

• オブジェクト見出し

• オブジェクト ID
• モジュール名（他のフォルダーへのパスを含む）
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このオプションでは、現行モジュールとは別のフォルダーに
目的のモジュールが存在する場合にのみ、そのモジュールへ
のパスが表示されます。

モジュールの場所にかかわらずパスを表示する場合は、「モ
ジュール名（他のフォルダーへのパスを含む）」および「モ
ジュール名（パスなし）」を選択解除し、「モジュール名（パ
スを含む）」を選択します。

モジュールへのパスを表示しない場合は、「モジュール名（他
のフォルダーへのパスを含む）」および「モジュール名（パス
を含む）」を選択解除し、「モジュール名（パスなし）」を選択
します。

他の項目を表示する場合は、「モジュールおよびオブジェクト属
性」のリストでその項目を選択します。項目をクリックすると、
その項目が選択されます。もう一度クリックすると、その項目が
選択解除されます。

Step 4 ですべてのフォーマル・モジュール、またはすべての開い
ているフォーマル・モジュールを選択した場合、リストにはシス
テム属性のみが表示されます。

8. デフォルトでは、トレーサビリティー・カラムにリンク自体の属
性値は表示されません。

リンク属性値を表示する場合は、「リンク属性」のリストでその
属性を選択します。項目をクリックすると、その項目が選択され
ます。もう一度クリックすると、その項目が選択解除されます。

9. デフォルトでは、トレーサビリティー・カラムに外部リンクの説
明が表示されます。トレーサビリティー・カラムに他の属性の情
報も表示する場合は、「外部リンク属性」リストでその属性を選
択します。項目をクリックすると、その項目が選択されます。も
う一度クリックすると、その項目が選択解除されます。

10.「次へ」をクリックします。

11.「列幅」ボックスで、各トレーサビリティー・カラムをどれくら
いの幅で表示するかをピクセル数で指定します。

注     ピクセルはコンピューター画面上での距離を測定
するために使用されます。「コントロール パネル」
の「画面」の「設定」タブで、画面の解像度を確
認できます。

12. 分析の結果をトレーサビリティー・カラムでどのように表示する
かを指定します。
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• デフォルトでは、どの属性も新しい行に表示されます。 
属性間に改行を入れずに連続的な段落で属性を表示する場合
は、「行ごとに 1 つの属性」チェック・ボックスを選択解除し
ます。

• デフォルトでは、カラムには属性値のみが表示され、属性名
は表示されません。

属性の値だけでなく名前も表示する場合は、「属性名の表示」
チェック・ボックスを選択します。

• デフォルトでは、カラムには OLE オブジェクトは表示されま
せん。

OLE オブジェクトを表示する場合は、「OLE オブジェクトを
テキストで含む」を選択します。

• 表示される各属性の値を指定の文字数で切り捨てる場合は、
「各データを以下のように切り取ります。」チェック・ボック
スを選択し、文字数を入力します。

• 表示されるストリング全体を指定の文字数で切り捨てる場合
は、「ストリング全体を以下のように切り取ります。」チェッ
ク・ボックスを選択し、文字数を入力します。

13. 再帰分析を行うかどうかを指定します。

複数レベルの分析を行う場合は、「再帰分析」チェック・ボック
スを選択します。

14. 再帰分析を 1 つのカラムと複数のカラムのどちらで表示するかを
指定します。

再帰分析を 1 つのカラムで表示する場合は、「複数列」チェック・
ボックスを解除します。

15.「分析の深さの指定 (Specify depth of analysis)」ボックスで、分析
の深さを指定します。外部リンクのみを分析する場合、1 レベル
のみの分析を行う場合、または指定されたモジュールのみのト
レーサビリティー情報を表示する場合は、このチェック・ボック
スは使用できなくなります。最大の深さは 10 です。

16. 特定のモジュールとの間のリンクの情報のみを表示するかどうか
を決定します。

「選択したモジュールからの情報のみ表示」チェック・ボックス
を選択または選択解除します。外部リンクのみを分析する場合、
1 レベルのみの分析を行う場合、または「分析の深さの指定 
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(Specify depth of analysis)」ボックスにレベル数を指定した場合
は、このチェック・ボックスは使用できなくなります。

このチェック・ボックスを選択した場合は、「次へ」をクリック
して次の画面に進み、モジュールを指定します。ウィザードの次
の画面については、次のステップを参照してください。

このチェック・ボックスを選択しない場合は、「完了」をクリッ
クして、現行ビューにトレーサビリティー・カラムを追加しま
す。デフォルトでは、第 1 カラムには、現行オブジェクトから 1 
つ先のリンクにあるオブジェクトに関する情報が表示され、第 2 
カラムには、現行オブジェクトから 2 つ先のリンクにあるオブ
ジェクトに関する情報が表示される、というように表示が行われ
ます。

17. リンク情報を表示するモジュールを指定します。

「モジュール名」でモジュールを選択します。このモジュールと
の間のリンクの情報が、第 1 トレーサビリティー・カラムに表示
されます。モジュールをもう 1 つ選択します。このモジュールと
の間のリンクの情報が、第 2 トレーサビリティー・カラムに表示
されます。必要なモジュールをすべて選択するまで、同様に表示
が行われます。

例えば、第 1 カラムをモジュール A に、第 2 カラムをモジュール 
B に、というように割り当てを行います。第 1 カラムには、現行
モジュール（分析対象のモジュール）にリンクされた、モジュー
ル A のオブジェクトが表示されます。第 2 カラムには、モジュー
ル A のオブジェクトにリンクされた、モジュール B のオブジェク
トが表示され、第 3 カラムには、モジュール B のオブジェクトに
リンクされた、モジュール C のオブジェクトが表示される、とい
うように表示が行われます。 
分析対象のモジュール内の各オブジェクトについて、様々なモ
ジュールを経由してリンクのチェーンをたどることができます。
モジュール A の中のどのオブジェクトにリンクされているか、ま
た、それらのオブジェクトが、モジュール B の中のどのオブジェ
クトにリンクされているか、などが分かります。

モジュールのチェーンを指定するには

a. 第 1 カラムに表示するモジュールを選択してから、「次へ」を
クリックします。

b. 第 2 カラムに表示するモジュールを選択してから、「次へ」を
クリックします。



Rational DOORS の使用方法  287

トレーサビリティー・エクスプローラーの使用

c. モジュールのチェーンの構築が終わるまで繰り返します。

18.「完了」をクリックして、現行ビューにトレーサビリティー・カ
ラムを追加します。

注    新しい列をビューに保存する場合は、84 ページの『現
行ビューの保存』の説明を参照してください。

トレーサビリティー・エクスプローラーの使用

トレーサビリティー・エクスプローラーを使用して、現行モジュール
内のどのオブジェクトがリンクを持つかを確認したり、リンクされた
オブジェクトにナビゲートしたりすることができます。

 トレーサビリティー・エクスプローラーを使用するには

1. モジュール・ウィンドウで、「分析」 >「トレーサビリティー・エ
クスプローラー」の順にクリックします。 
現行ビューの全オブジェクトのリストが表示されます。 
リンクを持つオブジェクトには、左側に正符号（+）が付きます。 

2. デフォルトでは、トレーサビリティー・エクスプローラーには、
開いているモジュールからのイン・リンクを持つオブジェクトが
表示されます。

デフォルトを変更するには、「表示」メニューのオプションを使
用します。

「表示」メ
ニュー・オプショ
ン

説明

In-links イン・リンクのみを表示します。

Out-links アウト・リンクのみを表示します。

モジュールを開
く

現在開いているモジュールとの間のリンクのみを
表示します。

すべてのモ
ジュール

開いているモジュールとの間のリンクのほか、閉
じているモジュールとの間のリンクも表示しま
す。

最新表示 画面を更新します。
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3. リンクされたオブジェクトを表示するには、正符号（+）をク
リックします。

• 矢印はリンクの方向を示します。

• 画面下部のステータス・バーには、現在選択されているオブ
ジェクトが存在するモジュールの名前が表示されます。

4. 選択されたオブジェクトを表示するには、右クリックして「オブ
ジェクトの表示」を選択します。

オブジェクトが存在するモジュールが現在開いていない場合は、
読み取り専用でそのモジュールが開き、その現行オブジェクト
が、選択されたオブジェクトとして設定されます。

ナビゲート

トレーサビリティー・エクスプローラー内でナビゲートするには

• Page Up キー、Page Down キー、および矢印キーを使用します。

• スクロール・バーを使用します。

• 現行ビューの先頭または最後のオブジェクトに移動するには、
Home キーまたは End キーを使用します。

サスペクト・リンク

複数のリンクのある大規模データベースでは、1 つのオブジェクトを
変更するとデータベース内の数多くの他のオブジェクトに影響する場
合があります。Rational DOORS は、変更されたオブジェクトにリン
クされているオブジェクトをサスペクト・リンクを含むものとして
マークすることで、そのような変更が見落とされないようにします。
ユーザーは、モジュールのサスペクト・リンクを確認し、サスペク
ト・リンクとなった原因である変更を特定し、それに応じてオブジェ
クトを更新することができます。 
注    変更されたオブジェクトはサスペクト・リンクを含む

ものとしてマークされませんが、そのオブジェクトに
リンクされたすべてのオブジェクトはサスペクト・リ
ンクを含むものとしてマークされます。

例えば、ユーザー要件がシステム要件にリンクされている場合、ユー
ザー要件の変更には、リンクされたシステム要件の変更が必要になる
ことがあります。システム要件はサスペクト・リンクを含むものとし
てマークされますが、ユーザー要件はサスペクト・リンクを含んでい
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ません。システム要件が必要に応じて検査され、更新されると、シス
テム要件のサスペクト・リンクをクリアすることができます。 
リンクのソース・オブジェクトおよびターゲット・オブジェクトの両
方が変更された場合、そのリンクは両方でサスペクト・リンクとして
マークされます。ソースでサスペクト・リンクをクリアすると、ター
ゲットでもサスペクト・リンクがクリアされます。

注意        変更日に影響するように設定されている属性に
よってのみ、その編集時に、リンクがサスペク
ト・リンクとしてマークされます。「変更日を更
新」の設定は、属性定義を編集することで選択で
きます。

注    Rational DOORS バージョン 8 以降では、日付値は 
UTC（協定世界時）形式でサーバーに保管され、クラ
イアント側のタイム・ゾーンに従ってクライアントに
表示されます。8.0 より前のバージョンの Rational 
DOORS では、タイム・ゾーンを調整するための情報
が日付属性値に含まれていませんでした。このため、
移行したデータの日付属性値が適切に表示されない場
合があります。例えば、複数のタイム・ゾーンのクラ
イアントからデータを操作すると、サスペクト・リン
クが正常に機能しない場合があります。詳細について
は、「Rational DOORS の管理」で、日時を記録する方法
の概要のセクションを参照してください。

サスペクト・リンクの表示

以下の方法で、サスペクト・リンクがあるオブジェクトを特定するこ
とができます。

• サスペクト・リンクのフィルター

• サスペクト・リンク・インディケーターの表示

• 最後の変更の表示

• すべてのサスペクト・リンク情報の表示

 サスペクト・リンクのフィルター

サスペクト・リンクがあるオブジェクトのみが表示されるように、モ
ジュールにフィルターを適用できます。フィルターを、サスペクト・
イン・リンクに対して掛けるかサスペクト・アウト・リンクに対して
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掛けるかの選択と、すべてのモジュールに対して掛けるか現在開いて
いるモジュールに対して掛けるかの選択ができます。

サスペクト・リンクに対してフィルターを掛けるには、「分析」>「サ
スペクト・リンク」>「フィルター」の順にクリックし、フィルター
に掛けるリンクのタイプをクリックします。以下のタイプから選択で
きます。 
• イン・リンク（開いているモジュールのみ）

• イン・リンク（全モジュール）

• アウト・リンク（開いているモジュールのみ）

• アウト・リンク（全モジュール）

「開いているモジュールのみ」オプションのいずれかを選択する場合
は、サスペクト・リンクのフィルターを適用するターゲット・モ
ジュールが開いていることを確認してください。

注    このフィルターはビューに保存できません。

サスペクト・リンク・インディケーターの表示

リンク・インディケーターを表示する列を挿入できます。リンク・イ
ンディケーターは、サスペクト・リンクを持つオブジェクトにフラグ
を立てます。

疑問符が付いたリンク矢印が、サスペクト・リンクのあるオブジェク
トの横に表示されます。この  はイン・リンクのサスペクト・リン
クを表し、この  はアウト・リンクのサスペクト・リンクを表しま
す。リンク・インディケーター列には、オブジェクトが持つサスペク
ト・リンクの数は示されません。サスペクト・リンクの詳細について
は、291 ページの『すべてのサスペクト・リンク情報の表示』を参照
してください。

リンク インジケータを表示する列を挿入するには

1. 「分析」>「サスペクト・リンク」>「インディケーターの表示」
の順にクリックしてから、フラグを立てるリンクのタイプをク
リックします。以下のタイプから選択できます。 
• イン・リンク（開いているモジュールのみ）

• イン・リンク（全モジュール）

• アウト・リンク（開いているモジュールのみ）

• アウト・リンク（全モジュール）

注     「開いているモジュールのみ」オプションのいず
れかを選択する場合は、サスペクト・リンク・イ
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ンディケーターを表示するターゲット・モジュー
ルが開いていることを確認してください。

最後の変更の表示

イン・リンクまたはアウト・リンクを持つ各オブジェクトについて、
リンクをサスペクト状態にした最後の変更の要約を表示する列を、開
いているモジュールまたは全モジュールに挿入できます。

以下の情報が列に表示されます。

• サスペクト・リンクのソースまたはターゲットを含むモジュール
の絶対パス

• リンク先オブジェクトのオブジェクト ID
• オブジェクトが最後に修正された日時

• これまでにサスペクトがクリアされたことがない場合は、その旨
が表示されます。

リンクをサスペクト状態にした最後の変更を表示する列を挿入するに
は

1. 「分析」>「サスペクト・リンク」>「最終変更の表示」の順にク
リックしてから、サスペクト・リンク情報を表示するリンクのタ
イプをクリックします。以下のタイプから選択できます。

• イン・リンク（開いているモジュールのみ）

• イン・リンク（全モジュール）

• アウト・リンク（開いているモジュールのみ）

• アウト・リンク（全モジュール）

注     「開いているモジュールのみ」オプションのいず
れかを選択する場合は、サスペクト・リンク情報
を表示するターゲット・モジュールが開いている
ことを確認してください。

 すべてのサスペクト・リンク情報の表示

イン・リンクまたはアウト・リンクを持つ各オブジェクトについて、
すべてのサスペクト・リンク情報を表示する列を、開いているモ
ジュールまたは全モジュールに挿入できます。

以下の情報が列に表示されます。

• サスペクト・リンクのソースまたはターゲットを含むモジュール
の絶対パス
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• ソース・オブジェクトまたはターゲット・オブジェクトのオブ
ジェクト ID

• サスペクトが最後にクリアされた後にオブジェクトが変更された
回数

• 修正された属性の名前、および修正が実行された時刻

1 つのオブジェクトに複数のサスペクト・リンク・エントリーがある
場合があります。

最後にサスペクト・リンクがクリアされた後にソース・モジュールま
たはターゲット・モジュールがベースライン化されている場合は、リ
ンクをサスペクト状態にする変更がソース・オブジェクトまたはター
ゲット・オブジェクトに加えられていても、その変更は表示できませ
ん。サスペクト・リンク情報が、ソース・オブジェクトまたはター
ゲット・オブジェクトのオブジェクト履歴に基づくからです。モ
ジュールがベースライン化されている場合、履歴はモジュールの現行
バージョンから消去され、ベースラインに格納されます。

この場合は、ソース・モジュールまたはターゲット・モジュールが
ベースライン化されている旨と、リンクをサスペクト状態にする変更
の詳細がそのベースラインに含まれている可能性がある旨が表示され
ます。

すべてのサスペクト・リンク情報を表示する列を挿入するには

1. 「分析」>「サスペクト・リンク」>「すべての変更を表示」の順
にクリックしてから、サスペクト・リンク情報を表示するリンク
のタイプをクリックします。以下のタイプから選択できます。 
• イン・リンク（開いているモジュールのみ）

• イン・リンク（全モジュール）

• アウト・リンク（開いているモジュールのみ）

• アウト・リンク（全モジュール）

注     「開いているモジュールのみ」オプションのいず
れかを選択する場合は、サスペクト・リンク情報
を表示するターゲット・モジュールが開いている
ことを確認してください。

サスペクト・リンクのクリア

サスペクト・リンクをクリアするには、2 とおりの方法があります。
「クリア」と「すべてクリア」です。
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• モジュールの単一のオブジェクトからサスペクト・イン・リンク
またはサスペクト・アウト・リンクを個別にクリアする場合は、

「クリア」を使用します。

• モジュールからすべてのサスペクト・イン・リンクまたはサスペ
クト・アウト・リンク、あるいはその両方をクリアする場合は、

「すべてクリア」を使用します。

注意        サスペクト・リンクをクリアする前に、開いてい
るすべてのモジュールを保存します。

サスペクト・リンクをクリアすると、リンクに関するサスペクトがク
リアされます。すなわち、リンクのソース・オブジェクトとターゲッ
ト・オブジェクトの両方を変更している場合に、ソース・オブジェク
ト側のサスペクト・リンクをクリアすると、ターゲット側のサスペク
トもクリアされます。

サスペクト・リンクのクリアに必要なアクセス権限

サスペクト・リンクをクリアする場合、以下のアクセス権限が必要で
す。

• 初めてサスペクト・リンクをクリアする場合、リンク・モジュー
ルに対する作成権限が必要です。これは、サスペクト・リンク情
報を保管するための属性がリンク・モジュールの中に作成される
からです。

• 2 回目以降にそのリンク・モジュールのサスペクト・リンクをク
リアする場合、そのリンク・モジュールに対する変更権限が必要
です。 

• サスペクト・リンクのソース・モジュールおよびターゲット・モ
ジュールの両方に対する変更権限が必要です。

クリア機能の使用

1. モジュール・ウィンドウで、「分析」>「サスペクト・リンク」 >
「クリア」の順にクリックします。

現行オブジェクトの「サスペクト・リンクをクリア」ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。

重要 :Rational DOORS は、データベース内で、現行オブジェクト
にリンクしているオブジェクトを含む全モジュールを開きます。
これらのモジュールは、表示されずに開かれます。リンクしたオ
ブジェクトを含むモジュールまたは、リンクしたオブジェクト自
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身に対する読み取り権限がない場合、Rational DOORS はサスペク
ト・リンクを計算しません。

情報は、2 つのタブに表示されます。1 つはイン・リンクで、もう 
1 つはアウト・リンクです。

表示される情報は、以下のとおりです。 
• リンクしたオブジェクトを含んでいるモジュールの絶対パス

• ソース・オブジェクトまたはターゲット・オブジェクトの ID
• ソース・オブジェクトまたはターゲット・オブジェクトの最

終変更日時

2. 現行ビューの次のオブジェクトまたは前のオブジェクトのサスペ
クト・リンクを表示するには、「次へ」または「前へ」をクリッ
クします。

3. サスペクト・リンクの詳細を確認するには、そのサスペクト・リ
ンクを選択して「詳細」をクリックします。

リンクをサスペクト状態にした最初の変更が表示されます。サス
ペクトが最後にクリアされた後に、リンクしているオブジェクト
に加えられた変更を確認するには、「次へ」および「前へ」ボタ
ンを使用します。

サスペクトとしてリンクにフラグが立つ原因となった変更を赤線
で強調表示するには、「変更を赤線で強調して表示」を選択しま
す。

最後にサスペクト・リンクがクリアされた後にソース・モジュー
ルまたはターゲット・モジュールがベースライン化されている場
合は、リンクをサスペクト状態にする変更がソース・オブジェク
トまたはターゲット・オブジェクトに加えられていても、その変
更は表示できません。サスペクト・リンク情報が、ソース・オブ
ジェクトまたはターゲット・オブジェクトのオブジェクト履歴に
基づくからです。モジュールがベースライン化されている場合、
履歴はモジュールの現行バージョンから消去され、ベースライン
に格納されます。 
この場合は、ソース・モジュールまたはターゲット・モジュール
がベースライン化されている旨と、リンクをサスペクト状態にす
る変更の詳細がそのベースラインに含まれている可能性がある旨
が表示されます。

4. 「OK」をクリックして、現行オブジェクトの「サスペクト・リン
ク」ダイアログ・ボックスに戻ります。
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5. 1 つまたは複数のエントリーを選択すると、「クリア」オプション
がアクティブになります。

6. 「クリア」をクリックして、サスペクト・リンクをクリアします。

Rational DOORS は、すべてのフォーマル・モジュールとリンク・
モジュールに対して更新に必要なアクセス権限を持っていること
を確認するために、アクセス制御検査を実行します。 
ユーザーが必要なアクセス権限を持っていない場合は、エラー・
メッセージが表示されるか、「クリア」ボタンが使用できなくな
ります。詳細については、293 ページの『サスペクト・リンクの
クリアに必要なアクセス権限』を参照してください。

7. 「閉じる」をクリックします。 
「閉じる」をクリックすると、以前に編集のために開かれたモ
ジュールは保存されないままになってしまいます。 
情報メッセージが表示されます。

8. 開いているモジュールは、保存しなければなりません。

すべてクリア機能の使用

「サスペクト・リンクをすべてクリアする」オプションを使用すると、
すべてのサスペクト・イン・リンク、すべてのサスペクト・アウト・
リンク、あるいはその両方をクリアできます。共有編集モードでモ
ジュールを開いている場合は、クリアできるのは、ロックされている
セクション内のサスペクト・リンクのみとなります。 
すべてのサスペクト・リンクをクリアするには

1. モジュール・ウィンドウで、「分析」>「サスペクト・リンク」>
「すべてクリア」の順にクリックします。

「サスペクト・リンクをすべてクリアする」ダイアログ・ボック
スが表示されます。

2. 「サスペクト・イン・リンクをクリア」、「サスペクト・アウト・
リンクをクリア」のいずれか、または両方を選択します。

3. 「OK」をクリックします。

すべてのサスペクト・リンクがクリアされます。

情報メッセージが表示されます。

4. 開いているモジュールは、保存しなければなりません。
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履歴との照合によるデータの確認

Rational DOORS には、モジュール内の現行データとモジュールの履
歴との間に不整合が存在する場合に、それを検出して修正するユー
ティリティーが含まれています。以下のような不整合を検出して修正
することができます。

• 履歴では削除または削除の取り消しが行われているオブジェクト
に対し、現行データでは削除または削除の取り消しが行われてい
ない。

• 履歴ではパージされているオブジェクトが、現行データにはまだ
存在している。

• 履歴では作成または削除されているリンクが、現行データには存
在していない、あるいはまだ存在している。

• テキスト値、ストリング値、列挙値、整数値、実数値、日付、
ユーザー名などの属性値で、現行データと履歴の間に相違があ
る。デフォルト値、継承された値、およびモジュール属性値に相
違がある場合も含まれます。

履歴の記録に含まれていなかった属性とオブジェクトに対する変更
は、ユーティリティーで検出できません。

履歴の記録に含まれていたオブジェクトで、現行データに存在してい
ないものは、ログに報告されますが、回復することはできません。

ユーティリティーによって不整合のレポートが生成されるので、相違
点を反映してモジュールを更新することができます。

ユーティリティーで検出できない不整合がいくつかあります。

• 履歴レコードが保存された時点で履歴に含まれていなかった OLE 
データは、更新後の属性値には含まれません。

• 履歴レコードに記録されている変更が、テキスト属性に対する 
OLE オブジェクトの追加のみでテキストの追加がなく、その属性
が以前も現在も空である場合、不整合は検出されません。

履歴に記録されている値が属性に対して現在有効な値でない場合、
ツールはこれをログに報告しますが、属性値の更新は行いません。履
歴項目が記録された後に属性定義またはタイプ定義を変更すると、こ
のような状況が発生する可能性があります（列挙型の値を変更した場
合など）。

履歴と照合してデータを確認するには

1. 管理者ユーザーとして Rational DOORS にログインします。
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2. 不整合があるかどうかを確認するモジュールを排他編集モードで
開きます。

3. 「ツール」>「履歴との照合によるデータの確認」の順にクリック
します。

4. レポート・ファイルの保存場所として、デフォルト設定を受け入
れるか、新しい場所を探します。

5. 「出力を既存の内容に追加（Apend output to existing contents）」ま
たは「既存のファイル内容の破棄」を選択します。

これにより、新しいレポート・ファイルを作成するか、既存のレ
ポート・ファイルに追加するかを決定します。

6. 以下のチェック・ボックスを選択または選択解除します。

• 全ベースライン内の履歴の検査（このチェック・ボックスは、
モジュールにベースラインが存在する場合のみ使用できます）

ベースラインが削除されていると、そのベースラインは、前
のベースラインと共に検査には含まれません。

• 削除されたオブジェクトの属性値を検査

• データを更新して、最新の履歴値に合わせる

失われたデータを回復する場合にこのチェック・ボックスを
選択します。このチェック・ボックスを選択した場合でも、
モジュールを保存するまでは変更が確定されません。

7. 「OK」をクリックします。
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18 ベースラインの使用

この章のトピックは、次のとおりです。

• ベースライン

• ベースラインの表示

• モジュール・グループのベースライン化

• ベースラインの作成

• ベースラインのコピー

• ベースラインの比較

• ベースラインの削除

ベースライン

ベースラインは、読み取り専用のモジュールです。ベースラインは、
特定の瞬間の情報を記憶し、モジュールを削除するまで保持します。

モジュールのベースラインを作成すると、編集できないモジュールの
コピーが作成されます。

ベースラインには、モジュールに関する次の履歴が含まれます。

• モジュールの最新ベースラインが作成された後に作成、削除、ま
たは編集されたすべての属性定義および属性タイプに関する情
報。

• モジュールの最新ベースラインが作成された後に作成、削除、ま
たは編集されたすべてのオブジェクトに関する情報。

• 初めて作成されてからのすべてのモジュール・セッション（モ
ジュールが開かれた全時間）に関する情報。

ベースラインを表示することができます（300 ページの『ベースライ
ンの表示』を参照）。

ベースラインをコピーすると、モジュールを作成できます。新しいモ
ジュールには、ベースラインと同じデータがすべて含まれますが、履
歴情報は含まれません。詳細については、302 ページの『ベースライ
ンのコピー』を参照してください。
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パフォーマンスを向上させるためのベースラインの使用

Rational DOORS は、データベースの個々のファイルに各モジュール
の履歴情報を保存します。モジュールに加わった変更に関する多くの
情報を含むため、履歴ファイルは非常に大きくなります。

モジュールを編集する時、Rational DOORS はその履歴ファイルを開
きます。履歴ファイルが大きいほど、そのファイルを開くのに時間が
かかります。

パフォーマンスを向上させるために、定期的にモジュールのベースラ
インを作成してください。ベースラインを作成すると、そのベースラ
インがすべての履歴情報とともに含まれる新しいファイルが作成され
ます。また、モジュールの履歴ファイルの内容が消去されます。その
場合でも履歴情報にはアクセスできます。モジュールを編集するとき
に開かれない別のファイルに履歴情報は保管されます。

ベースラインの比較については、303 ページの『ベースラインの比
較』を参照してください。

ベースラインの表示

 ベースラインを表示するには

1. モジュール • ウィンドウで、「ファイル」 >「ベースライン」 >「表
示」の順にクリックします。

2. 表示するベースラインを選択して、「開く」をクリックします。

ベースラインがベースライン・セットの一部である場合は、
「ベースライン・セット」ボックスにそのベースライン・セット
名が表示されます。ベースライン • セットについて詳しくは、「表
示」をクリックします。

ベースラインが削除されている場合は、「開く」および「署名」
ボタンは使用できません。また、そのベースラインの横には、
ベースラインを削除したユーザーの名前と、ベースラインが削除
された日付が表示されます。

モジュール・グループのベースライン化

同時に複数のモジュールをベースライン化する場合は、モジュールの
リストを作成できます。このリストをベースライン・セット定義と呼
びます。ベースライン・セット定義は、プロジェクトまたはフォル
ダーのプロパティーとともに保存されます。モジュールをベースライ
ン化するには、プロジェクトまたはフォルダーのプロパティー・ダイ
アログからベースライン・セット定義にアクセスし、ベースライン・
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ベースラインの作成

セットを作成したのち、モジュールをそのセットにベースライン化し
ます。

この方法で多数のモジュールのベースライン化を管理すると、いくつ
かの利点があります。

• すべてのモジュールを同じ場所にリストできるため、モジュール
をベースライン化する際にグループ内のモジュールをベースライ
ンし忘れてしまうことがありません。

• モジュールをベースライン化する前に、Rational DOORS がモ
ジュールのロック状態を確認します。ベースライン化作業を始め
た後で、グループ内のモジュールの 1 つが別のユーザーによって
ロックされていることに気付く、ということがありません。

• ベースラインにラベルが付くため、ベースラインが同じグループ
の一部であることが明確になります。

• 同じベースライン・セットの一部としてベースライン化されたモ
ジュール間のリンクは、Rational DOORS によってより効果的に処
理されます。効果的なリンク処理とは、ベースライン間にも現行
モジュール間のトレーサビリティーと同等のトレーサビリティー
が保持されることを意味しています。 

この効果的なリンク処理で、プロジェクトにどのような利点があるか
については、オンライン • ヘルプおよび「Rational DOORS の管理」を参
照してください。

ベースラインの作成

ベースラインを作成するには、作成権限またはそのモジュールに対す
る変更権限が必要です。作成できるのはフォーマル・モジュールの
ベースラインのみです。

ベースラインを作成するには

1. 排他編集モードになっていることを確認します。

編集モードは、モジュール・ウィンドウ下部のステータス・バー
に示されます。編集モードを変更するには、「編集」>「編集モー
ド」>「排他編集」の順にクリックします。

2. 「ファイル」>「ベースライン」>「新規」の順にクリックします。

3. 「ベースライン・セット」リストで「なし」が選択されているこ
とを確認します。

4. 新しいベースラインのバージョン番号を選択するには、「バー
ジョン」ラジオ・ボタンを使用します。
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5. バージョン番号と同時に接尾語を新しいベースラインに付けたい
場合は、「接尾語」 ボックスに接尾語を入力します。

6. ベースラインに関する追加情報を入力する場合は、「説明」ボッ
クスに入力します。

7. 「OK」をクリックします。

モジュールが自動的に閉じ、再び開きます。

ベースラインのコピー

ベースラインをコピーすると、モジュールが作成されます。次のいず
れかの操作を行います。

• ベースラインのすべての情報をコピーします。 
新しいモジュールには、履歴情報およびリンクがないことを除い
て、ベースラインとまったく同じ内容が含まれます。

• 見出しを持つオブジェクトだけをコピーします。 
これにより、元のモジュールと同じ構造のモジュールが作成され
ます。ベースラインは、その新しいモジュールのテンプレートと
して使用されます。

新しいモジュールは、元のモジュールと同じフォルダーまたはプロ
ジェクトに作成されます。フォルダーまたはプロジェクトに対する作
成権限が必要です。

ベースラインをコピーするには

1. モジュール • ウィンドウで、「ファイル」>「ベースライン」>「コ
ピー」の順にクリックします。

2. コピーするベースラインを選択します。

注     削除したベースラインをコピーすることはできま
せん。

3. 「新規フォーマル・モジュールのコピー」ボックスに新しいモ
ジュールの名前を入力します。

この名前は大文字小文字が区別されます。例えば、Mymodule は 
MyMODULE とは別の名前になります。

モジュール名は、親プロジェクト / 親フォルダー内で固有でなけ
ればなりません。親オブジェクトの下では、すべてのプロジェク
ト、フォルダー、モジュールは、それぞれ異なる名前である必要
があります。
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名前には、次の文字を使用できます。

• 英数字 ( アルファベットの文字と数字 )
• スペース文字

• ピリオド（.）

• アンダースコア（_）

• ハイフン（-）

4. 新しいモジュールに関する追加情報を入力する場合は、「説明」
ボックスに入力します。

5. デフォルトでは、新しいモジュールのオブジェクト ID は 1 から始
まり、接頭語を持ちません。デフォルトを変更する場合は、「開
始番号：」ボックスと「接頭語」ボックスを使用します。

6. 「含む」ラジオ・ボタンを使用して、コピーする内容を指定しま
す。

• すべてをコピーするには、「すべての情報」をクリックしま
す。

• 見出しを持つオブジェクトのみ、およびそれらのオブジェク
トの「オブジェクト見出し」テキストのみをコピーするには、

「見出しのみ」をクリックします。 
7. 「OK」をクリックします。

新しいモジュールが作成されます。アクセス権は、親フォルダーまた
は親プロジェクトから継承されます。

ベースラインの比較

Rational DOORS はサード・パーティーのツールを使用せずに、デー
タへの変更を記録し、完全なベースラインを保存します。Rational 
DOORS にはさらにベースラインの比較機能があります。この機能
は、次のような記録によって同じモジュールの 2 つのベースラインに
あるメイン列内の差分リストを提供します。

• メイン列内で変更されたオブジェクト

• メイン列内で追加または削除されたオブジェクト

ベースラインを比較するには

1. 比較するベースラインのモジュールを開きます。

フィルターがオフであることを確認します。モジュールにフィル
ターが掛かっている場合、および一部のオブジェクトが非表示に
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なっている場合は、ベースラインの比較結果に影響があることも
あります。

2. モジュール • ウィンドウで、「ファイル」>「ベースライン」>「比
較」の順にクリックします。

「ベースラインの比較（Baseline Compare）」ウィンドウが表示さ
れます。

3. 比較するベースラインを選択します。

注     Rational DOORS は比較する 2 つのバージョンのう
ち、左ペインのバージョンを古いバージョンと見
なします。このため、ベースラインを比較する際
には、古いベースラインを左ペインで選択するよ
うにしてください。左ペインで新しいバージョン
を選択すると、Rational DOORS はモジュールに対
する追加を削除として報告し、削除を追加として
報告します。例えば、あるモジュールをベースラ
イン化しておき、オブジェクトにテキストを追加
してベースラインを比較します。左ペインで新し
い方のバージョンを選択すると、Rational DOORS 
は追加されたテキストを削除されたものとして報
告します。左ペインで選択されたバージョン

（Rational DOORS はこちらを古いバージョンと見
なす）には、右ペインで選択したバージョンに含
まれていないテキストが存在するからです。した
がって、Rational DOORS はこのテキストを削除さ
れたものとして報告します。

4. 選択したベースラインを開いておくには、「ベースラインの表示」
オプションを選択します。最後にベースラインを表示した以降に
変更されたオブジェクトのみが表示されるよう、新旧両方のモ
ジュールにフィルターが適用されます。 

5. 「比較」をクリックします。

Rational DOORS によってベースライン間にいくつの違いがあるか
が表示されます。

6. 「OK」をクリックします。

「プレーン・ビュー」タブが選択された状態で、「ベースライン比
較結果」ダイアログ • ボックスが表示されます。

変更箇所を赤線付きのテキストで表示するには、強調表示された
ビュー」タブを選択します。削除された部分は取り消し線付きの赤字
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ベースラインの削除

テキストで表示され、挿入された部分が下線付きの青字テキストで表
示されます。

Step 3 で「ベースラインの表示」オプションを選択すると、ベースラ
インが開き、変更されたオブジェクトが表示されます。

ベースラインの削除

不要となったベースラインは削除することができます。ベースライン
を削除するには、データベース管理者またはデータベース管理権限を
持つカスタム・ユーザーになって、そのデータベースのベースライン
削除を有効にする必要があります。データベースのデフォルト設定で
は、ベースラインの削除が禁止されています。ベースラインの削除を
有効にするには、Rational DOORS 管理者に問い合わせます。

注    モジュールをベースライン化すると、そのベースライ
ンに、最後のベースライン設定以降にモジュールに保
管されたすべての履歴情報が移されます。ベースライ
ンが削除されると、その期間のモジュールの履歴が削
除されることになります。ベースラインを削除すると
元には戻せないため、履歴情報が必要になった場合に
復元できるように、ベースラインを削除する前にモ
ジュールのアーカイブを保存すること推奨します。

ベースラインを削除するには

1. 「ファイル」>「ベースライン」>「削除」の順にクリックします。

2. 削除するベースラインを選択します。

ベースラインがベースライン・セットの一部である場合は、
「ベースライン・セット」 ボックスにそのベースライン・セット名
が表示されます。ベースライン • セットについて詳しくは、「表示」
をクリックします。

3. 「削除」をクリックします。

4. 「確認」をクリックして、ベースラインを削除します。

削除されたベースラインは、ベースライン・リストに残ります。
削除したユーザーの名前は「削除者」列に、削除された日付は

「削除日 」列にそれぞれ表示されます。

注    ベースラインが現在開いているベースライン・セット
の一部である場合、そのベースラインは削除できませ
ん。 
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19 電子署名の使用

この章のトピックは、次のとおりです。

• 署名の表示

• ベースラインへの署名

• 署名情報の印刷出力

署名の表示

ベースラインに施された署名を表示するには

1. 「ファイル」>「ベースライン」>「表示」の順にクリックします。

「ベースラインの表示」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 署名を表示したいベースラインを選択して、「署名」をクリック
します。

「ベースライン署名」ダイアログ・ボックスが表示されます。 
ベースラインに施された署名がダイアログ・ボックスの上部ペインに
表示されます。上部ペインの列に次の情報が表示されます。

列名 説明

署名者 ベースラインに署名した Rational DOORS ユーザーの
名前。

日付 / 時刻 ベースラインに署名された日時。署名は日時順に表示され
ます。詳細については、「Rational DOORS の管理」で、日
時を記録する方法の概要のセクションを参照してくださ
い。

ラベル 「署名ラベル」を使用してベースラインに署名するよ
う Rational DOORS が構成されていた場合に、署名者
が選択したラベルがここに表示されます。ベースライ
ンへの署名時に署名ラベルが使用されない場合、この
列には何も表示されません。

氏名 Rational DOORS ユーザーに氏名があれば、ここに表
示されます。
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署名の詳細を表示するには、その署名を選択します。ダイアログ・
ボックスの下部ペインのタブには、次の情報が表示されます。

ベースラインへの署名

ベースラインに署名するには

1. ベースライン化されたモジュールで、「ファイル」>「ベースライ
ン」>「表示」の順にクリックします。

「ベースラインの表示」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 署名するベースラインを選択して、「署名」をクリックします。

そのベースラインに施されたすべての署名が、「ベースライン署
名」ダイアログ・ボックスの上部に日時順で表示されます。ベー
スラインへの署名時に記録される情報の詳細については、307 
ページの『署名の表示』を参照してください。

3. 「署名」をクリックします。

「署名の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

注     「署名」ボタンは、承認を得られるようにベース
ラインが構成されている場合にのみ、アクティブ
になります。承認を得られるようにベースライン
を構成した後も「署名」ボタンが使用できない場

タブ名 説明

コメント ベースラインへの署名時にユーザーが追加したコメン
トがあれば、ここに表示されます。

詳細 データベースの設定は、モジュールのライフ・サイク
ルを通してしばしば変更されます。そのため、「詳細」
タブには、署名された時点のデータベースの情報が表
示されます。

• データベースがパスワードを使用するように構成
されていた場合、「署名者は、再認証を要求されま
した。」と表示されます。  パスワードを使用しな
かった場合、「署名者は、再認証を要求されません
でした。」と表示されます。  

• アクセス上の制限がすべて記録されます。

• ベースラインへの署名時にユーザーが使用できた
署名ラベルがリストされます。
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署名情報の印刷出力

合は、ユーザーのアクセス権が不十分であるか、
目的のモジュールが電子署名を使用するように
セットアップされていません。どちらの場合もモ
ジュールの所有者に連絡してください。

4. ドロップダウン・リストから「署名ラベル」を選択し、「コメン
ト」フィールドに任意のコメントを追加します。例えば、モ
ジュールの特定部分に関する予約情報を書き込むこともできま
す。一度署名すると、その後は署名のいかなる部分も変更できな
くなります。

モジュールの所有者が署名ラベルを使用しないよう選択している
場合は、「署名ラベル」フィールドを使用できません。ただし、
署名の意味を明確にするためにコメントを追加することはできま
す。

データベース管理者によってユーザー・アカウントが作成されて
いる場合は、「氏名」が割り当てられていることがあります。こ
の場合は、ユーザーの氏名が表示され、電子署名にも含められま
す。 

5. 「OK」をクリックします。

「ユーザーの詳細の再確認」ダイアログ・ボックスが開きます。

6. Rational DOORS ユーザー名を入力し、必要であればパスワードを
入力して、「OK」をクリックします。

ダイアログ・ボックスが閉じ、「ベースライン署名」ダイアログ・
ボックスの署名リストに署名が追加されます。

署名情報の印刷出力

印刷に署名情報を含めるには

1. フォーマル・モジュールで、「ファイル」>「ページ設定」の順に
クリックします。

「ページ設定」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「レイアウト」タブをクリックし、「署名情報を含む」チェック・
ボックスを選択します。

モジュールが印刷されると、署名情報のページがタイトル・ペー
ジの後ろに挿入されています。
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20 レポートの印刷

この章のトピックは、次のとおりです。

• 保存したページ設定の適用

• ページ設定の作成

• モジュールの印刷

• 印刷プレビューの使用

• レポートの作成

• レポートの印刷と管理

保存したページ設定の適用

ページ設定で、印刷時のモジュールの外観を調整できます。Rational 
DOORS では、定義済みのページ設定「標準レイアウト」を利用でき
ます。この設定が、モジュールの印刷時に使用されるデフォルト設定
となります。ユーザーが保存したページ設定は、任意のフォーマル・
モジュールの「ページ設定」ダイアログ・ボックスから呼び出すこと
で、すべての Rational DOORS ユーザーが利用できます。

保存したページ設定をモジュールに適用するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「ページ設定」とク
リックします。

ページ設定のリストが、「ページ設定」ダイアログ・ボックスの
左ペインに表示されます。

2. 使用するページ設定を選択します。

ダイアログ・ボックスの右にあるタブをクリックすると、その
ページ設定を確認できます。このページ設定を使用してモジュー
ルを印刷するには、「OK」をクリックします。

使用可能なページ設定の中に適切な設定がない場合は、既存の
ページ設定を基に新しいページ設定を作成できます。作成する
ページ設定に最も近いページ設定を選択し、編集します。ページ
設定の作成方法については、312 ページの『ページ設定の作成』
を参照してください。



レポートの印刷

312 Rational DOORS の使用方法

ページ設定の作成

ページ設定を作成または編集するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」 >「ページ設定」とク
リックします。

2. 画面左側には、データベースに保存されているすべてのページ設
定のリストが表示され、右側には、印刷時のモジュールのレイア
ウトを定義する一連のタブがあります。保存されたページ設定の
設定内容を確認するには、左ペインからページ設定を選択し、タ
ブをクリックして確認します。

注     「ページ設定」ダイアログ・ボックスの設定が編
集されなかった場合は、Rational DOORS で提供さ
れる「標準レイアウト」を使用してモジュールが
印刷されます。ページ設定が作成または保存され
なかった場合は、「標準レイアウト」のみが左ペ
インに表示されます。

3. 作成するページ設定に最も近いページ設定を選択します。必要に
応じて編集します。

4. モジュールを印刷する書式を選択します。「フォーマット」タブ
から、「テーブル」フォーマットまたは「ブック」フォーマット
のいずれかを選択します。このタブで使用できるオプションは、
選択されたフォーマットによって異なります。

選択された
フォーマット

印刷ページの外観 フォーマットのオプション

テーブル カレント・ビューに表示
されているすべてのカラ
ムが印刷され、画面上に
表示されているモジュー
ルと同じように印刷され
ます。

メイン列は、ビューに表
示されていなくても常に
印刷されます。

セル

表のセルに境界線と色の
濃淡を入れるかどうかを
選択できます。

カラム・タイトル

カラム・タイトルをすべ
てのページに表示するの
か、または最初のページ
のみに表示するのかを選
択できます。
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ページ設定の作成

5. レイアウトを指定するには、「レイアウト」タブを使用します。

ブック 各オブジェクトの「オブ
ジェクト見出し」および /
または「オブジェクト・
テキスト」は、1 つの新し
い行に印刷され、その後
の行に、他の表示カラム
内の属性値が順番に印刷
されます。各表示カラム
に対して、カラム名が印
刷されるほか、オブジェ
クトの値も印刷されます。

印刷時に null 値を持つ属
性を含めるかどうかを選
択できます。オブジェク
ト内に値を持つカラムが
まったくない場合でも、
null 値を持つ属性を含め
ると、印刷される各オブ
ジェクトがその下に表示
カラムのリストを持つこ
とになります。null 値を
持つ属性を除外する場合
は、オブジェクトの属性
値を持つカラムのみが印
刷されます。 

チェック・ボック
ス

実行すること

表紙ページを含
む

表紙（フロント）ページを印刷します。デフォル
トでは次の情報が表紙ページに印刷されます。

• 親プロジェクトからモジュールへのパス

• モジュールの名前

• モジュールのバージョン

• 印刷するユーザーの名前

• モジュールを印刷した日付

フィルター基準
を表紙ページに
含む

モジュールに適用されるフィルター基準の詳細を
表紙ページに印刷します。モジュールにフィル
ターが適用されていない場合は、表紙ページに

「フィルターは適用されませんでした」と印刷さ
れます。

選択された
フォーマット

印刷ページの外観 フォーマットのオプション
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6. 「用紙サイズ」タブで、用紙サイズとページの向きを設定します。
サイズはインチまたはミリメートルで設定します。現在のユー
ザーの設定によってサイズは変わります。設定を変更するには、

ソート基準を表
紙ページに含む

モジュールに適用されるソート基準の詳細を表紙
ページに印刷します。モジュールがソートされて
いない場合は、表紙ページに「ソートは適用され
ませんでした」と印刷されます。

署名情報を含む 表紙ページの次のページに、モジュールのすべて
の署名情報を印刷します。ベースラインで電子署
名を使用するようモジュールが設定されている場
合にのみ、このチェック・ボックスが適用されま
す。

次のレベルまで
目次を含む

モジュールの印刷時に目次ページを含めます。目
次のページに表示される見出しレベルは、ボック
ス右側のドロップダウン・リストを使用して定義
します。例えば、目次ページにレベル 1 およびレ
ベル 2 の見出しを印刷するには、「2」を選択しま
す。

印刷しようとしているビューにメイン列が表示さ
れない場合は、目次が作成されず、印刷も行われ
ません。

改ページを次の
レベルまで挿入
します

モジュールの印刷時に改ページを挿入します。ド
ロップダウン・リストを使用し、改ページのトリ
ガーとなる見出しレベルを定義します。例えば、
レベル 1 およびレベル 2 の見出しごとに新しい
ページに印刷するには、「2」を選択します。

変更バーの表示 変更バーを印刷します。

チェック・ボック
ス

実行すること
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ページ設定の作成

データベース・エクスプローラーで「ツール」>「オプション」
とクリックし、「設定」タブを編集します。

7. 「マージン」タブで、用紙の余白を設定します。値はインチまた
はミリメートルで設定します。現在のユーザーの設定によって値
は変わります。設定を変更するには、データベース・エクスプ
ローラーで「ツール」 >「オプション」とクリックし、「設定」タ
ブを編集します。

8. 表紙ページ、目次ページ、および本文ページのヘッダーを指定す
るには、「ヘッダー」タブを使用します。本文ページはモジュー
ルの内容を含んでいるページです。

フィールド 説明

用紙サイズ 使用する用紙サイズを選択します。

「カスタム」を選択した場合、ページの幅と高さを
「幅」ボックスおよび「高さ」ボックスに入力します。

幅 印刷するページの幅。用紙サイズが「カスタム」であ
る場合を除き、このフィールドはグレー表示されま
す。 

高さ 印刷するページの高さ。用紙サイズが「カスタム」で
ある場合を除き、このフィールドはグレー表示されま
す。

縦長 ページの向きを縦向きにする場合はこのオプションを
選択します。

横長 ページの向きを横向きにする場合はこのオプションを
選択します。

フィールド 説明

上部 上部の余白を入力します。

下部 下部の余白を入力します。

左 左側の余白を入力します。

右 右側の余白を入力します。
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ページ・ヘッダーに表示するテキストを適切なボックス（「左」、
「中央」、または「右」）に直接入力するか、リッチ・テキスト・
コードを使用します。リッチ・テキスト・コードとは、コードに
関連付けられている値を印刷時に自動的に生成するコードです。
例えば、ページ数を印刷するには「&N」を使用します。

テキストとコードを混在することができます。例えば、「Page 1 of 
15」と指定して印刷するには、「Page &N of &C」と入力します。

ヘッダー・テキストには、リッチ・テキスト・フォーマットを適
用できます。テキストまたはリッチ・テキスト・コードを選択し
て右クリックし、適用するリッチ・テキスト・フォーマットを選
択します。

コード 内容

&N ページ数。表紙ページはカウントされません。目次の
ページ数には、ローマ数字が使われます。

&C ページの総数（本文ページのみ）。

&M モジュール名。

&P プロジェクト名。

&I データベース名。

&L 親プロジェクトからのモジュールのパス。

&V モジュールのバージョン。 
モジュールがベースラインである場合は、バージョン
番号とともにベースラインが印刷されます。モジュー
ルが現行バージョンである場合は、バージョン番号と
ともにバージョンが印刷されます。

&U セッションのユーザー名。

&D セッションの日付。

&T 印刷時間。

&A Rational DOORS の製品名。

&B Rational DOORS のバージョン。
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ページ設定の作成

9. 表紙ページ、目次ページ、および本文ページのフッターを指定す
るには、「フッター」タブを使用します。本文ページはモジュー
ルの内容を含んでいるページです。

ページ・フッターに表示するテキストを適切なボックス（「左」、
「中央」、または「右」）に直接入力するか、リッチ・テキスト・
コードを使用します。リッチ・テキスト・コードとは、コードに
関連付けられている値を印刷時に自動的に生成するコードです。
例えば、ページ数を印刷するには「&N」を使用します。

テキストとコードを混在することができます。例えば、「Page 1 of 
1」と指定して印刷するには、「Page &N of &C」と入力します。

フッター・テキストにはリッチ・テキスト・フォーマットを適用
できます。テキストまたはリッチ・テキスト・コードを選択して

コード 内容

&N ページ数。表紙ページはカウントされません。目次の
ページ数には、ローマ数字が使われます。

&C ページの総数（本文ページのみ）。

&M モジュール名。

&P プロジェクト名。

&I データベース名。

&L 親プロジェクトからのモジュールのパス。

&V モジュールのバージョン。

モジュールがベースラインである場合は、バージョン
番号とともにベースラインが印刷されます。モジュー
ルが現行バージョンである場合は、バージョン番号と
ともにバージョンが印刷されます。

&U セッションのユーザー名。

&D セッションの日付。

&T 印刷時間。

&A Rational DOORS の製品名。

&B Rational DOORS のバージョン。
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右クリックし、適用するリッチ・テキスト・フォーマットを選択
します。

10. 作成したページ設定を再び使用したい場合、または他のユーザー
が利用できるようにしたい場合は、ページ設定を保存します。 
ページ設定を保存するには

a. ダイアログ・ボックスの左側にある「名前を付けて保存」ボ
タンをクリックします。

b. ページ設定の新しい名前を入力します。

c. 「OK」をクリックします。

ページ設定が保存され、すべての Rational DOORS ユーザーがデー
タベース内のすべてのモジュールで使用できるようになります。

11. ページ設定を保存しない場合は、「OK」をクリックします。ペー
ジ設定がモジュールに適用され、現在の Rational DOORS セッショ
ン中は維持されます。保存していないページ設定は他のモジュー
ルには利用できません。また、以前に保存されたページ設定を選
択するとページ設定が失われます。

モジュールの印刷

 モジュールを印刷するには

• モジュール・ウィンドウで、「ファイル」 >「印刷」とクリックし
ます。

標準的な「印刷」ウィンドウが表示され、ここで使用するプリン
ターや印刷するページなどを指定できます。

注     「印刷プレビュー」ウィンドウや「レポート・マ
ネージャー」からも印刷できます（318 ページの

『印刷プレビューの使用』、および 321 ページの
『レポートの印刷と管理』を参照）。

印刷プレビューの使用

印刷プレビューは、印刷する前に印刷の結果を確認するために利用し
ます。表示されたものを確認して問題がなければ、「印刷プレビュー」
ウィンドウから直接印刷できます。

 印刷プレビューを使用するには

1. モジュールを開いて、印刷するビューをセットアップします。
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印刷プレビューの使用

ブック・フォーマットで印刷する場合、メイン列は、ビューに表
示されていなくても常に印刷されます。メイン列がビューに表示
されない場合は目次が作成されず、印刷も行われません。

テーブル・フォーマットで印刷する場合、メイン列を印刷するに
は、メイン列がビューに表示されている必要があります。

2. 「ファイル」 >「印刷プレビュー」をクリックします。

3. 「プリンター」ボックスで、使用するプリンターを選択します。

4. プレビューするページを選択するには、「プレビューの範囲」ラ
ジオ・ボタンを使用します。

• 「選択されたオブジェクト」をクリックして、現在モジュール
の中で選択されているオブジェクトをプレビューします。表
の中のオブジェクトが選択されていると、表全体をプレ
ビューします。

• 現在のビューのすべてのデータをプレビューするには、「すべ
て」をクリックします。

• 現行オブジェクトが含まれているページをプレビューするに
は、「現行」をクリックします。 
現在のページ設定にタイトルまたは目次が含まれている場合
は、現在のページにタイトルまたは目次が表示されます。

• ページ範囲を指定してプレビューするには、「ページ」をク
リックし、「から」ボックスに開始ページ、「まで」ボックス
に最終ページを入力します。 
現在のページ設定にタイトルまたは目次が含まれている場合
は、現在のページ範囲にタイトルまたは目次が表示されます。

5. 「プレビュー」をクリックします。

「印刷プレビュー」ウィンドウが表示されます。

これは印刷した時、ページがどのように見えるかを示します。現
在のページ設定を使用することを前提にしています。

Page Up、Page Down、または矢印キーを使用して、ページをスク
ロールすることができます。

現行ビューが大きすぎて印刷されるページに適合することができ
ない時は、次のようになります。

• オブジェクトのデータが、2 ページ以上にまたがって印刷され
ます。
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• ページ数の後にアルファベットの文字が付いて印刷されます。
例えば、5 ページが 3 ページにまたがる場合、5A、5B および 
5C とページ番号が付けられます。

6. 「印刷開始ページ」番号に続き、「n」と表示されます。ここで、
「n 」は Step 4 で選択したモジュール・ページの総ページ数です。  
モジュール・ページとは、印刷が複数ページにまたがる場合で
も、1 ページに印刷したときのページです。

7. 拡大、縮小するには、「スケール」ドロップダウン・リストを使
用します。拡大および縮小は、「印刷プレビュー」ウィンドウに
のみ影響を与えます。印刷されるページには影響しません。

8. 「縦方向の改ページを使用」チェック・ボックスを選択すると、
各モジュールのページが別個の列に表示されます。

これにより、「印刷プレビュー」ウィンドウで新しいモジュール・
ページが左 1 列目から開始されます。ページ 1A はページ 2A など
の上に表示されます。各モジュール・ページごとに何ページ印刷
されるのかが一目でわかります。

9. ページを印刷するには、「印刷」をクリックします。

標準的な「印刷」ウィンドウが表示され、ここで使用するプリン
ターや印刷するページなどを指定できます。詳細については、

「印刷」ウィンドウのコンテキスト・ヘルプを参照してください。

レポートの作成

同じビューおよびページ設定を使用して定期的にモジュールを印刷す
る場合は、レポートが便利です。レポートを作成する際にユーザーが
実質的に行っていることは、選択したビューとページ設定を印刷用の
モジュールに関連付ける作業です。モジュールの場所まで移動して開
かなくても、これらの設定を使用して、データベース・エクスプロー
ラーからいつでもモジュールを印刷できます。

レポートの作成にはウィザードを使用します。ビューとページ設定を
選択し、レポート名を付けて保存します。

 ｓ レポートを作成するには

1. レポートを作成するモジュールを開きます。

2. 「ツール」 >「ウィザード」 >「レポート」とクリックします。

ウィザードの「ようこそ（Welcome）」画面が表示されます。

3. 「次へ」をクリックします。

4. レポートに表示するビューを選択し、「次へ」をクリックします。
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レポートの印刷と管理

5. レポートで使用するページ設定を選択し、「次へ」をクリックし
ます。

6. 「名前」ボックスにレポート名を入力します。この名前は、レ
ポートを識別するために、レポート・マネージャーのみが使用し
ます。レポート自体には印刷されません。

レポート名は 80 文字以内で指定する必要があります。

7. レポートに関する追加情報を入力するには、「説明」ボックスに
入力します。この場合も、説明はレポート・マネージャーのみが
使用します。レポート自体には印刷されません。

8. 「次へ」をクリックします。

9. 「完了」をクリックし、レポートの詳細情報を保存します。

10.「OK」をクリックします。

注    レポートの印刷については、321 ページの『レポート
の印刷と管理』を参照してください。

レポートの印刷と管理

一度レポートを保存すると、モジュールからではなく、データベー
ス・エクスプローラーからアクセスできます。レポートは特定時間に
おけるモジュールのコピーとは異なり、あとで同じものを印刷すると
いった操作ができません。レポートは、モジュール、ページ設定、お
よびビューを関連付けたものです。レポートの印刷や表示を行うと、
レポートの作成時に選択されていたビューに、同じくレポートの作成
時のページ設定が適用された状態で、モジュールが読み取り専用で開
きます。

 レポートの印刷、表示、または削除を行うには

1. データベース・エクスプローラーで、レポートを印刷、表示、ま
たは削除したいモジュールを含むプロジェクトを選択します。

注     プロジェクトを選択する必要があります。階層に
プロジェクトがない場合は、レポートは生成され
ません。

2. 「ツール」 >「レポートの管理」とクリックします。 
レポートが関連付けられているすべてのモジュールのリストが表
示されます。モジュールの下にインデントされて表示されている
のがレポートのリストです。

3. レポートを選択し、次のいずれかの操作を行います。
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• 「印刷」をクリックして、レポートを印刷します。モジュール
が開き、レポートに関連付けられているビューがロードされ、
標準の「印刷」ウィンドウが表示されます。「印刷」ウィンド
ウで、使用するプリンター、印刷するページ番号などを指定
します。

• 「表示」をクリックしてモジュールを開き、レポートに関連付
けられているビューをロードします。

• レポートを削除するには、「削除」をクリックします。 
4. 完了したら、「閉じる」をクリックします。
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21 インポート

この章のトピックは、次のとおりです。

• Microsoft Word からのインポート

• インポートした Word のスタイル情報の編集

• プレーン・テキスト・ファイルのインポート

• RTF ファイルのインポート

• スプレッドシート・ファイルのインポート

• FrameMaker ファイルのインポート

Microsoft Word からのインポート

このトピックでは、モジュールのメイン列へ Microsoft Word からデー
タをインポートする方法を説明します。 見出しとテキストを、モ
ジュールのオブジェクト見出し属性とオブジェクト・テキスト属性に
インポートします。

Microsoft Word から文書をエクスポートすることにより、Rational 
DOORS へ Microsoft Word から文書をインポートします。 
Word から Rational DOORS へデータをエクスポートする前に、データ
ベース・エクスプローラーでエクスポート先のフォルダーまたはプロ
ジェクトを開かなければなりません。次の節で説明するように、イン
ポートしたいモジュールを指定する必要があります。モジュールが存
在しない場合、インポートするとモジュールが作成されます。モ
ジュールが存在する場合、モジュールにインポート・データを追加す
るかどうか尋ねられます。データを追加したくなければ、インポート
を中止します。

• 見出し（アウトライン・レベル） 1 ～ 9 の Word 文書の段落は、オ
ブジェクト見出しとしてインポートされる 

• Word の見出しのセクション番号は無視できる 
• 自動的に付加された Word のセクション番号は常に無視される

• Microsoft Word の「本文」書式を持つ段落は、オブジェクトのオ
ブジェクト・テキスト属性に格納される。この段落は、「見出し」
オブジェクトの 1 レベル下に作成される

• OLE オブジェクトはインポートされ、OLE オブジェクトとして保
存される 
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• テーブルは Rational DOORS テーブルとしてインポートされる 
• 箇条書きリストは、Rational DOORS の箇条書きリストとしてイン

ポートされる

• Word の段落にインデントが適用されている場合は、Rational 
DOORS でも同一のインデントが適用される

• 他のスタイルはすべてオブジェクト・テキストとしてインポート
される

• Unicode およびその他の国際データは、ともにインポートされま
す。

• 隠し文字が含まれる文書を Rational DOORS にインポートしてから
モジュールを Word にエクスポートして戻す場合、隠し文字はエ
クスポートされた Word 文書で表示されるようになる

• Microsoft Equation 3.0 を使用して作成されたオブジェクトを含む
文書はインポートできない

新しい Word 文書をエクスポートした後に使用される Word 文書の段
落の書式設定を取り込むこともできます。

Word から Rational DOORS へ文書をインポートするには

1. データベース・エクスプローラーの左ペインで、インポートした
文書を格納するプロジェクトまたはフォルダーをクリックしま
す。

フォルダーまたはプロジェクトに対する作成権限が必要です。

2. Word を始動し、Rational DOORS へ送信する文書を開きます。

3. Word のツールバーの「DOORS へのエクスポート（Export to 
DOORS）」ボタン  をクリックするか、「ツール」>「DOORS 
へのエクスポート（Export to DOORS）」をクリックします。

注     Rational DOORS を Citrix で実行中の場合、イン
ポートを機能させるには Word も Citrix で実行す
る必要があります。

4. 「モジュール名」ボックスに、エクスポート先のモジュール名を
入力します。

5. 「モジュールの説明」ボックスに、モジュールに関する追加情報
を入力します。

6. 「モジュール接頭語」ボックスにオブジェクト ID の接頭語を入力
します（オプション）。



Rational DOORS の使用方法  325

インポートした Word のスタイル情報の編集

7. 「絶対番号の開始」ボックスに、オブジェクト ID の開始番号を入
力します。

8. Word の見出しのセクション番号を無視する場合、「見出し番号を
削除する（Remove heading numbers）」チェック・ボックスを選
択します。

Rational DOORS で自動的に付加される番号は、原本で自動的に付
加される番号とは異なる場合があります。関係があるような場合
は、原本の番号を格納してください。

9. Word の段落スタイルを取り込みたい場合は、「段落スタイルを取
り込む（Capture paragraph styles）」チェック・ボックスを選択し
ます。

10.「エクスポート」をクリックします。

モジュールが作成され、開かれて、そして文書がインポートされま
す。 

「DOORS へのエクスポート（Export to DOORS）」ダイアログの「進行
中（Progress）」パネルで、エクスポートの進行状況がわかります。

インポートした Word のスタイル情報の編集

Microsoft Word からデータとともに文書形式の情報（スタイル情報）
を取り込むと、そのスタイル情報は「段落スタイル」属性に保持され
ます。 

「段落スタイル」属性には、1 つ以上の < 属性 : スタイル > ペアが含
まれます。それぞれの < 属性 : スタイル > ペアは、データを Word に
戻すときに属性値に適用されるスタイルを定義しています。

例えば、特別なスタイルのテンプレートを使っている Word ファイル
にモジュールを出力する場合など、スタイル情報を変更することがで
きます。

「段落スタイル」属性値を適宜修正することもできますが、「段落スタ
イル属性の編集」ツールを使用するとより効果的です。 

「段落スタイル」属性には、< 属性 : スタイル > ペアを必要な数だけ
格納できます。

「段落スタイル」属性の値はオブジェクトに固有ですが、複数の属性
のスタイル情報を持つことができます。これは、例えば、オブジェク
ト見出し属性とオブジェクト・テキスト属性にそれぞれ異なるスタイ
ルを指定できるということです。オブジェクトを出力すると、Word 
は別々の属性のデータに違ったスタイルを適用します。
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ツールは現行オブジェクトでも、現行ビューにあるオブジェクトすべ
てに対してもスタイルを操作することができます。

次の 2 つが特に重要です。

• 属性のセッティング

• プロパティーのセッティング

属性のセッティングで、「段落スタイル」属性のリストにないすべて
の属性に適用されるデフォルト・スタイルを指定できます。 .
プロパティーのセッティングでは、レイアウト DXL やオブジェクト 
ID のような属性値ではないビューのデータのスタイルを指定できま
す。

属性のセッティングやプロパティーのセッティングは、他の属性と同
じ方法で使うことができます。これらは、「段落スタイル」属性の中
の他の値と同じように < 属性 : スタイル > のペアを持っています。

「段落属性の編集（Edit Paragraph Style Attribute）」ツールを使うに
は

1. 編集したい段落スタイル属性を持つモジュールを開きます。

2. 「ツール」>「サポート・ツール」>「段落スタイル属性の編集」
の順にクリックします。

3. 「属性」ボックスで、スタイルを指定したい属性を選択します。

4. 「段落スタイル」ボックスに、属性に使用したい Word のスタイル
の名前を入力します。

注     属性のスタイル情報を削除するには、「段落スタ
イル」ボックスをクリア（全てのテキストを削
除）します。 

5. 現行オブジェクトの段落スタイル属性だけを変更したい場合に
は、「現行に適用」をクリックします。

現行ビュー内の全オブジェクトの段落スタイル属性を変更したい
場合には、「すべてに適用」をクリックします。

6. 「閉じる」をクリックします。

プレーン・テキスト・ファイルのインポート

プレーン・テキストのインポート・ツールは、テキスト・ファイルを
読み、そして、その内容から作成されたオブジェクトと共に現行モ
ジュールにインポートします。
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インポートされたファイルは、現行オブジェクトの後に置かれます。

オブジェクトの階層構造とオブジェクト属性の値は、ファイルの構造
と内容によって決定されます。

空のモジュールにインポートするかまたは、既存のモジュールに追加
するためにインポートを使用することができます。

インポートの基本オプション

テキスト・ファイルは、段落と見出しを特定するために分析されま
す。 
段落の内容は、次のとおりです。

• ブランク列

• テキスト

• ブランク列

見出しの内容は、次のとおりです。

• ブランク列

• 見出し番号で始まるテキスト列

見出しは、番号が付けられた段落です。

見出し番号は、数字で始まり数字で終わる数字の組み合わせから成り
ます。

インポート時に見出しを見つけた場合、見出し番号と一致するオブ
ジェクト階層と同じレベルで、見出しオブジェクトを作成します。

インポート時に見出しでない段落を見つけた場合、前の見出しオブ
ジェクトの子として内容を格納します。

インポート時に列挙されたリスト項目を見つけた場合、それは前の見
出しオブジェクトの子としてオブジェクトを作成します。

段落または見出しに各文を個別のオブジェクトとして作成するかある
いは、単一のオブジェクトへ全テキスト・ファイルをインポートする
か、どちらかをインポートする指定ができます。

テキストの分解の制御

テキストの分解レベルは、オブジェクトがどのようにインポートさ
れ、作成されるか決定します。

テキストの分解には、4 レベルがあります。

• なし
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分割されません。

現行オブジェクトの後に 1 つのオブジェクトが作成され、ファイ
ルの最後までが、オブジェクト・テキスト属性に格納されます。

高度な機能は使用することができません。

• 段落

見出しの各文に 1 つのオブジェクトが作成されます。

段落の各文に 1 つのオブジェクトが作成されます。

• 文

見出しの各文に 1 つのオブジェクトが作成されます。

段落の各文に 1 つのオブジェクトが作成されます。

• キーワードを含んだ文

キーワードを含む文が検出されたら新規オブジェクトを作成し、
文を新規オブジェクトに追加します。キーワードを含む文は、オ
ブジェクト・テキスト属性に格納されます。 
次のオブジェクトを作成するトリガとなるキーワードを含んでい
る別の文が見つかるまで、すべての文はそのオブジェクト・テキ
ストに追加されます。

注     キーワードを含む文は、そのオブジェクトの最後
の文となります。新規オブジェクトは、キーワー
ドを含む文の直後の文に対して作成されます。

属性値の割当て

オブジェクト見出し属性には、次の文字列値が割り当てられます。

• 開始位置 : 見出し番号につづく空白文字でない文字。

• 終了位置 : 最初の区切り文字の前の空白文字でない文字。区切り
文字は次のものが使えます。

• ピリオド、スペース「. 」 
• セミコロン、スペース「; 」
• コロン、スペース「: 」 
• スペース、ハイフン、スペース「 - 」
• 復帰

見出し番号の順序が途切れた場合、見出しの順番が失われたことを表
すために、見出しオブジェクトが作成されます。挿入された見出しオ
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ブジェクトを割り当てたオブジェクト見出しを指定することができま
す。

デフォルトでは、見出し段落が検出されると、オブジェクト・テキス
トには、次の文字列値が割り当てられます。

• 開始位置：見出しの終了区切り文字の直後の文字列

• 終了位置：空白行の直前の最後の文字列（空白文字は除く）

高度なオプションを使用することにより、このデフォルトの設定を無
視することができます。 
インポート時に見出し段落が検出されると、オブジェクト・テキスト
属性には段落テキスト値が割り当てられます。

見出しオブジェクトのオブジェクト・ショート・テキスト属性には、
オブジェクト見出し属性の値が割り当てられます（見出し区切りとセ
キュリティー区分を除いて）。

高度なインポート・オプション

高度なインポート・オプションで、次の設定ができます。 
• リスト項目がどのようにインポートされるかを制御する。

• ファイルに組み込まれたデータを取り込む。

• 復帰と章番号が、どのように扱われるかを制御する。

• ファイルの解釈に使用するエンコードを選択する。

リスト・インポートの制御

列挙型リストと文書リストのインポートを制御できます。

列挙型リストの項目は、下記のうちの 1 つで始まるテキストのライン
です。

• < 任意の余白 >list_id.< 必須の余白 >
• < 任意の余白 >list_id）< 必須の余白 >
• < 任意の余白 >（list_id）< 必須の余白 >
list_id は、次のうちの 1 文字です。

• 小文字の a ～ z
• 大文字の A ～ Z
• 1 桁以上のアラビア数字

• 1 桁以上のローマ数字
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文書リストの項目は、ユーザーに指定された区切りを含んでいるテキ
ストの行です。文書リストの項目は、空白行の前に置く必要はありま
せん。 
列挙型リストの扱い方には、次の 2 つのオプションがあります。

• 列挙型リストの項目を抽出する。

1 つのオブジェクトは、それぞれのリスト項目から作成されます。
オブジェクトの階層は、リストの構造を反映します。 
オブジェクト・ショート・テキストには、空白ではない最初の文
字から、スペースが後に付いたピリオド「. 」が最初に出現する
までのリスト項目の文字が、割り当てられます。それは 80 文字で
切り捨てられます。

• 区切り文字を使用して文書リスト項目を抽出

文書リスト項目が見つかった場合、オブジェクトは、前の見出し
オブジェクトの子オブジェクトとして作成されます。オブジェク
ト見出し属性には、区切りの前のテキストが割り当てられます。 
オブジェクト・テキスト属性には、区切りの後のテキストが割り
当てられます。

組み込まれたデータの取り込み

インポート中にテキスト・ファイルに組み込まれている追加のデータ
を取り込むことができます。

取り込みたいデータは、インポートを開始する前に指定する属性に格
納できます。

組み込まれたデータを取り込むためのオプションには、次の 3 つがあ
ります。

• 見出し番号

オブジェクトを作成した（テキスト・ファイル中の）段落の番号
が、取り込まれます。見出し番号が格納される属性を指定するこ
とができます。各オブジェクトから入力されたドキュメントのそ
の起源までトレーサビリティーを作成します。見出し番号は、セ
クション番号に連続する見出しの前の段落番号です。

• セキュリティー区分

見出し番号に続く余白の後の括弧（ ）の中の文字が、セキュリ
ティー区分です。

セキュリティー区分を格納する属性を指定することができます。
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プレーン・テキストの段落は、それらに先行する見出しと同じク
ラスが割り当てられます。明確なセキュリティー区分のない見出
しは、デフォルトのクラス（指定することができる）に割り当て
られます。

• 参照

角括弧 [ ] の中のテキストは、参照情報（例えば、要件 ID）とし
て扱われます。参照情報が、格納される属性を指定することがで
きます。同じオブジェクトに複数の参照情報が場合は、カンマに
分離されたリストとして格納されます。

改行と章番号の制御

次の 2 つのオプションで復帰と章番号をどのように扱うかを制御でき
ます。

• 段落テキスト中に復帰を保持する

ファイルが段落間の復帰だけ持っている場合、このオプションを
オンにすると、復帰を保持します。 
テキスト・ファイルが、各行の終わりに復帰を持っている場合、
このオプションをオフにすると、オブジェクト・テキストを自動
的に終わりにします。 

• デフォルトの見出しを使用して、章番号を保持する。

テキスト・ファイルのレベル 1 の見出し順序に区切りがある場合、
このオプションをオンすることで、自動的に不足しているレベル 
1 のオブジェクトを挿入することができます。挿入されたレベル 1 
オブジェクトのオブジェクト見出し属性のデフォルト値を指定す
ることができます。

この機能は、付録にある MIL-STD 番号体系をサポートしていま
す（例：10.0、20.0、30.0）。

プレーン・テキストのインポート

プレーン・テキストのインポート・ツールは設定変更可能で、将来の
使用のためにファイルにその設定を保存することができます。これ
は、インポートしたい各ファイルに一度だけ設定を定義するだけでよ
いということを意味します。

プレーン・テキスト・ファイルをインポートするには

1. テキストをインポートしたいモジュールを開きます。
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2. インポートされたテキストを取り込む直前のオブジェクトを選択
します。

3. 「ファイル」 >「インポート」 >「プレーン・テキスト」の順にク
リックします。

4. インポートしたいパスを含むファイル名を入力するか、「参照」
を使用してその場所を指定します。

5. 「インポート」をクリックします。

このダイアログ・ボックスには、設定をロードまたは保存する設
定ファイル名があらかじめ設定されています。必要な場合は、名
前を変更してください。

6. 「分解レベル」リストから、テキストの分解レベルを選択します。

各レベルについて以下の表に説明します。

「キーワードを含んだ文」を選択すると、「キーワード」リストが
利用可能になります。オブジェクト作成のトリガにしたいキー
ワードをリストから 1 つ以上選択してください。

「文」または、「キーワードを含んだ文」を選択すると、「省略形」
リストが利用可能になります。有効なものとして認識させたい略

レベル 説明

なし ファイルのあるレイアウトのように、テキストがイン
ポートされます。しかし、1 つのオブジェクトになり
ます。

段落 テキストは、空の行までの各ブロックのテキストを、
1 つのオブジェクトにインポートします。

文 テキストがピリオドになるまでを 1 つのオブジェクト
にインポートします。ピリオドの次の番号を付けられ
たリストは、番号ごとに別のオブジェクトを持ってい
ます。

キーワードを
含んだ文

キーワードを選択しなければ、「段落」を使用するの
と同じことです。キーワードが出現する場所では、
キーワードを含む文がそのオブジェクトの最後の文に
なります。その次の文では、新規オブジェクトが作成
されます。
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語を 1 つ以上選択してください。これは文の最後としての略語の
間違った解釈を回避します。

7. 高度なオプションを使用する場合は、「詳細設定」をクリックし
ます。詳細については、333 ページの『プレーン・テキスト・イ
ンポートの高度なオプションの利用』を参照してください。

8. 「インポート」をクリックします。

ファイルは現行オブジェクトの下にインポートされます。

プレーン・テキスト・インポートの高度なオプションの利用

高度なオプションは、テキストの分解、データ・キャプチャー、リス
トのインポート、改行の扱い方、章番号、およびテキスト・エンコー
ドの扱い方を制御します。

高度なオプションを設定するには

1. 「インポートの構成」ダイアログ・ボックスの「詳細設定」をク
リックします。

2. 見出し番号、セキュリティー区分、参照文書を取り込むには、そ
れぞれ「見出し番号」、「セキュリティー区分」、または「参照文
書」チェック・ボックスを選択します。

該当する「属性内」および「デフォルト使用」ボックスがアク
ティブになります。

3. それぞれのアクティブになった「属性」ボックスに、取り込む
データが格納される属性の名前を入力します。

4. それぞれの属性に対するデフォルト値を「デフォルト使用」ボッ
クスに入力します。

5. 復帰を保持したい場合は、「段落テキスト内の復帰を保持」
チェック・ボックスを選択します。 

6. 章番号の順序を保持したい場合は、「デフォルトの見出しを使用
する章番号を保持」チェック・ボックスを選択し、デフォルトの
見出しを入力します。

7. 列挙型リスト項目のオブジェクトを作成したい場合は、「列挙さ
れたリスト項目の抽出」チェック・ボックスを選択します。

8. 文書リストの項目のオブジェクトを作成したい場合は、「区切り
文字を使用して文書リスト項目を抽出」チェック・ボックスを選
択し、リスト項目の区切り文字を入力します。例えば、リスト項
目がテキスト・ファイルの中で、3 つのハイフンで始まる場合は、
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「区切り文字（Delimiter）」フィールドに 3 つのハイフンを入力し
ます。

注     区切り文字には、通常のテキストに存在しない文
字を使用してください。通常のテキストの中に区
切り文字が検出された場合は、インポート時には
区切り文字に続くテキストに対応するオブジェク
トが作成されます。例えば、リスト項目が 1 つの
ハイフンで始まる場合、ハイフンに続くどんなテ
キストもインポートでは、リストの要素として扱
います。

9. 見出しの長さを制限するには、「最大見出し長」を選択し、最大
文字数を入力します。

10. テキストの分解レベルが、「文」または「キーワードを含んだ文」
の場合は、キーワードと略語を追加または削除します。詳細につ
いては、334 ページの『キーワードまたは略語の追加と削除』を
参照してください。

11. ファイルの解釈に使用するエンコードを選択します。「エンコー
ド（Encoding）」リストには、ご使用のコンピューターで使用で
きるコード・ページが表示されます。プレーン・テキスト・ファ
イルを作成したときに使用したエンコードを選択します。正しい
エンコードが選択されているかどうかは、プレビュー・ペインの
出力結果で確認できます。エンコードが不適切であると、プレ
ビュー・ペインには文字の代わりにシンボルが表示されます（文
字化けします）。

12.「OK」をクリックします。

キーワードまたは略語の追加と削除

テキストの分解レベルが、「キーワードを含んだ文」にセットされる
場合、キーワードを単に追加または、削除することができます。

キーワードと略語を追加するには

1. 「詳細設定オプション」ウィンドウで、該当するフィールドに
キーワードか略語を入力します。

2. 入力フィールドの右の「追加」をクリックします。

キーワードまたは略語が、「インポートの構成」ウィンドウの適切な
フィールドにリストされます。

キーワードと略語を削除するには
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1. 「インポートの構成」ウィンドウで、削除したいキーワードまた
は、略語を選択します。

2. 「詳細設定」をクリックします。

3. 「削除」ボタンをクリックします。

RTF ファイルのインポート

RTF のインポート・ツールは、RTF（リッチ・テキスト・フォーマッ
ト）ファイルを読み込み、その内容から作成されたオブジェクトを現
行モジュールに取り込みます。Unicode およびその他の国際データ
は、ともにインポートされます。

インポートされたオブジェクトは、現行オブジェクトの下に置かれま
す。

RTF ファイルをインポートする前に、RTF ファイルの中で使用される
スタイルを適当な Rational DOORS 機能にマップする必要があります。
このツールは、RTF の見出しスタイルを Rational DOORS 機能にマッ
プしようと試みます。

将来使用するためにスタイルのマッピングを保存することができま
す。

ツールが RTF ファイルの最初の見出しの前にテキストを検出した場
合、最初に作成されるオブジェクトには Front Matter のオブジェク
ト見出しが設定され、テキストは見出しオブジェクトの子のオブジェ
クト・テキスト属性に格納されます。

段落に画像が埋め込まれている場合、3 つのオブジェクトを作成しま
す。最初に画像に先行するテキスト、次に画像、最後に画像に続くテ
キストの順に格納されます。オブジェクトの中に格納されたシステム
属性の PictureNum には、ユニークに画像を識別する ID 番号を格納
します。

RTF テーブルは、Rational DOORS テーブルとしてインポートされま
す。テーブル・セルに含まれている画像はインポートされません。

文書を RTF 形式でインポートすると、同文書を Microsoft Word 形式で
インポートするよりも効率的に処理されます。

RTF 文書をインポートすると、いくつかのモジュール属性が作成され
ます。これらの属性は、モジュールを RTF にエクスポートして戻す
場合に、結果のファイルが元のファイルと同じプロパティーを持つよ
うにするために使用されます。

RTF ファイルをインポートするには
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1. インポートしたファイルを格納するモジュールを開きます。

2. ファイルをインポートしたい直前のオブジェクトを選択します。

3. 「ファイル」>「インポート」>「RTF」の順にクリックします。

4. インポートしたいパスを含む RTF ファイル名を入力するか、「参
照」をクリックしてその場所を指定します。

5. 「インポート」をクリックします。

ファイル中の各 RTF スタイルを扱う方法を Rational DOORS に指
定するには、「RTF スタイルをマップ」ダイアログ・ボックスを
使用します。インポート時、見出しにできるスタイルは、見出し
スタイルにマップし、他のすべてのスタイルをオブジェクト・テ
キストにマップします。

6. 特定の Rational DOORS 機能にマップしたい RTF スタイルを 1 つ
以上クリックします。

選択したスタイルをダブルクリックすると、他のすべての選択さ
れたスタイルを外し、クリックしたスタイルが選ばれます。

7. スタイルをマップする Rational DOORS 機能をクリックします。

マッピングが定義されます。

8. すべてのスタイルが正しくマッピングされるまで、Step 4 および
Step 5 を繰り返します。

9. スタイルのマッピングを保存したい場合は、「設定ファイル」
ボックスに設定ファイルの名前を入力するか、「参照」を使用し
てファイルの場所を指定し、「保存」をクリックします。

10. インポートされる文書に合うスタイルを選択します。

これは Rational DOORS が見出しを正確に処理するのに必要です。
文書のスタイルを選択しなければ、第 1 の見出しがその実際のレ
ベルに関係なく、インポート中に見出しレベル 1 になります。

11.「インポート」をクリックします。

ファイルは現行オブジェクトの下にインポートされます。

進行状況表示バーに、進行状態が表示されます。

スプレッドシート・ファイルのインポート

スプレッドシートのインポート・ツールは、Microsoft Excel や 
Microsoft Access で作成されたカンマ区切り（CSV）または、タブ区
切り（TSV）のファイルをインポートします。
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CSV、TSV ファイルで、スプレッドシート（または、データベース・
テーブル）の行と列は、テキストの行として格納されます。

通常、各行はスプレッドシートまたはデータベースの列を表わし、各
スプレッドシートまたはデータベースの列がデータになります。行の
各データ項目は、ファイルのタイプによって、カンマまたはタブに
よって分離されます。ファイルがデータの一部として新しい行の文字
を含んでいる場合、新しい行の文字を含んでいる文字列は、引用符

（刀 j で囲まれます。

スプレッドシートのインポート・ツールは、ファイルの各行を 1 つの
オブジェクトとして作成し、TSV または、CSV データからオブジェ
クト属性の値を持ってきます。

次の 2 つの方法で、属性の値を割当てることができます。

• 属性リストの使用

属性リストを使用する場合、インポートしたいファイルの列に一
致する既存の属性リストを作成します。属性タイプは、各列の
データに適合していなければなりません。そうしなければ、イン
ポートは失敗します。空のフィールドには、デフォルトの値が割
り当てられます。

• 列ラベルの使用

列ラベルを使用する場合、先頭行のフィールドの内容（列ラベ
ル）が、各列でどの属性が使用されるかを決定します。

注    インポート時、先頭列のためのラベルが必要です。ス
プレッドシートが先頭列のためのラベルを持っていな
い場合、1 つ列を追加してください。そうしなければ、
属性の割当てが正確に動作しません。 

属性が存在しない場合、ツールは属性を作成します。属性タイプは、
通常列で見つけられたデータのタイプによって決まります。定義され
たタイプのリストから、選択することもできます。

インポートされたスプレッドシートを変更する場合、「既存オブジェ
クトの更新」オプションを使用して、再度ファイルをインポートする
ことで、インポート・データを更新することができます。また、スプ
レッドシートに何らかのデータが追加されている場合は、新規オブ
ジェクトを作成します。

インポートした後にデータの一部分を修正する場合、変更したいデー
タをフィルタリングし、「スプレッドシートのエクスポート（export 
spreadsheet）」ツールを使用して、フィルタリングされたデータをエ
クスポートし、インポート・データを修正し、次に同じフィルタリン
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グを適用させてそれを再インポートします。「表示セットのみの更新
（Update Display set only）」オプションを使用することで、現行オブ
ジェクトが更新されることを保証します。

CSV または TSV ファイルのデータ項目は、整数、実数、日付、スト
リングの値を持つことができます。 
文字列は、一般的にダブルコーテーション（”) で囲まれていて、カン
マ、タブおよび改行を含むことができます。ダブルコーテーションが
重複している場合は、ダブルコーテーションがインポートされます。
例えば、テキスト・エディターで見ると、次のような文字列の CSV 
ファイルをインポートします。

"This string has a comma, which is not imported and a double quote "" 
too"

次のようにインポートされます。

This string has a comma which is not imported and a double quote " too

スプレッドシートまたは、データベース・ファイルのインポート

スプレッドシートまたはデータベース・ファイルをインポートするに
は

1. スプレッドシートをインポートするモジュールを開きます。

2. インポートされたテキストを取り込む直前のオブジェクトを選択
します。

インポートされたファイルは、現行オブジェクトの後に置かれま
す。

3. 「ファイル」>「インポート」>「スプレッドシート」の順にク
リックします。

4. CSV ファイルをインポートする場合は、「コンマ」ラジオ・ボタ
ンを選択します。TSV ファイルをインポートする場合は、「タブ」
ラジオ・ボタンを選択します。

5. 「入力ファイル」ボックスにインポートするファイル名を入力す
るか、「参照」をクリックしてファイルの場所を指定します。
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6. 以下の表に、「スプレッドシートのインポート」ダイアログ・
ボックスのその他のオプションについて説明します。

実行する処理 結果

属性リストを使用してファイルを
インポートする

「元リスト」を選択します。

「インポート対象の属性」と「既
存の属性」が、使用可能になりま
す。属性リストを定義またはロー
ドします。詳細については §D341 
ページの『インポートの属性リス
トの定義』または 342 ページの

『保存済み属性リストをインポー
ト用にロード』を参照してくださ
い。

列ラベルを使用してファイルをイ
ンポートする

 「列ラベルごと」を選択します。 

空のモジュールにファイルをイン
ポートする、または作成したモ
ジュールにオブジェクトを追加す
る

「新規オブジェクトの作成」を選
択します。

モジュール内に既に存在するオブ
ジェクトの属性値を更新し、CSV 
ファイルに追加されているオブ
ジェクトを追加します。

「既存オブジェクトの更新」を選
択します。 

モジュールの各オブジェクトを更
新する

「すべてのオブジェクト」ラジ
オ・ボタンを選択します。このオ
プションは「既存オブジェクトの
更新」が選択されている場合にの
み利用できます。

現在のフィルター内のオブジェク
トを更新する

「表示セットのみ」ラジオ・ボタ
ンを選択します。このオプション
は「既存オブジェクトの更新」が
選択されている場合にのみ利用で
きます。
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7. 「インポート」をクリックします。

列ラベルを使用してインポートし、1 つ以上の属性を作成する必
要がある場合、各属性の作成を確認しなければなりません。

• 属性が作成される前に、属性のタイプを変更したい場合は、
「別のタイプを選択」をクリックします。詳細については、

342 ページの『属性タイプの選択』を参照してください。 
• 属性のタイプを変更しないで、属性を作成する場合は、「確

認」をクリックします。

8. 新規オブジェクトを作成するように指定している場合は、ファイ
ルがインポートされます。既存のオブジェクトを更新するように
指定している場合は、「キーの選択」ダイアログ・ボックスが表
示されます。

作成される（または更新される）すべてのオブジェクトをユニー
クに識別することができるデータを含む列がどれかを設定するた
めにこのダイアログ・ボックスを使用します。

9. オブジェクトをユニークに識別する列を選択して、「選択」をク
リックします。

ファイルの解釈に使用するエン
コードを指定します。

「詳細設定」ボタンをクリックし
ます。ダイアログ・ボックスが開
き、エンコードのリストが表示さ
れます。このダイアログ・ボック
スには、ユーザーのマシンで使用
できるコード・ページのリストの
ほか、プレビュー・ペインがあり
ます。CSV ファイルを作成した
ときに使用したエンコードを選択
します。正しいエンコードが選択
されているかどうかは、プレ
ビュー・ペインの出力結果で確認
できます。エンコードが不適切で
あると、プレビュー・ペインには
文字の代わりにシンボルが表示さ
れます（文字化けします）。

実行する処理 結果
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インポートの処理を実行します。処理が完了した時、メッセー
ジ・ボックスにどれだけのオブジェクトが作成、更新されたか表
示されます。

10. 列ラベルを使用してインポートし、新しい属性を作成した場合、
新しい属性を表示するためにモジュールに新しい列を作らなけれ
ばなりません。列を作った後に、新しいビューを保存します。

インポートの属性リストの定義

属性リストを定義するには

1. 「スプレッドシートのインポート」ダイアログ・ボックスで、「元
リスト」ラジオ・ボタンを選択します。

「インポート対象の属性」と「既存の属性」ボックスが、使用可
能になります。

2. 「既存の属性」リストから、属性を選択します。

3. 「追加」をクリックします。

選択された属性が、「インポート対象の属性」リストにリスト
アップされます。

4. 属性リストが、インポートするファイルの列の順序と一致するま
で、リストから属性を追加、挿入、削除します。Rational DOORS 
にインポートしたくないファイルに列が存在する場合は、その列
の属性リストに「無視（ignore）」を追加します。例えば、スプ
レッドシートに 3 つの列があり、列 1 と列 3 の情報のみをイン
ポートするには、「属性 」、「無視（ignore）」、および「属性 2」を
追加します。詳細については、341 ページの『インポートの属性
リスト要素の使用』を参照してください。

5. 「保存」をクリックします。

6. 属性リストを格納するファイルの名とパスを入力するか、「参照」
をクリックしてファイルの場所を指定します。

7. 「保存」をクリックします。

属性リストが保存されます。このファイルは、後でロードして使用で
きます。詳細については、342 ページの『保存済み属性リストをイン
ポート用にロード』を参照してください。

インポートの属性リスト要素の使用

属性リストに属性を挿入するには
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1. 「スプレッドシートのインポート」ダイアログ・ボックスで、「既
存の属性」からリストに追加したい属性を選択します。

2. 「インポート対象の属性」リストから、新しい属性を挿入する前
の属性を選択します。

3. 「挿入」をクリックします。

属性リストから属性を削除するには

1. 「インポート対象の属性」リストから削除したい属性を選択しま
す。

2. 「削除」をクリックします。

保存済み属性リストをインポート用にロード

属性リストをロードするには

1. 「スプレッドシートのインポート」ダイアログ・ボックスで、
「ロード」をクリックします。

2. ロードするファイルの名前をパス名も含めて入力するか、「参照」
を使用してその場所を指定します。

3. 「ロード」をクリックします。

属性リストがロードされ、ウィンドウが更新されます。

属性タイプの選択

列ラベルを使用してスプレッドシートをインポートする場合、スプ
レッドシートのデータが格納される属性が作成されます。属性タイプ
は、各列で見つけられたデータのタイプによって決まります。 
タイプを確認するかまたは、異なるタイプを選択する画面が表示され
ます。

次の手順で、異なる属性を選択します。

1. 「別のタイプを選択」をクリックします。

2. 「使用可能な属性タイプ」ボックスから、属性の新しいタイプを
選択します。

3. 「OK」をクリックします。

FrameMaker ファイルのインポート

FrameMaker のインポート・ツールは、Maker Interchange Format
（MIF）ファイルを読み、その内容から作成されたオブジェクトを現
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行モジュールの先頭に作成します。FrameMaker ファイルをインポー
トする前に、Rational DOORS 機能に適合するように、MIF ファイル
で使用されるスタイルをマップしなければなりません。インポート手
順の一部としてマッピングを定義します。将来使用するためにマッピ
ング・スタイルを保存することができます。

• FrameMaker インポート・ツールは、「テキスト・フロー A（Text 
Flow A）」のテキストは読み込みますが、これ以外のテキストは
読み込みません。

• Rational DOORS 機能を無視するスタイルにフォーマットされたテ
キストは、インポートされません。

• Rational DOORS 機能にマップされないテキストは、オブジェク
ト・テキストとしてインポートされます。

• 画像はインポートされません。画像のリファレンスは、
FramePicture 属性に格納されます。

• 国際データがインポートされる際には、MIF フォーマットがサ
ポートするエンコードが使用されます。

FrameMaker インポート・ツールの高度なオプションを使用して、次
の処理ができます。

• Rational DOORS 見出し番号との混同を回避するために、自動的に
番号が付けられた見出しから番号を削除します。

自動的に付けられた番号を削除しない場合、番号が角括弧（[ ]）
で囲まれます。

• 自動に付けられた番号、箇条書きの点、ダッシュを割り当てられ
る自動採番属性を作成します。

• モジュール属性のファイルから、MIF スタイル定義を保存しま
す。

• Rational DOORS のファイルの解釈に使用するエンコードを選択し
ます。

スタイル定義を保存すると、モジュールのサイズが大きくなります。
しかし、インポートしたデータをエクスポートする予定がある場合
は、スタイル定義もエクスポートできるため、便利です。スタイルを
有効にするためにテンプレートを使用して、エクスポートされた MIF 
ファイルをインポートする必要がありません。

MIF ファイルのインポート

MIF ファイルをインポートするには
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1. 「ファイル」>「インポート」>「FrameMaker」の順にクリックし
ます。

2. インポートしたいパスを含むファイル名を入力するか、「参照」
を使用してその場所を指定します。

3. 「インポート」をクリックします。

4. 特定の Rational DOORS 機能にマップしたい FrameMaker スタイル
をクリックします。

選択したスタイルをダブルクリックすると、他のすべての選択さ
れたスタイルを外し、クリックしたスタイルが選ばれます。

5. スタイルをマップする Rational DOORS 機能をクリックします。

マッピングが定義されます。

6. すべてのスタイルがマッピングされるまで、Step 4 および Step 5 
を繰り返します。

7. マッピングのスタイルを保存したい場合は、「設定ファイル」
ボックスにファイル名を入力し、「保存」をクリックします。

8. 高度なオプションを使用する場合は、「詳細設定」をクリックし
ます。詳細については、344 ページの『MIF ファイル・インポー
トの高度なオプションの使用』を参照してください。

9. 「インポート」をクリックします。

ファイルがインポートされます。進行状況表示バーに、進行状態が表
示されます。

注    MIF ファイルにエクスポートされた Rational DOORS 
モジュールは、FrameMaker が MIF ファイルを読むこ
とができるように、アプリケーションでロードし、保
存されるまで、Rational DOORS にインポートすること
ができません。

MIF ファイル・インポートの高度なオプションの使用

FrameMaker をインポートするための高度なオプションを使用するに
は

1. 「FrameMaker 5 スタイルのマップ（Map FrameMaker 5 styles）」
ダイアログ・ボックスで、「詳細設定」をクリックします。

2. 自動採番属性に自動番号付けするリスト要素の ID を格納する場
合は、「自動採番属性を作成し、自動番号を格納して項目 ID をリ
ストします」チェック・ボックスを選択します。
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FrameMaker ファイルのインポート

Rational DOORS で自動的に付加される番号は、原本で自動的に付
加される番号とは異なる場合があります。関係があるような場合
は、原本の番号を格納してください。

3. インポートされた見出しから自動的に付けられた番号を削除する
場合は、「自動的に付けられた番号を見出しから削除」チェック・
ボックスを選択します。

見出し番号を角括弧（[ ]）で囲むには、チェック・ボックスを選
択解除します。

Rational DOORS で自動的に付加される番号は、原本で自動的に付
加される番号とは異なる場合があります。関係があるような場合
は、原本の番号を削除しないようにしてください。

4. モジュールにスタイル定義を保存する場合は、「モジュール属性
内のスタイル定義を保持します」チェック・ボックスを選択しま
す。

5. 「OK」をクリックします。
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22 エクスポート

この章のトピックは、次のとおりです。

• Microsoft Word へのエクスポート

• Microsoft Excel へのエクスポート

• Microsoft Outlook へのエクスポート

• Microsoft PowerPoint へのエクスポート

• HTML へのエクスポート

• プレーン・テキストへのエクスポート

• RTF へのエクスポート

• スプレッドシートへのエクスポート

• FrameMaker へのエクスポート

Microsoft Word へのエクスポート

このトピックは、現行ビューをどのように Microsoft Word へエクス
ポートするかを説明します。 
• モジュールに Unicode データまたは国際データが含まれている場

合、これらのデータはリッチ・テキスト・フォーマットにエン
コードされ、エクスポートされます。

• 以前 Word からインポートした隠し文字がモジュールに含まれて
いる場合は、隠し文字はモジュールがエクスポートされたときに 
Word 文書で表示されるようになります。

次の手順で、Microsoft Word にエクスポートします。

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「保存」の順に選択し
ます。

この操作でモジュールが保存されます。モジュールを保存するこ
とによって、最新の変更を確実にエクスポートに含めることがで
きます。

注     モジュールを Microsoft Word にエクスポートする
にあたり、Rational DOORS は Windows クリップ
ボードを使用します。エクスポートする前に、必
要なデータがクリップボードに残っていないこと
を確認してください。
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2. 「ファイル」>「エクスポート」>「Microsoft Office」>「Word」
の順にクリックします。

注     Rational DOORS を Citrix で実行中の場合、エクス
ポートを機能させるには Word も Citrix で実行す
る必要があります。

ローカル・マシンに Word をインストールしてい
ない場合は、このオプションを使用できません。

3. エクスポートするデータを指定するには、「一般」タブを使用し
ます。

「一般」タブ 説明

レイアウト 次のいずれかを選択します。

• 個別の行にデータをリストするブック・レイア
ウトを使用する場合、「ブック」を選択します。
現行ビューのすべての列がエクスポートされま
す。

• Rational DOORS と同じように表としてデータ
をレイアウトするテーブル・レイアウトを使用
する場合、「テーブル」を選択します。現行
ビューのすべての列がエクスポートされます。

DOORS 見出し番
号を含む

デフォルトで、オブジェクト見出しのテキストに 
Rational DOORS の見出し番号を付けてエクスポー
トします。

Rational DOORS 見出し番号をエクスポートしない
場合は、このボックスのチェックを解除します。

未登録 OLE オブ
ジェクトが画像
としてエクス
ポートされると、
警告を発行しま
す

エクスポートするモジュールに未登録の OLE オブ
ジェクトが含まれている際に警告を表示したくな
い場合は、このチェック・ボックスを解除しま
す。未登録の OLE オブジェクトは画像としてエク
スポートされますが、Word では選択することが
できません。

空の属性を含む 値を何も持たない属性を Word にエクスポートす
る場合は、このチェック・ボックスを選択しま
す。デフォルトでは、空の属性は Word にエクス
ポートされません。
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Microsoft Word へのエクスポート

4. 「詳細設定」タブでは高度なオプションを指定できます。

「詳細設定」タブ 説明

段落スタイル属
性の使用（Use 
Paragraph Style 
attribute）

以前 Word からデータをインポートしていて、そ
の時の Word の段落スタイルを使用したい場合は、
このチェック・ボックスを選択します。

この情報は、モジュールの段落スタイル属性に格
納されています。

段落スタイル属性で指定されたスタイルは、エク
スポート文書をフォーマットするために使用され
ます。

スタイルのマッ
ピングを許可

エクスポートされた文書の Word の段落スタイル
に Rational DOORS 見出しとテキスト・レベルを
手動でマップしたい場合は、このチェック・ボッ
クスを選択します。

例えば、Rational DOORS のレベル 1 の見出しを 
Word の見出し 2 に使用するような場合。

DOORS テーブル
罫線を無視し、
すべてのセルに
全罫線を設定

デフォルトで、エクスポートされた Word 文書は、
Rational DOORS モジュールと同じ表罫線設定を使
用します。

Rational DOORS モジュールの表罫線設定を無視
し、Word 文書のすべてのテーブル・セルの周囲
に罫線を入れたい場合は、このチェック・ボック
スを選択します。

AutoFormat Rational DOORS モジュールの列幅設定を無視した
い場合は、このチェック・ボックスを選択しま
す。Word で列幅を選択してください。

標準テンプレー
トの使用

デフォルトで、「normal.dot」の Word テンプレー
トが、エクスポートされた文書に適用されます。

他のテンプレートを使用する場合は、このチェッ
ク・ボックスを外し、「テンプレート名」ボック
スにテンプレート名を入力するか、「参照」を使
用してファイルの場所を指定します。
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5. 「エクスポート」をクリックします。

6. 「詳細設定」タブの「スタイルのマッピングを許可」チェック・
ボックスを選択すると、「Word へのエクスポートのスタイル・
マッピング」画面が表示されます。

左側のリストに、使用できるマッピングが表示されます。例え
ば、デフォルトでは、Rational DOORS のレベル 1 の見出しが 
Word スタイルの「見出し 1」にマッピングされます。

ブック・レイア
ウト・エクス
ポートにおける
水平ライン・セ
パレーターの使
用

ブック・フォーマットを使用する時、これは、
Word 文書のオブジェクトの間にライン・セパ
レーターを挿入します。

次のオブジェク
ト個数の後で 
Word 文書を保存

大規模なモジュールを Word にエクスポートする
と、Word に次のエラーが表示され、エクスポー
トが失敗する場合があります。「文書の書式設定
が複雑すぎます。「高速保存」オプションをオフ
にして、文書を今すぐ保存してください」。この
エラーが表示される場合はこのチェック・ボック
スを選択し、「オブジェクト」ボックスに Word 文
書を保存する間隔を指定します。 
モジュールをエクスポートする際には、オブジェ
クトの最初のグループがエクスポートされたのち
に、保存する Word 文書の名前と場所を指定する
よう求められます。エクスポート中の以降の保存
では、その文書が自動的に更新されます。

実行すること 方法

スタイル・マッ
ピングの変更

左側の項目を選択します。

次に、右側のリストから、使用する Word のスタ
イルを選択します。

「詳細設定」タブ 説明
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Microsoft Excel へのエクスポート

7. マッピング・スタイルの定義が終了したら、「閉じる」をクリッ
クします。

Microsoft Excel へのエクスポート

現行ビューを Microsoft Excel にエクスポートできます。 
• メイン列以外の列が常にエクスポートされます。

• メイン列もエクスポートするかどうか制御することができます。
そして、どの属性をエクスポートするかも制御できます。

• Microsoft Excel にエクスポートできる最大列数は 32 です。

注    Microsoft Excel にエクスポートする場合、リッチ・テ
キスト形式と特殊文字は維持されません。リッチ・テ
キスト形式を維持する場合は、Microsoft Word のテー
ブルにエクスポートしてから、Word のテーブルを 
Excel にコピー / 貼り付けします。

Excel にエクスポートするには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「保存」の順に選択し
ます。

この操作でモジュールが保存されます。モジュールを保存するこ
とによって、最新の変更を確実にエクスポートに含めることがで
きます。

2. 「ファイル」>「エクスポート」>「Microsoft Office」>「Excel」
の順にクリックします。

注     Rational DOORS を Citrix で実行中の場合、エクス
ポートを機能させるには Excel も Citrix で実行す
る必要があります。

スタイル・マッ
ピング情報の保
存

「設定ファイル」ボックスに、保存したい情報の
ファイル名を入力します。または、「参照」をク
リックしてファイルの場所を指定し、「保存」を
クリックします。

ファイルからの
スタイル・マッ
ピング情報の
ロード

「設定ファイル」ボックスに、スタイル・マッピ
ング情報のファイル名を入力します。または、

「参照」をクリックしてファイルの場所を指定し、
「ロード」をクリックします。

実行すること 方法



エクスポート

352 Rational DOORS の使用方法

3. メイン列をエクスポートするかどうかを指定するには、「メイン
列」ドロップダウン・リストを使用します。

• メイン列をエクスポートしない場合は、「無視」を選択しま
す。

• メイン列のオブジェクト見出し属性をエクスポートする場合
は、「オブジェクト見出し」を選択します。

• メイン列のオブジェクト・ショート・テキスト属性をエクス
ポートする場合は、「オブジェクト・ショート・テキスト」を
選択します。

• メイン列のオブジェクト・テキスト属性をエクスポートする
場合は、「オブジェクト・テキスト」を選択します。

• メイン列のオブジェクト見出しとオブジェクト・テキストの
両方の属性をエクスポートする場合は、「オブジェクト見出
し」と「オブジェクト・テキスト」の両方を選択します。

4. 列のタイトルをエクスポートする場合は、「列名を含む」チェッ
ク・ボックスを選択します。

5. 「エクスポート」をクリックします。

データが Excel へエクスポートされます。Excel が開き、エクスポー
トしたデータが表示されます。

Microsoft Outlook へのエクスポート

メール・メッセージまたはメモとして、Rational DOORS オブジェク
トを Microsoft Outlook にエクスポートすることができます。

• メール・メッセージは、件名にオブジェクト見出しが設定され、
本文にオブジェクト・テキストが設定されます。

• メモには、オブジェクト見出しとオブジェクト・テキストが含ま
れます。

現行オブジェクトを Microsoft Outlook にエクスポートするには

1. 「ファイル」>「エクスポート」>「Microsoft Office」>「Outlook」
の順にクリックします。

注     Rational DOORS を Citrix で実行中の場合、エクス
ポートを機能させるには Outlook も Citrix で実行
する必要があります。

2. オブジェクトのエクスポート方法を指定するには、「オブジェク
トの送信先」ドロップダウン・リストを使用します。
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Microsoft PowerPoint へのエクスポート

• メール・メッセージとしてエクスポートする場合は、「メー
ル」を選択します。

• メモとしてエクスポートする場合は、「メモ」を選択します。

3. 「OK」をクリックします。

オブジェクトが Outlook のメール・メッセージ・ウィンドウに表示さ
れるか、「メモ」フォルダーに新しいメモが表示されます。新しいメ
モを参照するには、Outlook の「メモ」フォルダーを開いて下さい。

Microsoft PowerPoint へのエクスポート

オブジェクト見出し属性およびオブジェクト・テキスト属性（オプ
ション）を、Microsoft PowerPoint プレゼンテーションにエクスポート
できます。

現行ビューのすべてのオブジェクトあるいは、単に現行オブジェクト
をエクスポートすることができます。

PowerPoint へエクスポートするには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「保存」の順に選択し
ます。

この操作でモジュールが保存されます。モジュールを保存するこ
とによって、最新の変更を確実にエクスポートに含めることがで
きます。

2. 1 つのオブジェクトのみをエクスポートする場合は、エクスポー
トするオブジェクトを現行オブジェクトにします。

3. 「ファイル」>「エクスポート」>「Microsoft Office」>
「PowerPoint」の順にクリックします。

注     Rational DOORS を Citrix で実行中の場合、エクス
ポートを機能させるには PowerPoint も Citrix で実
行する必要があります。

4. 「エクスポート」ドロップダウン・リストを使用してエクスポー
トするオブジェクトを指定します。

• 現行ビューのすべてのオブジェクトをエクスポートする場合
は、「表示」を選択します。

• 現行オブジェクトのみをエクスポートする場合は、「現行オブ
ジェクト」をクリックします。
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5. エクスポートする最も低いレベルのオブジェクトを選択するため
に、「このレベルのオブジェクトまで」ドロップダウン・リスト
を使用します。

注     表は 1 つのオブジェクトとしてエクスポートされ
ません。各セルはレベル 5 の単一オブジェクトと
して、エクスポートされます。レベル 5 以下を選
択した場合は、表はエクスポートされません。

6. PowerPoint プレゼンテーションの先頭にスライド・タイトルを含
めたい場合は、「タイトルを含む」チェック・ボックスを選択し
ます。

7. PowerPoint プレゼンテーションからオブジェクト・テキスト属性
を除外し、オブジェクト見出し属性のみをエクスポートする場合
は、「オブジェクト・テキストを無視」チェック・ボックスを選
択します。

8. 「エクスポート」をクリックします。

エクスポートされたデータが、編集、保存が可能な PowerPoint プレ
ゼンテーションとして表示されます。エクスポートされた画像と 
OLE オブジェクトのサイズの変更が必要な場合があります。

HTML へのエクスポート

次のいずれかをエクスポートできます。

• 現行モジュール

• 現行モジュールと現行モジュールからリンクしているモジュー
ル、現行モジュールへリンクしているモジュール

エクスポートされた HTML には、モジュールの画像と画像表示のた
めの OLE オブジェクトが含まれます。 
文書に Unicode データまたは国際データが含まれている場合、それら
のデータはエクスポートされます。

注    Firefox の既知の問題のため、Firefox を使用している
場合はシンボル・フォントを HTML にエクスポート
できません。回避策については、Mozilla の Web サイ
トを参照してください。

HTML へエクスポートするには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「保存」の順に選択し
ます。
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HTML へのエクスポート

この操作でモジュールが保存されます。モジュールを保存するこ
とによって、最新の変更を確実にエクスポートに含めることがで
きます。

2. 「ファイル」>「エクスポート」>「HTML」の順にクリックしま
す。

3. レイアウトを指定するために、「レイアウト」ドロップダウン・
リストを使用します。

• 個別の行に各オブジェクトの属性をリストするブック・レイ
アウトを使用する場合は、「ブック」を選択します。

• Rational DOORS と同じようにデータを表としてレイアウトす
るテーブル・レイアウトを使用する場合は、「テーブル」を使
用します。

4. 「エクスポート」ドロップダウン・リストを使用してエクスポー
トするオブジェクトを指定します。

• 現行モジュールのみをエクスポートする場合は、「現行」を選
択します。

• 現行モジュールのリンク先またはリンク元モジュールをすべ
てエクスポートするには、「すべてリンク済み」を選択しま
す。

5. リンク情報をエクスポートする場合は、「リンク」ボックスを選
択します。

オブジェクト間のリンクは、ハイパーリンクで表わされます。ハ
イパーリンクのテキストは、リンクの方向を示し、リンク先にオ
ブジェクトのオブジェクト見出し、オブジェクト・ショート・テ
キスト、またはオブジェクト・テキストが含まれています。

6. エクスポートされた HTML ファイルのハイパーリンクのタイプを
確認するためのアイコンを使用する場合は、「アイコン」ボック
スを選択します。

 同じモジュールのオブジェクトへのハイパーリンク。

異なるフォーマル・モジュールのオブジェクトへのハイパーリ
ンク。

 ディスクリプティブ・モジュールのオブジェクトへのハイ
パーリンク。

 Web サイトのハイパーリンク。

 外部アウト・リンク

 外部イン・リンク
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7. エクスポートされた HTML ファイルに変更メーターを含めるに
は、「変更メーター」ボックスをチェックします。

変更用のメーターは、オブジェクトの世代、モジュールの世代お
よびオブジェクトの変更回数を示します。 

• 青い四角形はモジュールの世代を表します。

• 赤い四角形はオブジェクトの世代を表します。また、あるモ
ジュールの世代でオブジェクトが最後に修正された日時がわ
かります。この例のオブジェクトはモジュール存続期間の半
ばに作成され、今日の最後に更新されたオブジェクトです。
したがって、モジュールが 4 日前に作成されたものである場
合、オブジェクトは 2 日前に作成されています。

• グレーのボックスにはオブジェクトが更新された回数が表示
されます。

8. エクスポートする HTML ファイルに値のない属性を含めるには、
「空の属性」チェック・ボックスを選択します。

9. エクスポートするデータのファイル名を入力するか、「参照」を
使用してその場所を指定します。

10. HTML にエクスポートするビューの自動インデントがオンの場
合、「自動インデントの保持」チェック・ボックスが表示され、
デフォルトで選択されます。生成される HTML をインデントしな
い場合、このオプションをオフにします。

11.「エクスポート」をクリックします。

プレーン・テキストへのエクスポート

現行ビューをプレーン・テキスト（ASCII）ファイルへエクスポート
できます。

プレーン・テキスト・ファイルへエクスポートするには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「保存」の順に選択し
ます。

この操作でモジュールが保存されます。モジュールを保存するこ
とによって、最新の変更を確実にエクスポートに含めることがで
きます。

2. 「ファイル」>「エクスポート」>「プレーン・テキスト」の順に
クリックします。
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プレーン・テキストへのエクスポート

3. エクスポートするファイル名およびエクスポートするデータを指
定するために「一般」タブを使用します。

4. 「詳細設定」タブでは高度なオプションを指定できます。

「一般」タブ 説明

ファイル名 エクスポートするファイル名を入力するか、「参
照」を使用してその場所を指定します。

レイアウト 次のいずれかを選択します。

• 個別の行に各オブジェクトの属性をリストする
ブック・レイアウトを使用する場合は、「ブッ
ク」を選択します。

• Rational DOORS と同じように表としてデータ
をレイアウトするテーブル・レイアウトを使用
する場合、「テーブル」を選択します。

DOORS 見出し番
号を含む

デフォルトで、オブジェクト見出しのテキストに 
Rational DOORS の見出し番号を付けてエクスポー
トします。

Rational DOORS 見出し番号をエクスポートしない
場合は、このボックスのチェックを解除します。

空の属性を含む 空の属性をプレーン・テキスト・ファイルにエク
スポートしたくない場合は、このチェック・ボッ
クスを選択解除します。

「詳細設定」タブ 説明

改行の追加 ブック・レイアウトのデフォルトで、各属性が 1 
列になります。

改行を追加するにはこのチェック・ボックスを選
択します。各列の幅を指定する場合は、「行幅」
ボックスを使用します。

タブで区切られ
た列

ブック・レイアウトのデフォルトで、空白文字が
列区切りに使用されます。

空白文字の代わりにタブを使用する場合は、この
チェック・ボックスを選択します。
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5. 「エクスポート」をクリックします。

RTF へのエクスポート

現行ビューを RTF（リッチ・テキスト・フォーマット）ファイルへエ
クスポートできます。RTF ファイルへのエクスポートには、次のデー
タを含めることができます。

• OLE オブジェクト（ただし画像以外）

• Unicode データおよびその他の国際データ（リッチ・テキスト・
フォーマットでエンコードされます）

RTF ファイルへエクスポートするには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「保存」の順に選択し
ます。

この操作でモジュールが保存されます。モジュールを保存するこ
とによって、最新の変更を確実にエクスポートに含めることがで
きます。

2. 「ファイル」>「エクスポート」>「リッチ・テキスト・フォー
マット」をクリックします。

行幅 文字列の最大の長さを指定するのに、このボック
スを使用します。

エンコード
（Encoding）

ファイルのエクスポート時に使用するエンコード
を選択します。デフォルトのエンコードは

「65001（UTF-8）」です。または、ファイルをプ
レーン・テキストにエクスポートしたことがある
場合は、最後に選択したコード・ページがデフォ
ルトのエンコードとなります。

Unicode ページを選択すると、ファイルの先頭に 
BOM（Byte Order Marker）が挿入されます。BOM 
とは、エクスポートしたファイルを別のプログラ
ムで開く場合に、ファイルが正しく判読されるよ
うにするコードです。

「詳細設定」タブ 説明
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RTF へのエクスポート

3. エクスポートするファイル名およびエクスポートするデータを指
定するために「一般」タブを使用します。

4. 「詳細設定」タブでは高度なオプションを指定できます。

「一般」タブ 説明

ファイル名 エクスポートするファイル名を入力するか、「参
照」を使用してその場所を指定します。

レイアウト 次のいずれかを選択します。

• 個別の行に各オブジェクトの属性をリストする
ブック・レイアウトを使用する場合は、「ブッ
ク」を選択します。オブジェクト見出し属性と
オブジェクト・テキスト属性のみがエクスポー
トされます。

• Rational DOORS と同じように表としてデータ
をレイアウトするテーブル・レイアウトを使用
する場合、「テーブル」を選択します。現行
ビューのすべての列がエクスポートされます。

DOORS 見出し番
号を含む

デフォルトで、オブジェクト見出しのテキストに 
Rational DOORS の見出し番号を付けてエクスポー
トします。

Rational DOORS 見出し番号をエクスポートしない
場合は、このボックスのチェックを解除します。

未登録 OLE オブ
ジェクトが画像
としてエクス
ポートされると、
警告を発行しま
す

エクスポートするモジュールに未登録の OLE オブ
ジェクトが含まれている際に警告を表示したくな
い場合は、このチェック・ボックスを解除しま
す。未登録の OLE オブジェクトは画像としてエク
スポートされますが、RTF 文書では選択すること
ができません。

「詳細設定」タブ 説明

前で改ページ RTF ファイルのどこで改ページするかを指定する
ために、このラジオ・ボタンを使用します。

例えば、2 を選択した場合、レベル 1 とレベル 2 
のオブジェクトの前に改ページが挿入されます。
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5. 「エクスポート」をクリックします。

スプレッドシートへのエクスポート

現行ビューまたは、選択した属性を CSV（コンマ区切り）または 
TSV（タブ区切り）ファイルにエクスポートできます。エクスポート
されたファイルは、Microsoft Excel や、Microsoft Access のようなパッ
ケージでインポートできます。

CSV、TSV ファイルで、スプレッドシート（または、データベース・
テーブル）の行と列は、テキストの行として格納されます。 
スプレッドシートのエクスポート・ツールは、エクスポートされる各
オブジェクトごとに、ファイルのなかに 1 行ずつ作成します。

通常、各行は 1 つのスプレッドシートまたは、データベース行を表わ
します。行の各データ項目は、ファイルのタイプによって、カンマま
たはタブによって分離されます。しかし、エクスポートされるデータ
が、新しいラインを含んでいる場合、新しいラインの文字を含んでい
る文字列は、引用符で囲まれます。

エクスポートする属性リストを作成することができます。現行ビュー
の列をエクスポートできます。

ファイルに属性名を含めることができます。表示設定をエクスポート
すると列名を含めることができます。

注    スプレッドシートにエクスポートする場合、リッチ・
テキスト形式と特殊文字は維持されません。リッチ・
テキスト形式を維持する場合は、Microsoft Word の
テーブルにエクスポートしてから、Word のテーブル
をスプレッドシートにコピー / 貼り付けします。

CSV、TSV ファイルにエクスポートするには

カラム・タイト
ル

テーブル・レイアウトを使用している場合、列名
を付けるページを指定するには、これらのラジ
オ・ボタンを使用します。

罫線を含む テーブル・レイアウトを使用している場合、
Rational DOORS のモジュールと同じように見える
よう、エクスポートされるデータの周囲に罫線を
付加するには、このチェック・ボックスを選択し
ます。

「詳細設定」タブ 説明
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スプレッドシートへのエクスポート

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「保存」の順に選択し
ます。

この操作でモジュールが保存されます。モジュールを保存するこ
とによって、最新の変更を確実にエクスポートに含めることがで
きます。

2. 「ファイル」>「エクスポート」>「スプレッドシート」の順にク
リックします。

3. 現行ビューのすべての列をエクスポートするには、Step 8 に進み
ます。

4. どの属性をエクスポートするかを指定する場合は、「リストから
の属性」ラジオ・ボタンをクリックします。

5. 次の方法で、エクスポートする属性を選択します。

• 「既存の属性」ボックスで属性を選択します。

• 「追加」または「挿入」をクリックして、「エクスポート対象
の属性」ボックスに属性を追加します。

• 「追加」を使用すると、「エクスポート対象の属性」ボック
スで選択されている属性の前に追加されます。

• 「挿入」を使用すると、後に追加されます。

6. 「エクスポート対象の属性」ボックスから属性を削除する場合は、
「削除」をクリックします。

属性のリストをファイルに保存するには、「保存」をクリックし
ます。以前に保存した属性のリストをファイルからロードするに
は、「ロード」をクリックします。

7. 属性リストが、エクスポートしたい列の順序と一致したら、Step 
8 に進みます。

8. エクスポートするオブジェクトを指定するには、「含む」ラジオ・
ボタンを使用します。

• モジュールのすべてのオブジェクトをエクスポートする場合
は、「すべてのオブジェクト」をクリックします。

• 現行ビューのオブジェクトのみをエクスポートする場合は、
「表示セットのみ」をクリックします。

9. エクスポート・ファイルの先頭行に列名を含めたい場合は、「最
初の行に属性名 / 列名を含む」チェック・ボックスを選択します。 

10. どのタイプのファイルをエクスポートするか指定するために、
「データ・セパレーター」ラジオ・ボタンを使用します。
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• CSV ファイルの場合、「コンマ」をクリックします。

• TSV ファイルの場合、「タブ」をクリックします。

11. エクスポートするファイル名を入力するか、「参照」を使用して
その場所を指定します。

12. エクスポート・ファイルのエンコードを指定するには、「詳細設
定」をクリックします。

ご使用のコンピューターで使用できるコード・ページのリストが
「エンコード（Encoding）」リスト・ボックスに表示されます。使
用するエンコードを選択します。

注     Microsoft Excel 2000 は UTF-8 の CSV ファイルを
サポートしていません。Excel 2000 を使用して 
CSV ファイルを表示するには、UTF-16 にエン
コードしてエクスポートする必要があります。

13.「エクスポート」をクリックします。

FrameMaker へのエクスポート

現行ビューを Maker Interchange Format（MIF）ファイルへエクスポー
トできます。MIF フォーマットがサポートするエンコードを使用する
国際データは、ともにエクスポートされます。

MIF ファイルへエクスポートするには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」>「保存」の順に選択し
ます。

この操作でモジュールが保存されます。モジュールを保存するこ
とによって、最新の変更を確実にエクスポートに含めることがで
きます。

2. 「ファイル」>「エクスポート」>「FrameMaker」の順にクリック
します。

3. エクスポートするファイル名およびエクスポートするデータを指
定するために「一般」タブを使用します。

「一般」タブ 説明

ファイル名 エクスポートするファイル名を入力するか、「参
照」を使用してその場所を指定します。
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FrameMaker へのエクスポート

4. 「詳細設定」タブでは高度なオプションを指定できます。

レイアウト 次のいずれかを選択します。

• 個別の行に各オブジェクトの属性をリストする
ブック・レイアウトを使用する場合は、「ブッ
ク」を選択します。オブジェクト見出し属性と
オブジェクト・テキスト属性のみがエクスポー
トされます。

• Rational DOORS と同じように表としてデータ
をレイアウトするテーブル・レイアウトを使用
する場合、「テーブル」を選択します。現行
ビューのすべての列がエクスポートされます。

DOORS 見出し番
号を含む

デフォルトで、オブジェクト見出しのテキストに 
Rational DOORS の見出し番号を付けてエクスポー
トします。

Rational DOORS 見出し番号をエクスポートしない
場合は、このボックスのチェックを解除します。

未登録 OLE オブ
ジェクトが画像
としてエクス
ポートされると、
警告を発行しま
す

エクスポートするモジュールに未登録の OLE オブ
ジェクトが含まれている際に警告を表示したくな
い場合は、このチェック・ボックスを解除しま
す。未登録の OLE オブジェクトは画像としてエク
スポートされますが、FrameMaker 文書では選択す
ることができません。

「詳細設定」タブ 説明

次のレベルで改
ページ

MIF ファイルのどこで改ページするかを指定する
ために、このラジオ・ボタンを使用します。

例えば、2 を選択した場合、レベル 1 とレベル 2 
のオブジェクトの前に改ページが挿入されます。

ページの向き ブック・レイアウトを使用してエクスポートする
場合、縦長または横長のどちらかのページの向き
を選択するために、これらラジオ・ボタンを使用
します。

「一般」タブ 説明
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5. 「エクスポート」をクリックします。

Rational DOORS は部分的な MIF ファイルを作成します。それを標準
の MIF ファイルに変換するには、FrameMaker でそのファイルを開い
て、保存して下さい。標準の MIF ファイルに変換するまでは、
Rational DOORS にインポートできないことに注意してください。

MIF インポート
で保存したデー
タの使用

ブック・レイアウトを使用してエクスポートする
場合、そのデータが元々 MIF ファイルからイン
ポートされたものであり、インポートの際に抽出
したフォーマット情報をエクスポート時に再利用
するのであれば、このチェック・ボックスを選択
します。

注    適切なスタイルを定義したテンプレートを
使って MIF ファイルを FrameMaker にイン
ポートする必要があります。

「詳細設定」タブ 説明
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23 チェンジ・プロポーザル・システムの使用

この章のトピックは、次のとおりです。

• チェンジ・プロポーザル・システム

• チェンジ・プロポーザルおよびサジェスチョン

• チェンジ・プロポーザルのロール

• CP partner モジュール

• 重複セット

• グループ

• グループの作成

• グループの編集

• チェンジ・プロポーザルの発行

• サジェスチョンの発行

• レビュー・プロセス

• 個々のチェンジ・プロポーザルの表示とレビュー

• グループの表示とレビュー

• サジェスチョンの表示とレビュー

• チェンジ・プロポーザルに関する情報の表示

• 重複セットの管理

• 承認済みの変更の検査

• 承認済みの変更の適用

チェンジ・プロポーザル・システムのセットアップと管理の方法につ
いては、DOORS オンライン・ヘルプまたは「Rational DOORS の管理」
を参照してください。

チェンジ・プロポーザル・システム

要件への変更を管理することは、どの組織にとっても主要な課題とな
ります。プロジェクトが進行するにつれ、要件は必然的に変更の必要
性に迫られます。また、どのような変更を行っても、他の要件への影
響が出ることは必至です。ある要件に対して 1 つの変更を行うと、潜
在的には、システム全体の各要件にも芋づる式に変更が発生すること
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があります。チェンジ・プロポーザル・システム（CPS）では、シス
テム内の要件の変更を管理できます。

CPS では、次のことが可能です。

• 要件への変更を提案する。

変更の提案は、チェンジ・プロポーザルまたはサジェスチョンの
いずれかの形で発行できます。

• 同じ要件を変更するチェンジ・プロポーザルを組み合わせる。

• 変更する要件は異なるが、互いに関連しているチェンジ・プロ
ポーザルをグループ化する。

• チェンジ・プロポーザルのレビュー

レビュー・チームとレビューを行い、提案した変更がシステム全
体に及ぼす影響を特定できます。

• 承認された変更を承認し、実施する。

CPS を使用すると、提案された変更を失ったり見落としたりすること
がありません。また、1 つの要件への変更が、システム全体を通して
他の要件に及ぼす影響を把握できます。

チェンジ・プロポーザルおよびサジェスチョン

変更の提案は、チェンジ・プロポーザルまたはサジェスチョンのいず
れかの形で発行できます。

プロポーザル 説明

チェンジ・プ
ロポーザル

特定モジュールの特定オブジェクト、または複数オブ
ジェクトに関する詳細なプロポーザルです。チェンジ・
プロポーザルが複数のオブジェクトに対応している場合
は、マルチプル・チェンジ・プロポーザルと呼ばれます。

例 : 特定のオブジェクトの「見積り期間」属性の値を 20 
日から 30 日に変更するような提案など。

サジェスチョ
ン

プロジェクトに関するハイレベルなプロポーザル。

例 : プロジェクトの試験計画に関する提案など。
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チェンジ・プロポーザルのロール

チェンジ・プロポーザルのロール

チェンジ・プロポーザル・システムは管理者がセットアップします。
管理者は、ユーザー固有の変更管理プロセスに適切な機能を構成し、
各ユーザーごとにロールを割り当てます。ロールの種類について、次
の表に説明します。

CPS のセットアップの方法については、DOORS オンライン・ヘルプ
または「Rational DOORS の管理」を参照してください。

CP partner モジュール

レビューを実施するプロジェクトは CPS フォルダーを持ちます。こ
のフォルダーには、次のような CPS で利用される様々なモジュール
があります。

• サジェスチョン・モジュール : プロジェクトに発行されたすべて
のサジェスチョンが含まれます。

• プロポーザル・モジュール : チェンジ・プロポーザルが含まれま
す。

• グループ・モジュール : グループを作成した場合のモジュールで
す。チェンジ・プロポーザル・システムのグループに関する情報
が含まれます。

ロール 説明

チェンジ・プロ
ポーザル管理者

チェンジ・プロポーザル管理者は、どのデータをレ
ビューするか、誰がレビューできるのかを管理しま
す。また、どのユーザーがどのチェンジ・プロポーザ
ル・ロールを持つかも管理します。

標準 レビューに参加する一般ユーザーです。

プロポーザルを発行し、この役割のユーザーや他の
ユーザーから発行されたプロポーザルを確認できま
す。 

チェンジ・プロ
ポーザル・レ
ビュアー

チェンジ・プロポーザル・レビュアーは、チェンジ・
プロポーザルのレビュー・チーム（変更管理委員会ま
たは CCB とも呼ばれます）のメンバーです。

それぞれのプロポーザルを見て、適切なアクションを
決定します。プロポーザルを承認するか、拒否する
か、または保留するかを決定します。 
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注    「チェンジ・プロポーザル・システム」フォルダーの
モジュールはインプレース編集しないでください。こ
のフォルダーのモジュールは、必ず本章および

「Rational DOORS の管理」で説明されている手順に従っ
て操作してください。

チェンジ・プロポーザル・システムのセットアップと管理の方法につ
いては、DOORS オンライン・ヘルプまたは「Rational DOORS の管理」
を参照してください。

レビュー用に構成された各モジュールは固有のプロポーザル・モ
ジュールを持ち、そこにはモジュールに対して発行されたすべての
チェンジ・プロポーザルが含まれています。そのモジュールを CP 
partner モジュールと呼びます。このモジュールには、「プロポーザ
ル」という語に番号が付きます。たとえば、プロポーザル 35 のよう
になります。

サジェスチョン・モジュールやプロポーザル・モジュールは、レ
ビューに参加するユーザーごとに 1 つのセクションを持っています。
それぞれのセクションの「オブジェクト見出し」はユーザーごとの固
有の識別子です。

重複セット

複数の人達が似たようなチェンジ・プロポーザルを作成することがた
びたび発生します。この場合、チェンジ・プロポーザルのレビュー・
チームは、重複セット内にチェンジ・プロポーザルを置くことができ
ます。重複セットは、1 つのプライマリー・チェンジ・プロポーザル
と、内容の重複する他のプロポーザル（いくつでも可）で構成されま
す。 
重複セットではプライマリー・チェンジ・プロポーザルのみが評価、
適用されます。重複セットのプライマリー・チェンジ・プロポーザル
として使用するプロポーザルには、情報がなるべく完全であるプロ
ポーザルを選択します。

例えば、重複するチェンジ・プロポーザルが 2 つあり、一方は 1 つの
オブジェクトに関するチェンジ・プロポーザル、もう一方はマルチプ
ル・チェンジ・プロポーザルである場合は、通常マルチプル・チェン
ジ・プロポーザルをプライマリー・チェンジ・プロポーザルにしま
す。マルチプル・チェンジ・プロポーザルを重複チェンジ・プロポー
ザルとして設定してしまうと、もう 1 つのチェンジ・プロポーザルが
プライマリーとなり、評価、適用されるオブジェクトが 1 つだけにな
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グループ

ります（プライマリー・チェンジ・プロポーザルによって参照されて
いるオブジェクトのみが評価、適用されます）。

重複セットに追加された重複チェンジ・プロポーザルは読み取り専用
となります。また、重複チェンジ・プロポーザルのステータスがレ
ビュー中に変わることはありません。重複チェンジ・プロポーザル
は、いつでも重複セットから除外することができます。セットから除
外されたチェンジ・プロポーザルは編集できるようになり、重複セッ
トに追加されたときのステータスになります。

重複セットのステータスと、レビュー・チームが重複セットに記述し
たコメントは、プライマリー・チェンジ・プロポーザルとともに記録
されます。

グループ

Rational DOORS の要件は、同一モジュール内または異なるモジュー
ル内の他の要件と関連付けられていることがしばしばあります。ユー
ザーは、関連するチェンジ・プロポーザルのグループを作成できま
す。例えば、ユーザー要件に関するチェンジ・プロポーザルを提案す
ると、それに関連するシステム要件やテスト要件も変更しなければな
らない場合があります。これらのチェンジ・プロポーザルを同じグ
ループの中に置くことは、それらを同時に評価し、まとめて適用する
かまったく適用しないかを選択できることを意味します。

グループには、別の CPS の一部として構成されている他のモジュー
ルのチェンジ・プロポーザルも含めることができます。Rational 
DOORS データベース階層においては、CPS の上位のフォルダーに存
在するグループにのみ、チェンジ・プロポーザルを追加できます。多
数の異なる CPS およびモジュールのチェンジ・プロポーザルを 1 つ
のグループにまとめたい場合は、フォルダーまたはプロジェクトの最
上位階層にグループを作成します。グループが最上位階層にあれば、
すべての下位フォルダーからそのグループにアクセスできます。

マルチプル・チェンジ・プロポーザルもグループに含めることができ
ます。

また、重複セット内のチェンジ・プロポーザルのうち、プライマ
リー・チェンジ・プロポーザルはグループに含めることができます。
セット内の重複プロポーザルは含めることができません。
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次の表に示すように、2 種類のグループがあります。 

グループを作成するユーザーが、グループの所有者になります。グ
ループの種類とステータスを変更できるのは、グループの所有者のみ
です。

グループの作成

1. データベース・エクスプローラーで、構成したチェンジ・プロ
ポーザル・システムの一部であるプロジェクトまたはフォルダー
を選択します。グループは、このフォルダーに作成、保存されま
す。

グループの
種類

説明

マスター このグループのチェンジ・プロポーザルはすべて、グルー
プのステータスを継承します。

レビュー・チームによるチェンジ・プロポーザルの承認も
れを避けたい場合は、チェンジ・プロポーザルをマス
ター・グループに置くことを推奨します。例えば、異なる
複数の要件に対して変更を提案している場合は、それらの
変更がすべて検証されない限り、変更が有効になりませ
ん。 

従属 従属グループ内のチェンジ・プロポーザルは、グループの
中で個別にレビューできます。スレーブ・グループは、レ
ビュー・プロセス内で最も進行が遅いチェンジ・プロポー
ザルからそのステータスを継承します。例えば、「新規」、

「承認済み」、「保留中」、および「レビュー中」の状況を持
つチェンジ・プロポーザルが従属グループに存在する場
合、そのスレーブ・グループの状況は「保留中」になりま
す。

複数のチェンジ・プロポーザルをまとめて検討したい場合
に、チェンジ・プロポーザルが妥当性に関してお互いに依
存していないときには、チェンジ・プロポーザルを従属グ
ループに置くことを推奨します。

従属グループ内のチェンジ・プロポーザルが 1 つでもレ
ビュー サイクルに移行すると、スレーブ・グループのス
テータスが「新規」ではなくなります。
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グループの編集

階層内のどこにグループを作成すればよいのかについては、369 
ページの『グループ』を参照してください。

2. 「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・システム」>「グループ
の管理」の順にクリックします。

3. 階層を移動するには、「上方に検索」または「下方に検索」ボタ
ンを使用します。「グループの管理」ツールを起動したフォル
ダーとデータベース・ルートの間のみ移動できます。

4. 「新規」をクリックします。

5. 「名前」ボックスにグループの名前を入力し、グループの「タイ
プ」を選択します。グループのタイプはいつでも変更できます。

6. 「OK」をクリックします。

作成されたグループが、「グループの管理」ダイアログ・ボック
スのリストに表示されます。 
マスター・グループは、マスター・アイコン で表示され、従
属グループは、従属アイコンで表示されます。 .

グループの編集

1. データベース・エクスプローラーで、編集するグループを含むプ
ロジェクトまたはフォルダーを選択します。

2. 「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・システム」>「グループ
の管理」の順にクリックします。

3. 編集するグループをリストから選択し、「編集」をクリックしま
す。

グループの「名前」および「タイプ」を変更できます。グループ
のタイプが「マスター」の場合は、「状況」も変更できます。

チェンジ・プロポーザルの発行

チェンジ・プロポーザルについては、365 ページの『チェンジ・プロ
ポーザル・システム』を参照してください。

チェンジ・プロポーザルを発行するには 
1. モジュール・ウィンドウで、プロポーザルを発行したいオブジェ

クトを選択します。

プロポーザルとして新規オブジェクトを追加したい場合は、次の 
2 つのいずれかを選択します。
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• 同じレベルのオブジェクトを作成する。

• 下のレベルのオブジェクトを作成する。

2. 「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・システム」>「プロポー
ザルの発行」の順にクリックします。

チェンジ・プロポーザルのフォームが表示されます。

オプションについて、以下の表に示します。

オプション 説明

n 個のオブジェクト
に適用します

チェンジ・プロポーザルを提案するオブジェ
クトのオブジェクト ID。

注    n は、リストに存在するオブジェクトの数
です。

オブジェクトの選択 リストにオブジェクトを追加する場合、また
はリストからオブジェクトを削除する場合に、
このボタンをクリックします。モジュール内
の複数のオブジェクトに対するチェンジ・プ
ロポーザルは、マルチプル・チェンジ・プロ
ポーザルと呼ばれます。

チェンジ・プロポー
ザルの表示

リストにオブジェクトが 1 つだけあり、その
オブジェクトにチェンジ・プロポーザルが存
在する場合は、このボタンを使用できます。
ボタンをクリックすると、チェンジ・プロ
ポーザルが表示されます。
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チェンジ・プロポーザルの発行

グループに追加 / グ
ループから削除

このチェンジ・プロポーザルが、他のチェン
ジ・プロポーザルに関連付けられている場合
は、それらのプロポーザルをグループ化でき
ます（他のモジュールのプロポーザルもグ
ループ化できます）。すなわち、チェンジ・プ
ロポーザルのレビュー・チームは、すべての
チェンジ・プロポーザルを 1 つのプロポーザ
ルと見なして、プロポーザルを適用するかど
うかを判断できます。グループの詳細につい
ては、369 ページの『グループ』を参照してく
ださい。

現行のセッションに発行済みのチェンジ・プ
ロポーザルがあり、そのチェンジ・プロポー
ザルをグループに追加すると、デフォルトで
は次に発行するチェンジ・プロポーザルも同
じグループに追加されます。この場合のボタ
ン名は「グループから削除」となります。

使用可能な属性 チェンジ・プロポーザル・システム構成に含
まれている属性のリスト。ユーザーが読み取
り権限を持つ属性のみが表示されます。

チェンジ・プロポーザルを発行する際には、
複数の属性に対する変更を提案できます。こ
の場合は、チェンジ・プロポーザルを提示す
る属性を 1 つずつ選択し、提案する内容を記
入します。変更を提案した属性の隣にはアイ
コンが表示されます。

複数のオブジェクトを選択している場合、各
属性に対して提案した変更は、選択中のすべ
てのオブジェクトに適用されます。

変更理由 変更を提案する理由。

チェンジ・プロポーザルのレビュー・チーム
がそのプロポーザルを適切に理解し、承認が
得られる可能性が高まるように、できるだけ
多くの情報を記入するようにしてください。

オプション 説明
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現行 属性の現行の値。チェンジ・プロポーザルの
オブジェクトを複数選択している場合は、
チェンジ・プロポーザルが開始されたときの
現行オブジェクトであったオブジェクトの値
が表示されます。

提案 属性に提案された新しい値。 

この属性値を適用 チェンジ・プロポーザルの妥当性が、1 つ以上
のオブジェクトの静的な属性値に依存してい
る場合は、これらの属性値をチェンジ・プロ
ポーザルの一部にすることができます。すな
わち、チェンジ・プロポーザルを発行したと
きの属性値と、レビュー・チームがプロポー
ザルを適用するときの属性値が異なる場合は、
チェンジ・プロポーザルを発行したときの属
性値が使用されます。

適用される値は既存の属性値です。したがっ
て、このオプションを選択すると「提案」テ
キスト・ボックスに入力できなくなります。

チェンジ・プロポーザルの適用時に属性値が
変わっている場合、そのことがレビュー時に
チェンジ・プロポーザルのレビュー・チーム
にも伝わるよう、属性値の変更はレビュー・
チームにも通知されます。同様に、その属性
のチェンジ・プロポーザルがほかにも存在す
る場合は、そのことがレビュー・チームに通
知されます。

オプション 説明
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チェンジ・プロポーザルの発行

3. 複数のオブジェクトに対してプロポーザルを発行したい場合は、
「オブジェクトの選択」をクリックします。

4. チェンジ・プロポーザルにオブジェクトを追加する方法は 3 つあ
ります。フォーマル・モジュール・ウィンドウで、次のいずれか
の操作を行います。

• 追加するオブジェクトを選択し、「オブジェクトの選択」ダイ
アログ・ボックスで「現行オブジェクト」、次に「追加」をク
リックします。

• 追加するオブジェクトのグループを選択し、「オブジェクトの
選択」ダイアログ・ボックスで「選択されたオブジェクト」、
次に「追加」をクリックします。確認用のダイアログ・ボッ
クスに、追加されるオブジェクトの数が表示されます。「確
認」をクリックします。

変更タイプ 次の 4 種類の変更から選択できます。 
• このオブジェクトを変更します : 選択され
ているオブジェクトの選択されている属性
値を変更する。

• このオブジェクトの削除 : 選択されている
オブジェクトを削除する。

• 新規オブジェクトの追加 : 現行オブジェク
トと同じレベルに新規オブジェクトを追加
する。チェンジ・プロポーザルのオブジェ
クトを複数選択している場合は、このオプ
ションを使用できません。

• 新規オブジェクトの追加（下）: 現行オブ
ジェクトの 1 つ下のレベルに新規オブジェ
クトを追加する。チェンジ・プロポーザル
のオブジェクトを複数選択している場合
は、このオプションを使用できません。

優先順位 提案する変更の優先順位を選択します。

現実的に考え、発行するプロポーザルに誇張
した重要度を付加しないでください。誇張し
すぎると、チェンジ・プロポーザルのレ
ビュー・チームは優先度を下げてしまいます。

オプション 説明
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• 追加するオブジェクトを表示するためのフィルターを作成し、
「オブジェクトの選択」ダイアログ・ボックスで「現行ビュー
内のオブジェクト」、次に「追加」をクリックします。フィル
ターによって複数のオブジェクトが表示される場合は、確認
用のダイアログ・ボックスに、追加されるオブジェクトの数
が表示されます。「確認」をクリックします。

選択されているオブジェクトがリストに追加されます。リストか
らオブジェクトを選択し、「表示」をクリックして、オブジェク
トをモジュール・ウィンドウに表示します。

5. チェンジ・プロポーザルを作成する対象オブジェクトをすべて追
加したら、「OK」をクリックします。

チェンジ・プロポーザルに含まれている各オブジェクトのオブ
ジェクト ID が、「 n 個のオブジェクトに適用します」ボックスに
表示されます。

6. チェンジ・プロポーザルをグループに追加するには、「グループ
に追加」をクリックします。

「グループの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。

チェンジ・プロポーザルを追加するグループを選択し、「選択」
をクリックします。別のフォルダーのグループにチェンジ・プロ
ポーザルを追加するには、「上方に検索」または「下方に検索」
をクリックして、グループを探します。チェンジ・プロポーザ
ル・システムのグループの詳細については、369 ページの『グ
ループ』および 370 ページの『グループの作成』を参照してくだ
さい。

7. 「変更タイプ」ボックスで提案する変更の種類を選択します。

8. フォームに入力します。

a. 変更を提案する属性を選択します。

b. 属性に対して新しい値を提案するには、画面の右の「 提案」
ボックスに新しい値を入力します。

OLE オブジェクトへの変更を提案するには、OLE オブジェク
トをダブルクリックし、必要な変更を加えます。

c. 他の属性に対して提案している変更の妥当性が、選択した静
的な属性値に依存している場合は、「この属性値を適用」をク
リックします。

d. 「変更理由」ボックスに、この変更を提案する理由を入力しま
す。「この属性値を適用」をクリックしたら、チェンジ・プロ



Rational DOORS の使用方法  377

サジェスチョンの発行

ポーザルに指定されている属性を変更した場合の効果を記述
します。

チェンジ・プロポーザルのレビュー・チームがそのプロポー
ザルを適切に理解し、承認が得られる可能性が高まるように、
できるだけ多くの情報を記入するようにしてください。

e. 「優先順位」ボックスで提案する変更の優先度を選択します。

現実的に考え、発行するプロポーザルに誇張した重要度を付
加しないでください。誇張しすぎると、チェンジ・プロポー
ザルのレビュー・チームは優先度を下げてしまいます。

9. 変更を提案する属性ごとに、Step 8 を繰り返します。

10.「発行」をクリックします。

ユーザーのチェンジ・プロポーザルが発行されたことを伝える
メッセージが表示されます。

11. メッセージを確認したら「OK」をクリックします。

例えば、発行したプロポーザルが承認された場合など、Rational 
DOORS は発行したプロポーザルのステータスが変わると、自動的に
電子メールを送信します。

電子メールを要求するには、データベース・エクスプローラーで
「ツール」>「オプション」をクリックし、「一般 」タブを選択してか
ら、「チェンジ・プロポーザルの更新を電子メール」を選択します。
このボックスが無効となっている場合は、データベース管理者が施し
たデータベース設定により、Rational DOORS からの電子メールの送
信が禁止されています。

サジェスチョンの発行

サジェスチョンについては、365 ページの『チェンジ・プロポーザ
ル・システム』を参照してください。

あるプロジェクトにサジェスチョンを発行すると、そのサジェスチョ
ンはプロジェクトの CPS フォルダーのサジェスチョン・モジュール
に追加されます。

サジェスチョンを発行するには 
1. データベース・エクスプローラーで、サジェスチョンを発行する

プロジェクト、あるいはプロジェクト内の任意のフォルダーまた
はモジュールを選択します。

サブプロジェクトを持つプロジェクトで作業しているときにフォ
ルダーまたはモジュールを選択した場合、最も近い上位プロジェ
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クトに関連付けられたサジェスチョン・モジュールにサジェス
チョンが発行されます。サジェスチョン・フォームのタイトル・
バーにこのプロジェクトの名前が表示されます。

2. 「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・システム」>「サジェス
チョンの発行」の順にクリックします。

サジェスチョンのフォームが表示されます。

3. フォームに入力します。

a. 「サジェスチョン」ボックスにサジェスチョンを入力します。

b. 「変更理由」ボックスに、この変更を提案する理由を入力しま
す。

チェンジ・プロポーザルのレビュー・チームがそのサジェス
チョンを適切に理解し、承認が得られる可能性が高まるよう
に、できるだけ多くの情報を記入するようにしてください。

c. 「サジェスチョンのタイプ」ボックスでサジェスチョンのタイ
プを選択します。

d. 「優先順位」ボックスでサジェスチョンの優先度を選択しま
す。 
現実的に考え、発行するサジェスチョンに誇張した重要度を
付加しないでください。誇張しすぎると、チェンジ・プロ
ポーザルのレビュー・チームは優先度を下げてしまいます。

4. 「発行」をクリックします。

ユーザーのサジェスチョンが発行されたことを伝えるメッセージ
が表示されます。

5. メッセージを確認したら「OK」をクリックします。

例えば、発行したプロポーザルが承認された場合など、Rational 
DOORS は発行したプロポーザルのステータスが変わると、自動的に
電子メールを送信します。

電子メールを要求するには、データベース・エクスプローラーで
「ツール」>「オプション」をクリックし、「一般 」タブを選択してか
ら、「チェンジ・プロポーザルの更新を電子メール」を選択します。
このチェック・ボックスが無効となっている場合は、データベース管
理者が施したデータベース設定により、Rational DOORS からの電子
メールの送信が禁止されています。
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レビュー・プロセス

レビュー・プロセス

ユーザーは、チェンジ・プロポーザルを独立したチェンジ・プロポー
ザルとして作成できるほか、グループの一部として作成することもで
きます。チェンジ・プロポーザルをグループの一部として作成する
と、チェンジ・プロポーザルのレビュー方法が変わります。また、プ
ロポーザルが属するグループの種類によってもレビュー方法が変わり
ます。

チェンジ・プロポーザルがマスター・グループに属する場合は、グ
ループ内の他のチェンジ・プロポーザルと一緒にレビューする必要が
あります。グループ内のチェンジ・プロポーザルの検証がすべて完了
したら、グループごとにステータスを設定します。このグループの
チェンジ・プロポーザルはすべて、グループのステータスを継承しま
す。

チェンジ・プロポーザルが従属グループに属する場合は、グループ内
の他のチェンジ・プロポーザルと一緒にレビューすることができま
す。しかし、チェンジ・プロポーザルのステータスは 1 つずつ設定す
る必要があります。

グループに属さないチェンジ・プロポーザルは、1 つずつレビューし
ます。

モジュール内の複数のオブジェクトに対して同じチェンジ・プロポー
ザルを提案する場合は、そのチェンジ・プロポーザルを適用するすべ
てのオブジェクトを、1 つのチェンジ・プロポーザル（マルチプル・
チェンジ・プロポーザル）にまとめることができます。そのチェン
ジ・プロポーザルを適用するオブジェクトは、レビュー・ダイアロ
グ・ボックスのリストに表示されます。マルチプル・チェンジ・プロ
ポーザルを承認すると、それに含まれているすべてのオブジェクトに
変更が適用されます。

チェンジ・プロポーザルをレビューする際に、チェンジ・プロポーザ
ルの編集が許可または禁止される場合があります。編集の可不可は、
チェンジ・プロポーザル・システムがどのようにセットアップされた
のかによります。レビュー中にチェンジ・プロポーザルを編集できる
ようにしたい場合はチェンジ・プロポーザル管理者にお問い合わせく
ださい。

個々のチェンジ・プロポーザルの表示とレビュー

このトピックでは、以下について説明します。

• 提出されたチェンジ・プロポーザルの見方
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• チェンジ・プロポーザル・レビューアーまたはチェンジ・プロ
ポーザル管理者である場合に、チェンジ・プロポーザルの状況を
更新し、レビューの結果を反映させる方法

このトピックの説明は、グループに属していないチェンジ・プロポー
ザルに適用されます。

チェンジ・プロポーザルを表示またはレビューするには 
1. データベース・エクスプローラーで、チェンジ・プロポーザルを

レビューするモジュールを開きます。

2. 「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・システム」>「CP 
partner を開く」の順にクリックします。

CP partner モジュールが開きます。チェンジ・プロポーザルの
ロールが「標準」の場合は、モジュールが読み取り専用で開きま
す。

3. CP partner モジュールで「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・
システム」>「レビュー」の順にクリックします。

「プロポーザルのレビュー（Review Proposals）」ウィンドウが表
示されます。 

4. 「次へ」または「前へ」をクリックすると、前または次のプロ
ポーザルが表示されます。

デフォルトでは、すべてのプロポーザルを確認できます。デフォ
ルトを変更するには、「プロポーザルの表示」ドロップダウン・
リストを使用します。次の項目が選択できます。

• 任意のユーザーにより発行された（すべてのユーザーから発
行されたサジェスチョン）

• このユーザーにより発行された（現在表示しているプロポー
ザルを発行したユーザーが提出したすべてのプロポーザル）

• このオブジェクトに対して（このオブジェクトに発行された
プロポーザル）

• この重複セットの中（この重複セットに発行されたサジェス
チョン）

• このグループの中（このグループに発行されたプロポーザル）

5. OLE オブジェクトへの変更を提案する場合には、OLE オブジェク
トをダブルクリックし OLE を開きます。比較のために、「レ
ビュー」フォームの「現行」ペインに、読み取り専用で OLE オブ
ジェクトが開きます。
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6. 「変更を赤線で強調して表示」チェック・ボックスを選択すると、
提案された変更が赤線で強調表示されます。削除された部分は取
り消し線付きの赤のテキストで表示され、挿入された部分は下線
付きの青のテキストで表示されます。

7. チェンジ・プロポーザルのレビュー・チームのメンバーがチェン
ジ・プロポーザルをグループに追加するには

a. 「グループに追加」をクリックします。

b. 「上方に検索」または「下方に検索」をクリックして、チェン
ジ・プロポーザルを追加するグループに移動します。 

c. グループを選択し、「選択」をクリックします。

注     マスター・グループに追加されたチェンジ・プロ
ポーザルは、そのグループの従属になります。ま
た、チェンジ・プロポーザルのステータスはマス
ター・グループのステータスに変わります。従属
となったチェンジ・プロポーザルは、そのステー
タスをマスター・グループから継承するため、

「状況」リストが無効になります。グループから 
CP を削除するには、「削除」をクリックします。

8. チェンジ・プロポーザルのレビュー・チームのメンバーがレ
ビューの結果を反映するためにプロポーザルのステータスを変更
するには

a. 「状況」ボックスで、チェンジ・プロポーザルのレビュー・
チームによって承認されたステータスを選択します。

b. 必要に応じて、「レビューアーのコメント（Reviewers' 
comments）」ボックスに決定に関するコメントを入力するこ
とができます。

c. 「保存」をクリックします。

9. 完了したら、「閉じる」をクリックします。

グループの表示とレビュー

1. データベース・エクスプローラーで、レビューするグループを含
むプロジェクトまたはフォルダーを選択します。

2. 「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・システム」>「グループ
の管理」の順にクリックします。
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3. レビューするグループをリストから選択し、「レビュー」をク
リックします。 

「グループのレビュー」ダイアログ・ボックスが表示されます。
このダイアログ・ボックスには、グループに属しているチェン
ジ・プロポーザルを含むモジュールのリストがあります。チェン
ジ・プロポーザルは、モジュールごとにレビューできます。

4. レビューするモジュールを選択し、「レビュー」をクリックしま
す。

注     グループが適用されている場合は、「レビュー」
ボタンが無効になっています。

「モジュール内のグループ化された CP のレビュー」ダイアログ・
ボックスが表示されます。

5. どのグループにも属していないチェンジ・プロポーザルであれ
ば、現行モジュールに対して提案されているチェンジ・プロポー
ザルを追加することができます。

a. 「CP モジュールの提案」をクリックします。

CP partner モジュールが表示されます。

b. グループに追加するチェンジ・プロポーザルを 1 つ以上選択
します。

c. 「モジュール内のグループ化された CP のレビュー」ダイアロ
グ・ボックスで、「現行 CP」、「選択された CP」、または「現
行ビュー内の CP」からオプションを選択し、「追加」をク
リックします。

チェンジ・プロポーザルがグループに追加されます。追加するた
めに選択した CP がすでにグループのメンバーである場合は、「処
理する CP がありません。」というメッセージが表示されます。

6. レビューするチェンジ・プロポーザルを選択し、「レビュー」を
クリックします。

「チェンジ・プロポーザルのレビュー」ダイアログ・ボックスが
表示されます。

7. 「次へ」または「前へ」をクリックすると、グループ内の 1 つ前ま
たは次のプロポーザルが表示されます。

8. OLE オブジェクトへの変更を提案する場合には、OLE オブジェク
トをダブルクリックし OLE を開きます。比較のために、「レ
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ビュー」フォームの「現行」ペインに、読み取り専用で OLE オブ
ジェクトが開きます。

9. 「変更を赤線で強調して表示」チェック・ボックスを選択すると、
提案された変更が赤線で強調表示されます。削除された部分は取
り消し線付きの赤のテキストで表示され、挿入された部分は下線
付きの青のテキストで表示されます。

10. チェンジ・プロポーザルのレビュー・チームのメンバーがチェン
ジ・プロポーザルをグループから削除するには、「削除」をク
リックします。チェンジ・プロポーザルが、グループのメンバー
ではなくなります。従属のチェンジ・プロポーザルであった場合
は、チェンジ・プロポーザルの「状況」リストが使用できるよう
になります。

11. チェンジ・プロポーザルのレビュー・チームのメンバーが、レ
ビューの結果を反映するために従属グループに属するチェンジ・
プロポーザルのステータスを変更するには

a. 「状況」ボックスで、チェンジ・プロポーザルのレビュー・
チームによって承認されたステータスを選択します。

b. 必要に応じて、「レビューアーのコメント（Reviewers' 
comments）」ボックスに決定に関するコメントを入力するこ
とができます。

c. 「保存」をクリックします。

d. 完了したら、「閉じる」をクリックします。

12. マスター・グループの作成者がレビューの結果を反映するために
マスター・グループのステータスを変更するには

a. 「チェンジ・プロポーザルのレビュー」ダイアログ・ボックス
の「閉じる」をクリックします。

b. 「モジュール内のグループ化された CP のレビュー」ダイアロ
グ・ボックスの「閉じる」をクリックします。

c. 「グループのレビュー」ダイアログ・ボックスのリストから、
新しい「グループ状況」（グループのステータス）を選択しま
す。

マスター・グループに属するプロポーザルをレビューする場合は、
「グループのレビュー」ダイアログ・ボックスでグループのステータ
スを変更する必要があります。ここで設定したステータスは、グルー
プに属するすべてのチェンジ・プロポーザルによって継承されます。
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サジェスチョンの表示とレビュー

このトピックでは、以下について説明します。

• 提出されたサジェスチョンを確認する方法

• チェンジ・プロポーザル・レビューアーまたはチェンジ・プロ
ポーザル管理者である場合に、サジェスチョンの状況を更新し、
レビューの結果を反映させる方法 

プロポーザルを表示またはレビューするには 
1. データベース・エクスプローラーで、プロジェクトの CPS フォル

ダーにあるサジェスチョン・モジュールを開きます。

2. 「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・システム」>「レビュー」
の順にクリックします。

「チェンジ・サジェスチョンのレビュー」ダイアログ・ボックス
が表示されます。

3. 「次へ」または「前へ」をクリックすると、前または次のサジェ
スチョンが表示されます。

デフォルトでは、すべてのサジェスチョンを確認できます。デ
フォルトを変更するには、「サジェスチョンの表示」ドロップダ
ウン・リストを使用します。次の項目が選択できます。

• 任意のユーザーにより発行された（すべてのユーザーから発
行されたサジェスチョン）

• このユーザーにより発行されたサジェスチョン（現在表示し
ているサジェスチョンを発行したユーザーが発行したすべて
のサジェスチョン）

• この重複セットの中（この重複セットに発行されたサジェス
チョン）

4. サジェスチョンが重複するものである場合は、「プライマリー CP 
へ」をクリックし、その重複セットのプライマリー・チェンジ・
プロポーザルを表示します。 

「レビュー」ウィンドウが閉じ、プライマリー・チェンジ・プロ
ポーザルを持つプロポーザル・モジュールが開きます。また、プ
ライマリー・プロポーザルが現行オブジェクトになります。

5. チェンジ・プロポーザルのレビュー・チームのメンバーがレ
ビューの結果を反映するためにサジェスチョンのステータスを変
更するには
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チェンジ・プロポーザルに関する情報の表示

a. 「状況」ボックスで、チェンジ・プロポーザルのレビュー・
チームによって承認されたステータスを選択します。

b. 必要に応じて、「レビューアーのコメント（Reviewers' 
comments）」ボックスに決定に関するコメントを入力するこ
とができます。

c. 「保存」をクリックします。

6. 完了したら、「閉じる」をクリックします。

チェンジ・プロポーザルに関する情報の表示

このトピックでは、以下について説明します。

• モジュール内の各オブジェクトについて発行された、チェンジ・
プロポーザルの数を表示する列を現行ビューに追加する方法

• チェンジ・プロポーザルが発行されたオブジェクトのみを表示す
るよう、現行ビューにフィルターをかける方法

2 つのことを同時に行えます。

チェンジ・プロポーザルに関する情報を表示するには 
1. モジュール・ウィンドウで、「ツール」>「チェンジ・プロポーザ

ル・システム」>「情報の表示」の順にクリックします。

2. 各オブジェクトに対して発行されたチェンジ・プロポーザルの数
を表示する列を現行ビューに追加するには、「オブジェクトあた
りのプロポーザル数を表示」チェック・ボックスを選択します。 
このチェック・ボックスの選択を解除すると、この列は現行
ビューから削除されます。

3. 現行ビューにフィルターを適用するには、「プロポーザル付きの
オブジェクトを表示するフィルター」チェック・ボックスを選択
します。これにより、チェンジ・プロポーザルが発行されている
オブジェクトのみが表示されます。 
このチェック・ボックスの選択を解除するとフィルターが無効に
なります。

4. 「閉じる」をクリックします。
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重複セットの管理

重複セットについては、368 ページの『重複セット』を参照してくだ
さい。

チェンジ・プロポーザルのレビュー・チームのメンバーは以下のこと
ができます。

• 重複セットを作成する。

• 重複セットにプロポーザルを追加する。

• 重複セットからプロポーザルを削除する。

注    サジェスチョンは、重複プロポーザルとしてのみ重複
セットに追加できます。サジェスチョンを重複セット
のプライマリー・チェンジ・プロポーザルにすること
はできません。

重複セットを管理するには

1. データベース・エクスプローラーで、チェンジ・プロポーザルを
管理したいモジュールを開きます。

2. 「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・システム」>「CP 
partner を開く」の順にクリックします。

CP partner モジュールが開きます。

3. CP partner モジュールで「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・
システム」>「重複セットの管理」の順にクリックします。

左側の「重複プロポーザル」ボックスに、現行モジュールまたは
サジェスチョン・モジュールのプロポーザルがすべて表示されま
す。どちらのプロポーザルを表示するのかは、「チェンジ・プロ
ポーザルのソース（Source of change proposals）」ボタンで選択し
ます。

右側の「プライマリー・プロポーザル」ボックスに現行モジュー
ルのすべてのプロポーザルが表示されます。

これらのボックスで選択したプロポーザルが重複セット内の重複
プロポーザルである場合は、選択したプロポーザルの詳細のほ
か、プライマリー・チェンジ・プロポーザルの詳細も表示されま
す。

4. 重複セットを作成するには

a. 「重複プロポーザル」ボックスで、重複チェンジ・プロポーザ
ルにするプロポーザルを選択します。
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重複セットの管理

b. 「プライマリー・プロポーザル」ボックスで、プライマリー・
チェンジ・プロポーザルにするプロポーザルを選択します。

c. 「割り当て」をクリックします。

プライマリー・チェンジ・プロポーザルには、プライマリー
アイコン が表示され、重複するチェンジ・プロポーザルに
は、重複アイコン 

5. チェンジ・プロポーザルを重複セットに追加し、新しいプライマ
リー・チェンジ・プロポーザルにするには

a. 左側の「重複プロポーザル」ボックスで、現在プライマリー・
チェンジ・プロポーザルとなっているチェンジ・プロポーザ
ルを重複セットから選択します。

b. 「プライマリー・プロポーザル」ボックスで、新たにプライマ
リー・チェンジ・プロポーザルにするプロポーザルを選択し
ます。

c. 「割り当て」をクリックします。

「プライマリー・プロポーザル」リストから選択したチェン
ジ・プロポーザルが、その重複セット内の新しいプライマ
リー・チェンジ・プロポーザルになります。以前のプライマ
リー・チェンジ・プロポーザルおよびその重複するチェンジ・
プロポーザルはすべて、新しいプライマリー・チェンジ・プ
ロポーザルの重複プロポーザルとして割り当てられます。

6. 別の重複するチェンジ・プロポーザルを重複セットに追加するに
は

a. 左側の「重複プロポーザル」ボックスで、重複セットに追加
するチェンジ・プロポーザルを選択します。

b. 「プライマリー・プロポーザル」ボックスで、重複セット内の
プライマリー・チェンジ・プロポーザルを選択します。

c. 「割り当て」をクリックします。

プライマリー・チェンジ・プロポーザルを他のプライマリー・チェン
ジ・プロポーザルに割り当てると、割り当てられる側のチェンジ・プ
ロポーザルが新しいプライマリー・チェンジ・プロポーザルの重複プ
ロポーザルになり、その下の重複するチェンジ・プロポーザルも新し
いプライマリー・チェンジ・プロポーザルの重複プロポーザルとなり
ます。

セット A の重複プロポーザルをセット B の重複プロポーザルに割り
当てると、セット A の重複プロポーザルがそのプライマリー・チェ
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ンジ・プロポーザルから切り離され、セット B のプライマリー・
チェンジ・プロポーザルの重複プロポーザルになります。

プライマリー・チェンジ・プロポーザルを重複セットに属していない
プロポーザルに割り当てると、そのチェンジ・プロポーザルと重複プ
ロポーザルは、新しいプライマリー・チェンジ・プロポーザルの重複
プロポーザルになります。 
7. 重複セットからプロポーザルを削除するには

a. 左側の「重複プロポーザル」ボックスで、現行重複セットか
ら削除するプロポーザルを選択します。

b. 「切り離し」をクリックします。

8. 完了したら、「閉じる」をクリックします。

承認済みの変更の検査

承認された変更を適用する前に、承認済みのチェンジ・プロポーザル
に競合が発生していないことをチェックします。競合の有無を検査す
るには、CP partner モジュールから、「ツール」>「チェンジ・プロ
ポーザル・システム」>「検査」をクリックするか、「グループの管
理」ダイアログ・ボックスで「検査」ボタンをクリックします。

注    まだ承認済みの状況でないグループを検査することが
できます。この場合、Rational DOORS は、チェンジ・
プロポーザルが承認されているものと仮定して競合を
チェックします。

検出された競合の種類によって、エラー・メッセージまたは警告メッ
セージが表示される場合があります。

競合を起こしているチェンジ・プロポーザルを確認するには

1. 「レポートの表示」をクリックします。

承認されたチェンジ・プロポーザル・セットのうち、同じオブ
ジェクトの同じ属性に変更を適用しているチェンジ・プロポーザ
ルが 2 つ以上ある場合などに、競合エラーが表示されます。

次の場合に競合の警告が表示されます。

• 承認されたチェンジ・プロポーザル・セットのうち、同じオ
ブジェクトの異なる属性に変更を適用しているチェンジ・プ
ロポーザルが 2 つ以上ある。
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承認済みの変更の適用

• 承認されたチェンジ・プロポーザル・セットのあるチェンジ・
プロポーザルと、その外部の 1 つ以上のチェンジ・プロポー
ザルが、ともに同じオブジェクトに変更を適用している。

• 承認されたチェンジ・プロポーザル・セットの中に、「この属
性値を適用」に設定されているチェンジ・プロポーザルがあ
る。かつ、そのチェンジ・プロポーザルが発行されて以降に、
その属性値が変更されている。

2. レポートの行を選択し、「表示」をクリックします。

問題のチェンジ・プロポーザルを含むモジュールが表示され、オ
ブジェクトが選択されます。

3. このレポートのコピーを、ローカル・マシンに保存することがで
きます。

a. ファイル名とパスを入力するか、「参照」をクリックしてファ
イルを保存する場所を選択します。

b. 「保存」をクリックします。

レポートが指定の場所に保存されます。

承認済みの変更の適用

チェンジ・プロポーザルのレビュー・チームがチェンジ・プロポーザ
ル（またはチェンジ・プロポーザルのグループ）を受け付け、承認が
完了したら、チームのメンバーがその変更をモジュールに適用しま
す。適用されたモジュールが更新され、変更が反映されます。

チェンジ・プロポーザルだけが適用できます。サジェスチョンはデー
タベースのどのオブジェクトにも関連していないため、適用できませ
ん。

注    レビューを実施する属性名が変更された場合、また属
性が削除、オブジェクト属性からモジュール専用属性
に変更された場合、プロポーザルを適用できません。
このような属性に対して承認されたチェンジ・プロ
ポーザルを適用しようとすると、属性が見つからない
というエラー・メッセージが表示されます。この場合
は、適用されたチェンジ・プロポーザルを拒否する必
要があります。

承認されたチェンジ・プロポーザルを適用するには 
1. データベース・エクスプローラーで、変更を適用したいモジュー

ルを開きます。
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2. 「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・システム」>「CP 
partner を開く」の順にクリックします。

CP partner モジュールが開きます。

3. CP partner モジュールで、「ツール」>「チェンジ・プロポーザル・
システム」>「適用」の順にクリックします。

「チェンジ・プロポーザルの適用（Apply Change Proposals）」
ウィンドウが表示されます。

4. 適用された変更を記録するためのログ・ファイルの名前をパスも
含めて「ログ・ファイル」ボックスに入力するか、「参照」をク
リックしてログ・ファイルを指定します。

注     監査の目的でこのログ・ファイルを利用できま
す。

5. モジュールに承認したすべてのプロポーザルを適用するには、
「すべてを適用」をクリックします。

現行プロポーザルを適用したい場合は

a. 「現行を適用」をクリックします。

b. 「次へ」または「前へ」ボタンを使用して現行プロポーザルを
変更します。 

c. 完了したら、「閉じる」をクリックします。

変更が適用されたことを確認するメッセージが表示されます。

プロポーザルの変更が反映されオリジナルのモジュールが更新されま
す。プロポーザル・モジュールは、適用されたプロポーザルの状態が

「承認済み」から「適用されました」に変更されます。

承認されたグループを適用するには 
1. データベース・エクスプローラーで、「ツール」>「チェンジ・プ

ロポーザル・システム」>「グループの管理」の順にクリックし
ます。

2. 適用するグループを探し、選択します。

3. 「適用」をクリックします。

グループ内のプロポーザルの競合がチェックされます。

• 競合がない場合は、グループ内のチェンジ・プロポーザルが
適用されます。
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承認済みの変更の適用

• 競合に関する警告があるものの、エラーが発生していない場
合は、警告メッセージが表示されます。チェンジ・プロポー
ザルを適用するには、「適用して進む」をクリックします。

• 競合エラーがある場合は、エラーを解決しない限りグループ
を適用できません。

競合および競合レポートの詳細については、388 ページの『承認済み
の変更の検査』を参照してください。
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24 Rational DOORS を使用したテストの管理

• テスト・トラッキング

• テスト定義の作成

• テスト定義の更新

• テスト結果の記録フォームの作成

• モジュールのテスト実行の準備

• テストの実行

• テスト実行の比較

テスト・トラッキング

特に複雑ではないテスト要件がプロジェクトにある場合は、Rational 
DOORS モジュールでテストを管理できます。テストを管理するに
は、モジュールをテスト・トラッキング用に構成します。 
テスト・トラッキング・モジュールでは、各オブジェクトをテスト・
ケースとしてセットアップできます。テスト・ケース・オブジェクト
は、通常、見出しおよび副見出しの下に配置されます。テスト技術者
がテストの要件を理解し、製品に対してテストを実行し、テスト結果
をオブジェクトに入力できるように、各テスト・ケース・オブジェク
トの属性には十分な情報を入力する必要があります。テスト・ケー
ス・オブジェクトは、データベース内の他のオブジェクト（テスト対
象の要件など）にリンクさせることができます。

テスト技術者が使用するオブジェクト属性は、次の 2 つのグループに
分類できます。 
• テスト・ケースを定義する属性

この属性は「テスト・ケース」属性と呼ばれます。「テスト・
ケース」属性には、テスト技術者用の背景情報が格納されます。
例えば、テストの前提条件を指定したり、予想される結果を詳細
に記入したりできます。

• テスト結果を格納する属性

この属性は「テスト実行」属性と呼ばれます。「テスト実行」属
性は、各テストに固有の、テストの実行結果に関する情報を保持
するために使用します。例えば、テスト技術者名、テストの実行
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日、テストの合否などの情報を、テストを実行するたびに記録す
ることができます。

テスト・ケースは、開発ライフ・サイクルの間に何回か実行しなくて
はならない場合があります。このことから、テストを実行するたびに
テスト結果を新しくモジュールに記録するには、テスト回数分の「テ
スト実行」属性のコピーが必要となります。「テスト実行」を作成す
ることにより、テスト・トラッキング・モジュールでこれを自動的に
実行できます。複製された「テスト実行」属性には接尾語として番号
が付加されるため、テスト結果がどのテスト実行のものなのかを容易
に識別できます。次の表に、テスト実行ごとのテスト結果の追跡のた
めに「テスト実行」属性がどのように作成されるかを示します。オリ
ジナルの「テスト実行」属性が直接使用されることはありません。

また、テスト・ケースごとに「テスト・ケース」属性と「テスト実
行」属性を表示するためのフォームを作成できます。テストを実行す
る準備が整ったら、テスト技術者はモジュールで最初のテスト・ケー
スを選択します。ここでフォームを開くと、テスト・ケースの背景お
よび記録しなければならない結果を即座に確認できます。テストを 1 
つずつ実行できるように、このフォームには「次へ」ボタンと「前
へ」ボタンが付いています。

テスト・モジュールにリンクしているすべてのモジュールにレイアウ
ト DXL 列を追加すると、テスト・モジュール内のオブジェクトにリ
ンクしているテストの状況がチェック・マークまたは Þ 字マークで表
示されます。

テスト・トラッキング・ツールを使用すると、プロジェクトのテスト
履歴を作成できます。作成した履歴は 1 つのモジュールの中に保持さ
れます。 

「テスト実行」
属性の名前

テスト実行 1 テスト実行 2 テスト実行 3

テスト日 テスト日 1 テスト日 2 テスト日 3

テスト技術者 テスト技術者 1 テスト技術者 2 テスト技術者 3

テスト状況 テスト状況 1 テスト状況 2 テスト状況 3

実際のテスト結
果

実際のテスト結
果 1

実際のテスト結
果 2

実際のテスト結
果 3

追加コメント 追加コメント 1 追加コメント 2 追加コメント 3
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テスト定義の作成

より複雑なプロジェクトを管理する場合は、フォーマル・テスト管理
ツール、例えば、当社のパートナーから提供されているツールの使用
をご検討ください。

テスト定義の作成

テスト・トラッキングに使用する Rational DOORS モジュールを既に
お持ちであれば、そのモジュールをテスト・トラッキング・ツールで
使用できるように構成できます。もしくは、テスト・トラッキング用
にモジュールを作成できます。既存のモジュールを使用しても、モ
ジュールのデータが失われることはありません。

1. データベース・エクスプローラーの目次ペインから、テスト・ト
ラッキング用にセットアップするモジュールを選択します。

2. 「ツール」>「テスト・トラッキング」>「テスト定義の作成」の
順にクリックします。

「テスト定義の作成 / 更新」ダイアログ・ボックスが表示されま
す。

ダイアログ・ボックスは、次の 3 つのセクションに分かれていま
す。

• 候補属性

モジュールに存在するオブジェクト属性のうち、「テスト・
ケース」属性または「テスト実行」属性での使用に適した属
性が、このペインにリストされます。 
注    「スペース + 番号」で終わる属性は、テスト・

トラッキング・ツールでは使用できません。
この書式は、「テスト実行」属性の識別に使用
される番号書式であるためです。

• テスト・ケース属性（すべてのテスト実行で共通）

「テスト・ケース」属性として使用する属性を「候補属性」リ
ストから選択し、「追加」をクリックしてこのリストに移動し
ます。この「テスト・ケース」属性は、テストの背景情報を
テスト技術者に提供します。 

「テスト・ケース」属性として割り当てる候補属性が、そのア
クセス権を親から継承している場合は、「テスト・ケース」属
性値に対する「その他全員」グループのアクセス権が RMCD 
に変更されます。一般には、RMCD のアクセス権があれば

「テスト・ケース」属性値にアクセスできます。
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あるユーザーに固有のアクセス権を割り当てた場合、または
「その他全員」グループに継承させるアクセス権を変更した場
合は、設定した各アクセス権が保持されます。

• テスト実行属性（テスト実行ごとに複製）

「テスト実行」属性として使用する属性を「候補属性」リスト
から選択し、「追加」をクリックしてこのリストに移動しま
す。この属性はテスト実行を作成するたびに複製され、関連
付けられた各テスト実行を識別できるように、番号が接尾語
として付加されます。 

「テスト実行」属性として割り当てる候補属性が、そのアクセ
ス権を親から継承している場合は、「テスト実行」属性値に対
する「その他全員」グループのアクセス権が R に変更されま
す。一般には、R のアクセス権があれば「テスト実行マス
ター」属性値にアクセスできます。  
あるユーザーに固有のアクセス権を割り当てた場合、または

「その他全員」グループに継承させるアクセス権を変更した場
合は、設定した各アクセス権が保持されます。

3. テスト・トラッキング・ツールで使用する属性を持つモジュール
を作成するには、次のいずれかの操作を行います。

• デフォルト属性のセットを自動的に作成する

「デフォルト属性の作成」をクリックします。テスト・トラッ
キングでの使用に適した「テスト・ケース」属性と「テスト
実行マスター」属性のセットが作成されます。

• 新しい属性を手動で作成する

テスト・トラッキング・モジュールで「編集」>「属性」の順
にクリックし、通常の手順で属性を作成します。次に、「テス
ト定義の作成 / 更新」ダイアログ・ボックスで「最新表示」を
クリックします。作成した属性が「候補属性」リストに表示
されます。その後は、矢印ボタンを使用して属性を他のリス
トに移動し、テスト・トラッキング用に割り当てることがで
きます。新しい属性の作成方法については、127 ページの『属
性定義の作成』を参照してください。

4. 「テスト・ケース」属性として割り当てた属性を表示するビュー
を作成するには、「テスト定義ビューを次の名前で作成」を選択
し、ビュー名を入力します。デフォルトのビュー名も使用できま
す。「テスト実行」属性として割り当てた属性を表示するビュー
を作成するには、「テスト実行ビューを次の名前で作成」を選択
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テスト定義の更新

し、ビュー名を入力します。デフォルトのビュー名も使用できま
す。

5. 「OK」をクリックします。

6. プロンプトが出されたら、クリックして保存します。

テスト・トラッキング・セットアップに関する情報を格納するモ
ジュール属性が作成されます。作成される属性は、「T3 編集
フォーム属性」、「T3 編集フォーム・ディメンション」、「T3 テス
ト・ケース属性」、「T3 テスト実行属性」、および「T3 テスト実行
カウント」です。

「テスト実行」属性として割り当てられたオブジェクト属性は、
読み取り専用に設定されます。これらの属性は直接使用されるこ
とはなく、テスト実行を作成するたびにコピーされます。 

「テスト実行」に割り当てた既存の属性のデータが失われること
はありません。「テスト実行」に割り当てた既存の属性はすべて
コピーされます。オリジナルの属性は変更されないまま残りま
す。不要になったオリジナル属性は、テスト・トラッキング・モ
ジュールで「編集」>「属性」の順にクリックして削除できるほ
か、通常の方法でも削除できます。

注     属性定義のみがコピーされます。「テスト実行」
属性用に割り当てた既存属性の値はオリジナル属
性には保持されますが、「テスト実行」属性には
コピーされません。

テスト定義の更新

「テスト・ケース」の定義および「テスト実行」の定義に割り当てら
れている属性を変更することにより、いつでもテスト定義を更新でき
ます。

1. 更新するモジュールで、「ツール」>「テスト・トラッキング」>
「テスト定義の作成 / 更新」の順にクリックします。

2. 必要な変更を加えます。「テスト・ケース」または「テスト実行」
の定義から属性を割り当てた後、または削除した後に、ビューを
更新して変更を反映するには、適切な「ビューの作成」チェッ
ク・ボックスを選択し、元のビューの名前を入力します。古い
ビューが更新されます。

3. 「OK」をクリックし、プロンプトが出されたら変更を保存しま
す。
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テスト結果の記録フォームの作成

「テスト実行結果」と呼ばれるフォームを作成し、「テスト・ケース」
属性と「テスト実行」属性をテスト・ケースごとに表示できます。テ
ストを実行する準備が整ったら、テスト技術者はモジュールで最初の
テスト・ケースを選択します。ここでフォームを開くと、テスト・
ケースの背景および記録しなければならない結果を即座に確認できま
す。テスト・ケースを 1 つずつ実行できるように、このフォームには

「次へ」ボタンと「前へ」ボタンが付いています。

「テスト実行結果」フォームを作成するには

1. 「ツール」>「テスト・トラッキング」>「テスト実行結果フォー
ムの定義」の順にクリックします。

2. ダイアログ・ボックス左側のリストに表示される属性はすべて、
この編集フォームに表示できます。フォームに表示する属性を選
択し、「追加」ボタンを使用してダイアログ・ボックス右側のリ
ストに移動します。フォームから属性を削除するには、右側のリ
ストで属性を選択し、「削除」をクリックします。

3. 属性が、リストに表示されている順序でフォームに表示されま
す。この属性を選択し、「上へ移動」または「下へ移動」ボタン
を使用して並べ替えることができます。

4. 「プレビュー」ボタンをクリックして、フォームをプレビューし
ます。

5. 「OK」をクリックして、フォームを保存します。フォームに含め
るために選択した属性のリストは、「T3 編集フォーム属性」と呼
ばれるモジュール属性に保存されます。

モジュールのテスト実行の準備

テスト技術者がモジュールでテストを実行する前に、テスト実行を作
成する必要があります。この操作により「テスト実行」属性の重複
セットが作成され、テスト技術者はその中にモジュールの各オブジェ
クト（テスト・ケース）の結果を入力できます。

例えば、「テスト技術者」という名前の「テスト実行」属性を作成し
た後、テスト実行を作成すると、その属性は複製され、接尾語として
番号が付加されます。新しいテスト実行を作成するたびにオリジナル
属性のコピーが作成され、インクリメンタルな番号が名前に付加され
ていきます。この番号により、テスト結果がどのテスト実行に関連付
けられているのかが容易にわかります。

新しいテスト実行を作成するには
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テストの実行

1. 「ツール」>「テスト・トラッキング」>「テスト実行の作成」の
順にクリックします。

• 「最初のテスト実行番号」ボックスに数値が表示されます。こ
の数値は変更できますが、デフォルトのまま使用することも
できます。デフォルトのまま使用する場合は、新しいテスト
実行を作成するたびにこの数値が自動的に増えます。

• テスト実行の結果を表示するビューを作成するには、「テスト
実行ビューの作成」を選択し、ビューの名前を入力します。

• 既存のビューからビューを派生させるには、「ビューに基づく
（based on view）」を選択し、リストからビューを選択します。
定義済みのビューがモジュールに存在しない場合は、「ビュー
に基づく（based on view）」チェック・ボックスを選択できま
せん。

2. 「OK」をクリックします。

情報ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、テスト実
行番号およびユーザーが作成した属性の数が表示されます。

3. 「OK」をクリックします。 
テスト実行用のビューを作成するよう選択した場合は、その
ビューが作成されたことを伝える情報ウィンドウが表示されま
す。

4. 「OK」をクリックします。

注    引き続きテスト実行を作成すると、「テスト実行の作
成」ダイアログ・ボックスに直前のテスト実行のテス
ト実行番号が表示されます。

テストの実行

新しいテスト実行が作成されると、テスト・ケース編集フォームを開
けるようになります。このフォームには、各テストについて入力しな
ければならないフィールド、およびテストの背景情報が表示されま
す。一通りテスト・ケースを確認し、必要な情報を入力します。

モジュールを排他編集モードまたは共有編集モードで開いて、テスト
の実行結果を入力することができます。共有編集モードでモジュール
を開いている場合は、自分でロックしたオブジェクトのみ編集できま
す。

1. 実行するテスト・ケースを選択し、「ツール」>「テスト・トラッ
キング」>「テスト実行結果の入力」の順にクリックします。「テ
スト実行結果」フォームが表示されます。
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2. 必要に応じてフィールドに記入し、「適用」をクリックします。 
該当のテスト実行用に作成した属性にテスト結果が保存されま
す。

3. 別のテストを実行するには、「次へ」または「前へ」をクリック
します。

注    「現行選択でエディターを最新表示」を選択してモ
ジュール内のオブジェクトをクリックすると、フォー
ムが更新され、そのテスト・ケースの詳細情報が表示
されます。

テスト実行の比較

列挙型属性を選択して、その属性に基づき 2 つのテスト実行を比較で
きます。例えば、「テスト状況」列挙型属性に保持されている結果を
比較し、テストの合格率の変化を確認できます。

テスト実行を比較するには

1. 「ツール」>「テスト・トラッキング」>「テスト実行の比較」の
順にクリックします。 

「テスト実行の比較」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 結果を比較する列挙型属性を「比較対象の列挙型属性」ドロップ
ダウン・リストから選択します。

3. デフォルトでは、最後の 2 つのテスト実行が比較されます。別の
テスト実行を比較するには、「比較するテスト実行（Test runs to 
compare）」ボックスにテスト実行番号を入力します。

4. 「データの収集」をクリックします。

「古い値」および「新しい値」列には比較対象として選択した属
性値のすべての変化が表示され、「テスト・ケース数」列にはそ
のように変更したテスト・ケースの数が表示されます。次の例
は、「例外」から「合格」に変化したテスト・ケースが 1 つ、「失
敗」から「合格」に変化したテスト・ケースが 3 つ、両方のテス
ト実行を合格したテスト・ケースが 2 つあり、「未定」のテスト・
ケースが 21 個あることを示します。

列名をクリックすると、「リスト・ビュー」の結果をソートでき
ます。

結果をグラフィック表示するには、「グラフィック表示」タブを
クリックします。
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テスト実行の比較

5. これらの遷移に基づいてモジュールをフィルターに掛けるには、
フィルターに掛ける基準となる遷移の隣にある該当するボックス
を選択し、「フィルター・テスト」をクリックします。例えば、
モジュールをフィルターに掛けて「例外」から「合格」に変化し
たテストのみを表示するには、図の一番上のボックスを選択し、

「フィルター・テスト」をクリックします。

また、「グラフィック表示」タブでモジュールをフィルターに掛
けるには、フィルターに掛ける対象の遷移について、遷移を表す
円を選択します。

6. 比較ビューを作成すると、表示中の全属性列で、2 つのテスト実
行の差異を表示できます。

比較ビューを作成するには、「ビューを変換して比較を表示」を
選択し、変換するビューをリストから選択します。「フィルター・
テスト」をクリックします。

選択したビューがモジュールに表示され、2 組の値（各テスト実
行の結果）がビューの各列に表示されます。特定の遷移において
モジュールをフィルターに掛けるように選択している場合は、そ
のフィルター基準と一致するオブジェクトのみが表示されます。
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25 ディスクリプティブ・モジュールの使用

この章のトピックは、次のとおりです。

• ディスクリプティブ・モジュール

• ディスクリプティブ・モジュールへのアクセス制御

• ディスクリプティブ・モジュールのマークアップ

• マークアップされたオブジェクトの抽出

• ディスクリプティブ・モジュールのプロパティーの表示

• マークアップした項目のみの表示

ディスクリプティブ・モジュール

Rational DOORS の初期バージョンでは、Rational DOORS へデータを
インポートする場合、ディスクリプティブ・モジュールを使用しなけ
ればなりませんでした。ただし、最新の Rational DOORS では、テキ
スト・ファイルを含むさまざまなタイプのファイルからデータをイン
ポートする、広範なインポーターが用意されています（323 ページの

『インポート』を参照）。 
なお、ディスクリプティブ・モジュールを作成することはできます
が、その作成は DXL を使用してのみ可能です。ディスクリプティ
ブ・モジュールを作成するために記述する DXL コードの一部として、
インポートするデータを含むファイルを指定します。ファイルをイン
ポートすると、Rational DOORS は現在のアクティブ・コード・ペー
ジ（Latin-1 など）を使用してそのファイルをインポートします。た
だし、ファイルの先頭に Unicode の Byte Order Marker（BOM）が検出
された場合は、BOM が使用されます。ファイルに BOM が含まれて
いる場合は、このマーカーからエンコードが判読されます。

ディスクリプティブ・モジュールの内容は編集することができませ
ん。しかし、そのテキストのセクションをフォーマル・モジュールに
抽出（コピー）することはできます。抽出プロセスは、ディスクリプ
ティブ・モジュールのオリジナル・テキストとフォーマル・モジュー
ルのコピーの間に自動的にリンクを作成します。

例えば、メール・メッセージ内に、Rational DOORS へインポートす
るいくつかの要件が含まれているとします。ディスクリプティブ・モ
ジュールへこのメール・メッセージをインポートします。
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その後、抽出するディスクリプティブ・モジュールのテキストをマー
クアップします。マークアップされた要件は、ディスクリプティブ・
モジュールのオブジェクトになります。

最後に、マークアップされたオブジェクトを抽出します。Rational 
DOORS は、ディスクリプティブ・モジュール内のマークアップされ
たオブジェクトと、フォーマル・モジュールにコピーしたオブジェク
トの間に自動的にリンクを作成します。

ディスクリプティブ・モジュールのテキストは、編集できません。し
かし、フォーマル・モジュールへコピーしたテキストは編集できま
す。オリジナル・テキストと 2 つのモジュール間のリンクを持つディ
スクリプティブ・モジュールをそのまま持っています。

ディスクリプティブ・モジュールへのアクセス制御

ディスクリプティブ・モジュールへのアクセス権を変更するには、そ
のモジュールに対する管理者権限が必要です。

 ディスクリプティブ・モジュールへのアクセス権を変更するには

1. モジュール・ウィンドウで、「ファイル」 >「モジュール・プロパ
ティー」をクリックします。

2. 「アクセス」タブをクリックします。

モジュールに対する現在のアクセス権限が表示されます。

アクセス権 実行すること

読み取り（R） モジュールを参照できます。読み取り権限がない
場合は、そのモジュールはデータベース・エクス
プローラーには表示されません。

モジュールのデフォルト・ビューを設定してくだ
さい（88 ページの『デフォルト・ビューの設定』
を参照）。

作成 (C) モジュールをマークアップできます。

また、モジュールの属性タイプや属性定義を作成
できます。

変更（M） モジュールの名前、説明、属性値、デフォルト・
ビューを変更できます。

モジュールのベースラインを作成することもでき
ます。
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ディスクリプティブ・モジュールへのアクセス制御

3. 必要な変更を加えます。

削除（D） モジュールを削除、削除の取り消し、およびパー
ジができます。

モジュールを切り取って、データベース・エクス
プローラーのクリップボードに格納できます。

管理（A） モジュールのアクセス権を変更できます。

「アクセス」タブ 説明

親からの継承 モジュールが含まれているプロジェクトまたは
フォルダーからアクセス権を継承する場合は、こ
のチェック・ボックスを選択します。

このチェック・ボックスを選択するとアクセス権
リストが無効になり、モジュールが継承している
アクセス権の種類が表示されます。

追加 アクセス権のリストに新しいエントリーを追加す
るには

a.「追加」をクリックします。

「アクセス権の追加」ダイアログ・ボックスが
表示されます。

b.「名前」ボックスで、エントリーを追加する
ユーザーまたはグループの名前を選択しま
す。

c. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

削除 アクセス権限のリストからエントリーを削除する
場合は、そのエントリーを選択し、「削除」をク
リックします。

アクセス権 実行すること
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4. 「OK」をクリックします。

ディスクリプティブ・モジュールのマークアップ

 ディスクリプティブ・モジュールをマークアップするには

1. マークアップするディスクリプティブ・モジュールを開きます。

a. データベース・エクスプローラーで、ディスクリプティブ・
モジュールが表示されていることを確認します。

必要に応じて、「表示」>「ディスクリプティブ・モジュール
の表示」の順にクリックします。

b. データベース・エクスプローラーでディスクリプティブ・モ
ジュールをダブルクリックします。

2. 「編集」>「オブジェクトのプロパティー」の順にクリックしま
す。

3. 以前にモジュールをマークアップしたことがなければ、「説明テ
キストの編集」ペインにモジュールのすべての内容が表示されま
す。このペインのテキストは選択することはできますが、編集で
きません。

編集 アクセス権リストのエントリーを編集するには

a. エントリーを選択し、「編集」をクリックし
ます。

「アクセス権限の編集」ダイアログ・ボックス
が表示されます。

b. 付与するアクセス権限を選択して、「OK」
をクリックします。

アクセス権の追
加

追加のアクセス権を選択します。このアクセス権
は作成権限を持つユーザー（またはグループ）に
適用され、データベース・ルートの下位レベルの
アイテムに伝播されます。

追加アクセス権はアクセス権を継承するフォル
ダーのツリー配下の項目に引き継がれます。

詳細については、215 ページの『作成権限に対す
る別のアクセス権の伝播』を参照してください。

「アクセス」タブ 説明
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マークアップされたオブジェクトの抽出

マークアップするテキストを選択して、「マークアップ」をク
リックします。

4. 選択したテキストが「オブジェクト・テキストの編集」ボックス
に表示されます。それはディスクリプティブ・モジュールのオブ
ジェクトです。次の点に注意してください。

• 「属性」ボックスは、既に空ではありません。オブジェクトの
属性が表示されます。「オブジェクト・テキスト」属性には、
選択されたテキストが含まれます。

• ウィンドウの右上に、オブジェクトの絶対番号を示す「絶対
番号」ボックスがあります。

注     まだマークアップされていないテキストには、絶
対番号や属性などはありません。このテキストは
モジュールのオブジェクトではないからです。こ
れは単に、マークアップされていないテキストで
す。

5. モジュールを移動するには、「次へ」と「前へ」ボタンを使用し
ます。 
別のテキストでマークアップするものを見つけた場合、テキスト
を選択し、「マークアップ」をクリックします。

現在表示されているマークアップを取り消したい場合は、「マー
クアップを元に戻す」をクリックします。

注     ディスクリプティブ・モジュール・ウィンドウの
「編集」メニューの「元に戻す」および「再実行」
オプションは使用できないため、マークアップを
取り消すには、「説明オブジェクトの編集」ダイ
アログ・ボックスを使用する必要があります。

6. ディスクリプティブ・モジュールのマークアップが完了したら、
「 閉じる 」をクリックします。

7. ディスクリプティブ・モジュールを保存します（ 「ファイル」>
「保存」の順にクリック）。

マークアップされたオブジェクトの抽出

ディスクリプティブ・モジュールをマークアップしている場合は、
マークアップしたオブジェクトをフォーマル・モジュールに抽出でき
ます。オブジェクトの抽出は、フォーマル・モジュールにオブジェク
トのコピーを作成し、ディスクリプティブ・モジュールの元のオブ
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ジェクトとフォーマル・モジュールにコピーしたオブジェクトの間に
リンクを作成します。

抽出する場合には、オブジェクト・テキストのみがコピーされます。
ディスクリプティブ・モジュールに他の属性を作成した場合、それら
はフォーマル・モジュールへコピーされません。

注    マークアップされたオブジェクトは、1 つのディスク
リプティブ・モジュールから 2 つ以上のフォーマル・
モジュールに抽出できます。また、2 つ以上のディス
クリプティブ・モジュールから抽出されたオブジェク
トで、フォーマル・モジュールを作成できます。

マークアップされたオブジェクトを抽出するには

1. データを抽出するディスクリプティブ・モジュールを開きます。

a. データベース・エクスプローラーで、ディスクリプティブ・
モジュールが表示されていることを確認します。

必要に応じて、「表示」>「ディスクリプティブ・モジュール
の表示」の順にクリックします。

b. データベース・エクスプローラーでディスクリプティブ・モ
ジュールをダブルクリックします。

2. ディスクリプティブ・モジュール・ウィンドウで、「抽出」>「抽
出のセットアップ」の順にクリックします。

3. 「ターゲット・モジュール」ボックスにデータを抽出するフォー
マル・モジュールの名前とパスを入力するか、「参照」を使用し
てその場所を指定します。

4. 「リンク・モジュール」ボックスに、ディスクリプティブ・モ
ジュールおよびフォーマル・モジュール間のリンクに使用するリ
ンク・モジュールの名前とパスを入力するか、「参照」を使用し
てその場所を指定します。

5. 「OK」をクリックします。

Rational DOORS は、 ステップ 3 およびステップ 4 で選択した
フォーマル・モジュールとリンク・モジュールを開きます。ディ
スクリプティブ・モジュールは、データ抽出のために設定されま
した。

6. フォーマル・モジュール・ウィンドウで、マークアップしたオブ
ジェクトのコピー先となるオブジェクトを選択します。このオブ
ジェクトと同じレベルまたは、1 つ下のレベルにコピーすること
ができます。
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ディスクリプティブ・モジュールのプロパティーの表示

7. ディスクリプティブ・モジュール・ウィンドウで、コピーする
マークアップしたオブジェクトを選択します。

8. ディスクリプティブ・モジュール・ウィンドウで「抽出」をク
リックし、次に「現行レベルへの抽出」または「1 レベル下への
抽出」をクリックします。

「リンク・オブジェクトの編集」ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。リンク属性を編集する場合は、2 つのオブジェクト間に
作成されたリンクの属性を編集して、「OK」をクリックします。

9. ステップ 6 からステップ 8 を繰り返して、マークアップしたその
他のオブジェクトを抽出します。

10. 完了したら、各モジュール・ウィンドウで「ファイル」>「閉じ
る」の順にクリックし、ディスクリプティブ・モジュール、対象
のフォーマル・モジュール、およびリンク・モジュールを保存し
ます。

マークアップしたオブジェクトは、ディスクリプティブ・モジュール
からフォーマル・モジュールへコピーされます。リンクはディスクリ
プティブ・モジュールの各オブジェクトとフォーマル・モジュールに
コピーされたオブジェクト間で作成されます。

ディスクリプティブ・モジュールのプロパティーの表示

 ディスクリプティブ・モジュールのプロパティーを表示するには

1. データベース・エクスプローラーで、ディスクリプティブ・モ
ジュールが表示されていることを確認します。

必要に応じて、「表示」>「ディスクリプティブ・モジュールの表
示」の順にクリックします。

2. プロパティーを表示したいディスクリプティブ・モジュールを選
択し、「ファイル」>「プロパティー」の順にクリックします。

モジュールのプロパティー・シートが表示されます。

「一般」タブ 説明

名前 モジュールの名前

説明 モジュールに関する追加情報
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マークアップした項目のみの表示

デフォルトでは、ディスクリプティブ・モジュールを開くとモジュー
ル全体が表示されます。

モジュールのマークアップしたオブジェクトのみを表示したい場合
は、「表示」>「表示」>「マークアップされた項目のみ」の順にク
リックします。

タイプ プロパティーが表示されているアイテムのタイ
プ。これはディスクリプティブ・モジュールであ
るため編集できません。

属性のリスト モジュールのすべての属性のリスト。それぞれの
属性には、属性の名前と値が表示されます。

編集 属性の値を変更するには

a. 属性のリストで属性を選択し、「編集」をク
リックします。 

b. 新しい属性値を入力します。

c.「OK」をクリックします。

タブの種類 参照先

アクセス 次のいずれかの操作を行います。

•「アクセス」タブのヘルプ（「アクセス」タブで
「ヘルプ」をクリック）。

• 404 ページの『ディスクリプティブ・モジュー
ルへのアクセス制御』

履歴 次のいずれかの操作を行います。

•「履歴」タブのヘルプ（「履歴」タブで「ヘル
プ」をクリック）。

• 273 ページの『変更追跡とトレーサビリ
ティー』

「一般」タブ 説明
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26 Rational DOORS の設定

この章のトピックは、次のとおりです。

• ユーザー・オプションの表示

• 表示設定の変更

• 表示設定の項目

• スペル・チェッカーの設定

• 辞書への単語の追加

• コマンド行の使用

• コマンド・ライン・スイッチの要約

• ショートカットの使用

• レジストリーの設定

• バッチ・モードでの Rational DOORS の実行

• ウェルカム画面の設定

• 問題報告の電子メール・アドレスの変更

ユーザー・オプションの表示

ユーザー・オプションを表示するには 
1. データベース・エクスプローラーで、「ツール」>「オプション」

の順にクリックします。

「一般」タブに次の情報が表示されます。

「一般」タブ 説明

ユーザー名 Rational DOORS ユーザー名。

ユーザー名を変更する場合は、データベース管理
者に確認してください。

氏名 使用者の氏名。空白にできます。

ベースラインに署名すると、この氏名が電子署名
の一部として表示されます。

氏名を変更する場合は、データベース管理者に確
認してください。
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電子メール 電子メール アドレス。

システム・ユー
ザー名

コンピューターにログオンしたユーザー名。たと
えば、Windows 2003 のユーザー名です。 
システム・ユーザー名が間違っている場合、また
は変更された場合は、データベース管理者に知ら
せて、ユーザー情報をデータベース管理者が変更
できるようにしてください。

電話 ユーザーの電話番号。

チェンジ・プロポーザル・システム（CPS）を使
用してプロポーザルを発行した場合、この情報が
プロポーザルと一緒に表示されます。他のユー
ザーに電話番号を表示しないようにする場合は、
このボックスを空白にします。

場所 ユーザーの位置。

CPS を使用してプロポーザルを発行した場合、こ
の情報がプロポーザルと一緒に表示されます。他
のユーザーに位置情報を表示しないようにする場
合は、このボックスを空白にします。

ユーザー・タイ
プ

ユーザーのタイプ。 
ユーザー・タイプを変更する場合は、データベー
ス管理者に確認してください。

ユーザーの権限 ユーザーの権限

ユーザーの権限を変更する場合は、データベース
管理者に確認してください。

追加情報 個人の追加情報

CPS を使用してプロポーザルを発行した場合、こ
の情報がプロポーザルと一緒に表示されます。

チェンジ・プロ
ポーザルの更新
を電子メール

Rational DOORS データベース・サーバーで CPS 
を使用してプロポーザルを発行する場合は、この
チェック・ボックスを選択すると、プロポーザル
の状況が変わったときに電子メールで通知されま
す。たとえば、プロポーザルの 1 つが承認または
却下された場合に通知が行われます。

「一般」タブ 説明
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ユーザー・オプションの表示

「表示」タブには表示設定に関する情報が表示されます。詳細に
ついては、419 ページの『表示設定の変更』を参照してください。

「セキュリティー」タブには、次の表で説明する、編集可能なパ
スワードに関する情報が表示されます。

「セキュリティー」
タブ

説明

パスワードの変
更

パスワードを変更するには

a.「パスワードの変更」をクリックします。

b. 現在のパスワードを「古いパスワード」
ボックスに入力します。

c.「新規パスワード」ボックスに新しいパス
ワードを入力し、それを「新規パスワード
の確認」ボックスに再度入力します。 

d.「OK」をクリックします。

最小パスワード
長

これは、パスワードの変更時に入力する必要のあ
る最小文字数です。

この値が 0 の場合は、パスワードの変更時に、新
規パスワードのボックスを空にすることができま
す。このとき、Rational DOORS ログイン画面にパ
スワードを入力する必要はありません。 

有効期限切れま
で後

パスワードの有効期限が、いつ切れるかを示しま
す。パスワードを最後に変更した日付（「最終変
更日時」ボックスを参照）からの日数です。

パスワードが期限切れになった場合、次回のログ
オン時に、パスワードの変更を要求されます。

この値を 0 に設定すると、パスワードの変更を要
求されなくなります。

最終変更日時 パスワードが最後に変更された日付。

追加認証 これは読み取り専用のチェック・ボックスで、
Rational DOORS データベースがユーザー認証に 
RDS を使用する構成になっている場合にのみ表示
されます。このチェック・ボックスを選択する
と、現行ユーザーは、追加認証を行う必要があり
ます。
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「グループ」タブには、ユーザーが属するグループが表示されま
す。グループを変更する場合は、データベース管理者に確認して
ください。

「設定」タブには次の情報が表示されます。

「設定」タブ 説明

拡張システム属
性の表示（Show 
advanced system 
attributes）

デフォルトでは、システム属性のリスト画面に
は、OLEIconic や TableLeftBorder などの Rational 
DOORS 内部でのみ使用される属性は含まれませ
ん。

常にすべての拡張システム属性を表示するには、
このチェック・ボックスを選択します。

ネットワーク・
サーバー・モニ
ターの表示

（Show network 
server monitor）

Rational DOORS データベース・サーバーを使用し
ていて、コンピューターとサーバー間のネット
ワーク・トラフィックをモニターする場合は、こ
のチェック・ボックスを選択します。

このチェック・ボックスを選択すると、Windows 
タスクバーのシステム・トレイに LED が追加され
ます。データが Rational DOORS データベース・
サーバーとの間でデータのやり取りが行われてい
る時、LED が点滅します。

このチェック・ボックスを選択解除すると、シス
テム・トレイから LED が削除されます。
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変更バーのシン
ボルの表示

（Show symbols in 
change bars）

変更バーにシンボルを表示する場合は、この
チェック・ボックスを選択します。

変更バーでは、オブジェクトの変更を追跡できま
す。オブジェクトの状況は次の方法でわかりま
す。

• 変更バーの色

• シンボル

• ツールチップ

このチェック・ボックスを使用して、シンボルを
表示するかどうかを制御できます。

注    「新規オブジェクト」シンボルは、この
チェック・ボックスを選択解除した場合で
も、常に変更バーに表示されます。

変更バーについては、273 ページの『変更バー』
を参照してください。

ビュー変更が失
われるときに警
告する（Warn 
when view 
changes are to be 
lost）

フィルターを定義して適用する、列を追加する、
などの操作でモジュールの表示を変更した場合
は、それらの変更をビューとして保存しないと、
別のビューを選択したりモジュールを閉じたりす
る場合に変更が失われます。

このチェック・ボックスが選択されていると、
ビューを保存しなければ表示の変更が失われる旨
の警告メッセージが表示されます。

履歴から直近の
変更以外の変更
を復元するとき
に警告する

（Warn when 
restoring a change 
other than the most 
recent from 
history）

履歴から変更を復元する場合、変更が最新のもの
ではない可能性があります。 
このチェック・ボックスを選択すると、変更が最
新ではないことを通知する警告メッセージが表示
されます。

このチェック・ボックスを解除すると、警告メッ
セージが表示されずに変更が復元されます。

警告自体で「この警告をもう一度表示しないこ
と」チェック・ボックスを選択または解除するこ
とで、警告を表示するかどうかを制御することも
できます。

「設定」タブ 説明
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最後に表示され
たフォルダーま
たはプロジェク
トを、開始時に
開きます

前の Rational DOORS セッションを閉じたときに
表示されていたフォルダーまたはプロジェクト
を、次回のログオン時に表示する場合、この
チェック・ボックスを選択します。

計算単位 「ページ設定」画面でインチとミリメートルのど
ちらを Rational DOORS で使用するかを制御しま
す。

デフォルトのリ
ンク・モジュー
ル

これは、あるモジュールから他のモジュールにリ
ンクを作成するとき、その 2 つのモジュールをペ
ア化するデフォルトのリンクセットがない場合に
使用される、デフォルトのリンク・モジュールで
す。

デフォルトでは、これは「Rational DOORS リン
ク」です。

パスを付けずにモジュール名だけを指定すると、
Rational DOORS はリンクのソース・モジュールと
同じフォルダーまたはプロジェクトにリンク・モ
ジュールがあるものと想定します。 
スラッシュ文字（/）で始まる絶対パスを指定した
場合は、リンクのソース・モジュールが存在する
フォルダーまたはプロジェクトに関係なく、指定
したリンク・モジュールが Rational DOORS で使
用されます。

Web ブラウザー 次の場合に Rational DOORS で使用されるブラウ
ザーです。

• モジュール内の URL をクリックした場合

• ヘルプ・トピック『Web 上の Rational 
DOORS』をクリックした場合

この値はレジストリーの BrowserName パラメー
ターに格納されます。 

「設定」タブ 説明
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表示設定

「スペル」タブには、スペル・チェッカーの設定情報が表示され
ます。スペル・チェッカーの設定方法の詳細については、424 
ページの『スペル・チェッカーの設定』を参照してください。

2. 「OK」をクリックします。

表示設定

表示設定は、モジュール・ウィンドウに表示する色とフォントを制御
します。以下に示す複数の標準表示設定があります。

• modern
• classic
• international modern
• international classic

• ハイコントラスト #1
• ハイコントラスト #2

最近開いたモ
ジュールのリス
トのサイズ

最近開いたモジュールが「ファイル」メニューに
リストされます。デフォルトでは、直近に表示し
た 4 つのモジュールが表示されます。マウス・ポ
インターをモジュール名の上に移動すると、直近
の親プロジェクトからモジュールへのパスが、モ
ジュール・ステータス・バーに表示されます。

「ファイル」メニューには、最近開いたモジュー
ルを 9 つまで表示できます。表示する数をリスト
から選択します。 

開かれたモ
ジュールに URL 
でナビゲートす
る際にビューを
切り替える

ビュー情報は、モジュール、ベースライン、およ
びオブジェクト URL に含まれます。ただし、オ
ブジェクト URL にビュー情報が含まれるのは、
URL コピー時に表示されていたビューが標準
ビューでない場合です。 
URL をたどったときに現在開いているモジュール
のビューが変更されている場合、ビューを切り替
えない、常にビューを切り替える、またはビュー
を切り替えるかどうかを問い合わせるいずれかの
操作を選択できます。

「設定」タブ 説明
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• ハイコントラスト黒

• ハイコントラスト白

データベース用のデフォルトの表示設定を制御するのはデータベース
管理者です。

別の標準設定を選択したりユーザー固有の設定を定義するなどして、
表示設定を変更することができます。

ハイコントラスト表示設定

以下に示す 4 種類の標準ハイコントラスト表示設定があります。

• ハイコントラスト #1
• ハイコントラスト #2
• ハイコントラスト黒

• ハイコントラスト白

これらの表示設定は、Windows で定義済みの設定に従い、「コント
ロール パネル」の「ユーザー補助のオプション」と連動します。 
例えば、Rational DOORS で「ハイコントラスト 黒」の表示設定を使
用する場合は、次のようにします。

1. 「コントロール パネル」の「ユーザー補助のオプション」の「画
面」タブで、「設定」を選択します。

「ハイコントラストの設定」ダイアログ・ボックスが表示されま
す。

2. 「ハイコントラストの表示設定」ドロップダウン・リストからい
ずれかの「ハイコントラスト 黒」オプションを選択し、「OK」を
クリックします。

3. 「ハイコントラストを使う」チェック・ボックスを選択し、「OK」
をクリックします。

4. データベース・エクスプローラーに移動し、「ツール」>「オプ
ション」の順にクリックします。

5. 「表示」タブをクリックします。

6. 「スキーム」パネルで「ハイコントラスト 黒」を選択します。

7. 「適用」をクリックします。
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表示設定の変更

表示設定の変更

データベース用のデフォルトの表示設定を制御するのはデータベース
管理者です。

別の標準設定を選択したりユーザー固有の設定を定義するなどして、
表示設定を変更することができます。

表示設定を変更するには

1. データベース・エクスプローラーで、「ツール」>「オプション」
の順にクリックします。

2. 「表示」タブをクリックします。

「スキーム」パネルに、使用できる表示設定のリストが表示され
ます。

「スキーム」パネルでは、テキスト属性値を表示する際の「行送
り」を設定できます。通常の言語のデフォルトの行間は 1 行です。
ただし、韓国語、中国語（簡体字）、および中国語（繁体字）は
除きます。

画面右側の「色」と「フォントのタブには、選択した表示設定の
色とフォントが表示されます。

「色」タブには各項目の色が表示されます。項目の色を変更する
には、それをダブルクリックし、次に新しい色を選択します。

項目については、421 ページの『表示設定の項目』を参照してく
ださい。

「フォント」タブの「使用されるフォント」ボックスを使用して、
次のオプションのいずれかを選択します。

各オブジェクト・レベルの現在の設定のリストが表示されます。

オプション 説明

見出し 文書モードで、見出しを表示するために使用され
るフォントです。

本文テキスト 文書モードで、メイン列にオブジェクト・テキス
トを表示するために使用されるフォントです。

グラフィックス グラフィック・モードで使用されるフォントで
す。
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リスト項目の設定を変更するには、項目をダブルクリックし、新
しい設定を指定します。「プレビュー」ボックスの先頭行には現
在の設定が表示され、下の行には提案された新しい設定が表示さ
れます。

3. 現在の表示設定を編集するには

a. 表示設定を選択し、「色」および「フォント」タブで設定を編
集します。

b. 「OK」をクリックします。

新しい色とフォントは、画面が次回更新されたときに有効になり
ます。画面を更新するには、「表示」>「最新表示」の順にクリッ
クします。

注     標準表示設定の編集はできません。ただし、標準
表示設定に基づいて新しい設定を作成し、別の名
前で保存できます（次のステップを参照）。

4. 表示設定を削除するには

a. 新しい設定に最も似ている既存の設定を選択します。

b. 「色」および「フォント」タブを使用し、色とフォントを指定
します。

c. 「名前を付けて保存」をクリックします。

d. 「名前を付けて保存」ボックスに新しい表示設定の名前を入力
し、次に「OK」をクリックします。

e. 「OK」をクリックします。

新しい色とフォントは、画面が次回更新されたときに有効になり
ます。画面を更新するには、「表示」>「最新表示」の順にクリッ
クします。

5. 表示設定を削除するには

a. 設定を選択して、「削除」をクリックします。

b. 「OK」をクリックします。

注    現在のデスクトップでは使用できないフォントを選択
すると警告が表示され、デスクトップのデフォルト・
フォントが現在のセッションに使用されます。以降の
セッションでは、選択したフォントが使用できる場合
はそのまま使用され、そうでない場合はやはり警告が
表示され、デスクトップのデフォルト・フォントが使
用されます。
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表示設定の項目

表示設定の項目

文書モードに影響する項目 説明

ページ背景 フィルターとソートがオフの時のフォーマル・モ
ジュールとディスクリプティブ・モジュールの背景色

背景フィルター フィルターがオンでソートがオフの時のフォーマル・
モジュールとディスクリプティブ・モジュールの背景
色

背景ソート フィルターがオフでソートがオンの時のフォーマル・
モジュールとディスクリプティブ・モジュールの背景
色

背景フィルターおよび
ソート

フィルターとソートが共にオンの時のフォーマル・モ
ジュールとディスクリプティブ・モジュールの背景色

テキストの背景 フォーマル・モジュールとディスクリプティブ・モ
ジュールの通常オブジェクトの背景色

現行の背景 フォーマル・モジュールとディスクリプティブ・モ
ジュールの現行オブジェクトの背景色

タイトルの背景 フォーマル・モジュールとディスクリプティブ・モ
ジュールの列名の背景色

読み取り専用テキストの
背景

読み取り専用テキストの背景色

ロック可能なオブジェク
トの背景

セクションに分かれた共有編集モードのオブジェクト
（ロック可能なオブジェクト）の背景色

「Modern」表示設定では、ロックされていないセクショ
ンのみにこの色が使用されます。「Classic」表示設定で
は、ロックされていないセクションのほか、ロックさ
れているセクションにもこの色が使用されます。

データ・テキスト フォーマル・モジュールとディスクリプティブ・モ
ジュールの通常オブジェクトのテキストの色

タイトル・テキスト フォーマル・モジュールとディスクリプティブ・モ
ジュールの列名のテキストの色
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選択したテキスト フォーマル・モジュールとディスクリプティブ・モ
ジュールの選択されたオブジェクトのテキストの色

読み取り専用テキスト ユーザーが読み取り権限のみを持つデータの色。この
データは編集できません。

削除したテキスト 削除されたオブジェクトのテキストの色

現行のアウトライン フォーマル・モジュールの現行オブジェクトの上下の
線の色

グリッド・ライン フォーマル・モジュールのオブジェクト間のグリッド・
ラインの色

現行テーブル・セルの背
景

フォーマル・モジュールの現行テーブル・セルの背景
色

リンク・モジュールの
ページの背景

リンク・モジュールのウィンドウの背景色

リンク・モジュールのテ
キストの背景

リンク・モジュールの通常オブジェクトの背景色

リンク・モジュールの現
行の背景

リンク・モジュールの現行のリンク元と先のオブジェ
クトの背景色

リンク・モジュールのタ
イトルの背景

現在選択されたもの以外のすべてのオブジェクト用の
リンク・モジュールのタイトルの背景色

リンク・モジュールの
データ・テキスト

リンク・モジュールのテキストの色

インプレース・テキスト インプレース編集モードのテキストの色

インプレースの背景 インプレース編集モードの背景色

分割出力テキスト 分割出力テキストの色

分割入力（R）テキスト 分割入力（R）テキストの色

分割入力（RW）テキスト 分割入力（RW）テキストの色

高インディケーター 変更が保存されていない変更バーの色

文書モードに影響する項目 説明
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表示設定の項目

中インディケーター 変更が保存されたが、ベースライン化されていない変
更バーの色

低インディケーター ベースライン化されて以降にオブジェクトが変更され
ていない変更バーの色

リンク・アウト・イン
ディケーター

アウト・リンク矢印の色

リンク・イン・インディ
ケーター

イン・リンク矢印の色

リンク・スタート・イン
ディケーター

リンク・スタートが設定されているオブジェクトの色

ユーザー 1
ユーザー 2
ユーザー 3
ユーザー 4
ユーザー 5
0% インディケーター
11% インディケーター
22% インディケーター
33% インディケーター
44% インディケーター
55% インディケーター
66% インディケーター
77% インディケーター
88% インディケーター
100% インディケーター

「ユーザー 3」は、「グラフィカル・ビューで使用」列の
インディケーターの色として使用されます。

「ユーザー 4」は、「データチップとして使用」列のイン
ディケーターの色として使用されます。 
その他の項目は、Rational DOORS によって使用される
項目ではありません。

タイトルの背景（選択時）選択した列見出しの背景色

グラフィック・モードに
影響する項目

説明

グラフィックスの背景 メイン・ウィンドウの背景色

グラフィックスの陰影 階層の各レベルを結合するために使用される色

文書モードに影響する項目 説明
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印刷プレビューに影響する項目

• 印刷プレビューの背景

• 印刷プレビューのページ

• 印刷プレビューのテキスト

• 印刷プレビューの陰影

スペル・チェッカーの設定

スペル・チェッカーの現在の設定を表示するには、データベース・エ
クスプローラーで、「ツール」>「オプション」の順にクリックし、次
に「スペル」タブをクリックします。

ユーザー・アカウントの作成時に、ユーザー設定はデータベースから
継承されました。スペル・チェック要件に応じて、これらの設定を変
更できます。

オプションは 3 つのセクションに分かれています。以下のその詳細を
説明します。

グラフィックスの省略
ボックス

画面にオブジェクトを表示するスペースがないため、オブ
ジェクトが隠れていることを示す、小さな正方形および三
角形の色

グラフィック・テキス
ト

オブジェクト・テキストの色

グラフィック・ボック
スの背景

オブジェクトの背景色

グラフィックスのイン
ターフェース

隠しオブジェクトの存在を示すのに使用される色

グラフィックスの現行
色

現行オブジェクトの色

グラフィックスの選択 選択されたオブジェクトの色

グラフィック・ボック
スのエッジ

Rational DOORS では使用しません。

グラフィック・モードに
影響する項目

説明
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スペル・チェッカーの設定

使用可能な言語

Rational DOORS から提供されるすべての辞書は「選択された言語」
リスト・ボックスにリストされます。一部の言語ではスペルと文法の
両方を Rational DOORS でチェックできます。また、その他の言語で
はスペル・チェックのみ可能な場合があります。Rational DOOR の文
法チェックを利用できない言語を選択すると、「文法レベル」リスト
が使用不可になります。

Rational DOORS で使用できる言語を次の表に示します。

スペル・チェッカーの規則は、言語ごとに適用できます。リストから
言語を選択し、必要なオプションを設定します。

「選択された言語」リストのすぐ下のパネルは、選択した言語により
その内容が変わります。例えば、「英語（米国）」を選択した場合は、

「リーガル」および「経営、財務、保険」の辞書補充を組み込むこと
ができます。

現在のロケール言語を「選択された言語」リストに表示するには、
「ロケール言語の使用」をクリックします。

スペル・チェックと文法チェック スペル・チェックのみ

英語（米国） アフリカーンス語

英語（英国） カタロニア語

オランダ語 チェコ語

フランス語 デンマーク語

ドイツ語（新旧正書法） フィンランド語

イタリア語 ギリシャ語

ポルトガル語（ヨーロッパ） ハンガリー語

ポルトガル語（ブラジル） ノルウェー語（ブークモール）

スペイン語 ノルウェー語（ニーノシュク）

スウェーデン語 ポーランド語

ロシア語
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文法

Rational DOORS は、あらかじめ定義された規則に基づいて、Rational 
DOORS モジュールの文法とスペルをチェックします。スペル・
チェッカーにより適用される規則は、選択されている「プルーフ・
モード」と「文法レベル」の組み合わせにより異なります。

スペル・チェックのみに対応する言語を選択した場合は、「プルー
フ・モード」パネルが使用不可になり、「アクティブ規則」リストに

「スペルのみ」チェックの規則が表示されます。

Rational DOORS には、3 つのプルーフ・モードと 3 つの文法レベルが
あります。

ユーザーが選択したプルーフ・モードおよび文法レベルに対してオン
になっているルールが、「アクティブ規則」リストに表示されます。
リストで規則を選択すると、「規則の説明」ボックスにその詳細説明
が表示されます。

プルーフ・モード 説明

スペルのみ 大文字表記やハイフネーションの誤りなど、スペル・
ミスと簡単な文法エラーを特定するための一連の限ら
れた規則を適用します。文法レベルはこのプルーフ・
モードには影響しません。

クイック・プ
ルーフ

スペル・ミスのほか、限定的な範囲内の文法ミス（二
重マイナス記号や句読点のミスなど）を特定するため
の、比較的広範な規則を適用します。このプルーフ・
モードを選択している場合は、選択した文法レベルに
より適用規則が影響を受けます。

フル・プルーフ 考え得るすべてのミスをチェックするための完全な規
則を適用します。このプルーフ・モードを選択してい
る場合は、選択した文法レベルにより適用規則が影響
を受けます。
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スペル・チェッカーの設定

チェック・オプション

スペル・チェッカーを詳細にカスタマイズするには以下のボックスを
使用します。

Rational DOORS におけるデフォルト言語の選択

スペル・チェッカーを実行し、チェックする属性を選択すると、その
属性のロケール言語で Rational DOORS により自動的にチェックが行
われます。ただし、属性のロケール言語がその属性に定義されていな
い場合、またはスペル・チェッカーが対応していない言語である場合
は、別の言語がデフォルト言語として Rational DOORS で使用されま
す。Rational DOORS がデフォルト言語を使用するかどうかは、「属性
言語が不適切な場合のデフォルト言語の使用」オプションによって決
定されます。

• このオプションを選択した場合、「選択された言語」リストで選
択した言語が、属性の言語に対応できないときのデフォルト・ス
ペル・チェック言語になります。「オプション」ダイアログ・
ボックスを閉じ、デフォルトで使用される言語が「選択された言
語」リストに表示されていることを確認してください。

• このオプションを選択しなかった場合は、属性の言語に対応でき
ないときに Rational DOORS で選択される言語は次のようになりま
す。

• システム・ロケールにより定義されている言語

• システム・ロケールの言語が非対応言語である場合は、リス
トで最初に使用可能な言語が使用されます。通常は「英語

（米国）」です。

オプション 説明

スペル・ミスを
最初に表示

このオプションは、文法の問題よりもスペル・ミスを
優先してハイライトする場合に選択します。

読み取り専用属
性を無視

このオプションは、ユーザーがその属性に対する変更
権限を持っている場合に限り属性をチェックする場合
に選択します。属性に対する変更権限を持っていない
場合は、テキストのエラーを訂正できません。

属性言語が不適
切な場合のデ
フォルト言語の
使用

この設定が、Rational DOORS の言語選択にどのよう
に影響するかについては、この表の直後にあるセク
ション『Rational DOORS におけるデフォルト言語の
選択』を参照してください。



Rational DOORS の設定

428 Rational DOORS の使用方法

いずれの場合も、スペル・チェック用の言語を「スペル・チェック」
ダイアログ・ボックスで異なる言語に選択できます。スペル・チェッ
カーの使用方法については、70 ページの『スペル・チェック』を参
照してください。

International Proofreader ô English (US and UK) text proofing system © 2003 by Vantage Technology 
Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているアルゴリズムまたはデータベースの複

製、分解を禁じます。 
著作権情報の詳細については、471 ページの『テキスト・プルーフ・システム著作権』を参照し

てください。

辞書への単語の追加

Rational DOORS には、カスタマイズできる 2 つの辞書が用意されて
います。

• クライアント辞書

クライアント辞書は、Rational DOORS クライアントがインストー
ルされているマシンに格納されます。これはパーソナル辞書では
ありません。クライアント辞書には、クライアントにリモート・
アクセスする Citrix クライアントおよびリモート・アクセス・ク
ライアントを含み、そのクライアントのすべてのユーザーがアク
セスできます。クライアント辞書にはアクセス制御を設定できま
せん。ただし、クライアント辞書に単語を追加するには、クライ
アント辞書が格納されているディレクトリーに対する書き込み権
限が必要です。

• データベース辞書

すべての Rational DOORS ユーザーがこの辞書を利用できます。
データベース辞書をカスタマイズするには、データベース辞書に
対する変更権限が必要です。アクセス権の設定では、単語の追加
および削除を実行できる人、およびユーザーのアクセス権を変更
できる人を制御できます。

辞書に新語を追加するには

1. データベース・エクスプローラーで、「ツール」>「辞書の管理」
をクリックします。

単語はクライアント辞書またはデータベース辞書に追加できま
す。

2. 「辞書」リストから「クライアント」または「データベース」を
選択します。

3. 選択した辞書に追加する単語を「新語」ボックスに入力します。
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コマンド行の使用

4. 「新語の追加」をクリックします。 
この単語が、選択した辞書に追加されます。

辞書に類義語を追加するには

1. データベース・エクスプローラーで、「ツール」>「辞書の管理」
をクリックします。

2. 「辞書」リストから「クライアント」または「データベース」を
選択します。

3. 「代替語として」ボックスに、類義語を追加する単語を入力しま
す。

4. 「推奨する単語」ボックスに推奨する類義語を入力します。

5. 「類義語の追加」をクリックします。

ボックス左側のリストに、単語とその推奨する類義語が追加され
ます。

辞書から単語または類義語を削除するには

1. データベース・エクスプローラーで、「ツール」>「辞書の管理」
をクリックします。

2. 単語を削除する辞書を「辞書」リストから選択します。

3. 辞書から単語を削除するには「単語」タブを、類義語を削除する
には「類義語」タブを選択します。

4. 削除する単語を選択し、「選択された単語の削除」をクリックし
ます。

選択された辞書からその単語が削除されます。

コマンド行の使用

デフォルトでは、Rational DOORS は始動時にレジストリーの設定を
確認して使用する設定を判別します。

コマンド行を使用して Rational DOORS を始動するときに、スイッチ
を使用してレジストリーのデフォルト設定を無効にできます。また、
スイッチを使用して、Rational DOORS に機能を追加することもでき
ます。例えば、Rational DOORS を始動する前に独自の DXL プログラ
ムを実行するために、-cli スイッチを使用することができます。

コマンドは次のようになります。

doors [switches]
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例えば、次のコマンドは、Rational DOORS を始動して、データベー
ス・エクスプローラーに Car プロジェクトを開きます。

C:\> cd "c:\program files\IBM\Rational\DOORS\9.2\bin"
C:\> doors -project Car

スイッチ（-project）およびパラメーター（Car）の間にスペースが
あることに注意してください。 
パラメーターがスペースを含む場合は、次のように、二重引用符で囲
んでください。

C:\> cd "c:\program files\IBM\Rational\DOORS\9.2\bin"
C:\> doors -project "My project"

スペースを含むパスがパラメーターである場合も、次のように、引用
符で絶対パスを囲んでください。

C:\> cd "c:\program files\IBM\Rational\DOORS\9.2\bin"

コマンド・ライン・スイッチの要約

次の表は、Rational DOORS コマンド行で使用可能な全スイッチのリ
ストです。

スイッチ（省略形） パラメーター 説明

-addins

(-a)

addins_folders DXL アドイン・ファイルを含
んでいるフォルダーへの 1 つ以
上のパスのリスト。

リストのエントリーを区切るた
めにセミコロン（;）を使用し
ます。セミコロンの後にスペー
スを入れないでください。パス
はローカル・パス、従来のドラ
イブ・マッピング、または 
UNC（汎用命名規則）パスのい
ずれかです。
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コマンド・ライン・スイッチの要約

-attributeaddins
(-A)

dxl_attributes_
folders

DXL 属性に使用可能なプログ
ラムを含んでいるフォルダーへ
の 1 つ以上のパスのリスト。

リストのエントリーを区切るた
めにセミコロン（;）を使用し
ます。セミコロンの後にスペー
スを入れないでください。パス
はローカル・パス、従来のドラ
イブ・マッピング、または 
UNC（汎用命名規則）パスのい
ずれかです。

-batch

(-b)

dxl_program GUI なしで、バッチ・モードで 
Rational DOORS を実行します。
詳細については、438 ページの

『バッチ・モードでの Rational 
DOORS の実行』を参照してく
ださい。 

-caching

(-k)
データベース・サーバーとクラ
イアント間のデータ転送のスト
リーミングを有効にします。こ
のオプションによって、WAN 
上のデータ転送のパフォーマン
スが向上する可能性がありま
す。

しかし、このオプションを使用
することは、潜在的なセキュリ
ティー・リスクの表れになりま
す。ロードしている間、データ
はクライアント・マシンのロー
カル・データ領域にキャッシュ
されます（ロード完了と同時に
データは消去されます）。

スイッチ（省略形） パラメーター 説明
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-cli
(-C)

dxl_string

または
"#include 
<dxl_program>"

Rational DOORS の始動時に、
Rational DOORS のスプラッ
シュ画面が表示されるより前に
実行される DXL。パラメー
ターは、次のどちらかです。

• DXL コード・フラグメント

• DXL プログラムへのパスを
指定するハッシュ・インク
ルード文

-data
(-d)

port@server 使用する Rational DOORS デー
タベースを指定します。

パラメーターは、サーバーが使
用しているポートおよびサー
バー・コンピューターの名前を
指定します（例えば、
36677@myserver）。

Rational DOORS 9.2 クライアン
トは、9.0 より前のデータベー
ス・サーバーを使用できませ
ん。

-defopenmode

(-o)
次のうちの 1 つです。
READ_ONLY

READ_WRITE
READ_WRITE_SHARED

データベース・エクスプロー
ラーでモジュールをダブルク
リックしたときに、フォーマ
ル・モジュールが開くデフォル
ト編集モード。

パラメーターは、排他編集モー
ドには READ_WRITE および共有
編集モードには 
READ_WRITE_SHARED です。 
単一文字の省略形（r、w、s）
を使用する場合を除いて、この
パラメーターは大文字にする必
要があることに注意してくださ
い。

スイッチ（省略形） パラメーター 説明
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コマンド・ライン・スイッチの要約

-defopenlinkmode
(-O)

次のうちの 1 つです。
READ_ONLY

READ_WRITE

READ_WRITE_SHARED

別のモジュールでリンク矢印を
クリックして開いたときに、
フォーマル・モジュールが開く
デフォルト編集モード。

パラメーターは、排他編集モー
ドには READ_WRITE および共有
編集モードには 
READ_WRITE_SHARED です。 
単一文字の省略形（r、w、s）
を使用する場合を除いて、この
パラメーターは大文字にする必
要があることに注意してくださ
い。

-dxl

(-D)

dxl_string

または
"#include 
<dxl_program>"

Rational DOORS の始動後、す
ぐに実行される DXL。パラ
メーターは、次のどちらかで
す。

• DXL コード・フラグメント

• DXL プログラムへのパスを
指定するハッシュ・インク
ルード文

-home

(-H)

doors_home Rational DOORS のホーム・
フォルダー。これは Rational 
DOORS がインストールされた
フォルダーのパスです

（doors.exe ファイルは、この
ホーム・フォルダーの bin フォ
ルダーに格納されています）。

スイッチ（省略形） パラメーター 説明



Rational DOORS の設定

434 Rational DOORS の使用方法

-layoutaddins
(-L)

layout_dxl_
folders

レイアウト DXL フォルダー用
の 1 つ以上のパスのリスト。

リストのエントリーを区切るた
めにセミコロン（;）を使用し
ます。セミコロンの後にスペー
スを入れないでください。パス
はローカル・パス、従来のドラ
イブ・マッピング、または 
UNC（汎用命名規則）パスのい
ずれかです。

-localdata
(-f)

local_folder Rational DOORS データベース・
サーバーからコピーしたデータ
の一時記憶に使用するローカ
ル・コンピューター上のフォル
ダー。

-logfile

(-l)

logfile Rational DOORS のログ記録情
報ファイル。これはログ・ファ
イル名を含む絶対パスです。

このスイッチをコマンド行で使
用すると、DXL エラーがファ
イルに記録されます。報告され
るすべての DXL エラーは、画
面に表示される代わりにファイ
ルに記録されます。

このスイッチをレジストリーで
使用すると、Windows のイベン
ト・ログに記録される情報が、
このログに書き込まれます。こ
の情報はアプリケーション・ロ
グだけでなくファイルにも記録
され、レコードの「ソース」
フィールドは

「DOORS_DB_SERVER」になりま
す。 

スイッチ（省略形） パラメーター 説明
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コマンド・ライン・スイッチの要約

-notriggers
(-T)

トリガーをオフにします。デー
タベース管理者またはデータ
ベースを管理する権限を持つカ
スタム・ユーザーのいずれかで
なければなりません。

-password
(-P)

password セッションのパスワード。

-project

(-p)

project_name セッションの開始時に開きたい
プロジェクトの名前。プロジェ
クトの内容は、データベース・
エクスプローラーの右ペインに
表示されます。 
-batch スイッチを使用した場
合、パラメーターは現行プロ
ジェクトを指定します。

-projectaddins

(-J)

project_addins_
folders

プロジェクト DXL アドイン用
ディレクトリーの 1 つ以上のパ
スのリスト。 
リストのエントリーを区切るた
めにセミコロン（;）を使用し
ます。セミコロンの後にスペー
スを入れないでください。パス
はローカル・パス、従来のドラ
イブ・マッピング、または 
UNC（汎用命名規則）パスのい
ずれかです。

-user
(-u)

username セッションのユーザーのユー
ザー名。

スイッチ（省略形） パラメーター 説明
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ショートカットの使用

Windows コンピューターでは、Rational DOORS を実行するための
ショートカットを使用できます。ショートカットの作成については、
Windows オンライン・ヘルプを参照してください。

レジストリーに登録されているデフォルト設定を無効にするために、
コマンド・ライン・スイッチを使用することができます。

コマンド・ライン・スイッチを使用して Rational DOORS にログオン
した場合、「今日のメッセージ」は表示されません。

コマンド・ライン・スイッチを使用するには

1. デスクトップのショートカット・アイコンを選択し、次に右ク
リックし「プロパティー」を選択します。

2. 「ショートカット」タブをクリックします。

3. 「ターゲット」ボックスには、ショートカット・アイコンをダブ
ルクリックして Rational DOORS を始動するためのコマンドが含ま
れています。

使用するスイッチを追加するためにコマンドを編集します（詳細
は、430 ページの『コマンド・ライン・スイッチの要約』を参
照）。

注     -password スイッチを使用しないでください。他
のユーザーにパスワードが見えるようになってし

-W nowait バッチ・プロセスを実行してい
る場合に、エラーまたは出力結
果があるとき、それらはコマン
ド・ウィンドウへ送信されま
す。コマンド・ウィンドウが閉
じるまで、Rational DOORS は
動作を続けます。

バッチ・プロセスの実行中にコ
マンド行の一部として -W を使
用すると、すべてのコマンド・
ウィンドウを自動的に閉じて、
Rational DOORS の動作を停止
することができます。

スイッチ（省略形） パラメーター 説明
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レジストリーの設定

まい、セキュリティーが確保できなくなってしま
います。 

4. 「OK」をクリックします。

レジストリーの設定

Windows コンピューターで Rational DOORS を始動した場合は、デ
フォルトを無効にするためのコマンド・ライン・スイッチを使用して
いなければ、レジストリーのデフォルトの構成情報が使用されます。

サーバーがインストールされていれば、レジストリーは Rational 
DOORS 9.2 クライアント設定の詳細を収めたディレクトリーと、
Rational DOORS 9.2 サーバー設定用のディレクトリーを持っていま
す。

Rational DOORS 9.2 レジストリー項目のデフォルト・パスは、
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Telelogic\DOORS です。

注意        Rational DOORS インストールの破損の可能性があ
るため、レジストリーは直接編集しないでくださ
い。変更する前にシステム管理者または、
Rational DOORS 管理者に相談してください。

キーワードは、コマンド・ライン・スイッチと同じです（430 ページ
の『コマンド・ライン・スイッチの要約』を参照）。

パラメーターがスペースを含む場合に、引用符を使用する必要はあり
ません。

ServerData レジストリー・キーがネットワーク・ドライブを指すよ
うにすることはできません。サーバー・データのためにネットワー
ク・ドライブを指すようにするには、コンソール・ウィンドウで 
doorsd を実行できます。

EXPORTDIRECTORY キーワード

EXPORTDIRECTORY キーワードに相当するものはコマンド行にありませ
ん。

これは「ファイル」>「エクスポート」サブメニューの Rational 
DOORS エクスポーターによって使用されるデフォルト・パスを指定
します。

エクスポーターを使用する場合は、ユーザーがデータをエクスポート
したパスに合わせて EXPORTDIRECTORY の値が自動的に更新されます。
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EXPORTDIRECTORY 環境変数

EXPORTDIRECTORY 環境変数に相当するものはコマンド行にありません。

これは「ファイル」>「エクスポート」サブメニューの Rational 
DOORS エクスポーターによって使用されるデフォルト・パスを指定
します。

エクスポーターを使用する場合は、ユーザーがデータをエクスポート
したパスに合わせて EXPORTDIRECTORY の値が自動的に更新されます。

バッチ・モードでの Rational DOORS の実行

バッチ・モードで Rational DOORS を実行するには、-batch コマン
ド・ライン・スイッチを使用できます。GUI なしで（つまり、ログイ
ン画面とデータベース・エクスプローラーが表示されずに）、Rational 
DOORS は始動し、指定の DXL プログラムを実行し、停止します。

-batch スイッチを使用する場合、ログインと現行プロジェクトの指
定のために、通常 -user、-password、および -project のような他の
スイッチも必要です。

-batch スイッチのパラメーターは、バッチ・モードで実行する DXL 
プログラムを含むファイルを指定します。例を次に示します。

C:\> doors -b dxl_programs\batch_analysis.dxl -p Car -u "Jill"

ウェルカム画面の設定

ユーザーが Rational DOORS にログインする際に必ずウェルカム画面
を表示するよう、Rational DOORS を設定することができます。次の
項目を制御できます。

• ホームとして表示されるリンク、会社名、グラフィック。詳細に
ついては、438 ページの『ホームの設定』を参照してください。

• 資料ウェルカム画面およびサポート・ウェルカム画面でのリン
ク。詳細については、439 ページの『ウェルカム画面のリンクの
設定』を参照してください。

ホームの設定

ホームを設定するには

1. データベース管理者またはデータベースを管理する権限を持つカ
スタム・ユーザーとして Rational DOORS にログオンします。

2. データベース・エクスプローラーで、データベース・ビューが選
択されていることを確認します。
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ウェルカム画面の設定

必要に応じて、「表示」>「データベース・ビュー」の順にクリッ
クします。

3. 左ペインで、「データベース」をクリックします。 次に、「ファ
イル」>「プロパティー」の順にクリックします。

4. 「ウェルカム画面」タブをクリックします。

5. 「リンクの編集」を選択します。

「ウェルカム画面リンク構成」画面が表示されます。

6. 「イメージ」ボックスに、表示するイメージ・ファイルの名前を
入力するか、「参照」を使用してファイルの場所を指定します。

7. 「ラベル」にリンクの名前を入力します。

8. リンク先の URL を入力します。

9. 「OK」をクリックします。

ウェルカム画面のリンクの設定

ウェルカム画面のリンクを設定するには

1. データベース管理者またはデータベースを管理する権限を持つカ
スタム・ユーザーとして Rational DOORS にログオンします。

2. データベース・エクスプローラーで、データベース・ビューが選
択されていることを確認します。

必要に応じて、「表示」>「データベース・ビュー」の順にクリッ
クします。

3. 左ペインで、「データベース」をクリックします。 次に、「ファ
イル」>「プロパティー」の順にクリックします。

4. 「ウェルカム画面」タブをクリックします。

5. 編集する「ウェルカム画面」を選択し、「編集セクション (Edit 
Section)」を選択します。

「ウェルカム画面リンク構成」画面が表示されます。

6. 「セクションを表示する」を選択または選択解除することにより、
このセクションを表示または非表示にします。

7. 「セクション・イメージ」ボックスに、表示するイメージ・ファ
イルの名前を入力するか、「参照」を使用してファイルの場所を
指定します。

8. 「セクション・タイトル」に名前を入力します。

9. セクションに表示するテキストを入力します。
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10.「リンク・ラベル」にリンクの名前を入力します。

11. リンク先の URL を入力します。

12.「OK」をクリックします。

問題報告の電子メール・アドレスの変更

Rational DOORS には問題の自動レポート送信システムがあり、
Rational DOORS サポートへレポートが送信されます。社内のサポー
トなど、Rational DOORS サポート以外の場所に問題の報告を送信し
たい場合は、問題報告用のデフォルトの電子メール・アドレスを変更
することができます。

問題報告の電子メール アドレスを変更するには

1. 「コントロール パネル」の「システム」を開きます。

2. 「詳細設定」タブで「環境変数」をクリックし、「変数」の下の
「新規」をクリックします。

「新しいユーザー変数」ウィンドウが表示されます。

3. 「変数名」に「ILX_RECIP」と入力します。これは、問題報告で
使用されるアドレスを制御する変数です。

4. 「変数値」に、使用する電子メール・アドレスを入力します。

5. 「OK」をクリックして、値を追加します。

6. 「OK」をクリックして、環境変数の値を保存します。

「OK」をクリックして、システム・プロパティー内に値を保存しま
す。 
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27 Rational DOORS のボタン

この章では、Rational DOORS で使用するボタンをリストします。

• モジュール・ボタン

• データベース・ボタン

モジュール・ボタン

ボタン 機能とキーボード・ショートカット ツールバー

ベースラインの比較（Compare baselines）ベースライン

ベースラインのコピー ベースライン

新規ベースラインの作成 ベースライン

ベースラインの表示 ベースライン

コピー（Ctrl+C） クリップボード

切り取り（Ctrl+X） クリップボード

貼り付け（Ctrl+V） クリップボード

選択した列プロパティーの編集 列

新しい列の挿入（insert new column） 列

選択した列の削除（Remove selected 
column）

列

メイン列の自動インデント 列調整

列の中央揃え 列調整

列の両端揃え 列調整

列の左揃え 列調整

列の右揃え 列調整

変更の受け入れ（CTRL+M） コミット
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「変更の破棄」（ESC） コミット

モジュール用に新規ディスカッションを
作成

ディスカッション

オブジェクト用に新規ディスカッション
を作成

ディスカッション

モジュールのディスカッションを表示 ディスカッション

オブジェクトのディスカッションを表示 ディスカッション

フィルターをエクスプローラーに適用 表示

フィルターのオン / オフ（Filter on/off） 表示

プロパティーのフィルター 表示

グラフィック・モードのオン / オフ
（Graphics mode on/off）

表示

モジュール・エクスプローラーのオン /
オフ（Module explorer on/off）

表示

アウトライン・モードのオン / オフ
（Outlining mode on/off）

表示

フィルターの再適用 表示

ソートのオン / オフ（Sorting on/off） 表示

編集モード排他編集（Edit mode exclusive 
edit）

編集モード

編集モード読み取り専用（Edit mode read 
only）

編集モード

編集モード共有編集（Edit mode shareable 
edit）

編集モード

Word へのエクスポート エクスポート

太字（CTRL+B） フォーマット設定

黒丸 フォーマット設定

ボタン 機能とキーボード・ショートカット ツールバー
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モジュール・ボタン

インデントの削除 フォーマット設定

インデントの挿入 フォーマット設定

イタリック（CTRL+I） フォーマット設定

取り消し線（CTRL+SHIFT+S） フォーマット設定

下線（CTRL+U） フォーマット設定

リンク・スタートのクリア（Clear link 
start）

リンク

スタートからのリンクの作成
（SHIFT+CTRL+F）

リンク

スタートへのリンクの作成
（SHIFT+CTRL+M）

リンク

新規外部リンクの作成（Make new 
external link）

リンク

リンクの開始（CTRL+I） リンク

モジュール・プロパティーの編集 モジュール

印刷（CTRL+P） モジュール

保存（CTRL+S） モジュール

検索（CTRL+F） ナビゲーション

次を検索（F3） ナビゲーション

前を検索（SHIFT+F3） ナビゲーション

移動（CTRL+G） ナビゲーション

オブジェクトの削除（DELETE） オブジェクト

オブジェクトのレベル下げ
（CTRL+ALT+RIGHT）

オブジェクト

オブジェクト・プロパティーの編集
（CTRL+E）

オブジェクト

ボタン 機能とキーボード・ショートカット ツールバー
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このレベルの新規オブジェクト
（CTRL+N）

オブジェクト

下の新規オブジェクト（CTRL+L） オブジェクト

オブジェクトのレベル上げ
（CTRL+ALT+LEFT）

オブジェクト

オブジェクト見出しの編集（CTRL+H） オブジェクト編集

オブジェクト・テキストの編集
（CTRL+T）

オブジェクト編集

見出しとテキストのスワップ オブジェクト編集

スペル・チェック（CTRL+K） スペル

テーブル・プロパティーの編集 テーブル

テーブルの挿入 テーブル

テーブル列の挿入 テーブル

テーブル行の挿入 テーブル

ボタン 機能とキーボード・ショートカット ツールバー
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データベース・ボタン

データベース・ボタン

ボタン 機能とキーボード・ショートカット

新規フォルダーの作成

新規プロジェクトの作成

1 レベル上にナビゲート

お気に入りに追加

ユーザーとグループを管理します

新規フォーマル・モジュールの作成（Create new formal 
module）（CTRL+M）

新規リンク・モジュールの作成（CTRL+L）

読み取り専用でモジュールを開く（CTRL+R）

共有編集でモジュールを開く（CTRL+S）

排他編集でモジュールを開く（CTRL+E）

削除（DELETE）
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28 DXL の使用

この章のトピックは、次のとおりです。

• DXL

• DXL プログラムの開発

• DXL ライブラリーの参照

• レイアウト DXL から属性 DXL への変換

DXL
Rational DOORS eXtension Language（DXL） は Rational DOORS の機能
を制御したり拡張したりできる簡単なスクリプト言語です。

DXL は、文法上 C 言語や C++ 言語とよく似ています。

DXL を使えば以下のようなことができます。

• 属性値の計算など、定型的な作業や複雑な作業の自動化

• カスタム・プログラムから出されたイベントへの応答

• Rational DOORS のメニューへの独自オプションの付加

DXL の詳細については、「DXL リファレンス・マニュアル」を参照して
ください。このマニュアルは、PDF ファイルとして入手できます。ま
た、「ヘルプ」メニューから参照することもできます。

DXL プログラムの開発

小さな DXL プログラムを開発するには「DXL 対話」ウィンドウを使
用します。

大規模なプログラム開発には、コーディング時に市販のエディター・
ツールを使うことをお勧めします。その後で、開発した DXL を実行
したりデバッグするために、「DXL 対話」ウィンドウに DXL プログ
ラムをロードすることができます。

注    サード・パーティーの編集ツールを実行するように、
Rational DOORS のメニュー・オプションをセットアッ
プすることができます。
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「DXL 対話」ウィンドウを使うには

1. データベース・エクスプローラーまたはモジュール・ウィンドウ
のいずれかで、「ツール」>「DXL の編集」の順にクリックしま
す。

注     「実行」ボタンと「名前を付けて保存」ボタンを
使用できない場合は、ユーザーが DXL の編集と
実行を行えないようにデータベースがセットアッ
プされている可能性があります。この場合は、
データベース管理者にお問い合わせください。

2. 「DXL 入力」ペインにプログラムを入力するかロードします。

ファイルの中身をロードするには、「ロード」をクリックします。
DXL ライブラリーからプログラムをロードするには、「参照」を
クリックします。

3. 「DXL 入力」ペインのプログラムを実行するには、「実行」をク
リックします。

エラー・メッセージは「DXL 出力」ペインに表示されます。 
4. 次のエラー・メッセージを表示するには、「次のエラー」をク

リックします。「DXL 出力」ペインに表示されるエラーが発生し
た場合、「DXL 入力」ペインでその原因となったソース・コード
のラインにスクロールされます。 

5. 行番号をつけて「DXL 入力」ペインの内容を印刷するには、「印
刷」をクリックします。

6. 「DXL 入力」ペインの内容をファイルに保存するには、「名前を付
けて保存」をクリックします。
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DXL プログラムの開発

「DXL 入力」ペインで右クリックすると、ポップアップ・メ
ニューが表示されます。

メニュー・
オプション

サブメニュー・
オプション

説明

ファイル ロード テキスト・ファイルの中身を「DXL 入
力」ペインにロードします。ドラッ
グ・アンド・ドロップを使って、
Windows エクスプローラーから直接
ファイルをロードすることもできま
す。

保存 「DXL 入力」ペインでテキストに加え
た変更を保存します。

名前を付けて
保存

「DXL 入力」ペインの内容を別のファ
イルに保存します。

新規 「DXL 入力」ペインをクリアします。
テキストを変更してまだ保存していな
い場合は、保存するかどうかを尋ねら
れます。

編集 すべて選択 「DXL 入力」ペインのテキストすべて
を選択します。

すべて選択解
除

選択されたテキストを選択解除しま
す。

コピー 選択したテキストをクリップボードに
コピーします。

切り取り 選択したテキストをクリップボードに
移動します。

貼り付け クリップボードのテキストを「DXL 入
力」ペインにコピーします。

元に戻す 最後に行った編集操作を取り消しま
す。

検索 検索 「DXL 入力」ペインのテキスト文字列
を検索します。この検索では大文字と
小文字は区別されます。
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DXL ライブラリーの参照

DXL ライブラリーは、Rational DOORS ホーム・ディレクトリーの 
/lib/dxl フォルダーにあります。

次のような場合に、「参照」ボタンをクリックして DXL ライブラリー
を確認します。

• 「DXL 対話」ウィンドウを使っているときに、実行する DXL プロ
グラムを探す場合

• DXL 属性を作成しているときに、その属性を使う DXL プログラ
ムを探す場合

• レイアウト DXL 列を作成しているときに、そのレイアウト DXL 
列を使う DXL プログラムを探す場合

「DXL 参照ツール （DXL Browse Tools）」ウィンドウが表示されます。
「参照」ボタンをクリックした際にユーザーがどの場所にいるかに
よって、表示される DXL プログラムとボタンが変わります。

DXL プログラムの実行結果は、モジュールまたはデータベース上で
「DXL の編集」メニュー・オプションを選択したかどうかによって異
なる場合があります。例えば、一部の DXL プログラムではモジュー
ル内から実行する必要があり、データベースから実行すると失敗する
場合があります。

注    「実行」ボタンまたは「編集」ボタンが使用できない
場合は、ユーザーが DXL の編集と実行を行えないよ
うにデータベースがセットアップされている可能性が

再度 検索を繰り返します。

置換 テキストのある文字列を他の文字列に
置換します。テキスト文字列を一度に 
1 つずつ置換できるほか、一括して置
換することもできます。

行に移動 指定した行番号の先頭にカーソルを移
動します。

メニュー・
オプション

サブメニュー・
オプション

説明
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レイアウト DXL から属性 DXL への変換

あります。この場合は、データベース管理者にお問い
合わせください。

レイアウト DXL から属性 DXL への変換

レイアウト DXL 列に格納されている値は、Rational DOORS の表示を
更新するたびに再計算されます。定期的にこの値を更新するとメモ
リーを消費し、パフォーマンスの低下を招きます。DXL プログラム
で動的に更新する必要がない場合は、レイアウト DXL 列の内容を属
性 DXL に変換できます。 
レイアウト DXL 列を変換するには

1. 変換するレイアウト DXL を含むモジュールを排他編集モードで
開きます。モジュールに対する作成権限が必要です。

2. 変換するレイアウト DXL 列を含むビューを選択します。

3. 「ツール」>「サポート・ツール」>「レイアウト DXL を属性 
DXL に変換」の順にクリックします。

「レイアウト DXL の変換 」ダイアログ・ボックスが表示されま
す。現行ビューのレイアウト DXL 列のリストが表示されます。

4. 変換する列を選択し、「変換」をクリックします。

DXL が正常に変換されたことを知らせるメッセージが表示され、新
しい「属性 DXL」カラムがビューに追加されます。

ボタン 説明

適用 選択したプログラムを DXL 属性やレイアウト DXL 列に
割り当てます。

現行 DXL 属性やレイアウト DXL 列に割り当てられたプラグ
ラムを編集します。

説明 
（Describe）

選択したプログラムの説明を表示します。

編集 選択したプログラムを編集します。

新規 DXL 属性やレイアウト DXL 列のための新しいプログラ
ムを定義します。

実行 「DXL 対話」ウィンドウで選択したプログラムを実行し
ます。
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29 キーボード・ショートカット

この章では、マウスを使ったメニュー・オプションの代わりに使用で
きるキーボード・ショートカットについて説明します。

• Ctrl キー

• リッチ・テキスト

• ファンクション・キー

• キーパッドのキー

• ナビゲーション・キー

Ctrl キー

Ctrl キーを使ったショートカットのリストを次の表に示します。

キー コンテキスト 説明

Ctrl+A フォーマル・
モジュール

次の列の属性を編集します。

CTRL+C データベー
ス・エクスプ
ローラー

現在選択されている項目をデー
タベース・エクスプローラーの
クリップボードにコピーします。

フォーマル・
モジュール

現在選択されているオブジェク
トを、モジュールのオブジェク
トのクリップボードにコピーし
ます。

オブジェクトを編集している場
合は、現在選択しているテキス
トをシステムのクリップボード
にコピーします。

Ctrl+D データベー
ス・エクスプ
ローラー

新しいディスクリプティブ・モ
ジュールを作成します。

フォーマル・
モジュール

編集の最中に変更したデータを
削除します（現行オブジェクト
に加えた編集を取り消します）。
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リンク・モ
ジュール

リンクを削除します。

Ctrl+E データベー
ス・エクスプ
ローラー

排他編集モードでモジュールを
開きます。

フォーマル・
モジュール

オブジェクトの編集が可能なオ
ブジェクト・プロパティー・
シートを表示します。

リンク・モ
ジュール

リンクが選択されている場合に、
「リンク・オブジェクトの編集」
シートを表示します。

Ctrl+F データベー
ス・エクスプ
ローラー

新しいフォーマル・モジュール
を作成します。

フォーマル・
モジュール

モジュール内のテキストを検索
します。

Ctrl+G フォーマル・
モジュール

モジュール内の特定のオブジェ
クトに移動します。

Ctrl+H フォーマル・
モジュール

現行オブジェクトのオブジェク
ト見出し属性を編集します。

Ctrl+I データベー
ス・エクスプ
ローラー

ツールバー、「お気に入り」、「場
所」、データベース・エクスプ
ローラー画面、コンテキスト画
面の間でフォーカスを移動しま
す。

フォーマル・
モジュール

リンクを開始します。 

Ctrl+K フォーマル・
モジュール

スペル・チェッカーを実行しま
す。

Ctrl+L データベー
ス・エクスプ
ローラー

新しいリンク・モジュールを作
成します。

キー コンテキスト 説明
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Ctrl キー

フォーマル・
モジュール

現行オブジェクトの 1 レベル下
に新規オブジェクトを作成しま
す。

リンク・モ
ジュール

新しいリンクセットを作成しま
す。

Ctrl+M フォーマル・
モジュール

データを変更します（現在のオ
ブジェクトへの編集を許可し、
メモリーに保存します）。

Ctrl+N フォーマル・
モジュール

現行オブジェクトと同じレベル
に新規オブジェクトを作成しま
す。

リンク・モ
ジュール

新しいリンクを作成します。

Ctrl+P フォーマル・
モジュール

モジュールを印刷します。

Ctrl+R データベー
ス・エクスプ
ローラー

読み取り専用で、モジュールを
開きます。

フォーマル・
モジュール

インプレース編集モードで開い
ている属性の内容を削除します。

Ctrl+S データベー
ス・エクスプ
ローラー

モジュールを共有編集モードで
開きます。

すべてのモ
ジュール

モジュールを保存します。

Ctrl+T フォーマル・
モジュール

現行オブジェクトのオブジェク
ト・テキスト属性を編集します。

CTRL+V データベー
ス・エクスプ
ローラー

データベース・エクスプロー
ラーのクリップボードの内容を
データベース・エクスプロー
ラーに貼り付けます。

キー コンテキスト 説明
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フォーマル・
モジュール

オブジェクトの編集中であれば、
システムのクリップボードの内
容を貼り付けます。

それ以外の場合は、モジュール
のオブジェクトのクリップボー
ドの内容を貼り付けます。この
場合、現行オブジェクトと同じ
レベルに新しいモジュールが作
成されます。

CTRL+X データベー
ス・エクスプ
ローラー

現在選択されている項目を切り
取って、データベース・エクス
プローラーのクリップボードに
格納します。

フォーマル・
モジュール

現在選択しているオブジェクト
を切り取り、モジュールのオブ
ジェクトのクリップボードに置
きます。 
オブジェクトを編集している場
合は、現在選択しているテキス
トをシステムのクリップボード
にコピーします。

CTRL+Z すべてのモ
ジュール

最後の編集を元に戻します。

Ctrl+Return データベー
ス・エクスプ
ローラー

デフォルトの編集モードで選択
されているモジュールを開きま
す。

フォーマル・
モジュール

インプレース編集モードで編集
している場合に、現行オブジェ
クトと同じレベルにオブジェク
トを作成します。

キー コンテキスト 説明
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Ctrl キー

Ctrl+ 左矢印 フォーマル・
モジュール

現行オブジェクトの親オブジェ
クトに移動します。

テキストを編集している場合は、
挿入ポイントを左隣の単語に移
動します。

Ctrl+ 右矢印 フォーマル・
モジュール

現行オブジェクトの最初の子オ
ブジェクトに移動します。

テキストを編集している場合は、
挿入ポイントを右隣の単語に移
動します。

Ctrl+Home フォーマル・
モジュール

テキストを編集している場合は、
挿入ポイントを属性の開始位置
に移動します。

Ctrl+End フォーマル・
モジュール

テキストを編集している場合に、
挿入ポイントを属性の終了位置
に移動します。

Ctrl キーを押しなが
ら属性をダブルク
リック

フォーマル・
モジュール

その属性の「値の編集（Edit 
Value）」エディターに移動しま
す。

Return フォーマル・
モジュール

属性を編集している場合に、次
のオブジェクトの同じ属性に移
動します（列挙されたリストで
のみ）

Ctrl+ 右 Shift フォーマル・
モジュール

インプレース編集モードで、右
から左に読み進む属性値を右揃
えします。 

Ctrl+ 左 Shift フォーマル・
モジュール

インプレース編集モードで、左
から右に読み進む属性値を左揃
えします。

Ctrl+Shift+F フォーマル・
モジュール

リンクの開始が定義されている
ときに、開始オブジェクトから
のリンクを作成します。

キー コンテキスト 説明
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リッチ・テキスト

次の表の機能は、フォーマル・モジュール内のテキスト属性または文
字列属性を編集している場合にのみ使用できます。

ファンクション・キー

次の表の機能は、フォーマル・モジュールとデータベース・エクスプ
ローラーで使用できます。

Ctrl+Shift+M フォーマル・
モジュール

リンクの開始が定義されている
ときに、開始オブジェクトへの
リンクを作成します。

CTRL+SHIFT+O データベー
ス・エクスプ
ローラー

「ツールバーのカスタマイズ」ダ
イアログ・ボックスを表示しま
す。

すべてのモ
ジュール

「ツールバーのカスタマイズ」ダ
イアログ・ボックスを表示しま
す。

CTRL+SHIFT+ENTE
R

フォーマル・
モジュール

直接編集している場合は、ソフ
ト・リターンを挿入します。

キー 説明

Ctrl+B 選択しているテキストを太字にします。

Ctrl+I 選択しているテキストをイタリックにします。

Ctrl+U 選択しているテキストに下線を付けます。

Ctrl+Shift+S 選択しているテキストに取り消し線を付けます。

キー 説明 Ctrl+

F1 データベース・エクスプローラーや
モジュール・ウィンドウにヘルプを
表示します。ただし、ダイアログ・
ボックスには表示されません。

キー コンテキスト 説明
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ファンクション・キー

F2 データベース・ エクスプローラー - 
右側のペインで選択されている項目
のプロパティー・シートが表示され
ます。

F2 モジュール内 - 現行オブジェクトを
選択に追加します。例えば、F2 キー
を使用してオブジェクト 1 を選択し
た後、F2 キーを使用してオブジェク
ト 5 を選択すると、オブジェクト 1 
と 5 の間にあるすべてのオブジェク
トが選択されます。その後、F2 キー
を使用してオブジェクト 9 を選択す
ると、オブジェクト 5 とオブジェク
ト 9 の間にあるすべてのオブジェク
トが選択に追加されます。

現在の選択をクリア
します。

Shift+F2 現在の選択をクリアします。

F3 モジュール内で選択します。 モジュール内で選択
解除します。

F3 検索時にモジュール内の次のオブ
ジェクトを検索します。

Shift+F3 検索時にモジュール内の前のオブ
ジェクトを検索します。

F4 現在のオブジェクトを削除します。

F5 画面を更新します。

Shift+F5 モジュールを更新します。

F6 アウトラインがオンの場合、現在の
オブジェクトを折りたたみます。

アウトラインがオン
の場合、現在のオブ
ジェクトを展開しま
す。

Shift+F10 データベース・ エクスプローラーお
よびモジュール・ウィンドウで、コ
ンテキスト・メニューを表示します 
( 右クリックと同じ )。

キー 説明 Ctrl+
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キーパッドのキー

次の表の機能は、Num Lock キーを押して Num Lock をオフにしてい
る場合にのみ使用できます。

キーパッドの
キー

説明 Ctrl+

Home
7

フォーマル・モジュールの最初
のオブジェクトに移動します。

テキストを編集している
場合は、挿入ポイントを
属性の開始位置に移動し
ます。

End
1

フォーマル・モジュールの最後
のオブジェクトに移動します。

テキストを編集している
場合に、挿入ポイントを
属性の終了位置に移動し
ます。

Page Up
9

フォーマル・モジュールでグラ
フィック・モードでない場合に
画面を上にスクロールします。

グラフィック・モードの
フォーマル・モジュール
で、よりコンパクトな形
式に親オブジェクトを調
整して、ツリー全体を再
描画します。

Page Down 3 フォーマル・モジュールかディ
スクリプティブ・モジュールで
画面を下にスクロールします。

左矢印

4
リンク・モジュールで前のリン
ク先オブジェクトに移動しま
す。

フォーマル・モジュール
で現行オブジェクトの親
オブジェクトに移動しま
す。

右矢印 6 リンク・モジュールで次のリン
ク先オブジェクトに移動しま
す。

フォーマル・モジュール
で現行オブジェクトの最
初の子オブジェクトに移
動します。

上矢印

8
フォーマル・モジュールで前の
オブジェクトに移動します。リ
ンク・モジュールで、リンク元
オブジェクトに移動します。

フォーマル・モジュール
で子オブジェクトをスッ
キプし、同じレベルの前
のオブジェクトに移動し
ます。



Rational DOORS の使用方法  461

キーパッドのキー

下矢印 2 フォーマル・モジュールで次の
オブジェクトに移動します。リ
ンク・モジュールで、前のソー
ス・オブジェクトに移動しま
す。

フォーマル・モジュール
で子オブジェクトをス
キップし同じレベルの次
のオブジェクトに移動し
ます。

Insert
0

現行オブジェクトの 1 つ下のレ
ベルにオブジェクトを作成しま
す。

現行オブジェクトと同じ
レベルにオブジェクトを
作成します。

Delete
.

オブジェクトまたはリンクを削
除します。

 + アウトラインがオンの場合、現
在のオブジェクトを展開しま
す。

データベース・エクスプロー
ラーまたはモジュール・エクス
プローラーでは、現在の項目を
展開して次のレベルの項目を表
示します。

- アウトラインがオンの場合、現
在のオブジェクトを折りたたみ
ます。

ルート・ノードを選択している
場合は、データベース・エクス
プローラーまたはモジュール・
エクスプローラーのディレクト
リー全体を折りたたみます。

* ルート・ノードを選択している
場合は、データベース・エクス
プローラーまたはモジュール・
エクスプローラーのディレクト
リー全体を展開します。

キーパッドの
キー

説明 Ctrl+
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ナビゲーション・キー

ナビゲーション・キーを使ったショートカットのリストを次の表に示
します。

キー 実行すること

Insert 現行オブジェクトの 1 つ下のレベルにオブジェ
クトを作成します。

Ctrl+Insert 現行オブジェクトと同じレベルにオブジェクト
を作成します。

Home モジュールの先頭のオブジェクトへ移動します。

End モジュールの最後のオブジェクトへ移動します。

Ctrl+Home テキストを編集している場合に、挿入ポイント
を属性の開始位置に移動します。

Ctrl+End テキストを編集している場合に、挿入ポイント
を属性の終了位置に移動します。

Page Up 文書モードでは 1 画面上にスクロールします。

グラフィック・モードでは、ツリーを時計回り
に 90 度回転させます。

Page Down 文書モードでは 1 画面下にスクロールします。

グラフィック・モードでは、オブジェクトを時
計回りに回転させます。

上矢印 文書モードでは、次のオブジェクトまたは前の
オブジェクトに移動します。

下矢印 グラフィック・モードでは、ツリーの階層を上
下に移動します。

Ctrl+ 上矢印、Ctrl+ 下
矢印

現行オブジェクトから兄弟の上または下に移動
します。

フォーカスがモジュール・エクスプローラーの
左にある場合は、スクロールします。

テキストを編集している場合は、挿入ポイント
を属性の開始位置または終了位置に移動します。
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ナビゲーション・キー

Ctrl+Shift+ 上矢印、
Ctrl+Shift+ 下矢印

モジュールの内容を滑らかにスクロールします。

Ctrl+ 左矢印、Ctrl+ 右
矢印

現行オブジェクトから親（左矢印）または、最
初の子（右矢印）に移動します。

フォーカスがモジュール・エクスプローラーの
左にある場合は、スクロールします。

テキストを編集している場合は、挿入ポイント
を属性の前の単語の開始位置または次の単語の
終了位置に移動します。

Shift+Return 文書モードでは、現行オブジェクトをインプ
レース編集します。すでに現行オブジェクトを
編集している場合は、次のオブジェクトに移動
します。

グラフィック・モードをアクティブにしている
場合、またはモジュール・エクスプローラーの
左ペインをアクティブにしている場合は、何も
行いません。

Menu データベース・エクスプローラーおよびモ
ジュール・ウィンドウで、コンテキスト・メ
ニューを表示します ( 右クリックまたは 
Shift+F10 と同じ )。

キー 実行すること
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30 サポートへのお問い合わせ

この章のトピックは、次のとおりです。

• IBM Rational ソフトウェア・サポートへのお問い合わせ

• 前提条件

• 問題の処理依頼

• その他の情報

IBM Rational ソフトウェア・サポートへのお問い合わせ

セルフ・ヘルプ・リソースで問題を解決できない場合、IBM Rational 
Software サポートにお問い合わせ頂き、製品の問題解決の支援を依頼
してください。

注    従来からの Telelogic のお客様の場合、
http://support.telelogic.com/toolbar に移動して、IBM 
Rational Telelogic ソフトウェア・サポートのブラウ
ザー・ツールバーをダウンロードできます。このツー
ルバーを使用すると、IBM Rational Telelogic 製品オン
ライン・リソースに簡単に移行できます。また、すべ
ての IBM Rational Telelogic サポート・リソースが、単
一の参照サイト 
http://www.ibm.com/software/rational/support/telelogic/ 
で提供されます。

前提条件

お客様の問題を IBM Rational ソフトウェア・サポートに処理依頼する
には、アクティブなパスポート・アドバンテージ Æ ・ソフトウェア
保守契約が必要です。パスポート・アドバンテージは、IBM の総合
的なソフトウェア・ライセンスおよびソフトウェア保守（製品アップ
グレードおよびテクニカル・サポート）製品です。パスポート・アド
バンテージには、
http://www.ibm.com/software/lotus/passportadvantage/howtoenroll.html か
らオンラインで登録できます。

• パスポート・アドバンテージの詳細については、
http://www.ibm.com/software/lotus/passportadvantage/brochures_faqs_
quickguides.html でパスポート・アドバンテージの FAQ を参照して
ください。
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• さらに支援が必要な場合には、お客様の IBM 担当員にお問い合わ
せください。

お客様の問題を（IBM Web サイトから）オンラインで IBM Rational ソ
フトウェア・サポートに処理依頼するには、さらに以下が必要です。

• IBM Rational ソフトウェア・サポート Web サイトで登録済みユー
ザーとなること。登録の詳細については、
http://www-01.ibm.com/software/support/ を参照してください。

• サービス要求ツールで、許可された呼び出し元としてリストに記
載されていること。

問題の処理依頼

お客様の問題を IBM Rational ソフトウェア・サポートに処理依頼する
には

1. 問題のビジネス上の影響を判断します。問題を IBM に報告する際
に、重大度レベルを指定するよう求められます。したがって、報
告する問題のビジネス上の影響を理解し、評価する必要がありま
す。

以下の表を使用して、重大度レベルを決定してください。

重大度 説明

1 この問題には、致命的なビジネス上の影響がありま
す。プログラムを使用できないため、運用に致命的
な影響が発生します。この状態は、即時の解決策が
必要です。

2 この問題には、重大なビジネス上の影響がありま
す。プログラムは使用できますが、厳しく制約され
ます。

3 この問題には、軽微なビジネス上の影響がありま
す。プログラムは使用できますが、（運用上不可欠
ではない）重要度の低い機能が使用できません。

 4 この問題には、最小限度のビジネス上の影響があり
ます。運用にほとんど影響が発生しないか、または
問題に対して合理的な回避策が実装されています。
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問題の処理依頼

2. 問題を説明し、バックグラウンド情報を収集します。IBM に対し
て問題を説明する際には、できるだけ具体的に説明してくださ
い。すべての関連したバックグラウンド情報を提示して、IBM 
Rational ソフトウェア・サポートのスペシャリストが効率的に問
題解決を支援できるようにしてください。時間の節約のために、
以下の質問に回答を準備してください。

• 問題の発生時には、どのソフトウェアのバージョンを実行し
ていましたか。

正確な製品名とバージョンを判断するために、お客様に該当
するオプションを使用してください。 
• IBM Installation Manager を開始し、「ファイル」>「インス

トールされたパッケージを表示（View Installed 
Packages）」を選択します。パッケージ・グループを展開
し、パッケージを選択してパッケージ名とバージョン番号
を確認します。 

• お客様の製品を始動し、「ヘルプ」>「製品情報」の順にク
リックして、製品名とバージョン番号を確認します。 

• オペレーティング・システムおよびバージョン番号は何です
か（すべての Service Pack またはパッチを含む）。 

• 問題の症状に関連するログ、トレース、およびメッセージは
存在しますか。 

• 問題を再現できますか。その場合、どのような手順で問題を
再現できますか。 

• システムに何らかの変更を行いましたか。例えば、ハード
ウェア、オペレーティング・システム、ネットワーキング・
ソフトウェア、または他のシステム・コンポーネントに何ら
かの変更を行いましたか。 

• 現在、問題の回避策を何か実行していますか。その場合、問
題を報告する際に、回避策の説明を準備してください。

3. お客様の問題を、IBM Rational ソフトウェア・サポートに処理依
頼します。IBM Rational ソフトウェア・サポートへの問題の処理
依頼は、以下の方法で行うことができます。

• オンライン :IBM Rational Software ソフトウェア・サポートの 
Web サイト（https://www.ibm.com/software/rational/support/）
に移動し、Rational サポート・タスク・ナビゲーターで、

「サービス要求のオープン（Open Service Request）」をクリッ
クします。電子問題報告ツールを選択して「問題管理レコー
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ド（PMR）」を開き、お客様独自の表現で問題を正確に説明し
てください。

サービス要求のオープンの詳細については、
http://www.ibm.com/software/support/help.html を参照してくだ
さい。

また、IBM Support Assistant を使用してオンラインでサービス
要求を開くこともできます。詳細については、
http://www-01.ibm.com/software/support/isa/faq.html を参照して
ください。

• 電話 : お客様の国または地域の電話番号については、
http://www.ibm.com/planetwide/ の IBM ディレクトリーで世界
全体の連絡先を参照し、お客様の国または地域の名前をク
リックしてください。 

• お客様の IBM 担当員を通じて : オンラインまたは電話で IBM 
Rational ソフトウェア・サポートにアクセスできない場合、
IBM 担当員にお問い合わせください。必要な場合には、お客
様のために、IBM 担当員がサービス要求をオープンすること
ができます。各国の完全な窓口情報については、
http://www.ibm.com/planetwide/ を参照してください。

処理依頼した問題が、ソフトウェアの欠陥または欠落、または文書の

その他の情報

Rational ソフトウェア製品ニュース、イベント、およびその他の情報
については、IBM Rational Software の Web サイト 
http://www.ibm.com/software/rational/ を参照してください。
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31 特記事項

© Copyright IBM Corporation 1993, 2010

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したも
のであり、 本書に記載の製品、サービス、または機能が日本において
は提供されていない場合があります。日本で利用可能な製品、サービ
ス、および機能については、日本 IBM の営業担当員にお尋ねくださ
い。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービスに言及していて
も、その IBM 製品、プログラム、または サービスのみが使用可能で
あることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の
知的所有権を侵害することのない、機能的に同等の 製品、プログラ
ム、またはサービスを使用することができます。ただし、IBM 以外
の製品とプログラムの操作またはサービスの 評価および検証は、お
客様の責任で行っていただきます。 
IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 ( 特許出願中のも
のを含む ) を保有している場合があります。本書の提供は、お客様に
これらの特許権について 実施権を許諾することを意味するものでは
ありません。実施権についての書面によるお問い合わせは、下記宛先
にお送りくださ い。 

〒 242-8502
神奈川県大和市下鶴間 1623 番 14 号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されませ
ん。IBM およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物とし
て現存するままの状態で提供し、 商品性の保証、特定目的適合性の保
証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示 もしくは黙示の
保証責任を負わないものとします。 国または地域によっては、法律の
強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。 
この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。
本書は定期的に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれま
す。IBM は予告なしに、随時、この文書に記載されている製品また
はプログラムに対して、 改良または変更を行うことがあります。 
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本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合があります
が、 便宜のため記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推
奨するものでは ありません。それらの Web サイトにある資料は、こ
の IBM 製品の資料の一部では ありません。それらの Web サイトは、
お客様の責任でご使用ください。 
IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら
義務も負うことのない、 自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布
することができるものとします。 
本プログラムのライセンス保持者で、（i）独自に作成したプログラム
とその他のプログラム（本プログラムを含む）との間での情報交換、
および（ii）交換された情報の相互利用を可能にすることを目的とし
て、本プログラムに関する情報を必要とする方は、下記に連絡してく
ださい。 

Intellectual Property Dept. for Rational Software
IBM Corporation
1 Rogers Street
Cambridge, Massachusetts 02142
U.S.A.

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用する
こと ができますが、有償の場合もあります。 
本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセ
ンス資 料は、IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラ
ムのご使用条件、 またはそれと同等の条項に基づいて、IBM より提供
されます。 
この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下
で 決定されたものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、
異なる可能性があります。一部の測定が、開発レベルのシステムで行
われた可能性がありますが、 その測定値が、一般に利用可能なシステ
ムのものと同じである保証はありません。さらに、一部の測定値が、
推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があり
ます。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要
があります。 
IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、 もしく
はその他の公に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、
それらの製品のテストは行っておりません。したがって、 他社製品に
関する実行性、互換性、またはその他の要求については確証できませ
ん。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの製品の供給者
にお願いします。
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商標

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれ
ています。より具体性を与えるために、それらの例には、個人、企
業、ブランド、 あるいは製品などの名前が含まれている場合がありま
す。これらの名称はすべて架空のものであり、 名称や住所が類似する
企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎません。 
この情報をソフトコピーでご覧になっている場合は、写真やカラーの
図表は 表示されない場合があります。 
追加の特記事項が、ご使用のソフトウェア・インストールに含まれる 
legal_information.html ファイルに記載されています。

商標

IBM、IBM ロゴおよび ibm.com は、世界の多くの国で登録された 
International Business Machines Corp. の商標です。他の製品名および
サービス名は、IBM または各社の商標です。現時点での IBM の商標
リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.html をご覧ください。

Windows は、Microsoft Corporation の米国およびその他の国における
商標です。

テキスト・プルーフ・システム著作権

International Proofreader ™ English (US and UK) text proofing system © 
2003 by Vantage Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み
込まれているアルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じま
す。 
International Proofreader ™ French text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
International Proofreade ™ German text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
International Proofreade ™ Afrikaans text proofing system © 2003 by 
Vantage Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれ
ているアルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
International Proofreade ™ Catalan text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
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International Proofreade ™ Czech text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
International Proofreade ™ Danish text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
International Proofreade ™ Dutch text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
International Proofreade ™ Finnish text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
International Proofreade ™ Greek text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
International Proofreade ™ Italian text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。 
International Proofreade ™ Norwegian, text proofing system © 2003 by 
Vantage Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれ
ているアルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。

International Proofreade ™ Portuguese, text proofing system © 2003 by 
Vantage Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれ
ているアルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。

International Proofreade ™ Russian, text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。

International Proofreade ™ Spanish, text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。

International Proofreade ™ Swedish, text proofing system © 2003 by Vantage 
Technology Holdings, Inc. All rights reserved. 内部に組み込まれているア
ルゴリズムまたはデータベースの複製、分解を禁じます。

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。
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